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平成 19年 6月に、 「地方教育行政の組織及び運営に関する法律J

の一部が改正され、各教育委員会においては、毎年、教育行政事務

の管理及び執行状況について点検 ・評価を行い、その結果に関する

報告書を議会に提出するとともに、公表することが規定されましたロ

本報告書は、効果的な教育行政の推進に資するとともに、市民へ

の説明責任を果たしていくために、 「地方教育行政の組織及び運営

に関する法律」第二十六条の規定に基づき、令和 3年度の教育委員

会の点検及び評価を行い、教育に関する学識経験者の意見を付して

報告するものです。

0地方教育行政の組織及び運営に関する法律(抜粋)

(教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等)
第二十六条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務(前条第一項の規定により

教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務(同条第四項の規定によ
り事務局職員等に委任された事務を含む。)を含む。)の管理及び執行の状況につ
いて点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出す
るとともに、公表しなければならなし」

2 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関 し学識経験を
有する者の知見の活用を図るものとする。
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|自己点検 ・評価について|

令和 3年度の教育活動を振り返って

令和 3年度の教育行政は、京丹後市教育振興計画の基本理念に基づき、京丹後市が

目指す教育「心豊かにたくましく 幸福な未来を切り拓く力を育む教育Jrふるさとへ

の愛着と誇りを持ち 新しい価値を創りだす力を育む教育」の実現に向け、さまざま

な教育施策を推進してきました。

令和元年度から 3年度にかけての新型コロナウイルス感染症の影響により、学校の

一斉臨時休業や行事などの延期や中止を余儀なくされましたが、一方で行事の規模縮

小など感染対策に努めながら教育活動を進めました。

平成 28年度より全市展開となりました京丹後市の最も大きな教育振興策である

「小中一貫教育Jは、令和 2年度から「保幼小中一貫教育Jと名称を変更し、「京丹後

市の学校教育改革構想、」に基づき、 6つの学園が特色を生かしながら、子どもたちの育

ちと指導の一貫性を目指す教育活動に取組みました。

今年度は、「保幼Jの教育 ・保育を発信するため、峰山こども園において京丹後市教

育フォーラムを実施しました。保育参観を行ったあと、「乳幼児期の教育 ・保育の研究 ・

実践について」と題し実践報告を行い、幼児教育の大切さや 10年間ではぐくみたい

力をめざし、一貫教育を進めていることを市内に広めることができました。

子育て支援関係では、公営の保育所、幼保連携型認定こども園で、保育業務の負担軽

減や、保護者の利便性向上を目的に、保育業務支援システムを導入しました。また、放

課後児童クラブは継続して 10か所開設 し、子どもたちの安全・安心な放課後の健全

な育成に取り組むとともに、令和 2年 11月から峰山放課後児童クラブで開始しまし

た日曜日 ・祝日の開設を通年で実施しました。市内 8か所に設置している子育て支援

センターでは、子育て相談 ・交流 ・ふれあいの場として、身近な地域で子育て支援を実

施している一方、網野地域子育て支援センターでは、旧保育所を活用し、登録者のクラ

ス分けをすることなく自由に利用できる環境を整備し、子育て支援の充実を図ってい

ます。さらに、市内の事業所等が行う授乳用設備等の整備に要する経費を助成し、子育

て支援環境の充実に努めました。

学校教育関係では、令和 2年度まで 10年間にわたって実施してき た京丹後市学校

再配置基本計画について、計画期間後においても複式学級の発生が見込まれる学校が

あることから、この計画を引き継ぎ、今後 10年間を見据えた計画 と策定すべく、対

象となる地域 ・保護者に対して説明会 ・意見交換会を開催し、計画に対する理解を深

める取組を行い、京丹後市学校適正配置基本計画を策定しました。また、語学力の向

上及び国際的視野を持った人材の育成を目的に、平成 28年度から取り組んでいる



「中学生海外派遣事業Jは、前年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響に

より現地派遣は中止となりましたが、他国の文化や言語に触れ国際的視野を持てるよ

う「オンラインホームステイ」を実施し、 15人の生徒それぞれがオンラインにより

フィリピンホストファミリーと交流を深めながら貴重な成果等を得ることができまし

た。学習環境の整備では、網野北・島津小学校の 2校のトイレ洋式化事業が完了する

とともに、「新しい生活様式」を踏まえ、 6中学校の特別教室空調化事業が完了する

など教育環境の整備に努めました。また、国のGIGAスクール構想、に基づき、全小

中学校に整備した高速校内 LAN環境及び、児童・生徒・教職員 1人 1台のタブレツ

ト端末の活用を推進するとともに、新型コロナウイノレス感染症の感染拡大による学校

の学年 ・学級閉鎖時にオンライン授業を実施するなど、学びの保障の取組を実施しま

した。

今後も GIGAスクール構想、の実現に向けた ICT環境の利活用を着実に実施して

いきます。

社会教育関係では、新型コロナウイルス感染症拡大で計画どおりの事業実施が困難

な状況でしたが、地域公民館を中心に乳幼児から高齢者まで各世代を対象とした学習

機会の確保に努めることができました。また、図書館事業では、 W i -F i接続サービ

スや図書除菌機の導入など新たな取組により、利用者数がコロナ禍前の水準に回復 し

ました。 社会体育関係でも感染症拡大による事業の中止や縮小を余儀なくされました

が、はごろも陸上競技場での「市民陸上記録会Jの実施や久美浜湾カヌーセンターを活

用した東京 20 2 0オリンピ ックのスペイン及びポルトガル代表チームの事前合宿受

入などスポーツのまちづくりを進めることができました。

文化財保護関係では、今後の文化財の保存 ・活用の方向性を示すものとして、京丹

後市文化財保存活用地域計画の策定を進めました。また網野銚子山古墳の整備に向け

市史跡整備検討委員会及び文化庁等の指導を受け、実施設計及び環境整備工事を実施

しました。

このように、令和 3年度は、保幼小中一貫教育の推進、 子どもの放課後対策や子育

て支援、学校適正配置の取組、国際交流事業の推進、学習環境の整備、スポーツ振興

の推進、文化財保存活用の検討、施設の改修整備など本市の懸案となっている課題の

解消に向けてさらなる取組を進めてきました。本市教育振興計画の「京丹後市が目指

す教育Jの達成に向け、今後もさまざまな教育活動を推進していきます。

令和 4年 11月

京丹後市教育委員会



|教育に関する学識経験者の意見|

1 外部評価者職名 京都教育大学大学院連合教職実践研究科 教授
氏名 竺 沙 知 章
令和4年 10月 20日(評価を行った日)

2 序論
令和 3年度では、前年度に引き続き、京丹後市教育振興計画の基本理念に基づき、京丹後

市が目指す教育「心豊かにたくましく 幸福な未来を切り拓く力を育む教育Jrふるさとへの
愛着と誇りを持ち 新しい価値を創りだす力を育む教育」の実現に向け、さまざまな教育施
策が推進されてきた。京丹後市の将来を見据えた施策が展開されている。

また新型コロナウイルス感染症の影響も大きく、その対応に苦慮、した一年で、あったと思う。
コロナ禍において、感染対策を万全にしながら、いかにして、教育の目標を達成していくか、
その工夫が重要で、あったと思う。
本意見書では、「教育委員会活動の点検及び評価報告書J(以下、「報告書J) を主として分

析し、また各種の資料や教育委員会会議や総合教育会議の議事録も参照しながら、中長期的
な視点から策定されている京丹後市の教育振興計画の基本理念がどのように実現されようと
しているか、その視点から意見を述べるとともに、新型コロナウイルス感染症への対応につ
いて、適切に点検評価がなされているかという視点からも意見を述べることにしたい。

3 主な施策等の成果と課題
( 1 )教育委員の活動について
コロナ禍で制約がある状況においても、教育委員会会議、総合教育会議、管内視察、研修

会など教育委員として必要な活動が活発に適切に展開されていたと評価することができる。
教育委員会会議は、 12回の定例会議と 5回の臨時会議が開催されていた。 臨時会議が、必

要な時に、負担を厭わず開催されていることは、重要事項を迅速に意思決定することにつな
がり、大切なことだと思う。7月の定例会議では教職員の働き方改革について、 11月の定例
会議では学校適正配置基本計画について、 2月の臨時会議では予算や共同学校事務室などに
ついて、議題となり、ていねいで、活発な審議がなされていたこと が印象に残る。

また、総合教育会議は 2回開催されていた。第 1回 (7月 18日)では、いじめ ・不登校に
ついて、 GIGAスクーノレ構想の進捗状況について、第 2次京丹後市総合計画「基本計画」につ
いて、教育大綱について、第 2回 (10月 28日)では、いじめ ・不登校について、令和 4年度
当初予算について、教育大綱について、議題として取り上げられ、活発な意見交換がなされ
ていた。いじめ ・不登校の問題、教育大綱については、 2固とも議題となっており、関心の高
さがイ云わってくる。
教育委員会は合議制の行政機関であることから、市にとって重要な課題について、じっく

りと協議、意見交換を行い、意思決定していくことが重要である。京丹後市の教育委員会は、
制度の理念をしっかりと実現している自治体であると思う。
(2) 重点目標に関する活動について
1 )保幼小中一貫教育の推進について

f{呆幼小中一貫教育Jと名称変更されて、 2年目となる令和3年度においては、教育フォ
ーラムが峰山こども園において開催され、こども聞の公開保育と乳幼児期の教育 ・保育の取
り組みの紹介がされたことが注目される。こども園の実践に、小学校、中学校の教職員が直
接触れ、その取り組みについて共に学ぶ機会が設けられたことになり、こども固と小学校、
中学校とのつなが りを強化するこ とになったものと思われる。就学前のこども園と小・中学
校との交流、協議がさらに深まっていくことが望まれる。このことは、報告書の「重点目標
1 就学前の子どもの教育 ・保育環境を充実しますJの今後の施策展開の考え方において、
円呆幼小の情報共有や教職員の交流と相互理解を深めるなど、小学校教育への円滑な接続を

図るための取り組みの充実を図るJと適切に述べられている。
また、令和 3年度は、学校運営協議会が設置され、コミュニティ ・スクールとして本格的

に活動を始めた年でもあった。各学園において、学校、家庭、 地域が連携して、「保幼小中一
貫教育」を推進する体制が、制度として整備されたことになる。各学園の評価報告書を見る
と、軌道に乗り、成果を上げているところもあれば、コロナ禍の影響もうけ、予定通り活動
できなかったところもあったよう で、学園間で差異が見られるよ うである。各学園の地域の
特色も大切にしつつ、相互に情報交換もしながら、進めていただければと思う。教育委員会



と同様に、各学園においても、学校運営協議会の仕組みの中で、学校、家庭、地域の関係者の

問の質の高い熟議が行われることが期待される。
2)社会を生き抜く力の育成について
目標指標値の「将来の夢や目標を持っている生徒の割合<中学生>Jが、令和元年度以降、

若干ではあるが、低下しており、 90%の目標達成ができるのか、懸念される状況のように恩
われる。「丹後学J、GIGAスクール'情報機器整備、国際交流事業など、京丹後市の特色ある取
り組みが着実に取り組まれているので、それらをさらに充実させていくことが必要であろう。

その点で、令和4年度の予算で、 STEAM教育の推進を図るグローパル人材育成事業が注目され
る。短期的に成果が生まれる取り組みではないことから、性急に成果を求めることなく、着
実に取り組んでいただ、きたし九

また「将来の夢や目標を持っている生徒Jを育てようとするならば、教員自身が夢や目標
を持っているか、ということも問われるように思う。
3)生徒指導体制、教育相談体制の充実について
いじめ・不登校の問題は、総合教育会議で常に議題とされており、市の重要な課題として

認識されている。
不登校の出現率は、計画策定時と比べると、かなり上昇している。全国的傾向であるが、

京丹後市特有の問題もあると思われることから、しっかりと向き合い、取り組むことが求め
られる。不登校は、あくまで学校に通えないという現象を示しているだけであり、何が問題
なのか、問題そのものを捉えた概念ではない。したがって、学校としては、何が問題なのか、

じっくりと探ることが必要となる。個人の問題でもあることは確かであるが、不登校になっ
ている児童・生徒への個別対応だけではなく、むしろそれ以上に、学校教育全体の問題とし
て取り組んでいくことが求められる。各学校の評価報告書を見ると、例えば、「魅力ある学校

づくりを行うとともに、誰もが自他の笑顔があふれることを願いつながることができる取組
を充実させることにより、全員登校5割以上を目指す」としづ記述があり、特定の児童・生
徒への個別的な支援を超えた教育の課題として認識されていることが読み取ることができ、

重要な視点である。
いじめの認知件数、認知率は、令和 2年度と 比較して、令和 3年度は増加した。コロナ禍に

よる学校生活の制約の影響が表れていることも考えられる。児童 ・生徒は、ストレスを感じ
ているため、些細なことがいじめと認知してしまうということも考えられる。児童 ・生徒が、
お互いを思いやり、安心して、楽しく学校生活を送ることができるように、そのような集団、
仲間を作ることができる力を育成していくことが必要となる。教員には、実態の把握や、集

団を形成する力量の育成のための指導力が求められるであろう。
いじめ防止に関わっては、いじめ防止啓発推進事業やいじめ防止対策等運営事業により、い
じめ防止のための市の体制が適切に整備されている。いじめ相談専用電話や子ども SNS(LINE) 
相談窓口が設置され、子どもの悩みに、市が直接応える体制が整備されていることが注目さ
れる。このような窓口を通して、子どもの実態把握の質が高まることが期待できる。事業の
成果・課題において、教員の指導力や学校の対応力の向上があげられており、引き続き、適

切な対応が進められると思う。

4 総括
保幼小中一貫教育を核として、 GIGAスクーノレ構想、の実現、国際交流として中学生の海外派

遣事業など、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて活動に制約を受けながらも、その趣
旨を実現するための工夫を重ね、着実に取り組みがなされていると評価できる。学園、こど

も園、小学校、中学校それぞれの点検・評価も、ていねいに、具体的に報告書が作成されてお
り、それぞれの特色、成果と課題が明確に示されていると思う。

5 総合評価
京丹後市では、重要な課題については、しっかりと議論を行ったうえで、計画を策定し、

中長期の展望を持ちながら、継続して、組織的に取り組む体制が整っていると言える。令和
3年度においては、「教職員の働き方改革実行計画j の改定、「京丹後市学校適正配置基本計

画Jの策定が行われた。いずれも関係者と時間をかけて議論してまとめられた計画で、ある。

こうした諸計画をもとに、目標、課題を共有しながら取り組む体制となっている ことから、
点検 ・評価も適切に実施することが可能となっていると思われる。引き続き、熟議を大切に
して、教育委員会、学校、地域、家庭が連携して、教育の充実を図り、まちづくりを進展して

いただきたいと思う。



l教育に関する学識経験者の意見|

1 外部評価者

2 序論

職名 京都文教大学 総合社会学部総合社会学科教授

氏名津達大

令和4年 10月 23日(評価を行った日)

令和 3年度『教育委員会活動の点検及び評価報告書』、ならびに関係部署が発行する各資料

に基づき、自己点検評価の点検を行った。新型コロナワイルス感染症は教育施策にも多くの

影響を与えたが、感染防止に努めながら従来の活動を取り戻す動きが社会全体で見られた。

各部署において、報告書には表れない陰の努力を膨大に積み重ねたものと察する。関係各位

のご尽力に敬意を表したい。

一方で、コロナ禍を契機に、自治体によっては従来ルーティンとして行ってきた社会教育

事業等を改めて見直す動きもみられる。必要と判断される事業は継続しつつも、「これまで問

題がなかったから今後もこのままで良しリという姿勢ではなく、より 一層 PDCAサイクルを働

かせ、社会の変化や住民のニーズ、等に合わせた事業の見直しも必要と思われる。そのような

観点も含め、以下のとおり意見を論じる。

3 本論

( 1 )教育委員会の活動状況

定例会 ・臨時会は例年どおり 18回開催され、各種事業の展開に必要な議案が審議された

ことが伺える。「押印に関する見直し ・整理等」の議案も見受けられたが、行政機関は依然と

して紙文化の残るものの、形式的な文書の簡略化や DX化が今後進むものと期待できる。

活動の中でも京丹後市教育フォーラムについて、別紙のフォーラムまとめを拝読すると、

参加者アンケー トも満足度が非常に高いだけでなく、フォーラムの成果と課題、今後の展開

に関する方向性が検討されている点は高く評価できる。また、研修会への参加の内容で「非

認知能力」や「脳科学の知見を活かした教育Jは、すべての教員や家庭が知り指導や子育て

に生かす内容である。研修で得られた情報等を、参加委員が現場に伝え、意識の変化をもた

らすことを期待したい。

p. 5-6のうち、小 ・中学校の入学式 ・卒業式を報告者は気がかりにしている。自治体によ

って学校運営協議委員等の紹介や教育委員会告示に時間を費やす例が散見される。コロナ禍

で、式典が縮小 ・簡略化したことを契機に、教育委員会側からも児童 ・生徒が主人公の式典の

在り方を検討していただきたい。

( 2 )施策評価 ・進捗管理調書

重点目標 5，6， 7における施策進捗状況の自己評価は企(少し遅れている)で、あったが、

新型コロナウイルス感染症拡大の影響によりやむを得ない。むしろ予算縮小等を恐れて評価

を高く見積ることがない点で適切といえる。前述のとおり従来の事業等の見直しを図るチャ

ンスと捉え、今後も住民のニーズ把握をしながら事業を展開していただきたい。以下、重点

目標 1，2， 3， 5， 7について述べる。

<重点目標 1 就学前の子どもの教育 ・保育環境の充実>

少子高齢・人口減少の社会において、子育て環境の充実は若年層の定着につながる。京丹

後は地域で子育てを支えていることが報告書から伺えた。テレワークに伴う若年層の移住人

口を獲得する潜在能力が京丹後市にはある。今後は、事業を展開する中で、子育て世代の声

を関係各部署に届ける任務もあるものと考えられ、部署間の連携を図ることが求められる。

<重点目標 2 確かな学力 ・生き抜く力の育成>

目標指標の中で、授業時間以外の自宅での学習時間が 目標値まで達していない状況は懸念

される事項である。少子化により高校 ・大学とも全入時代となった現在、児童 ・生徒に対し

ては、この学習がどのような力を身に付け、将来何に役立つのかを明示し、 動機付けを図る



必要がある。また、将来の夢や希望を持てない生徒の割合が高いことも懸念事項である。生

きる力の資質 ・能力の柱の 1つで、ある「学びに向かう力 ・人間性Jと関係するが、自らの人生

を振り返り、今後の生き方を考えるキャリア教育を充実させる必要がある。これは、重点目

標 4 豊かな人間性 ・社会性を育む (p.53) とも関連する内容である。

京丹後市は地域を素材にした豊かな教育を展開できる地であり、「丹後学Jはまさに 1つの

コンテンツである。各校にタブレット等の ICT機器が配置されたが、 ドリル学習はタブレツ

トを活用することで、教科書的な基礎学力の定着とともに、教員の採点業務の軽減や児童 ・

生徒のつまずきのデータ獲得にもつながる。その分、授業時間は思考力を重視する取組みに

転換するなど、大胆な改善が求められる。

<重点目標3 教育環境の整備>

安全 ・安心の確保については、ハード ・ソフト両面から展開されていることが伺えた。一

方で、別資料の通学路等安全推進会議「通学路等交通安全フ。ログラムJを拝読すると、せっ

かくの貴重な情報が組織内に埋もれているように感じた。具体的には、対策一覧で詳細な場

所を記しているものの、写真がなく現場感がつかめず、巻末地図も縮尺が大きく地域の詳細

まで把握できない。地域住民が、子どもの安全確保の視点を持つことは重要で、広く情報を

周知し、地域から情報を収集するための工夫の必要性を感じた。

<重点目標5 生涯にわたる豊かな学びの支援>

生涯学習は高齢社会の中で、独居で地域とつながりを持てない高齢者の閉 じこもり防止の

観点から、健康長寿福祉部との連携も重要である。教養講座の参加者数も報告されているが、

常連客だけに留まらない事業展開を期待したし、。事業の中で、図書館の貸出冊数の減少は精

査する必要がある。コロナ禍以外にインターネットからの情報入手の増加など、様々な要因

が考えられるが、スマートホン普及による子育て時の読み聞かせの減少や、若年層の活字離

れが原因とするならば、読解力の欠知に伴う学力低下に直結する課題になりうる。解決策と

して学校図書館との連携による図書活用も検討すべき事項と思われる。

<重点目標 7 たくましく健やかな体づくりと生涯スポーツの推進>

東京 20 2 0オリンピック・パラリンピックについては、計画どおり実施できなかった事

業もあり、残念だ、ったかと思う。一方で今後スポーツは、地域振興のコンテンツとして重要

になることが予想される。市民の健康促進を優先させながらも、地域が活性化しスポーツ ・

体づくりへの取組みを促す事業の展開を期待したい。

( 3 )学校評価自己評価

小中一貫教育にとどまらず、保・幼との連携も行うことで、 1人ひとりの子どもの成長が

見え、それぞれの段階の教育の見直しにもつながっている印象を受けた。それぞれの段階で

包み隠さず情報交換することにより、よい教育が展開されるものと思われる。

4 総括

教育委員会活動の点検及び自己評価について、参考となる客観的資料が多く、内容も整理

されており、非常にわかりやすい点は、関係各位の努力の賜物と感じられる。一方、膨大な

資料作成に時間を取られるあまり、本来の業務遂行に支障をきたさないよう、常に改善の視

点を持ち続けることも必要に思われる。

5 総合評価(意見等)

地域外の人材が地域づくりの担い手となる「関係人口Jの重要性が近年認識されている。

教育委員会が関係人口増加に貢献できることとして、学校教育では「ふるさと ・京丹後の魅

力」を生徒が認識すること、社会教育で、はジオパークや文化財等の観光資源の整備やスポー

ツ大会誘致等を図ることなどが挙げられる。市民向けの地道な通常業務とともに、市の将来

に関わる事業を積極的に推進することを期待したい。



I 教育委員会の活動状況



I 教育委員会の活動状況

1 .教育委員会の開催状況 (令和3年 4月~令和4年 3月)

教育委員会議は、毎月 1回「定例会Jを、また必要に応じて「臨時会」を開催し、令和 3

年度は合計 18回開催しました。

(1 )教育委員会定例会・・・ 12回

(2) 教育委員会臨時会・・・ 6回

0令和3年 度 教育委員会審議案件等一覧

年月日 会議名 議案番号 議案件名

令手口3年4月1日 4月定例会 教育長職務代理者の指名について

33 京丹後市立学校医・学校歯科医 ・学校薬剤師の委嘱について
. 

34 京丹後市立こども園 ・保育所内科医、歯科医及び薬剤師の委嘱について

報告3号 京丹後市スクールガード ・リーダーの委嘱について

令和3年5月6日 5月定例会 35 京丹後市社会教育委員の解嘱及び委嘱について

36 京丹後市図書館協議会委員の解任及び任命について

37 
一般社団法人京丹後青年会議所5月例会 共に学び、つながる
~地域学習にズームイン~の開催に係る後援について

38 
第 1回海の京都KIDS'U-13陸上競技大会の開催に係る後援につい
て

39 第54回北丹陸上競技選手権大会の開催に係る後援について

40 第22回京都府北部小学生クラブ陸上記録会の開催に係る後援について

報告4号 京丹後市奨学金選考 ・検討委員会委員の委嘱について

報告5号 京丹後市立学校評議員の委嘱について

報告6号 京丹後市学校運営協議会委員の委嘱について

報告7号 京丹後市史跡整備検討委員会委員の委嘱について

令手口3年5月17日 5月臨時会 報告8号 京丹後市教育委員会事務局職員に係る苦情申立書への対応について

令和3年6月1日 6月定例会 41 京丹後市保幼小中一貫教育研究推進協議会委員の委嘱について

42 京丹後市史跡整備検討委員会委員の委嘱について

報告9号 京丹後市教育支援委員会委員の委嘱について

報告10号 京丹後市学校給食献立作成委員会委員の委嘱について

報告11号 京丹後市学校運営協議会委員の委嘱について

報告12号 公文書部分公開決定等に係る審査請求について

報告13号
市立幼稚園におけるパワーハフスメ ン トを起因とする損害賠償請求訴訟に
係る判決について

令和3年6月18日 6月臨時会 報告14号
ffi丹後市立湊小学校旧校舎解体撤去等工事に係る工事請負契約の締結につ
いて



年月日 会議名 議案番号 議案件名

令和3年7月1日 7月定例会 43 京丹後市教職員の働き方改革実行計画の改定について

44 京丹後市野村克也杯学章野球大会開催事業補助金交付要綱の制定について

45 
一般社団法人尽丹後背年会議所7月例会オンフイン防災脱出ゲーム~家族
みんなで災害から逃げ切ろう I ~の開催に係る後援について

報告15号 京丹後市教育振興計画進捗管理について

令手口3年8月2日 8月定例会 46 京丹後市文化芸術振興審議会委員の委嘱について

報告16号 京丹後市奨学金選考 ・検討委員会委員の委嘱について

報告17号 公益財団法人京都府丹後文化事業団の経営状況について

報告18号 公益財団法人京丹後市公園緑化事業団の経営状況について

報告19号 公文書部分公開決定等に係る審査請求の裁決について

令手口3年8月25日 8月臨時会 47 令和4年度使用京丹後市立小学校教科用図書の採択について

48 令和4年度使用京丹後市立中学校教科用図書の採択について

49 京丹後市文化芸術振興計画の策定に係る諮問について

令和3年9月1日 9月定例会 50 
京丹後市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業保育料徴収条例施行
規則の一部改正について

51 京丹後市定住促進奨学金返還支援補助金交付要綱の一部改正について

令平日3年10月1日 10月定例会 52 
京丹後市行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例施行規則
の一部改正について

53 京丹後市文化財保存活用地域計画策定協議会設置要綱の制定について

報告20号 公文書部分公開決定等に係る審査請求について

令平日3年11月4日 11月定例会 54 京丹後市文化財保存活用地域計画協議会委員の委嘱について

55 令和 2年度教育委員会活動の点検及び評価報告書について

56 京丹後市学校適正配置基本計画の策定について

報告21号 個人情報部分開示決定及び個人情報不存在決定に係る審査請求について

報告22号 京丹後市子ども未来まちづくり審議会からの答申について

令和3年12月1日 12月定例会 57 
京丹後市文化国際交流ア ド、パイザー就任記念事業田中彩子尽丹後公演及び
子ども達との交流会の開催に係る後援について

58 地域愛で育む無限の未来の子どもたちへの開催に係る後援について

59 
AAR JAPANチャリティ公演 モノオペラ『ガフ、ンャ』の開催に係る後援に
ついて

報告23号 京丹後市立湊小学校旧校舎解体撤去等工事請負契約の変更について

報告24号 公文書部分公開決定等に係る審査請求の裁決について

報告25号 個人情報不訂正決定等に係る審査請求について

令和4年1月4日 1月定例会 京丹後市定住促進奨学金返還支援補助金交付要綱の一部改正について

2 京丹後市文化財保存活用地域計画策定協議会設置要綱の一部改正について

2 



年月日 会議名 議案番号 議案件名

令手口4年l月4日 1月定例会 3 欠番

4 令和4年度全国学力 ・学習状況調査の実施について

報告l号 京丹後市教育委員会の不適正事務等に対する審査請求について

令和4年2月1日 2月定例会 5 
専決処分の承認について(令和3年度京丹後市青少年健全育成会 平田オ
リザ講演会の開催に係る共催について)

6 京丹後市立学校ハラスメン ト防止等要綱の一部改正について

7 
社会福祉法人よさのうみ福祉会40周年記念わがまちのアーテイスト展の
開催に係る後援について

報告2号 個人情報不訂正決定等に係る審査請求の裁決について

報告3号 公文書部分公開決定等に係る審査請求について

報告4号 令和4年度以降の京丹後市成人式の在り方について

令手口4年2月14日 2月臨時会 8 令和4年度教育委員会関係予算について

9 令和4年度 「学校教育指導の重点Jについて

10 令和4年度「社会教育推進の重点Jについて

11 
京丹後市特定教育 ・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例の一部改正について

12 
京丹後市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部改正について

13 京丹後市放課後児童健全育成事業実施条例の一部改正について

14 京丹後市放課後児童健全育成事業実施条例施行規則の一部改正について

15 京丹後市立学校管理運営規則の一部改正について

報告5号 欠番

報告6号 個人情報不訂正決定等に対する審査請求について

令和4年3月1日 3月定例会
16 令和4年度京丹後市立学校教職員の管理職人事異動内申について

17 京丹後市教育委員会事務局組織規則の一部改正について

報告7号 個人情報不開示決定等に係る審査請求の裁決について

報告8号 個人情報不訂正決定に係る審査請求について

令手口4年3月14日 3月臨時会 18 令和4年度京丹後市立学校教職員の一般職人事異動内申について

19 
京丹後市奨学金条例施行規則及び京丹後市峰山林業総合センタ一条例施行
規則の一部改正について

20 
京丹後市高等学校全国募集入学生応援補助金交付要綱及び尽丹後市定住促
進奨学金返還支援補助金交付要綱の一部改正について

報告9号 個人情報部分訂正決定に係る審査請求の裁決について

21 京丹後市放課後児童健全育成事業実施条例施行規則の一部改正について

22 
京丹後市学校体育施設等の利用等に関する条例施行規則及び京丹後市社会
体育施設条例施行規則の一部改正について

23 京丹後市久美浜湾カヌーセンタ一条例施行規則の一部改正について



年月日 会議名 議案番号 議案 件名

令手口4年3月23日 3月臨時会 24 令和4年度京丹後市教育委員会事務局職員の人事異動について

25 申請、届出等の押印見直しに伴う関係規則の整理について

26 申請、届出等の押印見直しに伴う関係告示の整理について

27 京丹後市子育て支援センター事業実施要綱の一部改正について

報告10号 個人情報不訂正決定に係る審査請求について

4 



2. 教育委員会委員の主な活動

月

4月

5月

7月

10月

11月

(1 )管内視察実施状況 5回箇所(久美浜湾カヌーセンター、丹後地域公民館、丹後小学校、大宮第一小学校、

網野地域子育て支援センター)

所管施設を訪問し、各施設の参観や職員と懇談の中で、教育委員会の施策が十分反映されているか、今課題と

なっている事項等状況把握に努めました。

(2)管外視察実施状況 2箇所(兵庫県あかし市民図書館、兵庫県養父市文化会館)

-兵庫県あかし市民図書館(複合施設への移転後の運営状況及び効果と課題、施設概要及び見学)

・兵庫県養父市文化会館(建設後の管理運営形態に係る効果と課題、施設概要及び見学)

(3)教育委員協議会開催状況 3回

京丹後市学校適正配置基本計画(案)について

令和3年度全国学力・学習状況調査結果について

京丹後市立網野学校給食センター整備基本計画(案)について

(4)総合教育会議 2回

第2次京丹後市総合計画「基本計画J、教育大綱について、京丹後市いじめの現状及び令和4年度当初予算編成

における検討事項等について市長と協議・意見交換を行いました。

(5)各種研修会・視察の参加 5回

文部科学省、京都府教育委員会連合会等が主催する研修会等(オンライン開催含む)にも積極的に参加

し、教育行政の諸課題について情報提供を受けま した。

月 日
. 

件 名 場 所

3. 4. 5 市内保育所入所 ・進級式 市内各保育所

3. 4. 6 市内認定こども園入園・進級式 市内各認定こども園

3.4.7 市内小学校入学式 市内各小学校

3. 4. 8 市内中学校入学式 市内各中学校

3.4.14 第l回校(園)長、保育所長会議 アグリセンタ一大宮

3.5. 17 令和3年度丹後地方教育委員会連合会定期総会 ※書面開催

3.5.28 令和3年度京都府市町村教育委員会連合会定期総会 ※書面開催

3. 7. 8 教育委員任命通知書交付式(安達京子委員) 京丹後市役所

丹後地方教育委員会連合会教育委員等研修会
3. 10.20 演題『学力テストで測れない非認知能力を伸ばすために』 富津市福祉 ・教育総合プラザ

講師岡山大学全学教育 ・学生支援機構准教授 中山芳一氏

令和3年度京丹後市教育フォーラム
3. 10.21 研究主題『乳幼児期の教育 ・保育からつなぐ遊びの中の学び』 京丹後市立峰山こども園

~一人一人がキラリと輝く瞬間を大切に~

3. 10.27 京丹後チャレンジデー2021 京丹後市内

令和3年度近畿市町村教育委員会研修大会
(1)基調講演
演題『脳科学の知見を活かした教育』

兵庫県尼崎市3. 11. 1 講師東北大学大学院教授 川島隆太氏
尼崎市総合文化センター

(2)実践発表
演題『川島隆太先生と創る小野市の「夢と希望の教育J~ 
講師小野市教育委員会学校教育部長藤原正伸氏

京都府内市町(組合)教育委員会研修会
(1)講演『教職員 ・子ども達の頑張りを生かすためのヒント』

~国際的な視点からの振り返り~ 大官庁舎3. 11. 12 講師 文部科学省初等中等教育局初等中等教育企画課
(オンライン開催)

教育制度改革室長 白井俊氏
(2)講演『子どもの育ちと学びをつなぐ幼少接続の推進』

講師京都教育大学教授古賀松香氏
」 一一
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月 月 日 件 名 場 所

令和3年度いじめ防止講演会
テーマ『不登校、いじめについての理解を深めるために』

12月 3.12.8 ~30余年、不登校の子どもたちの教育に携わる中で~ アグリセンタ一大宮
講師聖母の小さな学校(京都府教育委員会認定7トλトル)

梅津良子氏

令和3年度市町村教育委員会オンライン協議会

2月 4.2. 10 
分科会テーマ「第 1分科会.地域と学校の連携 ・協働についてJ 大宮庁舎

「第2分科会 :学校における働き方改革についてj (オンライン開催)
「第 3分科会 ，教育の情報イじについて」

3.3.12 京丹後市立中学校卒業式 市内各中学校

3. 3. 21 令和4年京丹後市成人式 京都府丹後文化会館

3月 3. 3. 23 京丹後市立小学校卒業式 市内各小学校

3.3.24 京丹後市立認定こども園卒園式 市立各認定こども園

3. 3. 27 京丹後市立保育所修了式 市立各保育所
」一一一一

6 



E 施策評価・進捗管理調書



<様式2>
京丹後市教育振興計画

施策評価・進捗管理調書〈肉部評価結果)
ld品担当課l

l 子ども未来謀
時一

|1 I就 学前 の子 ど吋 育保 育環境を充実します

就学前の子どもの健やかな育ちを確保するため、保育ニーズに応じた保育環績の整備はもとより、保育士や教員の資質向上及び
専門性を高めるために研修機会を~けるとともに、教育・保育を総合的に提供できる環境づくりに取り組みます。 また、小学校への円
滑な後続を図るため、保育所、認定こども園及び小学校の連機を強化します。
地緩や家庭で安心して子育てができるよう、地織の実情や保al者のニーズを的確に把獲しサービス情報の周知徹底を図るととも

に、子育てや就学問教育についての情報交換や気軽に相設する場の確保に努めます。

1.施策の方向性 ・iI9 .. ' ".  

1:.:-:~lr 閣 d・ r ①保護者の就労状況等や家庭環境に関わらず、就学前の教育・保育を総合的に提供できる環境整備を進
四 四

@め、子待育機て児家重庭ゼのロ子の育継て続のを不目安指にし号ま寄りす添。いサポートする体制の強化を図り設す。

1.就学前教育の環境整備

7F8 

9・hh1LI. μ 1 
③職員自身の自主的rh資質向上を促すため、保育所・認定こども園の全職員を対象とした研修や担任会、
公開保育の実施、職員の交流機会の充実を図ります。

申 @保育所の民営化に伴い、長時間保育や休日保育の実施いきなまどすサ。ーピスの拡交を行っています。今後も需要
戸高まりが想定できることから、さらなる民営化を検討して

2.保育所、認定」ども園及び小学校 ①て「京、丹就後学市前小教中一貫教育保幼小接続モデノレプランJを参考に、各学臨(中学校区)の接続プランを充実さ
の連携強 化 せ 育・保育と小学校教育の円滑な接続を図るための取組みを一層進めます。

【参考】施策に関連するその他の計画

計画名称~-:._.，- ~t.i. ，-' ， ; 'j.~}，~'~ ~/..!!，; 計画概要 . .; I..<.~ ~‘ ，'0ー、ー『 rg廃定年月 w 計画期間「 L -~.:.~:o ~.考 J明一

市の目指す基本理念、目標、将来像などを示した「基本構想J
平成27年度~

第2次京丹後市総合計画 と、その構想、を実現するための各種施策を総合的、計画的に体 平成27年3月
系化した「基本計画J

令和6年度

京丹後市保育所再編等推
将来にわたり子どもたちにとってより良い保育を保障するため、地

平成23年度~
第2次京丹後市保育所再編

進計画
域の特性に配慮しながら、小規模保育所等の統廃合及び社会福 平成23年3月

平成27年度
等推進計画を策定(平成29

祉法人への運営委託等を具体的に進めるために策定 年度~令和3年度)

京丹後市子ども・子育て支 市における子どもの健やかな育ちと保護者の子育てを社会全体
平成27年3月

平成27年度~第て支2期援京事丹業後計市画子をど策も定・子(令育和
援事業計画 で支援する環境づくりを一層進めるため策定 令和元年度

2年度~令和6年度)

-E帽司直帽日・・

③ 保育所の民営化に伴い、長時間保育や休日保育の実施などサービスの鉱充を行っています。今後も需要の高まりが想定できることから、さらなる民
営化を検討していきます。

1l保育所管理運営事業 |子ども未来謀

児童の健康管理や会計年度任用職員の雇用を行うほか、給食翻理業務、幼兜送迎業務等を 1 162，493 1 165，631 1 200，162 1 縮小

実施し、円滑な保育所運営を行う。

2|保育所管理運営事業【繰越] I子ども未来諜

体温計や空気清浄機の整備等、新型コロナウイノレス感染症対策を実施し、円滑な保育所運営 I 163 
を行う。

司 裏面業務委託事業 |子ども未来課

保育ニーズに対応するため、民間保育所等に保育業務を委託することで、効率的に子育て支 1 507，370 I 511，434 I 440，2281 現状維持

援を推進する。

4|保育所保育事業等補助金 [子ども朱来課

民間保育所等が行う事業に対して補助金を交付し、円滑な運営実施のための体制づくり等を推1 32，447 1 32，144 I 52，540 1 現状維持
進するとともに、新型コロナウイノレス感染症の感染拡大防止及び保育士等の処遇改善を図る。

5|保育所保育事業等補助金【繰越】 |子ども未来課

民間保育所が行う事業に対して補助金を交付し、保育所における新型コロナウイノレス感染症の I 1，602 
感染拡大防止を図る。
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1.就学前教育の環境整備 ， ，. . ， 
決算額(単位:予円) 企 L事務の改善，-~ 

主な取り組み 干 同-- ~ ~・ -同

!自今準価後をの鼠方ま向え性たI..・・ー 4 v・ 暗唱. . R2決算額 R3決算額 R4予算額
I !~ 事務事業名称・事業肉容(実績) |担当課

61子育て支媛セント事業 |子ども未来諜

地域の子育て支援の拠点として市内8か所に子育て支援センターを設置し、育児相談や子育 19，604 20，805 25，204 現状維持

て情報の提供等、在宅で子育てをしている保護者とその子どもたちを支援する。

71保育支媛事業 |子ども未来課

保護者の疾病等の理由により家庭での養育が一時的に困難となった児童や、病気の回復期 4，796 4，064 5，959 拡大

にある児童を一時的に保育し、保護者の子育てと就労を支援する。

~子育て環境整備事業 |子ども未来課

市内の事業所等に対して授乳やおむつ替え等設備の整備に要する経費を助成するほか、市 1，181 6，200 拡大

有施設の多目的トイレを改修(おむつ交換台設置)し、市内の子育て支援環境の充実を図る。

91認定』ども園教育利用管理運営事業 |子ども未来課

児童の健康管理や会計年度任用職員の雇用により、円滑な認定こども図(1号認定児)運営を 47，053 54，728 82，643 現状維持

行う。また、私立認定こども闘に対し施設給付を行う。

101認定こども園保育利用管理運営事業 |子ども未来諜

児童の健康管理や会計年度任用職員の雇用により、円滑な認定こども図(2号・3号認定児)運 674，789 706，983 902，518 拡大

営を行う。また、私立認定こども闘に対し施設給付を行う。

111保育利用管理運営事業【繰越】 |子ども未来課 レ/体温言十や空気清浄機の整備等、新型コロナウイノレス感染症対策を実施し、円滑なこども園運営 605 

を行う。

2 保育所ぶ認定』ども園及び小学校の連携強化
山 f町問手際欝|主な取り組?f. .'l!:..::'.3主 :1':・ '..ry-;:-;~~.; ぺで ， 

押 ー・ e • -p ， ;4， . - h 

峨算額 |酬算額 |附
III 事務事業名称・事業内容(実績) !担当課

|① 「尽丹後市小中一貫教育保幼小一後層続進モめデまルすプ。ランJを参考!こ、各学園(中学校区)の後続プランを充実させて、就学前教育・保育と小学校教育の円
滑な後続を図るための取組みを

121保幼小中一貫教育推進事業 |学校教育課

rJll:丹後市の学校教育改革構想Jに基づき、{呆幼小中一貫教育の推進に向け、協議会及び専 (144) (189) (899) 現状維持
門部会で調査研究並びに教員の授業カと学級経営カを高めるための研修を実施し、指導の一
貫性を通じて確かな学力、豊かな心を育成する。

上犯の『主な取り組み」への位置付けが困難な事業 _. :; .・~.__I.I、 .r__周巴4包._.・聞司 円~ ・邑可噛副.>・.....'7.:
A 決算額I(単位:手円) lL*務iCQ改善ー

F b 
_. 

.~冒，，_-， ，~.?‘- '..晶】 吋

1l解今価後をの踏方ま向え性たI，~‘ 司ー R2決算額 R3決算額 R4予算額
事務事業名称・事業内容(実績) |担当課

131保育所整備事業 |子ども未来課

/ / / 令軍口元年度開設予定の網野こども園への移行をスムーズに行うため、網野みなみ保育所の環 休止
境整備工事を実施する。また、統廃合により空き施設となっている老朽化した!日保育所施設につ
いて2施設を解体する。

~保育所施設管理事業 |子ども未来課

適切な維持管理のもと、施設を利用する児童、職員が安全かっ快適に過ごすことができるよう 7，165 10，857 5，465 拡大

必要な点検・整備を実施する。

151認定」ども圏飽設管理事業 |子ども未来課

適切な維持管理のもと、必要な点検・整備を実施し、施設を利用する児童、職員が安全かつ快 8，602 15，876 7，919 現状維持

適に過ごすことができる環境を整える。

161保育所等環境整備事業 |子ども朱来課

公設公営保育施設における保育業務の負担軽減及び保護者の利便性の向上を図るため、 {呆 34，191 拡大

育業務支援システムを導入する。

17177ミリーサホ.ートセンヲ一事業 |子ども未来諜

子どもの預かり等の援助を受ける方、援助を行う方からなる会員同士の援助活動を調整し、概 59 62 70 現状維持

ね生後2か月から小学校3年生までの子どもを持つ家庭の子育て支援を図る。

181子ども未来まちづくり審議会事業 |子ども未来課

すべての子どもが健康で幸せに暮らせるまちづくりの捻進及び子ども・子育て支援事業計画、 46 119 139 現状維持

保育所再編等推進計画、特定教育・保育施設の利用定員の設定等について審議する。

1，729，047 
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3.教育振興計画で掲げている主な目標指標

就学前の子どもの健やかな育ちを確保するため、保育ニーズに応じた保育環境の整備はもとより、保育土や教員の資質向上及び専門性を高
めるために研修機会を設けるとともに、教育・保育を総合的に提供できる環境づくりに取り組みます。また、小学校への円滑な接続を図るため、

基本的方針保育所、認定こども園および小学校の連携を強化します。
地核や家庭で安心して子育てができるよう、地械の実情や保護者のニーズを的確に把握しサービス情報の周知徹底を図るとともに、子育てや

就学前教育についての情報交換や気軽に相談する場の確保に努めます。

‘ 冒.
干 干a唱 ー 一jh位 I 針菌作成陪時言1 :実績値(現状) 目標値

J・ 目標指標 """V 

，ぷ. ぺ‘ 官互 拝歪• ， 
同A 同a

.'・， 病後児保育の実施事業所数 か所 01 H25 11 R3 11 R6 

子育て支援センター数 か所 71 H25 81 R3 81 R6 
主な目標指標

一時預かり実施事業所数 か所 61 H25 101 R3 101 R6 

、、a 保育所・こども園職員の全体研修数 回 31 H25 31 R3 51 R6 
" 

保育所・ことeも園待機児童数ゼロの継続 人 -1 H25 01 R3 01 R6 

民営化保育所設置数 か所 -1 H25 4 R3 61 R6 
(公般民常含む)

-・岨:1:111帽 L・・
。予定以上に進んでいる

O 予定どおり進んでいる

企少し遅れている

X 大幅に遅れている

。

《子育て支援センター数》
市内8か所で開駁しており、子育て相談に対応するとともに、子育て世代間の友達づくり、情報共有など居場所を

提供することができた。スペースの関係で児童の年齢に応じたクラス編成により、利用の曜日を決めるという網整を
せざるを得ない点が課題となっていることから、網野地域子育て支援センター(1日浅茂川保育所)において、 市内他
地域からの受け入れも行っている。

《一時預かり実施事業所数》
平成28年度から、大宮北保育所とこうりゅう保育所を公設民営に移行させたことに伴い、両施設とも一時預かりを

開始して、サービスの向上を図ることができている。

《保育所 ・こども園戦員の全体研修数》
新型コロナウイノレス感染防止対策のため、オンラインでの開催も含め多くの職員が研修を受ける体制がとれた。職

員の資質向上は、教育・保育を提供する上で課題でもあり、担任会や園長・所長研修、圏内研修など身近なところ
で研修の機会を設けて研鎖している状況である。

《保育所・こ ども圏待機児童数ゼロの継続》
保育所、こども圏への入所・入国率が高くなっている状況の中、保育従事者が不足している状況ではあるが、体制

を整備し、待機児童ゼロを継続することができた。

《民営化保育所設置数}
現在4施設で民営化しており、今後2か所の民営化を検討しているが、保育従事者の不足から受託法人がない状

態であることから、状況を見極めながら推進してし、きたい。

5.今後の施策展開の考え方(令制年~令和6年度までの主な取組) EWM  
一 汁 ザ

呉-4:・ 的.、‘EE内FWf1L2容..手1 ・，.'-_"t'
4商

区分 NOi 、ゐ 体 2 ・.~ 司 司弘 . 

~ ""~ --...，与-&.- .!I: 昌一品
_..-......: ...~‘.・ー・， .ー・ ， 一 3・ 日・

保育所の利用において、 0~2歳の低年齢児の利用は継続的なニーズがあることから、このニー
ズに応える保育所の運営を続けるとともに、令手口2年3月に策定した第2期京丹後市子ども・子育
て支援事業計画と整合性を図りつつ、今後も子育て支援の施策の充実を図る。

施策展開の考え方

「京丹後市小中一貫教育保幼小接続モデノレプランjを参考に、各学園で保幼小の情報共有や
2 教職員の交流と相互理解を深めるなど、小学校教育への円滑な接続を図るための取組みの充

実を図る。
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款 03民生費 本年度決鱒額 11終予算額 不用銀 竜丸行$
lls 叙育委員会寧務局

予 項 02 !思量福祉費 98.6% 
鱒

目 04保宵'雛費 165.631千円 167.834千円 2.203千円 (t$管)当初予算額
科 E聾 子ども来来探
自 司E02保育所管理運営穆重量

191.486平内

量雇 負沼金 保育a定兜保育料、日本1車.ーヲlS<興t)9-保t童書負担金 15.170干円

基本計画 25子育て支緩の総合的な挺道 国補 '"ど"'，"'"て亥樋修制11・1C8鑓遂事興債補飽食 ( ， 担).Ii・$111・~8褒."..‘・8盆れιD 1.075千円
主

国補 俣湾土等処遇政型車笛崎将側交制金 (10/10) 365千円な
目

!尾置の健康管理や会計年度任用繍員の雇用を行うほか、総食調理
財 府補 第3子以降保育料無償化事業費補助金 2.172千円
源

的 業務、幼児送迎業務等を実随レ、円滑な保育所運営を行う. 府補 新型)01ウイ臥感;r;:症河策車業費補防金 (10/10) 800干円

絡収入 延長保育料、延長保育間食負担金、蛾員総食費lまか 4.108千円

0健康管理実施経費 2.544平円 〈重害者〉京丹後市内の保育所 (R4.3.31現在〉

-医師報酬 ・費用弁1賞、兜賓綬1雲委託料、大腸菌等検量手量史料等 -公立(公t量公営) :.B津、たちばな、 字川、久賀j員

0会計年度任用職員任用経費 (50人〉 103.487平円 -公立(公段民営〉 大宮北

-共済貿(往金保験料等〉、報酬等、手当、 1務署保験料 -私立:あみの夢保育園、こうりゅう虹保育園、 ゅうかり乳兜保育所

011員研修実施経費 155平岡 !t8~&量
主 -報償費〈研修摘師謝金〉、 E草員旅費、研修"11日負I!l金
要
な 0鎗食関理幾務経費 18279平内

" -調理幾鑓霊託料 〈島津、だちばな、宇川〉
務

0保育所送迎車両関連経費 (4台〉 8.020平円

" -鍵務祭託経資、修理霊費、霊置税等
重量
の 0入所!尽量の保育に更する経質 18.140千円
I! 

-保育符料費、賄材料費、医薬材利賀裏

0保育所運曾に堕する経質 11.612千円
0職員確保、児童 ・隠員の健康管理、絶食鍵供、送迎パスの運行管理など

-光煎水質、通I!~~費、備局防入費、ピアノ調律等 成 の業務を適切に行うことにより、円滑な保育所運営を行うことができた.

0新型コロナウイルス感築症対策関連経費 2250千円 県 0衛生物おの購入、空気清浄御、エアコンの股置等により、新型コロナウ

-備a鵬入費〈空気j膏浄割引台、 エアコン2台、おちち噛殺菌保管庫2台等〉
イルス感染症対策の徹底を図っ定.

諜 0保育土等の処遇政ぎに係る図からの協力裏側を受け、国の交{廿金を活用

-消草毛昆費〈手F冒j肖寄液等〉 題 し、会計年度{壬用問員の保育土等の処遇illlt!を行った. (2、3月分〉

0その他必漫経費 〈共通物昆、保宵m会負担金等〕 1.144千円
0事L児利用の熔加に苅応するだめ、職員の確保が必要である.

軟 03民笠賀 本年度決鱒額 思総予算額 不用額 fA行司自
8s 毅育委員会"務局

予 項 02 !尽竃福祉費 99.7% 

2・包 04保育事業費 511，434千円 512.773千円 1.339千円 (*'警)当初予擁額
幸司 銀 子ども宋来様
目

" 03保育業務委託事業
559.056千円

業 負担金 保育協定児保育料 33.565千円

塁本計画 25子育て支慢の総合的な縫進
主

IJlA 子とちのための教育保育絶句交付金 (1/2) 143，477千円

な 国補 子とち子育て支援交伺金 (1/3) 214干円

自
保育ニーズに勾応するため、民間保育所等に保育鎌務を受託する

財 府負 子どちのための叙育保育給付交付金 (1/4) 58.910干円
源

的
ことで、羽目白的に子育て支鍾を推進する. 間術 子どち・子育て支}量交{甘金 (1/3) 214千円

繰入会 ふるさと応線基金繰入金 70.000千円

民間鑓司傑宵所の「ゅうかり事l~宅保育所」に2か月児から2歳児まで、 「あみ 0広i畢入所委託料 1.427千円
の夢保育園」、 「こうりゅう担保育園」に6か月兜から5歳児までの保育を豊富民
レ、まだ、市立保育所のうち「大宮北保育所」の運~を社会福祉活人に委託す 里帰り出産等で~丹後市以外の施I量を利用レた兜11鍛 :6人
ることにより、産休明け ・育体明けの保育所利用、保育時間の延長や体日保育

[委託先]
等、保績替の保育ニーズに対応した.

-のだがわこども闘 (公立 ・与謝野町 1人) 59干円

0乳児俣湾委託料 67.780平内 -港島幼干1f1l(公立 ・干申戸市 2人) 65千円

主 -ゅうかり乳児保育所 -泥園保育園(私立 ・福知山市 2人〉 892千円
要
な 定員30人 令初4年3月末入所児蛮叡 36人 -総ヶ時保育ル-1:.(私立 ・京都市 1人〉 411千円

" 務
0公立保育所運営委託料

" -大宣言北保育所
重量
の 定員230人 令和4年3月末入所兜重量買:226人
続
要

0保宵所運営雲氏料 233.824干円

-あみの夢保育園 成 0保育業務を市内民間寧業者に委託することで、保育時間の延長や休巴i采
定員9コ人 令初4年3月末入国兜軍鍛 :94人 106.163千円 果 育など保護者のニーズに対応した保育を実絡し、保t董琶の子育てと仕事の

.1il1lin支mにつなげることができた.
-こうりゅう虹保育園 探 0保育業務を他の自治体や市外民営事業者に委託することで、保護者の里

定員120人 令和4年3月末入園児童獄:139人 127.661平円 組 帰り出産等のニーズに対応した.
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獄 03民笠賓 本年度決算韻 11鎚予算額 不用額 竜丸行寧
8s 敏育祭員会'務局

予 項 02児・福祉輿 99.9% 

• 目 04保育，n量買 32.144千円 32.145千円 1千円 (.，讐)当初予.0
科 際 子ども釆来限
目 事 04保育所保育事業等補問金

32.217千円

策 国補 子ども・子育て支Ii交借金 (1/3) 3.546干円

基本計画 25子育て支Iiの総合的な縫淫 国補 保育対策総合支鍾事築賀補問金 (1/2) 1.415千円
主

園補 保育土等処遇白書臨時特例交的金 (10/10) 2.675千円な
目 民間保育所司書が行う.難に対して補問金を交付し、円滑な遅曾実 問 府補 子ども・子育て支Ii交付金 (1/3) 3.546千円

施のための体制づくり等を挺進宮るとともに、新型コロナウイルス 源
保育刻療総合支鍾.雛賀補陶金 (10/10)的 感鏡症の感S駐車E大筋止及び保育土等の処遇改曹を図る. 府術 8αコ干円

府術 新型Jotウイ似感~症対策車業費干面倒金 ( 1 0/10) 1.100千円

0私立保育所保育g業補助金 25.169平円 0保育所等新型コロナ感集症感鎌鉱大防比対策司E鎌干晴朗金 4.300干円

-ゅうかり孤児保育所 2.640平河 -ゅうかり子ども園 (AI顔~証9H外型非}葺触温度測定装置等〉 7αコ手円

砥畏保育.鎌(人件費、光黙氷費、おやつ代等〉 240千円 -ゅうかり乳児保育所〈信濃度オゾン発生援置等〉 550干円

陣容児保育.鎌(1)0配職員の人件費〉 2.4αコ干円 - 穴宮北保育所 (AI顔~!iE9J' ~，ト型非1量蝕湿度測定装a等〉 7α3干円

-あみの，保宵圃 2.204干円 -あみの夢、こうりゅう虹保育園 (1m.自動水干主的手決舗等〉 1.4αコ千円

延長保育g業〈人件費、光照水質、おやつ代司書) 3αコ干円 -丹後申央錆院たぷの木保育所(隊箇脱奥彼等〉 4αコ干円

主 一時預かり事業〈配・保育士の人件費〉 122千円 .1ざんぴ~の letんび~な保育園(除菌脱臭憎等〉 550千円
要
な 陣容!尽保宵司E禦(lJOI!G隠賓の人件費〉 1.782千円 0保育主等処遇i!2穆臨時特例補問金 2.675千円

• -こうりゅう虹保育園 10.069千円 -ゅうかり子ども園(対象保育土等 55人) 668干円
2呈

延畏保育司E車種(人件費、光然水賞、おやつ代等〉 3αコ千円 -ゅうかり筑児保育所 〈対象保育土等 20人〉 29<コ千円

• 一時預かりg雛(配置保育土の人件費〉 337千円 -穴宮北俣湾所(苅象保湾土等 55人〉 768千円
量量
の ..8兜保宵・.(lJol!G隊員の人件費〉 7.164千円 -あみの夢保育園 (苅象保育土等 26人〉 427千円
I!!l 

通所パス運行賀補働金 (189千円X12月〉 2.268干円 -こうりゅう虹保育園〈対録保育土等 35人〉 522干円
裏

-ゅうかり子とも包 10.256千円

砥畏保宵'鎌(人件賓、光照水質、おやつ代等〉 3.328千円 成 0延!l保育、一時預かり及び陣容児保宵等を1桂進し、子育て支1量と{士宮の

一時預かり'鎌(配置保育土の人件費〉 792千円 泉 雨立支Iiを図った.
.10新型コロナウイルス感染症路大防比のための支彼を行つだ.

..8兜保育事業〈加配隊員の人件費〉 6.136千円 課 0保育土等の処遇政警に{系る固からの筋力要E障を受け、保育土等の処遇政
筒 曹を支Iiし定. (2、3月分〉

軟 03民生賓 本年度決鱒額 軍総予算額 不用額 狐行1$1
部 叙育委員会'務局

予 2画 02 ~宅宣福祉関 98.2% 

• 目 02子育て支i量買 20.805千円 21.181千円 376千円 {惨考}当初予算額
科 操 子ども来衆院
目 • 03子育て支緩t;l9-事業

23.171千円

鎌 国繍 子ども子育て支Ii交付金 (1/3) 5.930千円

基本計画 25子育て受}量の総合的な雄進
金

府補 子ども子育て支鍾交付金 (1/3) 5.930千円

な III収入 網野地1量子育て支}量~Y9・光照7Jく費等負l!ì金 12千円

日 i由1輔の子育て支般の鎚点として市内8か所に子育て支I量センター 財
を位置レ、育児栂1出や子育て情報の鍵供等、在宅で子育てをしてい 源

的 る保随奮とその子どもたちを支領する.

保育所及びこどち園の入所、入園前の子どもを符つ~底のため、保11省の育
兜相E出・交流の11及び子ども悶士のふれあいの渇として、 8か所の支j量センター 0会計年度任用蹴員任用経費 (18人分〉 15.884千円
を位置し、地減に密種した子育て支配Eを隆道した.
10月29目、 11月88に開催した子育て交流会は、保駆者75人、子と宅581 0通信~m費〈電話代〉 247千円

入、 E十156人のi'lJ日があった. 0光勲水費 752干円

0支配量センター利用人叙 (延べ人獄〉 0網野1由滋子育て支援センター浄化情総鯖管理鎌務隻民 233千円

支Iiセンター L宅量 保複蓄 0支}量センター運営委託料(こうりゅう虹保育園〉 2.330干円

主 館山 1.120人 1296人 0その他まま費(消耗畠費等〉 1.359千円 |
璽
な 大宮北 1.245人 1202人

" 大宮商 626人 602人
務

網野 1.454人 1.269人

• 丹後 818人 691人
量量
の 弥栄 665人 656人
!I!l 

かぶと山 710人 627人要

」うり叩う 548人 539人

合計 7.186人 6.882人 成
果 保育所及びこどち園の入所、入園舶の子育て家庭のため、子育て相似や

0なかよレ広燭
遊びのi畢を鍵供することにより、子育てに刻する不安の解消や保護者同士

腺 のコミュニケーションの促進を図ることができた.

(毎月1回、崎山総合福祉センターで実施〉 I! 

※新型コロナつイルス感~症苅策のため令初3年度は未開催
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軟 03民生賛 本年度決鱒額 鰻終予鱒甑 不用!J! 執行事
i!s 叙育委員会穆務局

予 項 02児童福祉費 87.8% 
算

自 02子育て支j量費 4.白 4千円 4.627千円 563千円 (重妻宅!5)当初予陣!J!
科 課 子ども未来援
目 司E 04保育支媛事業

8.299干円

重量 国禍 子ども子育て支躍交付金 (1/3) 1.049干円

基本計画 25子育て支援の総合的な縫進
主

E補 子育ての定めの施股等利用給{甘交伺金 (1/2) 444干円

な 同補 子とも・子育て支媛交付金 (1/3) 1.049千円

自 保騒音の疾病等の理由により家庭での質膏が一時的に図鑑となっ 財 府補 子育てのための筒段等利用給伺交付金 (1/4) 222千円
TE.児置や、病気の回復期にある!尽量を一時的に保育し、保揮者の子 源

的 育てと就告白を支!i"!tる.

家庭でのJll宵が一時的に困艇となった児童 (小学4年笠まで)や、拷気やけが oa可外保育施段等給付費 888平円
の回復員Olこあり、集団保育や鐙彼が困liな児量 (/J、学6年生まで〉を-0奇的に保
育 ・醤援し、保!I蓄の子育てと就労を支t聾する車業を、 4工会福祉活人みねてbま [Ui司外保育施E量(こどもの軍事保育園 与謝野町)1 
福祉会に雲託した. -支給県富叡 2人 (2世帯静〉 ※5歳児 (2号限定児〉、 4歳児 (2号ui定兜〉

0委託制 3.170千円 -支鈴焔悶 令和3年4月~令初4年3月 (12か月〉

-子育て短期支媛事業委託制 206平円 -支総額 一人当だり444千円 (37干円/月X12か月〉

主 〈延べ利用児童敏等)
要
な .0、1織兜 生活保11・ひとり親非際税也事野 13人 08周昆費等}量協賛 6平内

• 非課税 ・ひとり軍慰霊税也事普 2人 -支総児.獄 2人 (2世帯普〉 ※5歳児 ( 1 号胞定兜〉 、 4銭舟 (2~Ui定兜〉fJl 
その他の也事嘗 0人 -苅象慣用 教純資・行事費等

事 .2爺!尽以上 生活保11・ひとり殺非課税世帯 13人重量
の 非銀税 ・ひとり殺課税也格 0人
領

その他の也帯 1人要

Oi呆積雪の育児負担の破滅など一時的な利用があり、賛育を必要とする児 l 

-病後児保育唱E業委託料 2.964千円 成
重及びその家庭の福祉向上につなげることができた.

〈延べ利用児童叡〉 5人 (1銭 :2人、 2歳 :1人、 5爺 ・2人〉 果
O病気の回復期にある児竃の子育てと保護者の制の雨立を淵すること |
カTできた.

課 0認可外保育lit91室等の利用貨を苅象者に18付し、幼児叙膏・保育無償化に

題 対応した.
Oit'S所得也事事の教材費、 行gへの参加に要する費用等の一部を朗成するこ
とで、対象家庭の経済的負担を軽減した.

款 03民生費 本年度決算額 思終予算額 不用額 獄行事
部 毅育委員会g務局

予 11t 02兜溢福祉費 98.8% 
鱒

自 02子育て支!i費 1.181千円 1.195千円 14干円 (事告書)当初予卿畷
科 探 子ども未来線
目 事 05子育て環涜整備事鍵

2.2αコ千円

業

基本計画 25子育て支湿の総合的な!在進
主
な

目 市内の事鎌所等に対してl畳事Lやおむつ替え等股仰の盤備に要する 財
経費を悶成するほか、市青隠股の多目的トイレを法修〈おむつ交換 源

的 台股瞳〉し、市内の子育て支!量1量躍をの充実を図る.

0子育て日韓日曜支媛段備益備事緩補勘金 (5.鎌所) 994千円

-禍防対象者

-補助望日象経費

①授乳用E量備 CI費事IJ司机 ・4冒子等〉の慈備経費

主 ②おむつ替え怠備 (おむつ交倹台等〉の鐙備経費
要
な ③ トイレ内ペピーキーパ一段備の盤備経費

事 ④ペピースペース用段備(キッズブロック等〉の盤備経費
2呈

-補助金額
if 

補問対象経費の10/10以内の額(上限1施股2αコ干用〉業
の
復

0久奨浜庁曾多目的トイレおむつ交i畏台芯置 (1台) 187千円要

成
0市内58'業所のおむつ笛え股備等の整備を支爆したほか、久美浜庁禽の多
目的トイレにおむつ交i員台を股置し、市内の子育て支l量環焼の充実を図つ

果
た.

課 0子育て世帯が安I~して外出できる環焼盤備を進めるため、事業所等が行

題 う子育てまili環債の充実に向けた施践整備等に対する支媛が引き続き必要
である.
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軟 03民笠費 本年度決鱒額 思績予算額 不用額 制行寧
80 叙育霊賞金司E務局

予 項 02 !n.福相I費 99.8% 

'‘ g 04保育事雛責 54.728千円 54.822千円 94千円 (.，雪}当初予，.0
科 限 子とも来来1里
目 事 06限定こども固まf育利用管理運営穆幾

4&026千円

重量 負担金 叙育限定児保育料 1.920干円

基本計画 25子育て支績の総合的な縫進
主

国貧 子とちのための毅育・保育飴付交的金 (1/2) 6.716平円

な 国補 嘩園町間銀古宣掴・...補酷盆 (1/2).醒聞主・姐遍担冒箇帽崎耐空柑量 (10/10) 106干円
g 兜.の健康管理や会計年度任用職員の雇用により、円滑な鴎定こ 財 府負 子とものだめのまE育，保育銘付交伺金 (114) 5.742千円
ども置い号æ::t~弓〉運営を行う.まre、 私立æ定こども却に均し 源

的 施政総仰を行う. 路収入 叙育限定兜預かり保育料 1.405干円

0鑓康管理賓館経費 924千円 〈惨警〉京丹後市内の幼保連燐型a::tこども薗 (R4.3.31現在)

医師 ・策剤師報酬、兜量倹E書委託料、幼児健康t雲断照印刷代唇 -公立:峰山、大宮、網野、 丹後、 弥栄、かぶと山

-私立:ゅうかり子ども臨

0会計年度任用脇員任用経費 (12人分〉 34.897千円

共演費(社会保険料等〉 、報酬等、手当

主
要
な 0こども薗運営に聾する経費 120千円
事

備a賜入費〈鈴本)
務

'匹 0日本スポーツ簸興センター負短金 26千円量革
の
軍1 oa定こども園施股鎗伺費 18.723千円要

ゅうかり子とも園 :3級以上兜の紛兜叙育業務 (1号館定宛〕

定員12人 令初4年3月末入国兜重量虫 10人 成 0勝負確保、!尽重 ・職員の健康管理などの幾務を適切に行うことにより、
県

円滑なことも自由運営を行うことができた.

0新型コロナウイルス感染症刻療関連経費 38干円 限
0保育土等の処遇波書に係る閣からの1益力要"を受け、園の交他金を活用

:肖Jt8ð費 く手箔消理IJ~讐) 信 レ、会計年度任用織債の保育土等の処遇政管を行つだ. (2. 3月分〉

ll: 03 t;!$貨 本年度決"額 霞終予算額 不用額 納行事
部 叙育委員会事務局

予 項 02 !馬車緬紬貨 99.5% 
，. 

自 04保育"耳障費 706.983千円 710.518千円 3.535千円 (f$考)当初予算額
科 線 子ども未来煤
目 • 07限定こども園保育利用管理運営事業

772.982千円

業 負担金 保育館定兜保育料 65.292干円

基本計画 25子育て支援の総合的な娃進
主

国負 子とちのための教育 ・保育給付交伺金 (1/2) 63.857干円

な 国補 子どち・子育て豆煩交問壷 (1/3)、慢胃珂鰻鎌倉宣撮'楓慣補勘金 (1/2)ほか 8.354平円

目 児貨の鑓.管理常b会計年度{壬周職員の雇用により、円滑な窃定こ 財 府負 子どちのための毅育 ・保育総{甘交伺金 (1/4) 27.350千円
とも!Il(2号 ・3号a定兜〉運営を行う.また、私立協定こどち圃に 源

的 対し~股給{甘を行う. 府補 子とも・子育て支11交伺金 (1/3)第3子以降保有刺無償化事雛費補初盆ほか 14.575干円

Ul収入 広爆入所児童E受託保育軍司、一時預かり事雛利用料、 CI.I8食費ほか 16.212平円

0健康管理実施経費 4.618千円 oa定こども園筒段絶句責 130.239千円

医師報酬・費用弁償、 L宅量償1$委託料、大11薗等後直手獄料等 ゅうかり子とち園 :6か月児-5歳兜の保育量産務 (2号及び3号路建兜〉

0会計年度使用問員任用経費 (186人〉 391.488干円 定員138人 令初4年3月末入園児童獄:166人

共済費〈往会保験料司書〉、報酬等、手当 0その他必霊経費 1.577千円

01&1員研修実施経費 41平円 共通絢昆〈コピー用紙等の事務消耗昆〉、日本スポーツ娠興センター負鐙金、

主 際貨旅費等 全国公立幼稚園 ・こども園長会員le金
震
な 018食調理幾務経資 28.423千円

" 調理鎌務雲氏刺〈大宮、かぶと山〉
務

0こども圃送迎車南関連経貸付7台〉 27.689千円

" 灘務雲氏経費、修理費、重量税等
集

の 0入園児磁の保育に要する経費 76.343干円
概

保育材料賀、防相料費、医薬材料費要

0こども闘運営に要する経費 42.773干円 0蛾員確保、!烏童 ・職員の健康管理、絶食漣供、送迎パスの運行管理など

光烈氷費、通信遺償費、備品胸入費くおもちゃ殺菌保官'等〉、In~.処理等 成
の業務を適切に行い、 円滑なことも園ìI~置を行うことができだ.
0衛生物昂の贈入、後温サーモグラフィカメラの位置等により、新型コロ

0新型コロナウイルス感染援対策関連総資 3.792平円 '" ナウイルス感染症対策を図った.

冊18d1l入賞〈倹温サーモグラフィカメラ 6台、おもちゃ殺菌保管庫3台等〉 際
0保育士等の処遇改普に係る園からの箇力要1習を受け、園の交付金を活用

消*t8d費(手}旨消電源等〉 筒 し、会計年度任問隠債の保育土等の処遇aIl轡を行った. (2、3月分〉
0乳児利用の~1JOに対応するため、峨員体制の確保や、より適切な保育環
l.Ilの鐙備が必要である.
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款 03民生重量 本年度決算額 鰻終予算額 不用額 輸行率
部 教育委員会事E務局

予 I貰 02児童福祉資 98.2% 
箆

目 04保育事業費 10.857千円 11.051千円 194平内 (惨害)当初予算額
科 探 子とも未来線
目 事 05保育所施銀管理事雛

11.807千円

業 負担金 保湾飽定児保育料 623千円

基本計画 25子育て受般のま起合的なIt進
主

府補 第3子以降保有料無償化事E業費補問金 52千円

な 市慣 !烏憲司il止錨段鑓備寧業慣〈過疎対策慣〉 4.300干円

目
適切な緩待管理のもと、施訟を利用宮る児量、Ba賓が安全かつ快

財
源

的
適に過ごすことができるよう必要な点機 ・整備を実施する.

0報償資 3干円 0使用料及び貸借料 106千円

土地使用細金(たちばな保育所圏庭入口〉 主地1昔上料(たちはな保育所駐車渇等用地〉 10千円

漕}需用貝僧上利 96干円

。縄問賛 1.947千円

消耗畠貧 107干円 0工事情負貨 5.763千円

主 施t量修組費 1.840千円 字川保育所遊厳室空調IO更新工g 1.188千円
震
な 島津保育所調理室 ・0直鹿児保育室空調機更新工事 505千円

'匹 0役務費 559干円 島i車保育所下水道l量続及び浄化情解体繊去工事 4.070干円
務

貯水~I法定俊道、浄化情活定検査等手豊史料 32千円

‘ 火災保険料 (12施股分〉※18締役含む 527千円策
の
続

0委託料 2.479千円聾

施1量奮備、クリストラップ収集・処理、浄化11総符管理等 2.219干円

星島津保育所下水道}華鏡及び浄化情織去工事監理委託制 261:コ千円 成 0老朽化等に伴うli1!i段の修S普及び工"を実飽し、施伎の安全管理を適切に
県

行うことができた.

際
0施E量やE宣備が老朽{じしていることから、大規複な改修等が必要となるち

題 のがあり、計画的に行っていく必獲がある.

款 03民生費 本年度決算額 値終予鱒!ll 不用!ll 総行事
gs 獄湾要員会事務局

予 I頁 02児童福祉資 98.5% 
III B 04保育司E雛A 15.876干円 16.104千円 228千円 (惨害)当初予算額
科 銀 子ども釆来腺
B 司直 08 ~定こども国総t量管理.撲

16.832千円

業 負担金 保育留定児保湾料 860千円

基本計画 25子育て麦飯の総合的な鍵進
主

負担金 毅育認定兜保育料 353千円

な 府補 第3子以降保育料無措置化事業費補勧金 84千円

目 適切な縫符管理のもと、必要な点倹 ・警備を実施レ、施政を利用 財 市慣 !尽Iii福祉施股盤備事鍵(過疎対策fJI) 8.300干円
する児質、 BIJI買が安全かつ快適に過ごすことができる環演を担え 源

的 る.

0需用費 加肝四 十ェ'III~A 8.α)6千円

消耗品費 164千円 丹後こどち園屋外プール股置工g 8.006千円

修鎗費 2.776千円

0役務費 887干円

主 貯水憎日産定倹益、浄化11;韮定後盃等手量史料等 38千円
要
な 火災保険料 (6締役分〕 849千円

" 務

0委託終 3.832千円

" 飽Alt~備、グリス トラップ収集 ・ 処理、自動ド?保守点倹 3.502千円
重量
の 消防設備点償、自家用11気工作物保安管理、 書虫駆隊等
仮

丹後こども園度外プール段賀工事監理委託 330干円H 

0使用料及び賃借料 211千円 成 0突発的な事実に伴う施BIl:の修繕等を実施し、施股の安全管理を通切!こ行 | 
}膏;需用異{昔土料 211千円 !R 

うことができだ.

i聖 0老朽化した飽段もある中、 大規織なilll修理手が必要となるものがあり、 E十
館 画的に行っていく必要がある.
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款 03民生費 本年度決鱒額 鰻終予鱒額 不用額 til行率
Ils ま史育委員会事務局

予 項 02児lit福紙質 99.9% 

'車 目 04保育事業費 34.191千円 34.192千円 1千円 (重望者}当初予算額
科 望星 子ども来来探
自 E匹

09保育所等環焼整備事業
31.534千円

業 国補 保育対策総合支婚事業費補助金 (1/2) 4.785千円

基本計画 25子育て支liの総合的な縫進
主

国補 新型3日1ウイ似感!i1!症苅xii他方ttJ生臨時交{甘金 13.000千円

な 市慣 L句竃福f止施1量益備事業慣〈過疎対策慎〉 14.5αコ千円

目
公t童公営保育筒践における保育業務の負担経滅及び保11蓄の利便

財
源

的
性の向上を図るため、保育業務支濯システムを導入する.

0無線LAN縄鍍経費(保育所・ことも園10施役〉 14.876千円

-基本段計委託制 291千円

-工事委託料 14.289千円

-工寧医理委託料 296千円

主 0憐昂鴎入費 14.915千円
要
な -タブレッ ト鏑末 103台、バーコードリーダー15台、

• 管理問陀繍宋 1台
務

• 0保育鎌務支援システム導入経費量量
の -情穏通信俊鶴等殴置委託料
筏

導入システム名 コドモン要

運用期間:令和4年4月1日~令和9王手3月31日 (5か年〉

成 0保育所等施般に無線LAN環燐を聖軍備するとともに、正眼貨にタブレット
架 自幅末をg備した。また、保育業務支}量システムを導入し、保育業務のICT化
- を図った.
諜 0保育業務の負担経滅及び保育の質の向上が図られるよう、保育置業務支li
題 システムの十分な活用を進める必要がある.

軟 03民生賛 本年度決跨額 最終予算額 不用額 戦行率
吉E叙育委員会事務局

予 項 02県富福干止賛 84.9% .. 自 02子育てまE滋賀 62千円 73千円 11千円 (重害者)当初予算額
科 線 子ども釆来探
自 事 01 7pミリー川.ートtY9-寧業

73千円

重量 国補 子どちー子育て支li交付金 (1/3) 20千円

基本計画 25子育て支慢の総合的な縫進
主

府補 子ども・子育て支!i交i甘金 (1/3) 20平円

な
日 子どもの預かり等の爆問を受ける方、援助を行う方からなる会員 財

間土の援助活動を銅盤レ、領ね笠後2か月から小学綬3年生までの子 源
的 どもを待つ家庭の子育て支Iiを図る.

の取得やスキルアッ 目的とした講習会を実施した.

-実施事緑内容

-新規笠録会員及び登録更新会員続習会 移加者 6人

主
望皇
な 園会員獄〈令和4年3月末〉 前年度

司匝 -依頼 (おねがい〉会員 42人 39人u 
-纏防 (まかせて〉会員 16人 16人

司匹
-両方会員 1人 1人

事量
の ※活動延べ{牛獄 61件 1件
慨

※利用者実人獄 おねがい会員 :4人 1人要

まかせて会員 6人 2人

成 01量励会員の新規 ・更新講習会で、受講者に小児窃援の知織や子どちのi呆
0事業費 62千円 県

育について再確泌する機会をi量供し、 11助f宣能の向上を図った.

-役務費(補償保険料〉 諜
Oより一理円滑に運曽するためには、制度の周知と1Ift1J会員の確保が課題

題 である.
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軟 03 e至宝賛 本年度決鱒!lI 思終予算額 不用額 納行E巨

予 項 02 !尾直福祉事費 51.5% 
8s 数育委員会g務局

• B 01 Y句麗沼継総務費 119千円 231千円 112千円 {惨警}当初予鱒翻
科 際 子ども未来探
目 11 03子ども釆来まちづくり審議会事業

231千円

華麗

基本計画 25子育て支!iの総合的な従道
主
な

目 すべての子とちが健康で幸ぜに暮らぜるまちづくりの縫進及び子 財
どち ・子育て支i量司E築計圏、保育所再編等f在進計画、特定数宵・保 源

的 湾施股の利用定員のE量定等について審綴する.

令革日元年度に傾定した「第2M子ども子育て支Ii事費量計iliJの事援進l!li状況、
符定叙育・保育施股の利用定員の段定について情穏共有及び協腸するととも
に、今後の子育て支鍾腿点等の在り方について書館する定め、宮阪会を関{直し
た.

0報酬(曾織金曇員〉 委員 10人 3回開催 104千円

O旅費(費用弁償〉 15干円

主
要
な ※11&11会開催等の状況

11 -.............、、 日程 書鎌内 8
手Z

第1固 令初3年6月29日
-子育て支媛l!Il点等について

" 策
第2回 令手03年8月24日 -子ども子育て支規事業について

の 第3固 令和3年9月30臼
-特定毅育・保育施股利用定員について

書E
.11概念へのお悶:令和3年6月14日要

「今後の子育て支援鑓点等の在り方について」

平成30年度に実絡しだ、子ども・子育て支援事業に関するこーズ鯛益 成 0今後の子育て支媛拠点等の在り方について萄繊会にお問レ、審'1・答申
及び吋創立笑みブロジ工クト事業 子育てWeb惣E貴金"で、 「天候に関 県 していだだいた.

1踊なく遊ぶことのできる庭内施股がほしいJ r交流の掲の提供を」とし1 .10今後も、多織化する子育て支媛ニーズへの苅応、子どもや子育てに閉し

つだ意見が多くあったため、その在り方を倹討するにあたり、 II!i問を 腺 .mしていただき、子育て世帯やすべての子どちたちが健康で幸ぜに暮ら
行つだ. 題 せるまちづくりを?並進していく必要がある.

..'11会からの答申・令f03年10月22日
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<様式2> 京丹後市教育振興計画

施策評価・進捗管理調書(内部評価結果〉

2 I確かな学力・生き抜く力を育みます

| 担当課♀ | 担当課長

| 教育総務課 | 溝口容子
| 学校教育課 | 川村 義輝

小中一貫教育を柱とする学校教育改革の推進により子どもの成長に応じた指導の一貫性を確保する体制を充実することで「確かな
学力Jを育み、あわせて、学校圏、家庭及び地域が協働し、相互に逮告発しながら教育カの向上を図ります。
一人ひとりの個性や能力、確かな学力を育むとともに、地峨社会への理解と関心を高め、グローバル化や情報化等の社会の変化

に対応するなど、将来への夢と希望を基盤として未来を切り拓くことのできる「生き抜く力Jを育みます。
少子化の進行による学校の小規模化が予想されるなか、取り組んできた学校再配置の評価・検艇を行い、今後の学校の適正配置

を検討します。

1.施策の方向性 E 温E・E・.._-.ー.

①学校教育改革構想、に基づき、子どもたちの「確かな学力Jと「社会を生き抜くカJを育む小中一貫教育を推
進します。
②学園(中学校区)を単位とした共通の目指す子ども像を鮫定し、その実現に向けて系統的で一貫性のある
学校図の教育活動を一層進めます。

1.小中一貫 教育の推進
③小中一貫教育等について保緩者や地域の理解を深めるとともに連携を強化するため、教育7ォーラムを開

催すA寸4ーL るなど、学校教育改革に関する情報提供・共有の機会を拡充します。
④ 織経験者や市民、保護者及び学校図関係者等が、学校教育改革を適切に検証、評価し、 取り組みの改

す 善を進めます。

、
⑤小中、一地貫場教と育とも等lにおける目標の実現状況や教育活動の成果が明らかになるよう、学校・学閥評価の充実
に努め こある学校・学園づくりを推進します。

内 ー・‘ ①子ともの発達や学習の特性等に応じた系統的で一貫性のある教育線程により、すべての学校闘で就学前
. 

状か②ら新を中踏学学ま習校え指た卒導生業要徒ま領指でにの導求系力め統をら高的れめなる指る教研導織修を員を実の充施資実す質しる・ま能とすと力も。をに育、小中学校の接続期の指導を充実します。成するため、授業実践カや本市の児童生徒の現
噌，‘ 

I 1・-
.‘ 匂 -、 ③加配教職員やスクールサポーターを効果的に配置し、児童生徒一人ひとりの学習状況に応じた指導体制

を整えます。

2.学校圏、家庭、地域の協働による
③京丹後市への理解を深め、郷土への愛着と誇りを高めるとともに、地域生活への意欲を系統的に育む「丹
後学Jを、 地域の人々の協力と参画により、すべての小中学校で実施します。

教育力の向上 ⑤子どもたちの基本的な生活習慣や家庭学習習慣の確立等について、学校圏と家庭が連携した取り組みを

⑥ 充実します。
学校圏、家庭及び地域が育みたい子ども像や課員百を共有し、連携・協力して進める地域の教育環境づくり

を推進します。
.' ⑦地域と学校の連携・協働の下、学校の教育活動に地域のボランティアが参画する「地域学校協働本部事

業Jを推進します。
③放課後における学習や体験活動の充実に向け、学校、家庭及び地域が連携し、 地域ぐるみの学習環境の
体制づくりを進めます。

①小中一貫教育により校種聞を円滑に接続し、就学前から中学校卒業までの10年間を見通した学習指導を

充②実します。
全国学力・学習状況調査の結果が、現在、全国・府平均を概ね上回っていたる学指力導に改つ善いlても、診断結果を

' 
， もとに児童生徒の学力状況をきめ細かく把握するとともに、分析結果を活用し こより、児童生徒一

人ひとりに応じたきめ細かな指導を継続約に行います。
③すべての教科や特別活動に「言語活動Jや「コミュエケーション活動Jの充実を位置付け、系統的・継続的

3.確 かな学 力の育 成
な指導を行います。
④「丹後学」において京丹後市の学習素材を活かした体験的な学習や問題解決的な学習を行うなど、児童
生徒が目的意織を持って主体的に取り組む学習を充実します。
⑤主体的に学びに向かうカや思考力、判断力、表現力等、習得した知機や技能を活用するカを育成するた
め、教育実践モデノレ校等を指定し、その実践と成果をすべての学校闘に普及します。
⑥家庭学習が定着するよう、学校図と家庭が連携して児童生徒の主体的な学習習慣を育成します。
⑦学校支援ボランティアや大学のもつ専門性を活用したり、小中学校と高等学校が積極的に連携・交流した
りするなど、児童生徒の知的好奇心や学習意欲を育むための取り組みを充実します。

①子どもたちが将来、社会的に自立し、社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方・働き方を l

実現するカを身に付けるため、就学前教育から義務教育修了時まで各学校段階を通己た体系的・系統的な l

キャリア教育を推進します。
②f丹後学Jにおいて、郷土とそこに生きる人々を通した探究活動を充実し、自己の生き方・あり方について
深く考える力を育てるとともに、児童生徒の将来への夢や希望を育みます。
@児2往生徒の学習に対する興味・関心や意欲と学習効果を高めるとともに、学習の基綾となる資質・能力で

4.社 会 を生 き披 く力 の育 成 ある情報活用能力を育成するため、情報通信ネットワークやコンヒ・iータなどのICT環境を整備します。
④小学校低学年から英語に殺しむ活動を充実するなど、国際社会に生きる日本人としての基礎的な能力を

系統的感に育覚成を持しまちすグ。ロ
⑤国際 ーパノレ社会で活路できる人材を育成するため、多文化共生社会の視点に立ち、諸外
国の文化や伝統を理解し興味・関心を深める国際理解教育を推進します。
@環境の保全や主体的に環境に働きかける実践的態度・能力を育成するため、身近な環境に関心を持ち人
聞と環境との関わりについて理解を求める君主境教育を推進します。
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【参考】施策に関連するその他の計画

針画名称 . 」 計画概要 策定年月 計画期間 備考

市の目指す基本理念、目標、将来像などをホした「基本構想、J
平成27年度~第2次京丹後市総合計画 と、その構想を実現するための各種施策を総合的、 計画的に体 平成27年3月
令手口6年度

系化した「基本計画J

京丹後市学校教育改革構
|イ中寸学ける校こ卒と業が時でにきる期よ待うさにれしるて学い力くたをめす、べ保て育の所生・徒幼が稚確園実、小に学身校に、

平成24年l1月
計画期間の定

想 中学校の10年間を見据え、より系統的で一貫性のある教育を実 めなし
践するための構想を策定

一一一一一一一一一一一一一_ 1認可tt.. ・弄~V.ln比河E ・ E末lflH-"、=!" ‘記 ， .圃-圃・F圃・・
2 主な取組と構成事務事業一覧.i4'Î，~.ーー目白ー !fi:)llj紙決算附蹴坦側二 ~ .由国唖.. .量a・
1.小中一貫教育の推進 I~~て決算額(単位:干円) 円了 | 事務ゆ改善

主主え取り組み 三~ I ~M..__ I ~~，.._.，'" I 
R2決算額|間決算額 IR4予算額

↓| 事務事業名称・事業内容(実線) I担当課 I " &..I/，>..，.，...1IX I ''''''''''.，.，...llX I 
① 学校教育改革構想に基づき、子どもたちの「確かな学力」と『社会を生き綴く力Jを育む小中一貫教育を推進します。

②学園(中学絞区)を単位とした共通の目指す子ども像を設定し、その実現に向けて系統的で一貫性のある学校圏の教育活動を一層進めます。

③小中一貫教育等について保護者や地域の理解を深めるとともに逮慌を強化するため、教育フォーラムを開催するなど、学校教育改革に関する情報提
供・共有の機会を拡充します。

④学識経験者や市民、保援者及び学校圏関係者等が、学校教育改革を適切に検程、評価し、取り組みの改善を進めます。

⑤小中一貫教育等における目標の実現状況や教育活動の成果が明らかになるよう、学校・学園評価の充実に努め、地士費とともにある学校・学園づくりを
推進します。

11保幼小中一貫教育推進事業《再掲》 学校教育課

「京丹後市の学校教育改革構想」に基づき、保幼小中一貫教育の推進に向け、協議会及び専
門部会で鯛査研究並びに教員の授業力と学級経営力を高めるための研修を実施し、指導の一
貫性を通じて確かな学力、豊かな心を育成する。

21保幼小中一貫教育実践事業 |学校教育課

「京丹後市の学校教育改革構想Jに基づくより良い教育の実現に向け、市内全域で保幼小中
一貫教育を実践する。また、学力の向上等の課題解決を目指すとともに、将来に夢と希望をもっ
て学ぶことのできる子どもを育成する。

144 

4，543 

189 899 I 現状維持

4，886 5，810 現状維持

2 学校図、家庭、地繊の協働による教育力の向上 l' ;;軽算額(単位:千閑) 7 1 事務の改善

主な取り組み '"""'~. ..，.;:;:恒~~~ ~ 矢 :-:r; ._  ___守口一一 十 一ナ吟 I，.."...，:+0 -=- ~1i I ，.......:... "l:C"oI:i!!i: I n .t~~o.t-;r; I評語を踏まえた
R2決算額 IR3決算額 IR4予算額 |判 事務事業名称・事業内容(実績)担当課 I ~LI^~UR I n.ù/^~fIR I し今後のさ向貝

① 子どもの発達や学習の特性等に応じた系統的で一貫性のある教育課程により、すべての学校園で就学前から中学校卒業までの系統的な指導を実施
するとともに、小中学校の接続期の指導を充実します。

② 新学習指導要領に求められる教職員の資質・能力を育成するため、綬業実践力や本市の児童生徒の現状を踏まえた生徒指導力を高める研修を充実

します。

③ 加配教職員やスクールサポーターを効果的に配置し、児童生徒一人ひとりの学習状況に応じた指導体制を整えます。

④ 京丹後市への理解を深め、郷土への愛穏と誇りを高めるとともに、地域生活への意欲を系統的に育む「丹後学」を、地域の人々の協力と参画により、す
べての小中学校で実施します。

⑤ 子どもたちの基本的な生活習慣や家庭学習習慣の確立等について、学校固と家庭が連携した取り組みを充実します。

⑥ 学校圏、家庭及び地減が育みたい子ども像や課題を共有し、連機・協力して進める地域の教育環境づくりを推進します。

⑦ 地織と学校の連機・協働の下、学校の教育活動に地域のボランティアが参画するf地域学校協{動本部事業Jを推進します。

⑧ 放課後における学習や体験活動の充実に向け、学校、家庭及ぴ地域が逮燐し、地減ぐるみの学習環境の休制作りを進めます。

3|学習支援体制整備事業 |学校教育課

「教育と学びのまち京丹後jの実現に向け、放課後を活用した教育活動を実施することにより、 479 330 

子どもたちの学びを支援する仕組みづくりを進める。

4|地減学校側動本部事業 |生涯学習課

1，476 

「教育と学びのまち京丹後jの実現に向け、「学校のニーズ」と「地域の人の持つ力jを結ひY寸 (3，475) (3，403) (3，780) 

け、 学校・家庭及び地域が協力して子どもを育む環境の充実を図る。

3 確かな学力の育成 | 決纂額(単位:千円)

現状維持

現状維持

事務の改善

主な取り組み 閣内品 一{ 一一 --j"i...γ「 ヨ γ 『 一 ー IR2決算額 IR3決算額 IR4予算額 |評価を隣えた
り 事務事業名称・事業内容(実績) I担当課 I r¥L'̂*1JH I n.v/̂ ，*，"tfR I n.~ J' *tm. Iグ竺φ方陶性

① 小中一貫教育により校種閣を円滑に接続し、就学前から中学校卒業までの10年間を見通した学習指導を充実します。

② 全国学力・学習状況調査の結果が、現在、全国・府平均を概ねよ回っている学力についても、 Z会断結果をもとに児童生徒の学力状況をきめ細かく抱握
するとともに、分析結果を活用した指導改善により、児童生徒一人ひとりに応じたきめ細かな指導を継続的に行います。

③ すべての教科や特別活動lこ「言語活動Jや「コミュニケーション活動」の充実を位置付け、系統的・継続的な指導を行います。

④ 「丹後学Jにおいて京丹後市の学習素材を活かした休験的な学習や問題解決的な学習を行うなど、児童生徒が目的意識を持って主体的に取り組む学
習を充実します。

⑤ 主体的に学びに向かうカや思考力、判断力、表現力等、習得した知識や技能を活用する力を育成するため、教育実践モデル校等を指定し、その実践
と成果をすべての学校園に普及します。

⑤ 家庭学習が定着するよう、学校園と家庭が連機して児童生徒の主体的な学習習慣を育成します。

⑦学校支媛ボランティアや大学のもつ専門性を活用したり、小中学校と高等学校が積極的に連機・交流したりするなど、 児童生徒の知的好奇心や学習意
欲を育むための取り組みを充実します。

51教科用図書採択事業 学校教育課

丹後教科用図書採択地区協議会において教科用図舎の調査・研究を行い、市立小中学校で、
使用する教科用図書の公正かつ適正な採択を行う。
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3.確かな学力の育成 決算書事(単位:千円) 事務の改善

主な取り組み
'-'T，.一~ --....... -- - -_. ..-

B平価を踏まえた今国‘.，且 R2決算額 R3決算額 R4予算額
i 事務事業名称・事業内容(実績) |担当課 後の方向性

61小学校丹後学等教育活動実践事業 |学校教育課

授業改善や教員の指導力向上を図るため、府の研究指定校を受けて教育実践に取組むとともに、地域の学 ( 1，895) 統合(整理)
習を通じて郷土への理解、愛着と符りを高め、将来の自己の生き方・在り方の探求を進める「丹後学Jの充実を . 
図る。

Il中学校丹後学等教育活動実践事業 |学校教育課

授業改善や教員の指導力向上を図るため、府の研究指定校を受けて教育実践に取組むとともに、地域の学 (1，189) 統合(整理)
習を通じて郷土への理解、愛婚と誇りを高め、将来の自己の生き方・在り方の探求を進める「丹後学Jの充実を
図る。

3 確かな学力の育成 決算額(単位-千円) 事務の改善

主な取り組み
ー、

;評価を鎗まえた晶司‘司 叩司. -・-..・ R2決算額 R3決算額 R4予算額
事務事業名称・事業内容(実績) |担当課 今後の方向性

81小学校教育娠興事業 |学校教育課

副読本や学習教材を有効に活用するとともに、地域の特性を取り入れた学習指導を実践し、学 21，807 14，953 23，408 現状維持

カ等の向上を図る。

91小学校教育振興備品整備事業 |学校教育課

授業に必要な教材備品や学校図書を計画的に整備することで、児童の主体的、 意欲的な学習 9，763 11，010 10，516 現状維持

活動を充実させ、学力の向上を図るとともに豊かな心を育む。

101小学校就学媛助事業 l学校教育課

要保護者、準要保護者及び特別支援学級に入級する児童の保護者等の経済的負担を軽減す 20，064 19，704 25，052 現状維持

る。

1_1j中学校教育振興事業 |学校教育課

高IJ続本や学習教材を有効に活用するとともに、地域の特性を取り入れた学習指導の実践や部 28，001 20，735 26，967 現状維持

活動、体育大会等への参加を支援し、学力等の向上を図る。

121中学校教育振興備品整備事業 l学校教育課

授業に必要な教材備品や学校図書を計画的に整備することで、生徒の主体的、意欲的な学習 8，232 8，418 11，106 現状維持

活動を充実させ、学力の向上を図るとともに些かな心を育む。

131中学校就学媛助事業 |学校教育課

要保護者、準要保護者及び特別支援学級に入級する生徒の保護者等の経済的負担を軽減す 16，349 20，348 24，489 現状維持

る。

4.社会を生き扱く力の育成 決算額(単位:千円) 事務の改善

主な取り組み
円

書今事価後をの踏方ま向え性たー‘戸、 R2決算額 R3決算額 R4予算額
l↓1 事務事業名称・事業内容(実績) I t目当課

① 子どもたちが将来、社会的に自立し、社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方・働き方を実現する力を身に付けるため、就学前教育か

ら義務教育修了時まで各学校段階を通じた体系的・系統的なキャリア教育を推進します。

② 『丹後学Jにおいて、郷土とそこに生きる人々を通した探究活動を充実し、自己の生き方・あり方について深く考えるカを育てるとともに、児童生徒の将

来への夢や希望を育みます。

③児童生徒の学習に対する興味・関心や意欲と学習効果を高めるとともに、学習の基盤となる資質・能力である情報活用能力を育成するため、情報通信

ネットワークやコンビュータなどのICT環境を整備します。

④小学校低学年から英語に親しむ活動を充実するなど、国際社会に生きる日本人としての基礎的な能力を系統的に育成します。

⑤国際感覚を持ちグローバルネ士会で活躍できる人材を育成するため、多文化共生社会の視点に立ち、諸外国の文化や伝統を理解し興味・関心を深める

国際理解教育を推進します。

⑤ 環境の保全や主体的に環境に働きかける実践的態度・能力を育成するため、身近な環績に関心を持ち人間と環筑との関わりについて理解を求める環

t:lt教育を推進します。

141学校情報化推進事業 |学校教育課

小中学校の情報通信ネットワークの整備 ・維持管理を行うとともに、情報管理の徹底と学校情報 30，267 42，202 59，637 現状維持

化を行う。また、 ICTを活用した学習環境を推進する。

151学校情報通信ネットワーウ環境施設整備事業【繰越】 |学校教育課

一/児童生徒がl人l台のタブ、レット型ノぐソコンを利用できる環境を国の補助事業を活用して整備す 230，618 

る。

161GIGAスウール情報機器等整備事業 |学校教育課

国のGIGAスクーノレ構想に基づき、児童・生徒l人l台のタブレット端末をはじめ必要な情報機器 450，861 統合(整理)
撃手の整備を行うとともに、新型コロナウイノレス感染拡大防止等による休校の際に、 ICTの活用によ

りオンラインによる授業などができる環境のE整備を行う。

171児童生徒国際交流事業 |学校教育課

国際交流事業を推進することにより、語学力の向上はもとより、国際感覚を持ちグローパノレ社会 218 44 統合(整理)

で活躍できる人材を育成する。

1811トハ.ル人材育成事業 |学校教育課

国際感覚を持ち将来グローパノレ社会で活路できる人材を育成するため、市内の小中学校に在籍する児童生 13，477 現状維持
後を中心に、緒外国への興味関心を深め文化や伝統を理解する機会を創股し外国語教育の充実を図るととも
に、産学連機のもと新たな可能性を創造するSTEAM教育の推進を図る。

~外国語指導助手紹致事業 |教育総務課

一般財団法人自治体国際化協会(JETプログラム)の斡旋を受け、外国絡指導助手(ALT)を招致・任用し、 24，027 24，805 28，221 現状維持
小中学校で授業等の補助を行うことで、外国路教育及び国際理解教育の促進を図る。

201国際交流員招致事業 |学校教育課

一般財団法人自治体国際化協会の「語学指導等を行う外国青年招致事業(jETプログラム)Jを 1，910 1，883 4，438 現状維持

活用して国際交流員を任用し、現代社会のグローパノレ化に対応する。
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上記の「主な取り組み」への位置付けが困鍛な事業 決算額(単位:千円) 1事務の改善

R2決算額 R3決算額 R4予算額
S平価を踏まえた

事務事業名称・事業内容(実績) |担当課 今後の方向性

211奨学金事業 |教育総務課

経済的に困窮している世帯で勉学意欲のある生徒や学生に対し、奨学金の給付・貸付を行うと 6，325 6，011 42，119 拡大

ともに、定住促進奨学金返還支援を行い、若者の定住及び就業を支援する。

221奨学基金 |教育総務課

経済的理由により大学等への修学が困難な者に対し、奨学金を給付することを目的とした奨学 936 895 12 改善・効率化

基金への積立金

231谷口謙・未来応援基金 |教育総務課

経済的理由により大学等への進学及び修学が困難な者に対し、奨学金を貸し付けることを目的 1，663 3，351 1，899 改善・効率化

とした谷口謙・未来応援基金への積立金

針 856，278 179，764 279，526 

3.教育振興計画で掲げている主な目標指標
小中一貫教育を柱とする学校教育改革の推進により子ど、もの成長に応じた指導の一貫性を確保する体制を充実することで「確かな学力Jを育

み、あわせて、学校圏、家庭及び地域が協働し、相互に連携しながら教育カの向上を図ります。

基本的方針
一人ひとりの個性や能力、確かな学力を育むとともに、地域社会への理解と関心を高め、グ、ローパル化や情報化等の社会の変化に対応する

など、将来への夢と希望を基盤として未来を切り拓くことのできる「生き抜くカJを育みます。
少子化の進行による学校の小規模化が予想されるなか、取り組んできた学校再配置の評価・検証を行い、今後の学校の適正配置を検討しま

す。
寸? .' 

計習作Iit再時蚕:実績値.(現惇状)亙 目標値
目標指標 l単位

p年度
L ' 

学校園関係者による中学校区(学園)ごとの検証・評価・取り組みの改
中学校区 01 H25 6学園 R3 

6 (全中学校区
R6 

善のサイクノレの確立(実施中学校区) で実施)

73.2 

学校の授業時間以外の勉強時間が1時間以上の児童の割合<小学生> % 「全国学力・学
習状況調査Jj足

H25 73.8 R3 80%以上 R6 

重質問紙(小6)

50.6 
主な目標指標 学校の授業時間以外の勉強時間が1時間以上の生徒の割合<中学生> % 「全国学力・学

習状況調査J生
H25 64.9 R3 70%以上 R6 

徒質問紙(中3)

小中学校 小学校国

各教科の
語、中学校

市平均の全教科
一貫性・系統性のある指導による確かな学力の定着 % 図書苦 R3 R6 

全国平均 全国平均以 全国平均以上
正答率 上

70.0 

将来の夢や目標を持っている生徒の割合<中学生> % 「全国学力・学 H25 
習状況開牽J生

65.1 R3 90%以上 R6 

徒質問紙(中3)

4.施策の進捗状況の評価と今後の課題[基本的方針の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか] [Ø:~em *+WM 
進捗状況区分 評価

ぜ町

令和3年度成果と今後の課題
品

。予定以上に進んでいる 《学校園関係者による中学校区 (学園)ごとの検証 ・評価・取り組みの改善のサイクルの確立 (実施中

0 予定どおり進んでいる 学校区)>> 

企 少し遅れている
各学校の関係者評価は、{呆幼小中一貫教育の諸計画及び各学閣の重点等を基盤に作成している。また、各学

閣の学校関係者評価の必須項目こ「保幼小中一貫教育の推進Jを設定することで、学園の取組み等の検証・評価
x 大幅に遅れている を各校図単位で、PDCAサイクノレにより進めることがで、きた。今後は、全ての学園に設置されている学校運営協議会

による学園評価について、更に充実させるための体制整備が必要である。

《学校の授業時間以外の勉強時間が 1時間以上の児童生徒の割合}

。小学校の家庭学習時間は年々減少傾向にあり、授業と家庭学習を連動させた指導の改善が求められる。課題の
個別最適化についても考えてして必要がある。市学力向上対策会議の重点課題として取り組み、各校・各学園で
の取組みを一層充実させ、自主的・自発的な家庭学習の習慣化を目指し、適時性を意織した系統的な指導を充実
させる。その際、オンラインによるタブレットの持ち帰り学習も効果的に進める。

《一貫性 ・系統性のある指導による確かな学力の定着》
新学習指導要領の下での指導が始まり、求められる資質・能力の向上を目指す授業改善に取り組めているかど

うかの見直しが必要である。質問紙に学習活動に係る新たな項目が加わった。授業改善の一助と捉え取り組むこと
が大切である。また、課題に焦点化した学力向上の取組みを保幼小中一貫教育を手段として、各校・各学園でー
層推進してして必要がある。そのために市学力向上対策会議等で各学闘の実践から学び合う機会を設定する。
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進捗状況区分 評価 令和3年度成果と今後の課題 主‘
も 凶

《将来の夢や目療を持っている生徒の割合》
年身減少の傾向にあり、目的意織を持たせるための意図的な働きかけが必要である。児童生徒が、学校、家庭

及び地域において学んだことを綴り返り、新たな学習や生活への意欲につなげ将来の生き方を考える活動の中
で、児童生徒が学びを記録し欝積する教材として『キャリアパスポートJを活用し、対話的に関わり個の成長を促す
系統的な指導を進める等、キャリア教育のより一層の推進・充実を図る必要がある.

5，今後の施策展開の考え方(令和4年~令和6年度までの主な取組) *MI 
区分、 No， .t?γ具体的内容、

28年度からの小中一貫教育の全市展開では、実質的に保育所・幼保連携型認定こども閣の就
学前l年を含めた10年間の一貫教育を行っていることから、令和3年l月に名称を「保幼小中一貫
教育Jに改めた。学園単位によるPDCAサイクノレの実施とその検証・評価に基づく保幼小中一貫
教育推進基本計画等の適切な改訂を行う。また、各学園を会場とした市教育フォーラム等の啓発
活動により、教職員・保護者・地域住民への成果の明確化を図る。

学園コーディネータ一等の配置を継続するとともに、各学園に該置された学校・地域連携協議

2 
会の学園運営協議会(コミュニティ・スクーノレ)への移行が令和2年度に完了したことから、学校、

施策展開の考え方
家庭、地域が連携した学習環境の体制作り、目指す子ども像に基づく学校・地域が連携した取
組みを一層推進する。

保幼小中一貫教育モデルカリキュラム及び保幼小接続モデルプラン等を活用した各学園での
3 系統的で一貫性のある指導を充実させるため、授業改善・授業研究を更に推進するとともに、会

国学カ・学習状況調査の学園分析結果を活用し個に応じたきめ細かな指導の充実を図る。

総合的な学習の時間を活用した「丹後学モデノレカリキュラムJの自校図化に向けた取組みと興
4 味・関心・意欲を高めるICT機器の艶備推進を図るとともに、中学生の海外派遣や児童生徒の国

際交流等を推進することにより、国際社会を生きる日本人としての基礎的な能力の育成を図る。
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獄 10毅育資 本年度決算額 億終予算額 不周級 税行事
gs 教育委員会事務局

予 司員 01教育総務質 82.8% 

'ー
自 02事務局費 189千円 228千円 39干円 (i'警)当初予贋額

科 際 学校叙育1軍
目 11 14保幼IJ¥中一貫毅育;佳進事業

509千円

革量

基本計画 26釆来を妬く学綬叙育の充実
主
な

自
「京丹後市の学綬叙育改革情想Jに基づき、保鈎小中一貫叙育の

財1笹進に向け、臨議会及び専門郡会で調査研究9tlびに毅員の}受鎌力と 源

的
学級経営力を高めるための研修を実施し、指導の一貫性を通じて確
かな学力、堕かな1似を育成する.

…輔副問…金費用弁償〉 「一一… 46千円

.t溜機会委員 14人 (大学叙}塁、学繊経験者、 PTA、学校事現職員等〉 開値目: 令初3年10月12日(火) ~加者 99人

-協援会の開催 2固 (12月 ・3月) 対象:市内小中学校毅員、叡湾関係奮

'M!盃研究事灘 保幼小中一貫叙育実施綬における初県と際阻の益理 i畠所'いさなご小学綬

舗師 :尾崎正彦氏(関西大学初等部教協〉

0学絞毅育遺憾専門部会

主 -専門部会 学綬運営部員 6人 0丹後学研修会〈講師謝金〉 ※方ンライン開催 30干円
要
な -開催回叡 学絞運営部会 2固 開催日:令初4年3月3日 (木〉 i'lJ日奮 29人
事 対象:市内小中学校教員、叙育関係者
手E

0保鈎IJ、申一貫叙宵沼導の軍点リーフレット ・ポスター作成配布 (穀蛾員用〉 !II g市 俣野俗誠氏〈一般社③法人京丹後青年金&1所IiUI里l医長〉
事

-指導の重点360部、?量進』ニの留意点60喜目、ダイジzスト版660部lまか量量
の 0出張旅費等(旅費、育料道路通行料〉 7千円
型車

0毅育フ君ーラムの開健 〈消E毛E百貨〉 5干円
璽

開催日: 令初3年10月218(木〉 司書加者 63人 0保紛小中一貫教育研究m進白磁会及び学綬毅育連1l!専門86会による研究

苅象:市悶保育所 ・こども園・小中学綬教員、叙育関係苔ほか 成
と倹庇を積み霊ね、保幼小中一貫叙宵縫進基本計画に基づく各学園の取組
E平価等をPα:Aサイクルにより進めることができ1E..

11所:崎山こども園 果 0郷主への愛醤と絡り、地litでの生活への意欲を系統的にはぐくむ丹後学

内 谷 公開保育、乳幼児期の叙育 ・保育の取組紹介 銀
をa場する叙慣が地減における織尽な取締を知る機会として、丹後学研修

館 会を開催することができた.
0引き続き、保幼小中一貫叙宵を縫逃するための研究及び倹!iEを進めるl邸

0小中一貫叙湾全国連絡ti2&1会負112金 30千円 蛮がある.

款 10毅育費 本年度決鱒飯 銀総予鱒額 不用額 輸行事
部 量買育愛員会司E務局

予 E買 01叙育総務質 85.4% 

'車 目 02事務局費 4.886千円 5.717千円 831千円 {古書者}当初予算額
料 際 学+畳叙宵際
目 11 15保幼小中一貫毅育実践事業

5.717千円

量量 府補 きょうとI也I量逮燐交付金 〈保幼小φー貧叙育実践事業〉 1，4αコ千円

基本計画 26未来を妬く学絞叙育の充実
主

「京丹後市の学校叙湾政革情想」 に基づくより良い叙宵の実現に
な

自 財
向け、市内全滅で保紛小中一貧叙育を実践する.また、学力の向上 源

的
等の課題解決を目指すとともに、将来に夢と帯留をもって学15iこと
のできる子どもを育成する.

0保紛小中一貫叙育の実餓〈報償費、消耗品費、印刷製本費等〉 3248千円 |o京丹後市保幼小中-Jl~育研…師腕〉 50千円

-隠山学園(侵嬢研究会、 8s活動体級、体E費J彊費量響〉 626千円 開催日 ・ 令初3年8月208(金〉 怠加者ー 160人

-大宮学園〈あいさつ運勧、小ゆ合間続演会等〉 606干円 対象 市内小中学授叙員、叙育関係者

-網野学園(昔日;ol!J体銀、 侵重量体駿、SNS誘座等) 714千円 講師 秋田喜代美氏 〈東京大学大学院毅侵〉

-丹後学園 (昔日;ol自体験、あいさつ運動、侵耳障体級等) 370干円 ※万ンライン開催

主 -弥栄学園 (gs;ol1J体験、保幼小中行事交流等) 410千円
H 
な -久美浜学園(部活動体E章、 SNS講演会等〉 522千円

• 務
0特色ある学綬づくりの支緩〈車自償費、 消耗品費、雲氏軍司等〉 1.588千円

• 実施佼:小学綬16授、 φ学綬6綬事量
の 主な取組内容:郷主学習、 1軍慌学習、農業体験、人権学習
担E

letら曹司作り、福祉体銭締墜、性叙湾、要

SDGslこ閲する取組等

成
0保幼小中一貫叙湾の実施により、各学園が教育包爆 「目指す子ども像」
を股定し、カリキュラムや箔導7ラ滋等を統ーすることで、学圏内の小中学

果
授が一体となった主主育活動を系統的に行うことができた.

E畢 0新型コロナウイルス感染症の彫醤で一昔日取り組むことができなかったち

2A のもあるが、部活動体厳等の小ゆ連機、合同SNS講演会轡の小小逮彼等、
学園内の保幼小中学綬が逮!発した叙膏j舌劃を実施することができた.
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軟 10主主育費 本年度決算額 鰻終予算額 不用額 執行事

項 01毅宵総務費 98.8%  
部 教育委員会事務局

予
鱒

目 02 "務局責 330千円 334千円 4千円 (t!l考)当初予算額科 膝 学枝教育課
目

" 11学習支援体制盤備事業
1，476千円

重量 府補 地i翼で~える学校敏育}量進事量糧費補問金 (2/3) 218平内

基本計画 26来来を妬く学綬叙育の充実
主
な

目 「敏育と学びのまち京丹後」の実現に向け、放録後を活用した 財

毅宵j芭勧を実鈍することにより、子どちたちの学びを支援する仕組 源

的 みづくりを進める.

0中学生の放録後学習支援(脇師側金、消耗昆費〉 330千円

政課後を活用した学習を希望する生徒を対象に、学習習慣の確立と基礎学力
の定着、学力向上による高綬進学率の向上をB的として、政課後の学習支援を
行った.

学綬名 回敏 ~1Jo人叡(延べ〉

主 峰山申学綬 4回 42人
要
な 大宮申~授 15回 250人
事

網野申学綬 9回 271人
務

月後中学校 22回 515人
11 到1栄中学校 36固 650人縫

の 久喜暗浜中学校 25固 1.223人
梅
要

※放諜後学醤支J彊に係る時期 ・固叙等計画内容let、学絞によって異なります.

成
集

中学生の学醤習慣の確立と基礎学力の定醤に軍寄与した。また、ICTtiI鑓を

銀
活用し、個々の学習進震に応じた学習を行うことができた.

題

款 10毅育費 本年度決算額 思終予算額 不用額 f.Il行率
部

予 項 02小学後賛 72.1 % 
Jl 

目 02小学絞教育振興費 14.953千円 20.719千円 5.766千円 (移考)当初予鱒額
制 楳 学綬教育課
目 事

01小学校教育綴興事業
25.176千円

業 府補 きょうとI由1翼連日警交付金(教育提言興事業〉 4.258千円l

基本計画 26未来を妬く学絞教育の充実
主
な

目
副読本や学習叙材を有刻に活用するとともに、 I由i量の将位を取り

財

源
的

入れた学習指導を実践し、学力等の向上を図る.

0線償責 868千円

-入学Ae念品 (394人分〉 310千円 ・白島事情上料 68(コ干円

-卒業AG愈畠 (415人分〉 964手円 ・有料道路通行料 31千円

-駐車窓使用料 5千円

0旅費 26干円 ・著作物使用料 152千円

主 -費用弁償〈大地の学習講師費用弁償〉
要
な
事 0需用資 什 .338干円
務

-消耗昂貨 11.102千円
事

学用白、淫科実厳費、学力倹盃、指導書(毅賂員用)Iまか
事量
の -印刷製本費 236千円
続

話会科副院本「わたしたちのきょうたんごJ437部 ※3・4年生用要

0委託料 1，447千円 成
学絞内での学醤活動に加え、新型コロナウイルス感染症の慰染鉱大防I上

-スクールパス定期外運行運転委託料 果
対策を講じながら、可能な限り、各学校の創意工夫や独自住を活かした

諜
峨々な社会j舌島、体験j舌重自などの校外学習を行うことで、児童の基礎学力

題 の向上や社会を生き緩く力を高めることができた.
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軟 10 J9.育費 本年度決算額 思終予算額 不用額 紋行事
8s 叙育雲員会事務局

予 項 02小学綬貨 96.3% 
鱒

目 02小学綬叙湾銀興費 11.010千円 11.432千円 422千円 (~考}当初予算額
科 際 学彼毅育課
自 事 11.385干円

重量
02小学綬叡膏娠輿備昆鐙備事業

国補 理科叙育E量備皇軍備費等補期金 (1/2) 1.220千円

基本計画 26未来を箔〈学絞殺育の充実
主

府補 きょうと地1翼連機交的金 (毅育娠興事業〉 2.460千円

な 寄附金 ふるさと応援軍量的金 2αコ干円

目 銀銭!こ必袈な叙将備昂や学綬図・を計画的に警備することで、!尽 財
蛮の主体的、憲欲的な学留活重閣を充実さぜ、学力の向上を図るとと 源

的 ちに.かな似を青む.

学習環演を盤えるため、必要となる教材備品を購入した.図・については、 0備毘購入費 10.621千円
充足取の向上lこ努めるようE軍備を行うとともに、 学綬図・~蔵‘管理システム
を使用して管理を行つだ. -毅材備昂箆嬬 4.382千円

-学綬図.惑傭 3.55<コ干円

O~用資 201平円 (うち、ふるさと応援寄附金売当額 200千円〉

-修組料(叙材備おの修絹〕 -理科 ・鱒獄備昂警備 2.689干円

主
要
な 0役務質 22千円
司島

-窓.リザイクル料 〈テレビ1台、冷蔵庫2台〉務

事
0使用料及び賃借料 166干円業

の -ソフトウェ?使用料 〈全小学絞分〉
寝

(学校図・室直E・菅理システム用〉要

成
令利2年度に改訂された新学習指導要領の下、必要な学習叙将、紋育備お

果
及び学綬図書の登備に努めるとともに、理科備おlこついては、国の補助金

課
を活用し計画的に警備することで、学習指導要領に治った叙育環演を盤え

題 ることができた.

軟 110叙育費

予 1~ 102小学綬賞

者医阪下 誌扇銀興費

目1:103小学制学 問業

基本計画126宋来を拓く学校叙育の充実

入

補

補

収

回

国

路主
な
財
源

不服 T Kげj~ r~~-- I ~_a:_~由時国
| 99.5%， U " ，M 同品目 日 F 山噌

96千円|惨警l当初予鱒額1..1-出品宜四

| 22.744千円|町、ド 同日司日

54干円

738千円

58千円

~ I 護保!隠糊保11者及び特別支騨級に入級する畑の{果t踏
等の経済的負lsを経滅する.

本年度決m額 l霞終予算額 | 

19.704千円I1卵子円|

就学lill1J賀補lI1J金 (1/2)

特別主H量叙育就学奨!i!J賀補問金 (1/2)

過年度就学媛励賞返還金

主
要
な
寧
務

・
事
業
の
問
問
要

0就学婦問費

'H保IIUi定寄 12人 (R2:13人〉

修学際行費 82千円

~練費 26千円

・司直安保IlUi定筈 254人 (F主2:254人〉

学用品費等 4.270千円

絶食費 10.806千円

修学餓行賞 1.155干円

医練費 44千円

・当直E重保t重甥定者 (彼災児童) 1人(R2:2人〉

学周回費等 17千円

給食費 40千円

修学旅行賞 26千円

※申問者盟主 283人 (R2:298人〕

ui定者獄 264人 (R2:267人〉

-令和4年度新入学兜彊笠徒学用昂費入学前支給分

支給者I:jl 34人 ※令和4年2月21臼支給

18202千円

108千円

01奇8U受11叙育就学奨励費

・対象蓄 45人 (R2:53人)

学用品質等 378干円

絶食費 1.0<コ1千円

修学旅行費 123千円

1.502千円

16.275干円

83平問

1.736千円

象
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軟 10毅育費 本年度決鱒額 I!!終予算額 不用綴 初行事
gs 毅育委員会寧務局

予 項 03中学授賞 98.1 % 

• 目 02 中学綬毅育~興賓 20.735千円 21.134千円 399千円 I*，考)当初予算額
軍司 探 学授教育課
目 事 01中学綬毅育娠興事誕

28.147千円

重量 府補 きょうとi由縁遠憐交付金〈毅育娠興事業〉 6.018千円

基本計画 26釆来を箔く学絞殺育の充実
主
な

8 副読本や学習叡材を有期に活用するととちに、地1現の椅住を取り 財

入れた学習指導の実路や部活動、体育大会等への移加を受遁レ、学 源

的 力等の向上を図る.

0線償費
一 |湘附賓酬

129干円

-入学8G愈お (441人分〉 253千円 ・著作物使用料

-卒業8G愈昂 (448人分〉 848千円

0負担金、宇菌防及び交付金 2.867千円

0需用賀 9.444干円 -体育大会等選手派遣費補防金

主 -消耗a費 9.109千円
要
な 学問昂、理科実践費、学力機盗、指導寄〈毅隠員用〉ほか
事

-印刷製本質 335干円
務

社会科副続本 「京丹後市の歴史J470郡
事

※令初4年度入学の新申学1年生用
革主
の
概

0役務費 30千円要

-楽鑓(ティンパ二、チューパほか〉遺憾手数料 〈崎山中学綬〕

成
学絞内での学習;活動に加え、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止

0委託制 7.164千円 禦
対策を機じながら、 可能な限り、 各学校の制憲工夫や独自性を活かした

-スクールパス定期外運行運転委託料 諜
徹々な社会i舌l1J、体駁活動などの校外学習を行うことで、生徒の基礎学力

題 の向上や社会を生き扱く力を高めることができた。

款 10毅育費 本年度決陣額 愚終予算額 不用額 執行事
宮B毅育委員会事務局

予 項 03中学校普賢 98.0% 
S車

目 02中学綬叙育鍍興費 8.418千円 8.585千円 167千円 I*，考)当初予算額
科 I.f 学校教育探
自 事

02申学絞教育緩輿備8dY備事業
8.406千円

量革 国補 理科教育股備盛備費等補駒金 (1/2) 390千円

基本計画 26釆来を妬く学校教育の充実
主

府補 きょうと1也1翼連線交付金(教育娠輿寧黛〉 2.233干円

な 寄附金 ふるさと応規軍~&付金 300干円

目 }聖業に必要な叙材備品や学絞図書を計画的に盤備することで、生 財

徒の主体的、意欲的な学習i百勘を充実さぜ、学力の向ょを図るとと 源

的 ちに量豊かな山を育む.

時環境団え配川町醐崎町入し巴幽航ついて母、 lo叩入費 7.703干円

充足率の向上に努めるよう益備を行うととちに、学絞図書館高a.管理システム ・叙材備品 3.049千円
を使用して管理を行った.
また、音楽備昂については、適正な総符管理を行うとともに計画的に整備し ・学綬図竃 1.678干円

た. (うち、ふるさと応催寄附金充当額 300千円〉

-理科備お 962千円

主 m需用賀 321千円 -音楽備畠 2.014千円
要
な -修繕料〈教材備昂の修繕)
事
務

0役務費 335千円
事E

-楽器関箆手量史料(崎山、網野、弥栄申学校分〉 330千円雪量
の -家電リサイクル料 (テレビ1台〕 5千円
繍
要

0使用料及び貸借料 59千円

-ソフトウェア使用料 〈全中学絞分〉 成
令和3年度に改訂された新学習箔導要領の下、必要な学習教材、教育備昆

〈学校図書室磁書管理システム伺) 果
及び学絞図書の整備に努めるとともに、理科備自については、国の術助金

課
を活用し計画的に整備することで、学習指導要領に沿った敏育環債を讃え

題 ることができた.
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害虫 10毅育費 本年度決算額 鰻終予算額 不用3Jl 王丸行率
吉E量買宵雲員会事務局

予 項 03中学綬賀 99.2% .. 目 02中学4宣教育l贋興事費 20.348千円 20.510千円 162千円 (昔害警)当初予算額
料 1畢 学4空叙育t里
目 事

03中学綬就学療助寧重量
23.135平円

業 @補 就学療鈎賀補問金 (1/2) 90千円

基本計画 26未来を妬く学絞叙育の充実
主

国補 特別支}量叙育就学奨臨賀補問金 (1/2) 809千円

な
自

安保護者、海要保演者及び特別受援学級に入級する生徒の保護者
財
源

的
等の経済的負Iflを経滅する.

0就学1量助費 18.705千円 0特別支!i叙育就学奨励賞 1.643千円

-要保護!2定者 8人 (R2:11人〉 181千円 -対象者 29人 (R2:23人〉

修学旅行費 181千円 学用品費等 621干円

-準要保撞!2定者 142人(R2:124人〉 15.739千円 鎗食費 651千円

学用品費等 6.079干円 修学旅行責 371千円

主 絶食費 6.661干円
蔓
な 修学館行費 2.993平内

" 医療費 6平円
務

-準要保護ul定者(被災兜竃〉 1人(R2:0人〉 145千円
事

学用昆費等 100千円
重量
の 絶食費 45千円
概

※$1置音量~ 166人 (R2:152人〉聾

認定者量~ 148人 (R2:136人〉
O就学に必要な学用品費、~食費、修学旅行費等を支媛することで、対象

-令初4年度新入学兜量生徒学問昂費入学前支鈴分 2.640千円 成 生徒の保樋蓄の経済的負Iflを隠滅することができた.

支総苔重量 44人 ※令初4年2月21日支総 果 0新入学児童生徒学周昂賓の入学前支総を行ったことで、新入学生徒の保
損害Zの経済的負担を経滅することができた.

課 0新型コロナウイルス感染症の野暗躍でi!mが変化した也事替も含め、制度内
鱈 ~の周知を徹底するとともに、 t世帯普状況や君主計状態などを考慮し、公正力、

つ適正な撮防に引き続き努める必要がある.

軟 10毅育費 本年度決算額 n終予鱒3Jl 不用創 執行率
8s 敏宵隻員会司匹務局

予 項 01毅育総務費 98.6% 

'車
料

自 02事務局寅 42.202千円 42.791千円 589千円 ("考)当初予算額
探 学級叙宵煤

目 事
18学絞情緒化1桂進事鍵

46.537千円

重量 由緒 地方創生I量進交付金 1α〉干円

基本計画 26未来を妬く学校教育の充実
主

国補 新型J01?イ似感染症対応1也万創生臨時交付金 10.0αコ千円

な
目 小中学校の情報通信ネッ トワークの益備 ・維賂管理を行うととも 財

に、情報管理の徹底と学校情報化を行う.また、 ICTを活用レle.学 源
的 習環涜を縫進する.

市内小申学授に盤備した校内LAN及び綬務悶パソコン、普通叙室用パソコ 14246千円
ン、児霊 ・笠徒 ・穀蛾員用タブレット、情報毅室用パソコン及びワーパー傍証書

-ザーパーシステム・パソコン ・綬内LAN保守委託料 1.743千円の総符管理を行うとともに、ウイルス苅策を行つ定.また、小中学絞の笛通敏
室及び、特別支11教室に盤備した電子無彼等の縫箔管理及び利用促進を行つ -度集廃車E物処理委託料(パソコン ・サーバー等〉 458千円
た.

. HIfA支!Iシステム保守委託料 729千円

0報償金 199千円 .ICT支媛負業務委託料 (5人〉 11.316平円

主 -講師謝金
D 
な プログラミング叙湾問習、情報セキュリティモラル等に係る研修会 0使用料及び賃借料 23.501干円
司畠

-パソコン1昔上料 18.887干円
務

m軍用費 2.711千円 サーバーシステムi昔上 (8台〉
事

-パソコン・絞内LAN開通消筏昂 15千円 後務用パソコン借上 (580台〉
量量
の -パソコン ・綬内LAN関遼修III賛 (26f牛〉 2.696千円 -ソフトウェア使用料 4.614干円
!I!¥ 

M1務支!iシステ心、ウイルス苅療ソフト (1.556台分〉ほか要

0役務費 1.545千円 0ネットワークを利用した還問i録作などにより、小中学彼等にg備した佼

-通信還俗資 1.215千円 成
内LAN、1.802台のパソコン〈綬務、普通数室、情報教室、タブレッ
ト〉、電子黒板及びサーバー機鶴、 MびにGIGAスクール情報機告書等整備事

-手量史料 (電子黒板移股) 330千円 県
費量にて導入した4.252台のタブレッ ト、 50台のプリン夕、 151台の電子黒

探 仮復続装置等の維f署管理を刻果的かつ適切に行うことができた.

鐙 0引き続き、 ICT支}霊長を適切に配置しながら、児謹 ・笠徒 ・毅闘員のICT
彼穏や}費量量支}量システムを積鍾的に利活用し、i受難改普につなげていく必

要がある.
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紋 10叙育費 本年度決鱒領 霞終予算額 不用額 納行事
IlD 主主育委員会司匹務局

予 I貢 01叙宵総務質 27.5% • 自 02.務局貨 44千円 160千円 116千円 ("型~)当初予鱒u科 際 学綬叙育波
B • 19兜重笠徒国僚交流事業

5.478千円

革量 級入金 弱包 ・まちづくり夢基金繰入金

基本計画 26未来をおく学絞叙宵の充実
主
な

回
国間H交流.J躍を躍進することにより、語学力の向上はもとより、

財
源

的 国鰍感覚を拘ちグローバル往会で~t置できる人符を育成する.

0小申学生文化体験 37平円 0申学生の才ンラインホ-b，ステイ司E鍵 7千円

IJI申学生を対象としだ異文化理解 ・国際交流プログラムを実施. コロナ渦において、海外派遣事鎌の実施が困燃な中で、 t苦学力の向よ及び園

'AlTIこよる実関i舌l1J体験
際的視野を広めることを目的に、フィリピンとのコオンラインホームステイ事業
を実施.

対象者 4 小学3--6年生 〈全体研修を5回、 各s:庭での才ンライン交流を狙獄図実施〉

実施日 :令籾3年8月8日 (包〕 .黛期間:令初4年2月21日 〈月)~3月288 (月)

主 ioi'lJD人獄 45人 ~IJ日生徒 : 申学2年生 15人
要
な -報償物昂 3干円

• -フィリピンとの方ンライン交流 -通信還B陸軍司 4干円
務

対縁者中学1写生• 実d%日:令初3年10月14日〈木〉、 10月21日 (木〉、11月48(木〉、重量
の 11月11臼 〈木〉 ※事前研修2包をさむ全4固で開催
II 

"lJ日人鍛:19人H 

0小中学生の文化体般を行い、国際交流.援を縫進することにより語学刀
成 の向上及び園陸軍的視野をもっ疋人材を育成することができた.
果 0新型コロナウイルス感染症の影轡により、予定しだ濁外派遣Id;実胞でき

なかったが、オンラインによる交流を実施し、笠徒の図隙的視野を広げる
課 ことができた.
題 0国際的視野をもった児書生徒を育成するため、国賊交流司E鎌の充実を図

る必要がある.

獄 10叙宵慣 本年度決算額 信終予.u 不用額 納行事
部 敏育雲員会司E務局

予 項 01毅育総務質 98.8% • 目 03外国IAi芭勧挺進費 24.805千円 25.093千円 288千円 (f$警)当初予鱒u
科 線 叙宵総務課
目 • 01外国防沼海助手沼恕事鎌

28.984干円

量量

基本計画 26未来をおく学絞殺育の充実
主
な

回 自治(A体L国T賊〉化沼会 (JETプログラム)の稲旋を受け、外置E量得導 財
問手 を113致 ・1壬用レ、小中学校でJ豊業等の補問を行うこと 源

的 で、外国指紋育及び国隙理解毅育の促進を図る.

新規AlT3人が、新型コロナウイルス感集症鉱大のため渡航制限を受け、来日 0外国鰭箔導助手の賃貸住宅に係る経費 696千円
が延附されたため、醤圧するまでの閥、代琶としてE走路を母国隠とするかたを
スクールサボーターとして任用レた. -鍵交!!l費用lまか(緑山、;i(宮町l蝿〉 23千円

-アパート仲介、ごみ処理手量史料{久賀浜町戚〉 59干円

0外国l!!箔場問手〈会計年度任用職員〉任用経費 (6人分〉 -住宅火災保険(峰山、大宮、久実浜町i草) 76千円

-報酬、費用弁償 16.573千円 -慰金礼金、更新手叡軍司〈緑山、大宮、丹後、久舞浜町戚〉 538千円

主 -社会保険料、労災保険料、雇用保陵斜 2.626千円
重量
な 0負担金 1.976千円

" 0スクールサボーター(会計年度任問際員〉任問経費 (3人分〉 2.683平円 -自治体国際化1認会負担金 1.224千円
務

-事量E剤、質問弁償 2.374干円 -来日後方リエンテーション移B日負短金 (3人分〉 752千円
事

-社会保険料 309千円
量量
の
筏

0外国l!jJ冒遡問手支}量員(会計年度任用臓員〉佳局経費 (1人分) 55千円要

-報回目、費用弁畑町

成 08本人の外国路割前のサポートiitlぴlこEnglishC冶YSや方ンライン留学な

0外国l!!!盲導朗手等の旅費 196千円 県 どの.織において一役を但っており、国際理解叙育の促進なとALTの果た
- す役書』が納得されてあ、り、今後もALTの継続的な確保が必E重である.

-帰国際貿 (1人) 170平円 課 0切れ目のない継続的な活用のため、 ALTのI~~的な負1旦を軽減するため
-旅費、有料道路、駐車渇使用料(股員〉 26干円 題 生活支l量等の充実が必要である.
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獄 10教育費 本年度決算飯 自慢総予算額 不用額 輸行率
重量宵愛員会g務局

01 毅育総務費 97.1 % 
lls 

予 項
S車

自 02事務局貨 1，883千円 1.938千円 55千円 (~警)当初予算額
料 限 学絞事良育1軍
自 事

20国際交流員ti3滋事業
5，168干円

着陸

塁本計画 26未来を箔く学絞叙育の充実
主
な

目 -~財(J団E活T人プ自ロ治体閣僚化H話会の「話学提言場等を行う外国青年f召 財
致事業 グラ心)Jを活用して国際交流員を任問レ、現代 源

的 社会のグローバル{じに対応する.

国際交流員を学綬叡宵繰に配置し、国餓受流や興文化理解について、その専 0自治体国際化協会負Ifl金 543千円

P9性とP毛織や経肢を活かした指導、防奮を行った. .*巴直後オリエンテーションIT1l0慣用負Ifl金 253千円

-園際交流員人員割、傷害保険負担2金 110千円

0会計年度任用腸員使用経費 (国際交流員 1人〉 1，176千円 -来日渡航費用負Ifl金 1以コ千円

-報酬 1，033千円

主 〈期間 :令祁3王手11月88から令初4王手2月24日〉
H 
な -共済費(社会保険料、理E用保険料〉 143千円

• 務
01召践にかかる経費 9千円

事
-普通旅費 3千円量最

の -有料道路通行料 5千円
犠

-駐車燭使用料 1千円聾

0新型コロナウイルス感染症の世界的な感染状況から入国制限等により図
0国際交流貨の賃貸住宅に係る経費 155千円 成 限交流.の確保が鍵しい中、予定通りの期間とはならなかったが国際交流

-住居の火災保険制、伸介手叡料、礼金 149千円 県 貨を配置し、その専門性や経駿を活かし国際理解毅育の!i遂を図ることが
- できた.

-消耗a費 6千円 E畢 0継続的な活用のため、白隠交流貨の~~的な負担を軽減できるよう生活
題 函におけるサポートの充実が必要である.

軟 10叙育費 本年度決鱒額 11終予算額 不用!li 総行率
部 叡育雲員会事務局

予 項 01毅宵総務費 99.2% ，. 
B 04奨学費 6，011千円 6，055千円 44千円 (惨事}当初予算額

科 1畢 ま虫育総務際
目 司匹

01奨学金事業
13.695千円

買量 繰入金 奨学基金銭入金 1，368干円

!!I本計画 26未来を妬く学校叙宵の充実
主

繰入金 谷口t車・未来応Ii基金繰入金 4，492千円

な
目 経済的に困寵している世帯で勉学意欲のある生徒や学生に刻し、

財
源

的 奨学金の給{甘及び貸伺を行い、就学を支慢する.

金を~j甘しだ.まだ、令初3年度大学等在学者及び令初4年度大学等進学予定者
4，492千円

を対~に、奨学金の貸"を行つだ. ・修学支}量金 (6人〉 3，792千円

大学生等 1目α)()千円x3人

0奨学金遺考 ・倹初鐙員会経費 (2固随催) 63千円 大学生等 280干円X2人

委員報酬吋半白)X (… J 52千円 大学問 一X1人
主 7人X1回 ・入学支度金 (1人〉 7αコ千円
H 
な -費用弁償 11千円 進学予定者 700千円X1人
E匝
務

O&gj甘奨学金 1，368千円 O定住促進奨学金返還支Ii補朗会の制度周知経費 88千円

UI -大学生等 (11人〉 ・広硲チラシ印刷製本費 35千円
量量
の 月額12千円X12月X2人〈前 ・後期) 288干円 ・大学等へのチラシ送料 53千円
綴

月額10千円X12月X9人(前・後lVD 1，080千円 ※限定@偶者 143人 (令利4年3月31日現在〕D 

0勉学意欲と能力のある生徒及び学笠への就学支爆を行うことにより、因
成 富里也平轄の生徒及び学生が勉学lこ取り組むための環境をr.iえることができ
県 た.
.10新型コロナウイルス慰留E症の野舗により経済状況が一層厳しい中で、給
煤 {甘奨学金の随時申績や奨学金返還猶予など制度を周知し、 ~I量に努めた.
紐 0令初3年度に創段した定住促進奨学金返還徳助事業について、制度周知に

努めた結果、多くのe績につながった.
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款 10毅育費 本年度決算額 思終予算額 不用!li 執行事

項 01教育総務費
部 毅育委員会事務局

予 99.8%  

'‘ 目 04奨学費 895千円 896千円 1千円 (t$考)当初予算額
寺唱

楳 教育総務課
自 司匹 12千円

量雇 02奨学基金
財産収入 奨学基金利子収入 40干円

基本計碩 26未来を妬く学綬毅育の充実
主

結収入 奨学資金貸付償還金滞納繰越分 855千円

な
自

経済的理由により大学等への修学が困煎な者に対し、奨学金を鈴
財
源

的
付することを目的とした奨学基金への積立金

0奨学基金積立金 855千円

-旧網野町で貸し伺けた奨学資金償還金分

0奨学基金積立金 (利子分〉 40干円

主 (単位 :平円〉
要
な 令和2年度末 令和3年度申泡減額 令初3年度末

事 現在高 繰入金 運用利子 積立金 現在高
fjj 

① ② ③ ④ ①ー②+(，③+④}

" 量量 136.862 1.368 40 855 136.389 
の
世E
聾

(充当 1寧業〉

-奨学金事業 1.368千円 成
果

課
題

聖1 10 毅育費 本年度決算額 霞終予鱒額 不用額 輸行事

予 項 01毅育総務質 100.0% 
8s 教育委員会司陣務局

鱒
自 04奨学費 3.351千円 3.351千円 千円 (t$誓}当初予算額科

自 1.460千円
際 数宵総務課

事
03谷口線 ・未来応媛基金業 財産収入 谷口際 ・未来応援基金利子収入 27平円

基本計画 26来*を拓く学校叙育の充実
主

お収入 奨学資金貸伺償還金 3.255千円

な
B 経済的理由により大学等への進学及び修学が図"な蓄に対し、奨 露2

学金を貸し伺けることを目的とした谷口線 ・未来応1量基金への積立 源

的金

0谷口i葺・未来応復基金積立金 3.324千円

-京丹後市貸{甘奨学金で貸し{甘けた奨学資金償還金分

0谷口線 ・釆来応復基金積立金〈利子分) 27千円

主 (単位:千円〉
要
な 令和2年度末 令初3年度中i目減額 令利3年度末
事

現在高 繰入金 運用利子 積立金 現在高
務

① ② ③ ④ ①ー②+(③喝)
司E
量量 72.042 4.492 27 3.324 70.901 
の
既

聾

(究当:1:gl業〕

-奨学金穆業 4.492千円 成

果

課
題
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<様式2>

重点目標

基本的方針

京丹後市教育振興計画

施策評価・進捗管理調書〈内部評価結果〉

3|子ども掛かに育む教育環境を充実 します | 
災害や事件・事故等に備えた安全確保のため、学校施政の老朽化対策等を計画的に進めるとともに、兜窓生徒が自らの安全を守

るための能力を身に付けさせる安全教宵や、また、ボランティアの協力を得る等、地域が一体となって支える教育環境づくりを進めま
す。
また、年齢や性別、国籍、障害の有無等に関わらず、すべての子どもの健やかな育ちを保障する教育環境を登備します。
教職員の業務改善・時間外勤務縮減を強力に実行し、教験員が一人ひとりの子どもに向き合える環境を登備します。

1.施策の方向性 Ei4. .;.1~. 
①の運児行童生徒を事件や事故から守るため、スク ノレガ ド・リ ダ による巡回指導や子ども安心パトロ ノレ車

等、保護者や地域ボランティアの協力を得ながら、学校内外における安全確保に努めます。

1.子どもの安全・安心の確保
. ②学校再配置による校区の拡充に伴い、遠距離通学用スクーノレパスの安全な運行管理及び車両管理を実

施します。
③児童生徒自身の危機対応能力を育むため、各学校の危機管理マニュアルに基づく防災教育や安全教育

F を計画的・継続的に実施します。

|①②少教子化の進行を持踏・改ま善えの、適た正めな、ト学イ校レ規模を検討する中で、必要な施般整備を進めます。
育環境の維 の洋式化をはじめ学校施鮫・鮫備の改修、修繕等を計画的に進めま

2.学 校 施 設 環 境 等 の整備充実
す。
③児童生徒の安全確保に向け、計画的かっ効果的な学校施般の老朽化対策を進めます。
④安全・安心な学校給食を提供するため、より衛生的で安全性を箆視した給食施政の整備を計画的に進め

唱z戸 園・‘.._'1、.-司!-....，.岨:... ~."\C唱 ます。
門'".弘、 円相 ."" - ・1'&"'1 

①発達障害者宇を含む陣容のある子ども一人ひとりのニーズに対応したきめ細かな支援により教育の一層の充
実を図るため、学校図と{呆援者、行政、医療及び関係機関等が広く連携し、乳幼児期から背年期までを見通

3.個に応じた支援体制の充実 した特別支援教育の体制盤備を進めます。
②外周籍を母跨とするなど日本絡の習得が十分ではない児童生徒に対し、スクーノレサポーターを配置する

一.
など伺別に日本書吾支援を行う体制を盤備します。

①市民のポフンティア意織を高め、地域と学校の連携・協働の下、学校の教育活動に地域のポフンティアが

4.ボランティアによる学習支援の推進
参画する「地域学校協働本部事業Jの推進など自らの知織や学習で培った技術などを学校で、児童に紹介
する機会づくりを進めます。
②市民ボランティアが、地域の中で、子どもたちの活動を;支える環境づくりを進めます。

-ー..日 ， 
①本市の教職員の働き方改革実行計画を強力に進め、教職員が心身ともに健康で、一人ひとりの子どもに

5.教職員が子どもと向き合える環境
組爽と向き合える環境づくりを進めます。
②教職員のメンタルヘノレス対策の推進、校務支援システムの活用、部活動指導只の配置等、教職員の負担

づくりの推進 を軽減する取組みを推進します。
. . . ③「京都式チーム学校jをより良く機能させるために、多様な専門性を有する人材の配置充実や学校体制の

b 強化を図り、学校現場における業務改善の取組み・教員の負担軽減策を推進します。

【参考】施策に関連するその他の計画

計画名称 計画概要
宝町

ム策定年月 1 計画期間 備考 eι  E 国

市の目指す基本理念、目標、将来像などを示した「基本構想j
平成27年度~

第2次京丹後市総合計画 と、その構想、を実現するための各種施策を総合的、計画的に体 平成27年3月
令平日6年度

系化した「基本計画J

京丹後市学校施股耐震化
耐震化に対する国の動向や財政措置の状況を的確にとらえっ

平成22年度~つ、本市における学校施設の耐震化を可能な限り早く、計画的に 平成22年Jl月
計画

進めていくことを目的に、本計函を定めるもの 平成26年度

急速に少子化が進むなか、本市の次代を担っていく子どもたち 平成23年度~
京丹後市学校再配置基本 に、より良い教育環境や教育条件を盤えるため、学校カを高める

平成22年12月 令手口2年度 (H28-R2年度)に区
計画 ための学校規模などを考えた学校再配置の取組みを進めていく

階的に再配置を進め
ために策定

文部科学省インフラ長寿命化計画(行動計臨)の方針に基づき、
京丹後市学校施般の長寿 学校施設の実態把握及び分析を行い、本市の実情に即した基

令手口3年度~
命化計画(学校施般の個 本的な整備方針や施設毅備の水準について示し、長寿命化の 令和3年3月

令和12年度
別施鮫計画) 観点から財政負担の低減及び平準化を図り、学校施設の維持管

理を進めてし、くことを目的に策定
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l※各事業の成果・課題について 1 ・F・!!'III!'!!・
2 主な取組と構成事務事業-..温回目圃圃圃阻・E 圃 |は、別紙決算附属資料参照 1.山町E・ E直面
1.子どもの安全・安心の確保 | 決算額(単位:千円) 1， 事務の改善

主な取り組み )$  E a 一一 一ーー ::- I ，..""，~""Þ.IoCr*，iIIô I n"'J:....-=-~2i I "'A .7'IIT~~ I評価を踏まえた，町一 明 正甲・n …....~._-'~'.. ，-~ I R2決算額 1R3決算額 1R4予算額 |
↓1 事務事業名称・事業内容(実績) 担当課 I I \"""""~l2K I I ¥V''''''"'"tDt I I ¥"'T r ":IT-'tfH I 今隼の方陶性

① 児童生徒を事件や事故から守るため、スクールガード・リーダーによる巡回指導や子ども安心パトロール車の運行等、保後者や地域ボランティアの協
力を得ながら、学校内外における安全確保に努めます。

② 学校再配置による校区の拡充に伴い、遠距離通学用スクールパスの安全な運行管理及び車両管理を実施します。

③ 児童生徒自身の危機対応能力を育むため、各学校の危機管理マニュアルに基づく防災教育や安全教育を針画的・継続的に実施します。

11学校医委嘱事業 |学校教育課 | 
学校保健安全法に基づき、各学校に学校医、学校歯科医、学校薬剤師を置き、児童生徒の健 1 19，930 19，665 現状維持

康の保持増進及び教育現場の環境衛生の維持向上を図る。

1 子どもの安全・安心の確保 決算額(単位:千円) I 事務の改普

全な取り組み

il 事務事業名称・事業内容(実績) 1担当課
1 ..."，.......s-.; 1 .....:lZ. ...."'" 1解価を踏まえたR2決算額 1 R3決算額 1 R4予算額 |I 1¥¥J'̂':Pf-UR  I I¥"T r':Pf""UR  It今後の方向性

1 2|学務経費 |学校教育課

学校保健安全法に基づく就学時健康診断を行うとともに、学齢簿の管理、学校管理下での安
全衛生や事故災害に対応する。
また、 小中学校の枠を超えた取組として、特別支援学級ふれあい交流会を実施する。

3|学校安全対策事業 |学校教育課

保護者や地域の協力を得ながら安全で安心できる学校づくりを推進し、児童生徒を事件や事故
から守る。

11克蚕教職員健康管理事業 |学校教育課

5，259 

5，641 

児童及び教職員の健康管理を行うとともに、設備の安全対策を講じることにより、児童及び教職 1 40，394 
員の健康の保持増進と小学校の教育活動における安全・安心な環境を整える。

5|児童教職員健康管理事業【繰越】 |学校教育課

新型コロナウイルス感染症による感染リスクを最小限にしながら円滑に教育活動を継続するため
にも、学校における感染症対策及び児童の学びの保障に必要な体制を整備する。

6l生徒教職員健康管理事業 |学校教育課

生徒及び教職員の健康管理を行うとともに、設備の安全対策を講じることにより、生徒及び教職 1 17，194 
員の健康の保持湘進と中学校の教育活動における安全・安心な環境を整える。

7|生徒教臓員健康管理事業【繰越】 |学校教育課

新型コロナウイノレス感染症による感染リスクを最小限にしながら円滑に教育活動を継続するため
にも、学校における感染症対策及び生徒の学びの保障に必要な体制鐙備を促進する。

81小学校スヲールハ.λ運行管理事業 |学校教育課

遠距離通学及び通学路の状況や冬期積雪時等、特に必要と認めた児童の通学のためにス
クーノレノ〈スを運1Tする。
9|小学校通学支援事業 |学校教育課

遠距離通学をする児童を対象に、通学の状況に応じて遠距離通学補助金を支給し、通学の安
全確保と保護者の負担軽減を図る。

10 1中学校対一I~II'λ運行管理事業 |学校教育課

遠距離通学及び通学路の状況や冬期積雪時等、特に必要と認めた生徒の通学のためにス
クールパスを運行する。

11 1 中学校約一I~II'ス購入事業 学校教育課

中学校に通学する遠距離及び特に必要と認めた児童の安全な通学手段を確保する。

121中学校通学支援事業 |学校教育課

自転車通学をする生徒を対象に、通学の状況に応じてへノレメット購入補助金を支給し、通学の
安全確保と保護者の負担軽減を図る。

94，052 

281 

71，195 

13，572 

204 

5，429 4，952 現状維持

5，039 7，210 現状維持

9，538 9，921 現状維持

13，924 15，750 

6，393 6，976 現状維持

5，594 5，850 

88，791 101，484 現状維持

283 222 現状維持

71，704 65，529 現状維持

-， 統合(整理)

195 195 現状維持

2.学校施設環境等の整備充実 決算額(亀位:千円) 瓦| 事務の改善

主な取り組み " 

ll 事務事業名称・事業内容(実績) 1担当課
R2決算額 IR3決算額 IR4予算額 |評価を踏まえた

I I ¥V'̂"""'tD( 1 ".，. r.，.，...lJR I 今後の方向性

① 少子化の進行を踏まえ、適正な学校規模を検討する中で、必要な施設整備を進めます。
② 教育環境の維持・改善のため、トイレの洋式化をはじめ学校施設・設備の改修、修繕等を計画的に進めます。
③ 児童生徒の安全確保に向け、 計画的かつ効果的な学校施設の老朽化対策を進めます。
④安全・安心な学校給食を提供するため、より衛生約で安全性を重視した給食施設の整備を計画的に進めます。

131学校適正配置推進事業 |学校教育課

京丹後市学校適正配置基本計画に基づく「学校づくり準備協議会Jを殺置し、学校再配置によ
る新しい学校づくりに向けた取組を推進する。

141小学校施設改修事業 |教育総務課

小学校施設における改修工事等を行い、児童が安全に、安心して学校生活を送ることができる 1 102，266 
教育環境を整備する。

31 

現状維持

70，973 145，220 現状維持



2.学校施設環境等の整備充実 決算額(単位:千円) 事務の改善

主な取り組み
酬 算額 |蹴 算額 R4予算額 評今価後をの踏方ま向え性た

i 事務事業名称・事業肉容(実績) |担当課

151小学校施設管理事業 l教育総務課

学校施設の適切な維持管理により、良好な学習環境の確保を図る。
30，017 27，171 27，025 現状維持

161中学校施設改修事業 |教育総務課

中学校施設における改修工事等を行い、生徒が安全に、安心して学校生活を送ることができる 25，246 210，763 18，600 現状維持

教育環境を整備する。

171中学校施設改修事業【繰越】 |教育総務課 レ/「新しい生活様式Jを踏まえ、健やかな学びの保障を目指すため、新型コロナウイノレス感染症対 4，921 
策として特別教室の空調化設計を行い、教育環境を整備する。

1到中学校施設管理事業 |教育総務課

学校施設の適切な維持管理により、良好な学習環境の確保を図る。
10，216 9，548 9，786 現状維持

191小学校管理運営事業 |学校教育課

適正な学校運営や教育環境の充実に取り組み、 小学校における円滑な教育活動を実施する。
134，799 151，908 152，932 現状維持

201中学校管理運営事業 |学校教育課

適正な学校運営や教育環境の充実に取り組み、 小学校における円滑な教育活動を実施する。
61，845 64，079 64，375 現状維持

211網野給食セント管理運営事業 |学校教育課

網野地域の小学校及ひ・中学校に栄養ノtランスの取れた給食を提供し、児童生徒の心身の健 31，840 31，452 35，776 現状維持

全な発達に寄与する。

221小学校給食管理運営事業 !学校教育課

児童の心身の健全な発達ーに害干与するため、栄養ノ〈ランスのとれた給食を提供する。
159，048 167，910 179，283 拡大

231中学校給食管理運営事業 l学校教育課

生徒の心身の健全な発達に寄与するため、栄養バランスのとれた給食を提供する。
46，340 49，871 61，166 拡大

241学校給食一般経費 l学校教育課

学校給食における衛生管理の徹底を図るとともに、献立研究会の活発な活動を促し、衛生管理 2，584 560 929 現状維持

や栄養面等での充実を図る。

251公立学校施設災害復旧事業 |教育総務課

令和3年8月3日の落雷により被災した学校施設の復旧を図る。
3，850 縮小

261公立学校施設災害復旧事業【繰飽】 l教育総務課

ー/令手口元年10月2日発生台風19号により被災した学校施設の復旧を図る。
1，804 

3 個に応じた支媛体制の充実 決算額(単位:千円) し事務d5改善

主な取り組み 」

ト!評今価後を虫努方ま向え性た'・'・T
I 同・ー ， 

R2決算額 R3決算額 R4予算額
事務事業名称・事業内容(実績) l担当課

① 発達障害等を含む障害のある子ども一人ひとりのニーズに対応したきめ細かな支媛により教育の一層の充実を図るため、学校図と保渡者、行政、医

療及び関係機関等が広〈連機し、乳幼児期から青年期までを見通した特別支媛教育の体制整備を進めます。

② 外国語を母語とするなど日本語の習得が十分ではない児童生徒に対し、スクールサボーターを配置するなど個別に日本語支援を行う体制を整備しま
す。

271小学校対ールサホ.一世一等設置事業 |学校教育課

スクーノレサポーターを配置し、児童一人ひとりの課題・特性を的確に把握し、よりきめ細やかな (53，166) (60，282) (83，252) 現状維持

指導に努めるとともに、円滑な授業を実施する。

2_S I 中学校スウールサホ・-~一等設置事業 l学校教育課

スクーノレサボーターを配置し、生徒一人ひとりの課題・特性を的確に把握し、よりきめ細やかな (39，572) (38，027) (50，196) 現状維持

指導に努めるとともに、円滑な授業を実施する。

4 ポフンァィア1:::よる学習支援の推進 決算額(単位:千円) ト事務の改善

主な取り組みア
暗:-:- -y官で~τ= ーで~ で，

a 司ー 1・~
明 映算額 IR3決算額 師 算額

評価を踏まえた?耳

』 事務事業名称・事業内容(実績) |担当課 今後の方陶性

① 市民のボフンナイア意識を高め、地域と学校の連傍・協働の下、学校の教育活動に地域のボフンナイアが参画する『地域学校協働本部事業Jの推進な

ど自らの知識や学習で培った技術などを学校で、児童に紹介する機会づくりを進めます。

② 市民ボランティアが、地域の中で、子どもたちの活動を支える環境づくりを進めます。

291地減学校協働本部事業《再掲》 |生涯学習課

「教育と学びのまち京丹後Jの実現に向け、 「学校のニーズ」と「地域の人の持つ力Jを結び付 3，475 3，403 3，780 現状維持

け、学校・家庭及び地域が協力して子どもを育む環境の充実を図る。

5.教職員が子どもと向き合える環境づくりの推進 決算額(単位・ニF円) 「事務の改善

主な取り絡み
v 評今価後をの踏方ま向え性たー、 R2決算額 R3決算額 R4予算額

事務事業名称・事業内容(実績) |担当課

①本市の教職員の働き方改革実行計画を強力に進め、教職員が心身ともに健康で、一人ひとりの子ども1:::繍爽と向き合える環境づくりを進めます。

② 教職員のメンタルヘルス対策の推進、校務支援システムの活用、 部活動指導員の配置等、教職員の負担を軽減する取組みを推進します。

③ 「京都式チーム学校」をより良〈機能させるために、多様な専門性を有する人材の配置充実や学校体制の強化を図り、学校現場における業務改善の取
組み・教員の負担軽減策を推進します。
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5.教職員が子どもと向き合える環境づくりの推進 決算額(単位:千円) 事務の改善

主な取り組み ご '~_fl ，L-，- 評価を織まえたー‘・. .司. .宥‘. R2決算額 R3決算額 R4予算額
事務事業名称・事業内容(実績) |担当課 今後の方向性

30]共同学校事務室運営事業 |学校教育課

学校事務処理の適正化及び標準化、効率化、 学校マネジメント機能の強化等を図るため、共同 226 3，258 現状維持

学校事務室を設置し、学校の教育力・組織力の向上を推進する。

上犯の「主な取り組みJへの位置付けが困難な事業 決算額(単位:千円) ;事務め改善
園田・4・

f解価を踏まえた-、
R2決算額 R3決算額 R4予算額

事務事業名称・事業内容(実績) 1 t日当課 今後の方向性

311日用品費等援助事業 |子ども未来諜

低所得世帯を対象に日用品、文房具等の購入費など、の実費徴収額について、費用の一部を 4 現状維持

助成し、対象家庭の経済的負担を軽減する。

~児童福祉総務一般経費 |子ども未来課

児童福祉業務を円滑に遂行するために必要な一般経費
2，527 14，094 1，036 改善・効易自化

33i教育委員会一般経費 |教育総務課

地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、教育委員会を運営する。
3，826 3，884 3，999 現状維持

3_4事務局一般経費 |教育総務課

教育委員会事務局の円滑な運営及び公用車の適正な維持管理を行うとともに、全国部活動特 4，810 7，l69 9，254 拡大
別入学者選抜により市内の高等学校に入学する生徒を応援する補助金を創設し、生徒の就学支
援及び地域の活性化を図った。

351学校跡施設管理事業 |教育総務課

学校再配置により閉校となった学校施政の維持管理を行い、手IJ活用の推進を図る。
83，623 209，131 2，006 改善・効率化

361学校跡施設管理事業【繰越】 |教育総務課

/ 老朽化が進み、手1]活用が見込めない旧湊小学校施設を除却するとともに、閉校した施設の低 220，466 
圧化工事を実施し、適正な維持管理及び跡地利活用の推進を図る。

371学校教育施設整備基金 |教育総務課

学校跡施設の建物貸付料をもとに、学校教育施設の整備等を進めることを目的とした学校教育 1，584 1，606 1，604 現状維持

施設整備基金への積立金

計 973，576 1，259，167 l，l78，249 

~-

3.教育振興計画で掲げている主な目標指標

災問件事闘に備えた安全確保のため 学校 搬の 老問 策開 十画 的制 叫に 児童 生徒 が一的…

基本的方針
カを身に付けさせる安全教育や、また、ボランティアの協力を得る等、地域が一体となって支える教育環境づくりを進めます。
また、 年齢や性別、国籍、障害の有無等に関わらず、すべての子どもの健やかな育ちを保障する教育環境を整備します。
教職員の業務改善・時間外勤務縮減を強力に実行し、教職員が一人ひとりの子どもに向き合える環境を整備します。

目標指標 l単位
計画作成時 実績値(現国状)亙 目標値 段

.~ 
~ I蒜戸ー 百 一

市立小学校の耐震化 % 88.5 H25 100 R3 100 R6 

市立中学校の耐震化 % 93.5 H25 100 R3 100 R6 

非構造部材の耐震対策 % O(鰯査中) H26 100 R3 100 R6 

主な目標指標
児童生徒用トイレの洋式化整備校数く小学生> 校 14 R3 17 R6 

児童生徒用トイレの洋式化整備校数<中学生> 校 I1 R3 61 R6 

学校支援ボランティア登録者数 人 427 H25 557 R3 600 R6 

時間外勤務月45時間超(年平均)の教職員数く小学校> 人 -11-125 131 R3 01 R6 

時間外勤務月45時間超(年平均)の教職員数<中学校> 人 -11-125 110 R3 01 R6 
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4 施策の進捗状況の評価と今後の課題[基本的方針の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか] [1I:I::I"tn *.M 
進捗校j兄区分 評価 i 令和3年度成果と今後の課題。予定以上に進んでいる 《市立小学校の耐震化》

O 予定どおり進んでいる 学校施設耐震化計画による小学校の耐震化は平成27年度をもって完了した。

... 少し遅れている 《市立中学校の耐震化》
× 大幅に遅れている 学校施設耐震化計画による中学校の耐震化は平成26年度をもって完了した。

《非構造部材の耐震対策》
国が指導する大規模空間(体育館やランチルームなど200m'以上の空間を有する箇所等)の非構造部材耐震対

策は、平成28年度をもって完了した。

《児童生徒用トイレの洋式化整備校数》
小学校を優先して学校施設の児童生徒用、身障者用、体育館等のトイレ洋式化整備を計画的に実施するため、。前年度に設計業務を行い、翌年度に整備工事を実施する。令和3年度l士、網野北小・島津小学校の2校を箆備し

た。

《学校支媛ボランティア登録者数}
ボランティア登録者数は名簿の整理を行ったことから減少した。高齢化が進んでいるため、学校のニーズに応じ

たボ、ランティアの確保が線題である。

《時間外勤務月45時間超(年平均)の教臓員数》
令和2年度までは目標達成状況が向上していた。しかし、令和3年度、コロナの感染防止のために行事等の縮ノト

や廃止を行ったものの年聞を通した感染対策の中で学校教育活動を実施したことにより、小学校で前年度比5.1%
の増加となった。京丹後市教職員の働き方改革実行計爾(R3.7改定)の段階的目標の達成(令和5年度に45時間
以内100%達成)を目指し、教育委員会事務局と学校とがさらなる連携強化を行う中で取組みを推進してして必要が
ある。

5 今後の施策展開の考え方(何時~令和6年度までの主な取組) EI.M 
一 一 杭

一τ 、 ~ ~・町~ム，. 7 罰 -
区分 泉体的内容

」ι ← 

児童生徒を事件や事故から守るため、スクーノレガード・リーダーによる巡回指導及び子ども安心
l パトローノレ車の運行を継続して実施するとともに、除雪活動や子どもたちを見守る地域ボランティ

ア等の拡充を図る。

老朽化が進む学校施設を適切に維持管理を行うとともに教育環境の改善を図るため、計画的
2 にトイレの洋式化事業を進める。また学校施政の長寿命化計画を定め、中長期的な視点で改修

等を行う。
施策展開の考え方

特別な支援が必要な子どものニーズに対応するため、学校図へのスクーノレサボーター(介護支
3 援員)を継続配置するとともに、学校図及び保護者、関係機関が連携し、特別支援教育体制整

備の推進を図る。

4 
ボランティア人材の発掘・育成・確保に重点を置きながら、より効果的、効率的なコーディネー
ターの配置等、多様化する学校ニーズに対応できる推進体制整備を図る。
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E究 10叙育費 本年度決算額 愚終予算額 不用額 納行事

予 項 01教育総務費 96.1 % 
8s 紋育委員会事務局

'車 目 02事務局費 5.429千円 5.645千円 216千円 (重喜筈)当初予算額科 望晃 学絞叙育煤
包 事

05学務経費
5.348千円

S量

基本計画 26未来を箔く学絞殺育の充実
主

学校保健安全活に基づく就学時健康~断を行うとともに、学齢!曹
な

自 財
の管理、学佼管理下での安全衛生や夜放災容に対応する. 源

的
また、小申学綬の枠を超えた取組として、特別交Ii学級ふれあい

交流会を実施する.

0学齢簿の管理(委託料〉 3.775千円

学齢簿関連システム保守料及びシステムel!修雛務 -日本スポーツ娠興センター負担金 3.417千円

-京都府学綬保健会負!s!金 44千円

0特8U支媛学級ふれあい交流会〈消耗品賞〉 40千円 -京都府学綬保健主事会負担金 18千円

.g.学園ふれあい交流会 -京都府特別支Ii叙育研究協際会負担金 10千円

主 岬臨び中軸 岬眠聞の見宙開集まって時 | 敏育研究事業負勘 掛円
要
な 実施中学HI区全中学綬区 ・京都府学校保健研究大会負IS!金 2αコ平円

• -中学綬ふれあい交流会 ※新型コロナウイルス感染症の髭留のため中i上
務

0児童生徒 ・叙臓員健康E雲断(消耗お費、印刷製本費、施段使用料) 13千円
事 0人縫毅育研究会(消耗品費) 23千円
量量
の 0各種通知封筒印刷 40千円
筏

0就学時健康惨断(医師側金、消耗お賞、費用弁償) 812千円要

※受t舎人叡・ 396人
0各学授の保健衛生環演の維符向上、健康の保符泡遂を図り、健全で安全

成 な教育環境の推進につながった.
県 0特別支1量学級の交流活動の実施など、毅育活動の充実のだめの潔涜づく

りができた。
課 0京都府学絞保健研究大会を主管1也として開催するにあたり、コロナ禍で
m の開催が困舵な中、オンラインで開催し、スムーズな大会運営を行うこと

ができた。
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獄 10叙育費 本年度決..領 鐙終予算額 不用額 納行事
!i6 ま虫宵委員会司医務局

予 項 01叙膏総務質 93.5% .. B 02事務局費 5.039千円 5.387千円 348千円 {惨事)当初予算額科 課 学綬毅育課
B 司匹 5.587千円

量車 06学綬安全対策事業
府補 地i量ぐるみの学後安全体制皇軍備縫進寧鎌禰問金 (2/3) 808干円|

基本計画 26宋*を箔く学綬教育の充実
主

館入金 ふるさと応嬢基金繰入金

な
自

保温蓄や地減の協力をf.lながら安全で安山できる学後づくりを鐙
期
源

的
進し、!尽量生徒を司Ji牛や事古賀から守る.

0子とも安山パトロール車(にこlここ力一〉の運行・管理 3.041午円 0スクールガード・リーダー巡回 ・箔漕 1.759千円

各学校に20台、叙育委員会司E務局に1台を配置し、児窟笠徒の鐙下綬絡に 嘗察官08の5人をスクールガード・リーダーに雲鳴し、小学校を中ωに

叙蛾貴司OPTA、1由1畢の見守り隊が巡回し安全確保や犯罪彼曾防比に努めた. 登下彼自苦の巡回i舌勧及び学綬の安全指導を行った.

-縫j吾管理費及び運行経費 -年間巡回活動等の実績 :5人で330固

燃料費〈ガソリン代〉 945平円 -報償金 (活動謝金〉

主 消終局費 ・修緒制(車検、車両消耗8bほか〉 1.105干円 -保餓料(総合補償保険料〉
要
な 手獄料 ・保険料・公際費 991千円

• 0学伎の隊雷活動 239千円
JA 

配車一覧 積雪時の通学の安全性を高めるため、ボランティアによる除雪活動体制
事

1 峰山小、畏悶小 8 いさなご小 15 峰山中 づくりを麦濯しだ.重量
の 2 大宮第一小 9 網野南小 16 大芭南小 -保験料 (ボランティア活動保険〉
続

3 網野申 10 4南小 17 島灘小 -修鎗科(隙曾復〉要

4 丹後。 11 字川小 18 網野北小、弥栄小
0各小中学絞で、教職員やPTA、地憾の見守り隊(ボランティア)等によ

5 大宮中 12 弥栄小、 吉野小 19 丹後IJI 成 る1由I或ぐるみの男守り活舶が展開されるなど、学綬を支える1自l翼の安全体

6 .骨量小 13 久美浜中 20 かぶと山小、~袈浜小 県 制づくりを縫進することで、県量、生徒の安全につながっている.

7 叙育餐員会事務局 14 弥栄申 21 しんさん山
0関係機関と筋力し、クマやサルなどの野笠動物の出没情報をいち早く学

課 綬と共有することで、!局室 ・生徒への織曾を釆然に防ぐ必要がある.
題 0通学路の安全性をよりE革めるため、関係惚闘と漣燐し隊雷体制を躍進す

る必要がある.

獄 10毅育資 本年度決算額 霞終予算額 不用額 fA行l$I

項 02小学綬貨 37.4% 
語。 教育委員会.務局 l 

予.. 
科 目 01小学綬管理費 9.538千円 25.440千円 15.902平問 (CS警}当初予算額

際 学校叙育課
目 E匝

04児竃紋服員健康管理事業
10.166干円

喧色 国補 学綬保健特別対策事業費補鈎金 (1/2) 864平円

基本計画 26来来を箔く学絞殺膏の充実
主

府負 7ヲ繋による子とものむし歯予防it業費術助金 (1/2) 19千円

な
日 児盛及び叙削員の健康管理を行うとともに、段備の安全対績を隣 財

じることにより、 !尾箪及び叙職員の健康の保符t曽進と小学校の教育 源

的 i舌量』における安全 ・安Iωな環l買を怒える.

0需用資〈保健衛生消耗昆、修総料、医薬初料〉 1.033千円

(うち感築症対策に嬰レた消粍昂等 744千円〉 -自動車僧上料 (後t害時医師送迎用lまか〉 51千円

-機械部異i昔上料 (AEDリース料 ・17綬分〉 982干円

O愛託料 5.169千円

- り尾重倹~雲氏刺 3.790干円 0備お鍋入費 (~霊祭症対策〉 1.348千円

主 islliI倹t雲祭E毛利 1次 796人 (1・4年、 経過lJlM奮〉 CO，モニター、空気清浄御ほか
霊
な 2次 102人
81 眼科償E雲委託料 2.332人 9.6叩千円|
務

耳S豊科倹E書雲託科 2.332人 考 l実質的な予算執行皐 | 部 4%1
司E

尿倹益雲氏料〈曾)1次 2.340人 2次 61人量確
の 原俊道雲氏料(毛~) 1次 2.343人 2次 57人 |圃令利4年度への側蹴 15.750千円
指E

荷役側わん症険E書室託料 7人 (綬医j由出者) 小学絞新型コロナウイルス感銭症苅策"築 令和5年3月完了予定要

結綴倹t雲料 3人

.~蛾員健康t害断委託料 1.177千円 成 0新型コロナウイルス感染症の感染鉱大防比対策や各稽健康~断を実施す

-叡鰍員絡~~横t書委託料 202千円 果 るなどし、児霊及び教蛾震の健康を保持ll!li鐘するとともに、学綬の安全 ・
- 安1ωな環境をg備することができた.
煤 0市内全IJI学校においてフッ化物j先口を実施し、!尽lilのむし歯予防の1思廃
鐙 を鐙えることができた.
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軟 10 叙育費 本年度決算額 鰻終予算額 不用額 執行事

l頁 02小学校賞 99.1 % 
gs 獄育委員会$務局

予
鱒

目 01小学綬管理費 13.924千円 14.050千円 126千円 (移警)繰越予算額
科 楳 学校教育線
目 事

04兜麓毅繍員健康管理寧業(繰越)
14.050千円

重量 国補 学綬保健特別苅策事量産賀補問金 (1/2) 6.944干円

基本計画 26未来を妬く学絞叙育の充実
主
な

目 新型コロナウイルス感染症による感染リスクを限小限にしながら 財

円滑に叙育活動を継続するためにも、学校における感染症対策及び 源
的 児賓の学びの保織に必要な体制を艶備する.

0需用資 4.571干円

. ~肖粍昂費〈手指j聞.液、 j肖竃用ビニール手袋ほか) 3.082干円

-修絹料(水道teロのレH-J¥ンドル化ほか〉 1.489千円

0備昆陽入賞 8.835干月

主 -備昂購入賞〈空気清浄徹、サーモグラフィー、 co傘モニターほか)
要
な
事 0負担金、補防及び交的金 518千円
務

-修学旅行宅新型コロナウイルス感簸症対策費補助金
事 a重当校大宮第一小学校、丹後IJ¥学佼、字JlI小学綬、高官E小学絞 E十4綬〉
鍵

の 補助内容:新型コロナウイルス感染症の感染対策(密対策〉として、修学旅行
慨

における貸切パスのt曽台及び車両変更に饗した経費を補朗.要

成 国の補問金を活用し、新型コロナウイルス感設症の覇王響が畏矧{じする
果

中、路続的に兜重の叙奮を受ける権利を保障していくため、学校における

諜 ，g染及び鉱大のリスクに対処したうえで、学綬運営を継続していくことが

題 できた。

款 10叙育費 本年度決算額 霞終予算額 不用dJ! 執行事
音。 紋育委員会事E務局

予 I頁 03中学綬聖書 52.0% 
算

目 01 中学段管理費 6.393千円 12.285干円 5.892干円 (t;零)当初予算額
科 学絞教育課
目 7.115千円

課
事

04生徒毅臓員健康管理事業
重量 15]:補 学絞保健符8U対策事重量費衛問金 (1/2) 344干円

基本計画 26釆来を妬く学綬毅育の充実
主
な

自 生徒及び毅般債の健康管理を行うととちに、 1量備の安全対策を構 財

じることにより、生徒及び紋服買の健僚の保符I曽進と中学校の叙育 源

的 活動における安全 ・安IsIな環l売をgえる.

一一一 γ入賞

688干円

(うち感染症苅策に墜した消耗昆 212千円) i (うち感黛症対策に獲した備昆分 688千円〕

CO.モニター、サーモグラフィー ほか

0委託料 4.222千円

-笠徒倹惨委託料 3.279千円 I多 l目 縁起明E慣を隊いた愚終予算額 | 6.435干円|

砂線検鯵委託料 1次 471人 (1年、経過観験者) 考 | 実質的な予算総行事 | 四 3%1
主 2次 106人
婆

な 眼科俊鯵委託料 1.305人 -令平日4年度への繰越，業 5.850千円
事

耳興科倹E書委託料 1.306人 申学綬新型コロナウイルス感後症対策事業 令初5年3月完了予定
務

尿被盗委託料(響) 1次 1.316人 2次 121人

IJ 尿後査委託料(車k)1次 1.311人 2次 78人
業
の 血液倹査委託料 443人 (2王手、経過観察者)
俄

肖往側わん症僚診委託料 10人 (綬医1由出番〉要

-教峨員健康診断委託料 792千円

-教股員結核倹E雲委託料 151千円 成
集 新型コロナウイルス感染症の感染広大防比対策や各種健康惨断を実施す

0使用料及び貸借料 671干円
- るなどして、生徒及び主主眼員の健康をi果符1智進するとともに、 学校の安
課 2主・安Ie，¥なE軍涜を盤備することができた.

-自動車僧上料 (後診時医師送迎用〉 19千円 題

-機被器具(昔上料 (AEDリース料 ・6校分〉 652千円
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獄 10叙育費 本年度決降傾 盛終予算額 不周飯 納行事
創 教育委員会恵務局

予 項 03中学綬費 99.0% 
鱒

自 01申学綬管理費 5.594千円 5.650千円 56千円 <o警)当初予算額
科 煤 学校叙育課
自 11 04笠徒教隠員健康管理事業(繰越)

5.650千円

曹昆 国補 学綬保健符8U河策事業費補問金 (1/2) 2.797干円

基本計画 26釆来を拓く学綬教育の充実
主
な

目 新型コロナウイルス感黛症による感染リスクを徳小限にしながら 財

円，舟に叙育活動を継続するためにち、学校における感染症河策及び 源

的 生徒の学びの保織に必要な体制量産備を促進する.

0需用賀 832平内

. ;聞粍昂費(手}冒i肖型車液、 j肖密周ビニール手袋ほか〉

0備昂購入費 叩干円 |

-傭b'd賜入賞〈空気清浄傷、サーマルカメラ、CO.モニターほか)
主
要
な

" 手主

" 重量
の
!!t 
要

成
国の補助金を活用し、新型コロナウイルス感後症の彫自障がE要員IJfじする

県 中、符続的に生徒のまR育を受ける権利を保障していくため、学般における

際 感~及び鉱大のリスクに苅処しだうえで、学校運曾を総統していくことが

題 できた。

軟 10毅育費 本年度決鱒額 軍総予算額 不用銀 輸行事
創 裁育委員会事務局

予 項 02小学般質 98.9% 
算

目 01/J、学授管理費 88.791千円 89.700千円 909千円 <o哲}当初予鱒餓
科 線 学綬事良育課
目 司E 05小学l.2J.IJ-JI，JI"J.運行管理事業

106.928千円

重量 般入金 ふるさと応復基金繰入金 65.000千円

基本計画 26未来を箔く学絞殺育の充実
主
な

目 連盟~郎通学及び通学路の状況や冬WJ積雪隠篭、特lこl邸獲と路めた
財
源

的
児童の通学のため!こスクールパスを運行する.

0スクールパス運行管理委託料 88.402千円

※パスのiI砥及び車両の縫箔管理を難者委託

いさなご小 13台 肩車 /J¥ 1台 弥栄小 3台

しんさん小 1台 島津小 1台 久美浜 小 1台

大 s南小 3台 丹 後 小 4台 高 gl 小 4台

主 網野南小 3台 字川小 1台 かぶと山小 4台
要
な Bt 29台
11 
2若

0パス停錐符管理経資 10千円• -火災保険料、土地借上料 (15.66rrD雪量
の
理E

0需用賀 379平円
望星

-消耗品質、修緒料

成 0スクールパスの運行により、小学校に通学する兜置の安全な通学手段を
S轄

確保することができた。

t毘 0より安全なスクールパスの運行を行うため、引き続き運行管理委託業者

題 への指導及びドライバーへの安全~発等を行う必要がある.
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款 10毅育費 本年度決算額 思終予算額 不用額 執行率
gs 叡育委員会事務局

予 項 02小学校賛 100.0% 

'車 目 01小学絞管理貨 283千円 283干円 千問 (fO考)当初予算額
科 望星 学般教育課
目 事

06小学絞通学受療事業
271千円

曹阜

基本計画 26宋来を箔く学綬毅育の充実
主
な

自
遠距艇通学をする!尾置を対縁に、通学の状況に応じて還鐙厳通学

財
源

的
補助金を支給し、通学の安全確保と保!I替の負1旦縫減を図る.

0還距書星通学補則金 283千円

学綬名 対象児童獄 補問金額

大宮南小学校 7人 106千円

字川IJI学綬 11人 177千円

8t 18人 283千円

主
要
な
司E
務

事
量量
の
続
要

成
県

還~~fi通学をする児童を対象とした遠距厳通学の支j量を行うことで、通

課 学の安全確保と保損害言の負担隠滅を図ることができだ.

題

款 10 毅奄重量 本年度決鱒鎖 思終予算額 不用額 総行事
部 教育委員会'務局

予 項 03中学校賞 97.5%  
算
科

目 01申学校管建費 71.704干円 73.542千円 1.838千円 (fO奮)当初予算額
線 学綬毅育課

自 • 05中学絞J.?-Jl，11"J.運行管理事業
96.076千円

量量 国補 へきI自室徒1量鈎賀補WJ金 (1/2) 3.750干円

基本計画 26宋来を箔く学綬毅育の充実
主

繰入金 ふるさと応j量基金繰入金 55.0αコ千円

な 市慣 中学綬J.?-A，I¥'J.豊富備事業l貴(is¥線対策慣〉 4.4αコ千円

目
遠距離通学及び通学路の状況や冬期積宮崎等、特に必要と認めた

財
源

的
生徒の通学のためにスクールIXスを運行する.

0スクールパス運行管理委託料 63.215千円 Oスクールパス購入に係る経質 8.243千円

峰 山 中学校 1台 ・備a購入賞 8.197千円

大宮中学校 (1台〉 ・手鍛料、保険料、自動車露盤税等 46千円

網野申学綬 3台

主 丹後中学綬 2台
要
な 弥栄中学校 1台

• 久奨浜中学校 10台
務

8t I 17台 (18台〉
司E

※大宮中の車両は、大宮南小スクールパスの大宮中生徒対象分音量

の
続

0車両総符管理i経費 110千円要

-消耗昂費、修鰭料

成
0スクールパスの運行により、中学絞に通学する隼徒の安全な通学手段を
確保することができた。

0パス停 ・車庫維持管理経費 136千円 果
O老朽化したスクールnスを更新レ、久美浜中学綬に通学する生徒の安全

-燃料費、火災保陵料 課
な通学手段を確保することができた.

題 0より安全なスクールIXスの運行を行うため、引き続き運行管理委託業者
への指導及びドライパーへの安全密発等を行う必要がある.
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獄 10叙育費 本年度決興飯 IJ終予算額 不用額 机行事
811 

予 項 03中学綬貨 99.4% 

" 科
目 01 中学綬管理費 195千円 196千円 1千円 ("雪)当初予第額

線 学綬叙育銀
自 事

06中学綬通学支媛"幾
194千円

• 
基本計画 26宋:lRを箔く学綬教育の充実

主
な

目
自転車通学をする生徒を対象に、通学の状況に応じてヘルメット

財
源

的
鴻入補則金を支給し、通学の安全確保とi軍強奮の負担経減を図る.

0通学用へルメット購入補院金(縄問率1/2) 195平円

学綬名 対象生徒鍛 補筋金額

峨 山 中学校 105人 94平円

大宮 中学 綬 44人 40干円

網野 中学 綬 19人 17平円

主 丹後 中学 綬 11人 10千円
要
な 弥栄 中学 校 31人 28千円
事

久美浜中学綬 7人 6千円
務

E十 217人 195千円
事
重量
の
事E
聾

成
果

白書五車通学をする生徒を苅象としたヘルメットの購t全入支媛を行うこと

線
で、通学の安全確保と保護者の負担経滅を図ること できだ.

題

獄 10叙宵賓 本年度決鱒額 IJ終予算額 不用額 納行事
E品 ~育委員会事務局

予 項 02小学校賞 99.9% 
算

自 01 小学佼管理費 70.973千円 70.977千円 4千円 (重害警}当初予鱒ZJI
科 際 赦育総務保
目 • 03小学校施股aIl修事業

81.577干円

事甚 国情 学俊郎股環t.llall!i交f甘金 (1/3) 11.793千円

基本計画 26宋衆を妬く学絞殺湾の充実
主

市i寅 小学綬施設盤備事業債〈過疎対策費) 50.000千円

な
自

小学校施級における政修工事等を行い、 児麓が安全lこ、安l臥して
財
源

的
学HI生活を送ることができる叙育環1寛を整備する.

0小学綬トイレ洋式化工事〈網野北・島;章) 55.721千円 0令事日4年度工事に向けた費量務委託 6.227千円

'I8I医理委託料 2.052千円 -小学綬トイレ洋式化等工事実施t主計鍵務⑬華山 ・畏岡〉

-工事情負荷 53.573干円

-仮股トイレ{醤よ料、汲取手叡絢 96千円 0調査委託制 16千円

-いさなご小学綬?冨冨解析データ網盃

主 0いさなご小学4畳間員室エアコンaIl修工事 726干円 災嘗復18UI黛の申績において、 J旨定するI也I器・期間内に落雷が発生し要
な -工.111負貨 ていた事実を鉦明するために必要なOJii
事
務

O~小学綬椅8U支温室エ?コンE量置工事 1.171千円
事

-工事情負費
鎌

の
相E

0その他工事館負賛 7.112平岡聾

-網野南小学佼高圧ケーブル更新工事 1.023千円

-いさなご小学校高圧気中間関部改修工事 405千円 成 0網野北、島津各小学絞のトイレ洋式化工司闘を行うなど、児童の安全 ・安

-久里暗j兵小学絞I1水if>ンブaIl修工事ほか1H牛 5.684千円 果 11)1を級優先に施設M備を行うことにより、良好な紋湾1車mを益えることが

- できた.
lJl 0令初3年3月に策定した学絞Iit!i般の畏懇命化計画!こ基づき、 !t画的な改修
題 を実施する必要がある.
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軍E 10叙宵費 本年度決鱒額 霞総予鱒額 不用額 以行事
86 叙育祭員会司医務局

予 官員 02小学綬費 99.3% 

'‘ 自 01小学綬管理費 27.171千円 27.344千円 173千円 {惨害)当初予'庫銀
料 践 叙湾総務課
国 • 07小学綬施政管理事業

25.813千円

量量

基本計画 26来来を箔く学絞殺宵の充実
主
な

目
学佼施&2の適切な縦1吾管理により、良好な学習環境の確保を図

財
l!J 

的
る.

0施股等修lIJt 11.805干円 0施股修憾のだめの原将料、消耗昂 411千円

-校台、体育館、絶食E躍理室、消防段備、道具等の修館 -クラウンド用山主、砂、体育館用ドレッシンク才イル、修纏用木材司書

O各11倹査、手敏料 514千円 0網野北小学校芝生化寧業 922千円

-浄化情j丑定機査、貯水!I法定後査、潟水調査手鎖料、倒木処理手叡料 -芝生le軍司、芝刈信用燃料、芝刈僧修緒、補値用芝笠及び芝笠岡主購入

主 芝生白土作業委託料
要
な 0建物火災保険料 994千円

司匹
務

0施t量保守管理等雲氏刺 (13業務〉 12.375千円
司臨

-デマンド監視鍵務、消防位備司書保守点後、浄化11縫箔管理、
量量
の 電気t量備保守管理、エレベーター保守点様、総食用リフト保守点俊、
複

学綬.備、ブール循環保守点後、~食施段消竃司E鎌務、書草木伐係、要

貯水4曹司事保守点後、グリストラップ処理、 自由!l~水E量備保守点機

成 O~吉令等に基づいた定期点僚を行うなと、施般の溜切な経i菩管理により、
0筒般用地借上料 150千円 県

学綬運営を円滑に行うことができた.

-いさなご1)1学位(学量隈園用地lまか 751.22rrl) 線 0者朽化しだ施股が多い中、 良好な教育;i!j11Jを行うため、安全住 ・相霊能性

題 の確保に努め、今後も適切な総待管理を行う必要がある.

軟 10叙育費 本年度決"翻 置終予算額 不用dli 執行率
部 叙育委員会g務局

予 項 03中学綬賛 99.9% 

• 自 01中学校管理費 210.763千円 210.844干円 81干円 (惨害}当初予算額
科 探 叙膏総務際
目 • 03中学綬施股E量修穆業

236.800千円

量誕 回補 学綬施殴環自竜illl普交付金 (1/3) 61.211干円

基本計画 26来来を箔く学校紋育の充実
主

市慣 中学綬随段聖書備事業団町〈過疎対策慣〉 145.4ζ幻千円

な
目

中学彼自宙股におけるil!l修工g等を行い、生徒が安全に、安臥して
財
淑

的
学校笠i舌を送ることができる叙育環1売を整備する.

0φ学Hl特別叙室空関化工g 205.782干円

(6中学授の音楽室、質術室、理科室 24室〉

-工司陣監理委&&軍司 4.675干円

-工事掬負賓 201.107千円

主 0穴~申告F校コンピコータ一室エアコン更新工事 878干円
畏
な -工.111負費
事
務

0その他工.111負賛 4.103千円
事

-大宮中学後体育館堅用スピーカー取笛工g 418千円
事量
の -丹後中学111絞!l室エアコンilll修工司E 451千円
書E

-久実浜中学彼図・霊エアコン更新工事 541干伺要

-弥栄ゆ学1111.里i科室洗い!Iシンクil2修工事 693干円

.5IJi栄中学綬トイレilll修及び手f雷&2置等工事 1.120千円 成
0生徒の安全 ・安j白を最優先にB宙股益備を行うことにより、良好な叙育環
演をgえることができた.

-網野中学綬防球ネットU~笛工事Z 880干問 県 or新しい生活僚式」を踏まえ、健やかに学習、生活できるlJ，l涜益備をi隼

線
めるため、 6中学綬の特別叙室~!用化工ulを実施することができた.

題
0令初3年3月に策定した学授施級の~懇命化計画に基づき、計画的な政修
を実隠する必要がある。
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言抵 10叙育貨 本年度決算額 鰻終予算額 不用額 紋行事

予 I頁 03中学校賞 49.2 % 
gs 紋宵雲員会司E務局

算
目 01申学綬管理費 4.921千円 10.000千円 5.079平内 (惨害}当初予算額科

自 10.000千円
線 獄宵総務際

事
03 中学絞施股己主I~UJ幾(繰越〕業 市償 中学絞施股益備事業{賓(合併特例!寅〉 4.6αコ千円

基本計画 26未来を妬く学校叙育の充実
主
な

B 「新しい生活織式JをE富まえ、健やかな学びの保陣を目E冒すた 財

め、新型コロナウイルス感~症苅簸として持別毅霊の空調化股8十を isI 
的 行い、教育III債を盤備する.

0中学授特別穀蜜空間{じ工事 4.921千円

6中学授の音楽室、実術室、理科室 24室の工事股E十雲氏料

主
要
な
事
務

‘ 鎌

の
概
嬰

成
果 「新しい生活織式Jを絡まえ、学綬においても感染症苅策と児童笠徒が
- 健やかに学習、生活できるI.lIA鐙備を鐙えるため、 6中学綬の符別毅室空調
2畢
鑓

化に向けた股Z十業務を行うことができた.

軟 10 ~育費 本年度決鱒dJl 鰻終予算額 不用額 輸行事

予 項 03中学綬貨 99.3% 
吉E教育委員会司匝務局.. 目 01申学佼管理費 9.548千円 9.611千円 63千円 {昔害容}当初予算額

科
目 9.148千円

探 叙湾総務保• 07中学絞M!iKIl管理修業業

基本計画 26未来を妬く学校敏育の充実
主
な

B 
学絞随訟の適切な維待管理により、良好な学習1軍演の!'I{果を図

財
源

的 る.

Ob1!股等修緑黄 3.672千円 Ob1!股修1IIのための原伺料、消粍昂 202千円

-綬倉、体育館、絶食関理室、消防段情等の修正置 -クラウンド周山主、砂、体育館用ドレッシンクオイル、修t軍用木何等

0各!J!検査、手叡料 79干円

-貯水11活定倹益、倒木処理手獄料

主
重量
な 0建物火災保険料 548千円
司匹
務

Ob1!1童保守管痩等委託科 (9援務〉
司匹

- デマンド監視雛務、消防蝕備等保守点後、~木伐様、費量
の 色気位備保守管理、総食用リフト保守点績、学絞fi備、
担E

結食施t量消萄電鍵務、貯水徳保守点検、クリストラップ処理要

01itSA主用地l昔上料 1.457千円 成 0活令等に基づいた定期点倹を行うなど、M!i訟の適切な総符管理により、
-弥栄中学校〈給食棟、テニスコート用地 4.922rrD E畢

学綬i運営を円滑に行うことができ疋.

課 0老朽{じした施岱が多い中、良好な毅育活動を行うため、安全性・機能性

飽 の確保に努め、 今後も適切な総符管理を行う必要がある.
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歌 10毅育費 本年度決算額 最終予算額 不用額 執行率
8U 叡育委員会事務局

予 項 02小学綬費 99.0% 

'‘ 目 01小学綬管理費 151，908千円 153，364千円 1，456千円 {惨害)当初予算額
科 ul 学授毅育課
目 事 02小学校管理運営事業

152.455千円

費量 奄附金 ふるさと応援寄附金 1αコ千円

基本計画 26宋来を拓く学絞殺育の充実
主

鐙収入 学綬施鶴自主修工事等電気水道利用負l!;l金 19千円

な 路収入 小学絞館股光然水質利用負j旦金 18千円

自
適正な学校運営や叙育環演の充実に取り組み、小学校における円

財
源

的
滑な教育活動を実随する.

0会計年度{壬周隠員任用経費(作業員13人〉 33，862千円 0使問料及び貿信料 1，567千円

-報酬 23.411千円 -テレビ受i!料、ガス密輸線使用料 246千円

-会計年度{壬用111興期末手当 4，741千円 -コピ-fjJ(替上料、印刷機僧上料 1，321千円

-共済費(社会保険料、労災保険料、 雇用保険料〉 4，493千円 (うち、コピーfjJ5台17台中、印刷機7台/7台中を更新〉

-費用弁償 1，217千円

0備品購入費 3，066千円
主 0需用費 107，174千円 -.1吉律、特別支援学級備昂、ストーブほか
要
な -消耗品費、燃料費(事務用a、用紙、灯油ほか〉 31，724干円 〈うち、ふるさと応獲窃附金充当額1αコ干円 ※高官E小テント購入代〉
事

-食fl費、印刷製本費(来客用茶、卒事誕鉦・lまか〉 420千円
務

-笥気代 51，597干円 0負担金、補lI1J及び交{甘金 581千円

• -水道料 22，879千円 -校畏会、救頭会、教務主任会lまか各種団体負担金
雪量
の -修繕費(印刷彼等の修緒〉 554干円
唱邑

要
0役務費 5，174干円

-電信代、郵送料 3，679千円 成
0叙育環焼の鐙備や総鍔管理など、兜賓が安全に安I~\して学ぶことのできる
学綬づくりに取り組み、小学綬における円滑な叙育活動を実施することがで

-手鍛料〈ピアノ調f輩、ミシン調盤ほか) 1.495干円 寮
きた.

探
0老朽iじした印刷機績を更新し、校務の劾率化を縫進しだ.

0委託料 484千円 題 0より充実したま史育環1売の整備と学佼施段の知率的な管理運営に努めていく
必要がある.

-理科震昆廃棄処分、 曹虫駆際委託料

款 10叙育費 本年度決算額 思終予鱒額 不用額 執行事
部

予 項 03中学綬普賢 96.5% 

'‘ 
g 01中学絞管理費 64，079千円 66，373千円 2，294千円 <t>考)当初予算額

科 ml 学校叙育蝶
自 事 02中学綬管理運営感業

64，840干円

可昆 跨収入 学校筒股a!1修工事苓電気水道利用負Ie金 11千円

基本計画 26宋来を拓く学校毅育の充実
主
な

目
適正な学絞運営や教育E軍演の充実に限り組み、小学~における円

財
源

的
滑な教育活動を実施する.

0会計年度任用機員{壬閉経費〈作業員6人) 11.913明 ic霊酬 288千円

-報酬 8，286千円 ・理科薬昂廃棄処分、 密虫駆除委託料

-会計年度{壬用隠員潮来手当 1，748千円

-共済貿〈社会保験料、治災保険料、雇用保険料〉 1.418千円 0使用料及び貸借料 505干円

-費用弁償 461千円 -テレビ受信料、ガス益事自鵠使用料 88千円

主 -コピー機!昔上料等 417千円
要
な 0需用資 46，152千円
事

-消粍昂費、燃純資(事務用品、用紙、灯油ほか〉 14目035干円 0備品細入費 1，786千円
務

-食f皇賞、印刷製本貿(来客用策、卒業鉦思ほか〉 217千円 -保健鶴具、特別支}彊学級備品、ストーブほか
事

-電気代 24，069千円
首量
の -水道料 7，688千円 0負Ie傘、補朗及び交付金 980千円
概

-修緒事費(印刷機等の修繕〉 143千円 -校畏会、殺頭会、事責務主任会|まか各種団体負担金要

01役務費 2.455千円 成 0教育環演の整備や維符管理など、生徒が安全に安J山して学ぶことのでき

- 電~5代、郵送料 1.662千円 果 る学後づくりに取り組み、中学校における円滑な毅育活劃を実筒すること
ができだ.

-手鍛料(ピアノ凋得、 ミシン調聾ほか〉 793千円 i果 0より充実した教育環焼の里軍備と学校施股の効率的な管理運営に努めてい
題 く必要がある.

43 



款 10毅育費 本年度決算1lI 銀総予算額 不用額 lA行率

項 05保健体育費 98.4% 
gs 主主育祭員会.J~局

予，. 
目 04学*i1給食費 31.452千円 31.962千円 510平岡 (fO警)当初予算額科 線 学綬紋湾l軍

自 事
02網野給食m・管理運営事業

37.444千円

銀 諸収入 市有湿物u.轡共済金 28干円

II本計画 26未来を箔く学綬叙育の充実
主

路収入 市有自動車演習共済金 372千円

な 市債 学級絶食m-登備事業慣(過疎苅療慣〉 1.5αコ千円

目
網野地I畢の小学綬及びゆ学伎に栄嚢バランスの取れた鎗食をi量供

問
2軍

的
し、児童生徒のω息の健全な発濯に軍寄与する.

0会計年度任問職員経賓(悶理補助員7人、事務術飴員1人〉 1509mlO浄化問管理委託、山活定倹査手獄料 1.311干円

0鎗食調理及び施股総F音経賓等 9.956千円 0倹使倹益、その他倹査 266千円

-消耗品費〈厨房用消粍昆ほか〉 1.649千円

-燃料費(ボイラ一周灯油、ガス、配送車偲料〉 3.725千円

1

0そ…E百代保験科等…問理委託ほか〉 953干円

主 -光黙水費〈電気、水道代〉 4.582千円
要
な
司匝 0修繕料 2.116千円
J~ 

-厨房内調理l!BS修痩 72千円
司匹

-施段修理〈浄化IIA量備ほか〉 1.315千円
縫

の -車両点倹、車検修狸(配送車3台、軽トラック1台〉 729千円
織
事皇

0備白隠入賞 1.751千円

-重量務局冷凍庫 (1台〉、総奥消竃保管磁 (1台〉 1.217千円 成 0網野町I或の小中学綬の学綬鎗食を妨率的に調理し、栄111パランスの取れ
-冷凍庫(倹食保穆問) (1台〉、 L型遷鎗車 (4台} 534千円 集

定安全 ・ 安山な~食を鍵供することができた.

1車 0安全 ・安'e.Iな絶食の鍵供を純}害するため、老符化が進む股備 ・備品等に

題
ついて計画的な更新及び修鰭を行っていく必要がある.

JX 10毅育費 本年度決算額 111終予算額 不用額 執行率
部 被育震員会司E務局

予 項 05保健体育費 99.9% 
算

目 04学綬鎗食費 167.910千円 167.972千円 62千円 (fO警}当初予算額科 E畢 学絞殺湾t型
目

" 03小学絞絶食管理運営寧業
167.457千円

量量 お収入 小学*51飴食鍋還後器類貸旬料 5.544千円

基本計画 26釆来を箔く学*i1叙宵の充実
主

市慣 小学校総食備局窓備事業慣(過疎河策慣〉 3.8αコ干円

な
目

!局窓のω患の健全な発遣に笥与するため、栄質バランスのとれ疋
財
源

的
給食を鑓供する.

小学綬の給食を鍵供するために必要な体制jの確保と、調理主腫留のE軍備などの 275千円

総}苦管理等を行つだ. . ~置髭の移殴に伴う手鍛剥

0鎗食調理 13.818千円

-消粍品質 61千円 01窃限会等負担金 22干円

-燃料費(ガス〉 12.359千円 -会留学校栄質主協械会負I!;!金 12千円

主 -修繕料(調理機告書〉 1.398干円 -京都府学校給食研究会負1旦金 9千円
袈

な -京都府学校栄髭主鴎E開会負担金 1干円
事 0給食調理業務委託 147.332干円
務

- 委託斜(網野It!!tt!を隊く ~13綬を委託)

" 業
の 0備昂購入
領
要 -真空冷却鑓1台(大宮第一小〉 3.399干円

-業務用冷凍庫2台 〈弥栄IJ¥，高館小) 599千円

-牛乳保冷庫2台〈絹聖子商小、吉野小〕 536千円 成
0給食調理業務の民問委託を行うなど、給食をIi供するために必要な体制
の確保と刻率的な運営を図ることができた。

-固軍五議1台、立体炊飯鑓1台〈久美浜IJ¥) 796千円 県 0民間企業の活用を進めるとともに、引き続き栄箆パランスの取れた安

.j皐混 ・保冷食缶92個(全小学綬全クラス分〉 902千円 際 全 ・安iωな給食を提供するl邸裂がある.

-食著書かご等〈小学級4+i1) 231干円 題 0安全安叫食の獲供を糊するため老朽叫む附備問こ l
ついて計画的な更新及び修絡を行っていく!必要がある.
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事担 10毅育貨 本年度決.u 愚終予鱒領 不用額 納行事
部 叡育委員会事務局

予 項 05保健体育費 94.9% 

'‘ 目 04学綬絶食費 49.871千円 52.506千円 2.635千円 (O警)当初予算額
科 E畢 学彼叙育』車
自 • ωφ学綬鈴食管理運営事E業

52.725千円

重量 路収入 中学校絶食調理惚鶴類貸付軍司 1.812千円

基本計画 26宋来を拓く学綬叙育の充実
主

市慣 中学後Ja食備昂E軍備事業債〈過篠苅策慣〉 1.1αコ千円

な
目

生徒のIe!Sの健全な発還に寄与するため、栄賓バランスのとれた
財
源

的 給食をI!供する.

中学般の絶食を混供するためlこ必要な体制の確保と、調理機簡のg備などの 0備昂鳩入 1.744千円

総湾管理司書を行った. -スチームコンペクションオーブン1台(丹後申〉 1.118干円

.3槽シンク1台(峰山申〉 234干円

0会計年度圧周期員任問経費(峰山中1入、大宮φ2人〉 4.503干円 -保温・保冷食缶33個(全申学般金クラス分〉 324千円

-報酬賞、期来手当、共済費、費用弁償 -食飽かご等〈丹後申、大宮申〉 68干円

主
聾

な OJa貧調理 7.440干円 0留脳会等負担金 29平円
事

-消終8d. 656干円 -全国学後栄護士臨!I会負但金 24千円
務

-燃剥費(ガス〉 5.747千円 -京都府学綬飴食研究会負鐙金 3千円• -修組制 (調理償援〉 1.017千円 -京都府学綬栄貧土~機会負担金 2千円量量
の
担E

-手叡剥 (包丁研磨、調理備局移股〉 20千円

'星
OJa食調理鎌務隻E王 36.155干円

-委託料(鍋野中学綬を隊<5綬中3綬を委託〉 成
0絶食調理業務の民間委託を行うなど、絶食をIl!供するために必要な体制
の確保と鈎率的な運営を図ることができた.

舟後中、弥栄中、久費浜中 果
0民間企業の活用を進めるとともに、引き続き栄賓バランスの取れたま2

課
全 ・安ωな総食を提供する必要がある.

館 0安全 ・ 安，~な総食の提供を維侍するため、老朽化が滋む1宣備 ・ 備昂等に
ついて計画的な更新及び修繕を行っていく必要がある.

聖E 10叙育費 本年度決際観 鰻終予算額 不用額 ま島行寧
部 毅育委員会司E総局

予 1頁 05保健体育費 79.8% • 目 04 学校~食費 560千円 701千円 141千円 {童書誓}当初予算1lI
科 探 学綬敏宵1軍
目 司島

由学絞給食一般経質
840千円

重量

基本計画 26宋来を妬く学絞叙育の充実
主
な

目
学4畳鎗食lこおける衛生管理の徹底を図るとともに、献立研究会の

財
源

的
活発なi舌l1Jを促レ、衛生管理や栄援面等での充実を図る.

0衛生管理の徹$ 537千円

学佼飴食衛生管理基2慣に基づく飴食調理施股の衛生管理を徹底するため、
各羽織盃を実施するとともに、衛生苅策関遠の消耗昂の糧霊園や内容を統一
して、 -1孟胸入・供絡を行った.

-衛笠用消n6&g入 446干円

主 . ~食調理員等倹便倹益 以コ千円
要
な -飴食用食伺総ll!I倹盃司書 11千円

事
務

0栄質土負泡金 15千円
司E

-京都府栄積士会負Ifl金費量
の
事E

0絶食貨公会計化に伴なう視察 (南丹市 :3人) 8平円要

-旅貿〈包通旅賓〉 5千円

-有料道路通行料 3千円 成 0学校給食全般における衛生管理の徹底及び給食献立の研究を進めること
県 で、衛生管理と栄麓薗での充実につながつだ.
.10飴食創建b1SNの衛生管理はもとより、学絞関係者や給食従事者に対する
煤 安全絞首を徹底するとともに、色I1倹盃の充実を図り、より安全 ・安山な
筒 学校給食を実施していく必要がある.
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歓 11災奮1111日貨 本年度決御額 偲終予鱒aI 不用額 執行事
自E教育委員会司E務局

予 項 03文叡MU量災書復旧費 100.0% 
算

自 01公立学綬B匝E量災曾復旧費 3.850千円 3.850千円 千円 (穆警}当初予算額
科 探 教湾総務線
目 事 01公 立学絞施段災害復18寧業

千円

業 国負 公立学綬施~災曹1111日事業賢負Iê金 (2/3) 513干円

基本計画 26宋来を妬く学校毅宵の充実
主

指収入 市有建物IA容共済金 2.705干円

な 市{質 公立学校施1量災望書復旧g業償 200千円

目 財

令初3年8月3日の藩冨により被災した学絞施段の復旧を図る. 源
的

0いさなご小学絞電気股(崎災寄復旧寧業 3.850千円

-工事情負費

主
聾
な• 務

司陣
業
の
自証
要

成 0令和3年8月38の箔mにより、 いさなご小学綬の高圧霊電股備が彼奮を
果

受け停電となる災曹が発釜し疋ため、復旧工事Eを実施した.

諜 0彼災した公立学綬施t量を復旧することによりb19般の祖霊能回復を図ること

題
ができた.

獣 10叙育費 本年度決算額 霞終予算額 不用M 輸行事
gs 毅育委員会司E務局

予 項 01叙育総務費 96.2% 
開

自 02 ~匹務局費 3.403千円 3.537千円 134千円 (惨害)当初予鱒傾
科 探 生涯学習腺
目 事

10 1也1或学絞lA働本部事雛
3.537平岡

量量 府補 地I量で支える学綬毅宵;在進事鎌費循助金 2.098千円

基本計画 27多微な学びを支i量する往会重量育の充実
主
な

目 「叙育と学びのまち京丹後」の実現に向け、 「学綬のニーズ」と 財

「地l量の人の符つ力Jを結び旬け、学綬 ・家庭及び1也l量が協力して 源

的 子とちを湾むIII尭の充実を図る.

地I量全体で学綬教育を支泌するだめ、織尽な特筏や妓能を}吾コたI由1亜の人材
を「学H!支1量ボランティ7ヲJとして釜録し、全てのことも園、小 ・中学校で、 0ボランティア活動の内容等

01也1Jtコーディネーター側金 (6人分) 2.686干円 ・ 環焼支Ji(学綬E軍演鐙備、 学~~図S室鐙理、 安全確保、 学絞行事等の補lI1l等〉

01由減コーデイネーター旅費 264千円 区 1!i 1 ;舌111白鍛 ;5111人獄 〈延べ〉

0消粍昂賞、印刷製本賢 453千円 館山学園 375日 2.781人
主 大a学園 130日 145人
要
な く;5111観察〉 網野学園 6368 1 3.946人
事 0実b1!i紛間 令利3年4月1日~令初4fF3月318 丹後学園 748 1 181人
務

0実施燭所 市内全小学綬 (17~史) .申学校 (6綬〉 弥栄学園 299日 418人
事

ことも圃 (6圏) I I ::Z奨浜学園 466日 6.282人
費量
の 01由ほコーディネーター 6人(配置先 6中学後〉 合 計 1.9808 I 13.753人
領

0ボランティア主主録音滋 557人(令初3年度新規盆録音毅32人〉婆

0広報紙の発行 2固(ボランティア募集、活動報告)

※ボランティアの蜜録状況(令和3年3月末現在〉 成 01也i誕住民の経駿や特筏を学絞の毅育活動繁が等Iこ活かすことで、 i也戚による

1 1101或 11峰山 |大宮 |網野 |丹後|弥栄 |久実浜|市外 11 合計 | 果 学絞殺育支療はもとより、 多包代交流に り、市民の生きがい作りに

|鐙録人鍛 ~ 119人| 白人 j_1 54人L~7人I 白人 1 58人 1 1人 11557人|
なっている.

課 0学校活動の多綴{じに{半うニーズを的確にl巴l虚し、 1也i或精住を活かしだ人
題 材 (ボランティア重量録者〉をより多く確保していく必要がある.
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数 10毅育費 本年度決算額 鰻終予算額 不用額 輸行事
昔日 叡育委員会事務局

予 項 01毅育総務質 97.8% 
Jl 

目 02事務局費 226千円 231千円 5千円 {惨考)当初予算額
科 際 学綬教育煤
自 事 21共同学校事務室運営事業

231千円

緩

基本計画 26宋来を箔く学絞教育の充実
主
な

自 学校事務処理の適正化及び標準化、刻率化、学絞マネジメント機 ll1 
能の強{じ等を図るため、共同学校事務室を股置し、学絞の教育力・ 源

的 組織刀の向上を縫進する。

令初3年度は、平成30年度より実践研究Hlとレて取り総んできた網野学園

(網野中・網野北小 ・網野南小・島津小・ 橘小〉において先行して共同学校

事務室を放置.

主 {舗野学園 ζおける鈴陥実路銀務】
要
な 学授経営全体に関わる業務〈各種文.の収受発出など情報管理〉
事

教職員人事に関する錐務(給与、旅費、福利厚生、服務等に関する業務)
務

教育j舌l1Jに直鑓関係する縫務(学校予算、備白、就学媛朗等に閲する業務〉
事

そのほか綬肉体制に応じて怠画する業務 等業
の
概

. ~肖粍品費 174干円要

-印刷製本賢 30千円 0異なる織式や処理方法を統一し共有する」とで、学後事務の療準化を進

-役務資〈通信iI!般賢〉 22千円 成
めることができた.
0"務処理状況の確おや、鰻簿類の相互チェックを行い、 事務の適正な執

果
行を図るととちに、事務闘員のスキルアップにつなげることができた.

諜
0役軍uを分担し、学校規獲によるE医務置の差を調聾することで、安定しだ

題 学綬事務に取り組むことができた.
0令和4年度から全学園に共周学絞事務室をE量置するため、網野学園共同
学校事務室の成果を共有していくことが重要である。

重量 03民生費 本年度決鱒額 最終予算額 不用額 輸行事
gs 事担育委員会事務局

予 項 02兜蛮徳祉費 98.1 % 
算

B 01児董箔祉総務費 14，094千円 14，361千円 267千円 (f$者)当初予寓額
科 恕 子ども来来探
目 司匹

由児童福祉総務一般経費
951千円

量量

基本計画 25子育て受爆の総合的な縫進
主
な

目 財

児童福往業務を円滑に遂行するために!邸獲な一般経費 源

的

0旅費 押悶|噛酷肝及掬醐 13.409千円

-担当者怠!Ii等蛾員際費 [過年度困層支出金返還金]

-令平02年度子どち子育て支混交付金困層返還金 8，692千円

m悪用費 535子円 -令和2年度子どものためのまま育。保育給{甘交付金園田E返還金 2，628千円

-公用車燃料代 (3台〉及び車検 (2台〉賞用等 -令和元年度保育対策総合支f董車業費補lI1l金国庫返還金 143平円

主 -令和2年度保育苅策総合支援事業費補問金国庫返還金 544千円
要
な 0役務費 -令和2年度子育てのための施段等利用給伺交借金国庫返還金 153千円
事 -車倹費用、自動車演書保険料等 -令和2年度子ども 子育て支爆体制謹備総合鍵進事誕賀補納金園田植返還金
務

30千円
E匹

0使用料及び賃借料 9千円 [過年度府支出金返還金]業
の -有料道路通行料 -令利2年度子とちのための教育ー保育飴伺府賓交借金返還金 1，219千円
関
要

0 公1軍費 10千円

-公用車重量税 (2台〉 成
果

支出内容を精溢しながら、!児童簿祉業務を適切に遂行することができ

諜 だ.

題
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軟 10叙育費 本年度決隣!JI 思終予算額 不用額 机行事
8s 叡育委員会事努局

予 項 01叙湾総務質 97.1 % 
算

目 01毅育祭員会費 3.884干円 4.0αコ千円 116干円 {惨害}当初予算額
科 際 叙育総務課
目 • 50叙育委員会一般経費

4，α刃千円

集

基本計画 26来来を箔く学絞殺育の充実
主
な

目 1也方毅育行政の組織及び運営に関する溶律に基づき、叙育委員会
財
源

的
を運営する.

叙宵農民の報酬、会Ml~集や管内研修に係る費用弁畑町及び丹後1也万叙育愛員
会連合会負但金を支出した.叙育委員会会織は、定例会12回、簡絡会6191及び
委員儲脱会3固を開催レた.

まだ、市内学絞をはじめ社会教育館段等の管内視察や、各種研修及び先進1由
干見事書の活IIIを行った.

主 0緩酬 3.456千円
要
な -事史育隻員の絡酬 (4人〉
事E
務

0餓.等 136千円
司E

-近也市町柑鍛育祭員会研修大会に要する経費量量
の -先進地?見療研修に要する経費
担E

あかし市民~.官官 〈兵庫県明石市〉、賓父市文化会館 〈兵庫県震父市〉望皇

※研修テーマ 複合施訟への移転羽黒と!I題なと
0管内視軍需をはじめ先進11!!観察を実施し実情の!巴!厘に努め、積極的な活駒

-各橿研修、会組出席等に要する経費 成 を行うことにより幅広い際見を得ることができた.
東 0社会の変化や新だな行政需要に対応するため、委員tA機会を活用し、調

0負担金 292干円
- 査・研修及び意見交燥を行うことができた.
際 0課題解決に向け、地i或の憲向や教育現燭等の状況をf巴1虚し、叙育施策や

-丹後地方叙育箆員会連合会負I.e金 題 毅育委員会の意思決定に反映さぜるため、今後も研修機会及び管内視察等
の充実を図る必要がある.

」

獄 10叙育費 本年度決鱒u 思総予算額 不用額 敏行事
gs 教育委員会事務局

予 項 01毅育総務質 的 .9%
鱒 目 02・務局買 7.169千円 7.882千円 713千円 {惨害}当初予鱒餓
科 保 叙育総務際
g 

事
50.務局一般経費

7.740千円

鎌 続入金 車庫笛 ・まちづくり夢基金繰入金 360千円

基本計画 26来来を妬く学校毅育の充実
主

t書収入 市有自III車慣習共済金 32干円

叙育曇員会事務局の円滑な運営及び公用車の適正な維I事管理を行
な

目 問
うとともに、全国部活動特別入学者選彼!こより市内のR軍事学校に入 源

的
~する生徒を応!量する補問金を創股し、生徒の就学支Ii及びi由I罰の
活性化を図った.

0・E務局混曾に係る経費 …i O鵬純一一
360千円

-会計年度任用臨員任用経費〈事務縄問2人〉 4.564千円 月額15.α)()円X12月X2人

-叙育委員会活勧点後初価倒金 (2人〉 40干円 -対象綬 :京都府立丹後緑風高等学校(網野学曾〉

-各櫨鴎脳会等出張旅費(紋育畏、隠員等) 101千円 .8s活量B名:レスリング昔日

-理由励金 (5固体、個人19人〉 340千円

主 〈スポーツ等の園陸軍大会・全国大会に出渇する選手を激闘
要
な 力ヌーほか8MI圭〉
司E

..軍事、消粍昆費ほか 416千円
務

司E
0公用車の総括管理経費 1.260平円重量

の . ~用車6台(うち車被2台〉の燃料費、保険料、車倹等経費
関
要

0各協機会、団体への負担金 88千円

全国都市叡宵畏t~&障会負担金、定時制遇f置毅育娠興会負lê金、 成
0全国部j舌重加者別入学選i&により、市内の高等学Hlに入学した生徒の下宿
等に係る経済的ポ負担軽減を図るとともに、生徒の就学受領をはじめ、 1也I或

京都府都市叙育畏協B担金j;no負le金、安全運括管理者精習会負le金 果
でI音われたス ーツ風土を隼かした部活劉を応l量することで人材の育成及

線
びi也!itの活性化lこ型寄与することができた.

iJj O叙育委員会事務局の運営及び公用車管浬について、経費削減に努めなが
ら劾率的な執行ができた.
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軟 10教育費 本年度決算額 霞終予算額 不用額 輸行事
gs 教育委員会事務局

予 項 01毅宵総務質 48.6% ，. 
目 02事務局資 209.131千円 429.954千円 220.823千円 (重害者)当初予算額

科 課 叙宵総務課
自 事

12学絞跡施E量管理事業
429.954千円

業 市(賓 旧小学綬施段解体事幾慣〈合併特例慣〉 194.1∞干円

基本計画 30行財政破事大綱(効率的 ・鈎果的な行財政運営〉
主
な

目
学絞再配置により閉綬となった学校施段の維湾管理を行い、利;C!i

財
源

的
用のf在進を図る.

0閉彼施股修繕費 (4施E量) 500千円 O旧湊小学綬絞曾様解体司E業 205.365千円

5.204干月

修絡施銭 18大宮第三小学綬、 18回初小学校、!日鐙栄小学絞 ・工事摘負費 199.194干月

!日字川中学授 ・手量史料等 967千問

(エアコン倣去手恕料、消火鵠処分手叡料等〉

主 0維持管理経費 1.014千円
要
な 貯水噌2査定倹盃手量買料(容量1αdを超える貯水轡2飽鐙〉 、建物火災保験料 I 縄 l民縁起明軒貨を隊いた最終予算額 2叩 .488干円|
司島

貯水!I等保守点後、総木伐探委託料、ごみ処理手敏料等 質的な予算航行率 99.8%1 
務

事
0工事摘負費 2.123千円 -令初4年度への繰鍾事雛 220.466干問

業
の -旧大宮第三小学校貯水崎改修工事 673千円 -旧編小学絞怪圧化工事(工.Z書負費) 令和4年5月完了
噌t

-旧川上小学綬消防ポンプ股備改修工事 528千円 -旧灘小学校綬舎練解体事業(工事監理、工.ZI負費〉 令利4年6月完了褒

-旧豊栄小学綬綬舎消防設備eI1修工事 922千円
0施殴の老朽化が進み、利活用ができない旧漢小学絞校舎及びブール練施

成 般について除却を進めることわTできたが、解体工蕊を実施する際は、周辺

0学枝跡錨1量利活用経費 123千円 果 環境等の調査倹討を十分に行い進めることが必要である.

-学校跡lJ1!i股利活用委員会経費 35干円
.10旧情小学校体育館及びクラウンド、18盛栄小学絞綬含について、利活用
課 の公募を行い事費量候備蓄を決定することができた.

-手獄料等(ごみ処理手敏料等〉 88千円 飽 0施股等の状況を考慮レながら、利活用が進むよう今後ち倹討を進めてい
く必要がある。

獄 10叙育費 本年度決算額 11終予算額 不用M 執行事
部

予 項 01叙宵総務費 100.0% 
算

自 02事務局費 1.606千円 1.606千円 千円 惨事)当初予算額
科 探 教育総務繰
目

" 13学校毅育施1宣整備基金
1.583千円

量量 財産収入 工地建物貸付収入 1.604平円

基本計画 30行財政放軍大綱(効率的 .O.J果的な行財政運営〉
主

財産収入 学絞教育施級建備基金利子収入 2千円

な
目 学校跡随t量の建物貸付料をもとに、学校叙育施段の整備等を進め

期
源

的
ることを目的とした学絞殺育施政整備基金への積立金

0学綬叙育施I量艶備基金積立金 1.606千円

-旧大宮第三小学佼分 278千円

-旧三津小学綬分 1.326千円

-基金利子分 2干円

主
要
な
事
務

(単位:千円〉
E匝

令利2年度末 令初3年度中E目減額 令和3年度末難

の 現在高 繰入金 運用利子 積立金 現在高

阪
① ② ③ ④①ー②+(③+③)

要
5.303 。 2 1.604 6.909 

成
集

探
題
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<様式2>

重点目標

基本的方針

1.施策の方向性

京丹後市教育振興計画

施策評価・進捗管理調書〈内部評価結果〉

4i豊かな人間性社会性向ます

学校圏、家庭、地減及び行政の協働により、子どもたちが周囲からの愛情や信頼、期待などに『包み込まれているという感覚』を育
むとともに、人や社会との鉾、思いやりを大切にする量豊かな人間性・社会性を育みます。
また、不登校等の課題がある児童生徒一人ひとりに応じたきめ細かな指導を行います。

-.iI!!I温~
①小中一貫教育による学校聞や校種を超えた交流授業や合同行事など、多様な集団での活動を充実し、子
どもたちの自噂感情を高めるとともに、豊かな人間関係や社会性を育みます。
②生命を大切にする心や他人を尊重する心などを育むとともに、新たに教科となった道徳科をはじめ、すべ
ての教育活動において、就学前から中学校までの系統性・一貫性のある道徳教育や人権教育を推進しま

1.人を思いやり、尊重する社会性の|す。
|③地域の人々との幅広い交流の機会を拡充することで、ノレールやマナー、社会常機、社会性を育みます。

育成 |④各学園(中学校区)において、学校圏、家庭及び地域が子どもたちの生活実態や線題を共有し、規範意識

2.生徒 指導 体制、教育相談体制の

充実

3.家庭・地域の教育力 の 向 上

や社会性を高める取組みを協働して進めます。
⑤情報機器の適切な使用やSNSに代表される情報通信ネットワークのノレーノレ・モラル等について、 児童生
徒の実態に応じて具体的に指導するとともに、専門家や保護者、学校支援ボランティア等と連携し、系統的
かっ一貫性のある指導体制を整備します。

①子どもたちが集団生活を過して線題を解決する意欲と実践カを身に付けることができるよう、一人ひとりの
生活実態の把握や内面理解の充実を図ります。
②学校図の状況に応じてスクールサボーターを配置するなど、子どもー人ひとりの繰題やニーズに対応する
きめ細かな支援体制を整備します。
③京丹後市いじめ防止等基本方針に基づき、組織体制の整備を行うとともに、関係機関と連携し、いじめの
防止、いじめの早期発見及びいじめへの対処のための対策を総合的かつ効果的に推進します。
④不登校等の児童生徒の多様な実態と課題に対応し、学校復帰と社会的自立を支銑するた臥教育支援セ
ンター「変わらjの相談・支援体制の充実及び機能強化を図ります。

①各学園(中学校区)の学校圏、家庭及び地域が、育みたい子ども像や児童生徒の実態及び課題を共有
し、緊密に連携して指導を行うしくみづくりを進めます。
②家庭は自己肯定感や豊かな心、他者に対する思いやりゃ命を大切にする気持ちなどを養う最も重要な役
割を担う場ととらえ、 PTA等と連携しながら、乳幼児期から思春期(中学生)までの子どもの成長段階に応じた
家庭教育支援を進めます。
③子どもの豊かな人間性・社会性を育むとともに、孤立しがちな親や子育てに悩みを抱えている親への支援
等のため、家庭子ども相談室仏よる相談や関係機関の連携による支援を実施します。また、家庭教育支援
チームの活動を進めるとともに、関係団体の活動を支援します。
④子どもたちが身近な地域で体験や交流ができる活動の充実を図る。
⑤子どもたちの放課後の居場所づくりのため、地域ボランティアの協力を得て様々な体験活動、地域住民と
の交流活動を行うとともに、地域における子どもたちの活動拠点を確保するための事業の拡充を進めます。
@保護者の就労状況の多様化や家庭環境の変化に伴い、放課後における児重の健全育成を図るため実施
してU、る放課後児童健全育成事業の利用が増加しています。利用ニーズを的確に把握するとともに、サービ
ス体制や施設環境の整備を推進し、待機児童ゼロを継続します。
また、背少年の健全育成と安全・安心な地域づくりのため、青少年健全育成会をはじめ、関係団体と連機し

た効果的な活動を進めます。

①子どもが生涯にわたって自然や歴史、仲間、多様な人々と関わり合う体験活動や、学校支援ボランティア
.等の専門的な知見や技能を活用するなど、我が函や京丹後市の伝統文化や自然環境、文化・芸術等に親し

4.芸術文化を通じた豊かな感性、情 |み、学ぶ機会を充実します。
緒の育成 |②学校図や家庭での読書活動により子どもの豊かな情絡を育むため、 関係機関・団体等との連携・協力関係

をさらに強化し、学校園、家庭及び地域が一体となった取り組みを進めるとともに、学校図書館の機能強化を
図ります。

【参考】施策に関連するその他の計画--・._.-
計画名称二 ι I

庁
.圃 E・・・

計画概要 p 策定年月 ド計画期間 備考
~← 

ム

市の目指す基本理念、目標、将来像などを示した「基本構想J
平成27年度~

第2次京丹後市総合計画 と、その構想、を実現するための各種施策を総合的、言十画的に体 平成27年3月
令手口6年度

系化した「基本計画」

国、 府、 学校、 地域社会、家庭及びその他の関係者が連携のも

京丹後市いじめ防止等基
と、社会総がかりでいじめの問題の克服に向けて取り組むととも

計画期間の定 策定から3年経過を目途に見
本方針

に、いじめ防止対策推進法第12条の規定に基づき、 いじめの防 平成26年6月
めなし 直し(平成30年度見直し)

止、し、じめの早期発見及びいじめへの対処のための対策を総合
的かっ効果的に推進するために策定
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計画名称 計画概要 策定年月 針画期間 備考

中学校卒業時に期待される学力をすべての生徒が確実に身に
京丹後市学校教育改革構 |付けることができるようにしていくため、保育所・幼稚園、小学校 1n7&nAb::'11 R I許爾期間の定、|平成24年11fJI 
想 | 中学校の10年間を見据え、より系統的で一貫性のある教育を実 I -r-J-I^~' ""T" L .Ln Iめなし

践するための構想を策定

l※各司'*の成果・課題について
は、 ~Il紙決算附属資料参照 -岡田軍司司・ '1W' 

事務の改善

鰐価を踏まえた

②生命を大切にする心や他人を尊重する心などを育むとともに、新たに教科となった道徳科をはじめ、すべての教育活動において、就学前から中学校ま
での系統性・一貫性のある道徳教育や人権教育を推進します。

③ 地域の人々との幅広い交流の機会を鉱充することで、ルールやマナー、社会常織、社会性を育みます。

④ 各学園(中学校区)において、学校圏、家庭及び地嫌が子どもたちの生活実態や課題を共有し、規範意搬や社会性を高める取組みを協働して進めま

す。
⑤ 情報機器の適切な使用やSNsrこ代表される情報通信ネットワークのルール・モラル等について、児童生徒の実態に応じて具体的に指導するとともに、

専門家や保護者、学校支媛ボランティア等と連犠し、系統的かっー貧性のある指導体制を整備します。

1|小学校教育推進活動実践事業 |学校教育課

府の研究指定校を受けて教育活動に取り組むとともに、体験活動や総合的な学習活動の充
実、基礎学力の向上や豊かな人間性の育成を図る。

2|小学校丹後学等教育活動実践事業《再掲) 1学校教育課

授業改善や教員の指導力向上を図るため、府の研究指定校を受けて教育実践に取り組むとと
もに、 地域の学習を通じて郷土への理解、 愛着と誇りを高め、将来の自己の生き方・在り方の探
求を進める「丹後学jの充実を図る。また、教育課題の解決に向けた教職只の研究事業に取り組
むとともに、修学旅行における引率教員の施設入場料等に係る経費を支援する。

3|中学校教育推進活動実践事業 |学校教育課

府の研究指定校を受けて教育活動に取り組むとともに、体験活動や総合的な学習活動の充
実、基礎学力の向上や豊かな人間性の育成を図る。

4中学校丹後学等教育活動実践事業《再掲}
事頁あ宿当事力向よや、生徒の自己肯定感を両苛未来を認可万主手打Eラ可否克広府百ヲ明 ヲ己f画

定校を受けて教育実践に取り組むとともに、 地域の学習を通じて郷土への理解、愛着と詩りを高
め、将来の自己の生き方・あり方の探求を進める「丹後学Jの充実を図る。また、教育課題の解決
に向けた教職員の研究事業に取り組むとともに、修学旅行における引率教員の施般入場料等に

3，527 1，232 統合(整理)

1，895 統合(整理)

3，161 4，077 統合(整理)

1，189 統合(整理)

亙.生徒指導体制、教育相絞体制の充実 | 決算書軍(単位:千円) 1 事務の改善

主な取り組み ー 一一一一ー-~----‘一一 一ーー I f"'\^!'..... -=- ~... I f"'\^!'....(:tr~1I!t I f"'\..~ ~~ I野価を踏まえた
R2決算額 IR3決算額 IR4予算額 |!I 事務事業名称・事業内容(実績) 1担当課 I I ¥4/A ":Pt-t:Dt I I ¥V/A ":Pt-1Dl I I '"'T r -n-aR I 今後の方向埜

n子どもたちが集団生活を通して課題を解決する意欲と実践カを身に付けることができるよう、一人ひとりの生活実態の把握や、肉面理解の充実を図り
ます。

② 学校圏の状況に応じてスクールサポーターを配置するなど、子ども一人ひとりの課題やニーズに対応するきめ細かな支緩体制を整備します。

③ 京丹後市いじめ防止等基本方針に基づき、組織体制の整備を行うとともに、関係機関と連機し、いじめの防止、いじめの早期発見及びいじめへの対処
のための対策を総合的かっ効果的に推進します。

④ 不登校等の児童生徒の多機な実態と課題に対応し、学校復帰と社会的自立を支媛するため、教育支援センター「変わら」の相級・支媛体制の充実及び
機能強化を図ります。

51いじめ防止啓発推進事業 |学校教育課

「京丹後市いじめ防止等基本方針jに基づくいじめ防止等の啓発活動を実銚し、市左市民が-1 1161 1，5231 1，7741 現状維持
体となっていじめの防止等のための対策を総合的かつ効果的に推進する。

61いじめ防止対策等運営事業 |学校教育課

いじめ問題対策連絡会議及びいじめ防止対策等専門委員会を設置し、関係機闘が一体となっ 1 253 1 249 1 392 1 現状維持
て、し、じめの防止等のための対策を総合的かっ効果的に推進する。

71指導主寧設置事業 |学校教育課

学校教育及び就学前教育の充実を図るため、指導主事(会書十年度任用峨員)4人を配置し、専 1 11，941 1 12，6261 12，7121 現状維持
門的事項に関する指示・指導を行う。

81就学支媛・教育相級事業 |学校教育課

児窓生徒の不主主校など学校不適応の状況を、発達検査などにより把握・分析し、相談・支援体 1 222 1 309 1 801 1 現状維持
制を整え、児童生徒が安定した学校生活を送ることができるように支援する。

91教育支媛セント管理運営事業 |学校教育課

不登校、又はその傾向にある児童生徒の学校生活への復帰等の社会的自立を支援する。
10，275 1 10，209 I 11，549 I 現状維持

~小学校^?-J~サホ・-'J-等設置事業《再掲} |学校教育課

スクーノレサポーターを配置し、児童一人ひとりの線題・特性を的確に把纏し、よりきめ細やかな 53，166 1 60，282 1 83，252 I 現状維持

指導に努めるとともに、円滑な授業を実施する。

~中学校^?-J~サホ・→ー等設置事業《再掲)学校教育課
スクーノレサポーターを配置し、生徒一人ひとりの線題・特性を的確に把握し、よりきめ細やかな | 現状維持

指導に努めるとともに、円滑な授業を実施する。
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3 家庭・地域の教育力の向上 決算額(単位:千円) 事務の改善

主な取り組み
~_~M圃・，---_._ ・・L可圃 晶・・胃ー 一ー圃・ー

献算額 R3決算額 |肝算額
解価を踏まえた田恒'‘目_. " l，_ 国司

事務事業名称・事業内容(実績) |担当課 令後の方向性

① 各学園(中学校区)の学校園、家庭及びi色減が、育みたい子ども像や児童生徒の実態及び課題を共有し、緊密に連携して指導を行うしくみづくりを進め
ます。

② 家庭は自己肯定感や豊かな心、他者に対する思いやりゃ命を大切にする気持ちなどを養う最も重要な役割を担う場ととらえ、 PTA等と逮燐しながら、乳
幼児期から思春期(中学生)までの子どもの成長段階に応じた家庭教育支援を進めます。

③ 子どもの豊かな人間性・社会性を育むとともに、孤立しがちな親や子育てに悩みを抱えている親への支援等のため、家庭子ども相談室による相談や関
係機関の連携による支援を実施します。また、家庭教育支媛チームの活動を進めるとともに、関係団体の活動を支媛します。

④ 子どもたちが身近な地域で体験や交流ができる活動の充実を図る。

⑤ 子どもたちの放課後の居場所づくりのため、地域ボランティアの協力を得て稼々な体験活動、地域住民との交流活動を行うとともに、地域における子ど
もたちの活動拠点を確保するための事業の拡充を進めます。

⑥ 保護者の就労状況の多機化や家庭環境の変化に伴い、放課後における児童の健全育成を図るため実施している放課後児童健全育成事業の利用が
増加しています。利用ニーズを的確に把握するとともに、サービス体制や施設環境の整備を推進し、 待機児童ゼロを継続します。
また、 青少年の健全育成と安全・安心な地域づくりのため、 青少年健全育成会をはじめ、関係団体と遵自隠した効果的な活動を進めます。

~家庭』ども相談室事業 l子ども未来謀

家庭児童の適正な養育及び福祉の向上を図る。
147 210 498 現状維持

131家庭教育事業 |生涯学習課

発達段階に応じた学習及び交流機会を提供するとともに、 PTA活動を支援することによって、全 810 1，026 1，721 現状維持

ての教育の出発点であり、子どもの成長の基礎となる家庭教育を推進する。

141放課後児童健全育成事業 i子ども未来課

保護者の就労等により放課後や長期休業期の昼間に家庭保育を受けることができない児童に 283，042 219，211 248，340 現状維持

対し、安全で充実した生活の場を与えることにより、その健全な育成を図る。

151放課後児童健全育成事業【繰越】 |子ども未来諜

~ (仮称)大宮峰山インターチェンジアクセス道路の整備に伴い、計画区域にある峰山放課後児 2，505 

童クラブ園舎及び付属施設を解体撤去する。

161放課後子ども教室事業 |子ども未来課

放課後に小学校の余裕教室を子どもたちの安全・安心な居場所として活用し、地域住民の参画 507 433 780 現状維持

により、子どもたちが心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進する。

4.芸術文化を通じた豊かな感性、情緒の育成
ーー

淡算額一(単冶:千円L J~~~事務の改善
主な取り組み ‘ 

乍唱

評令価後をの踏方ま向え性た_ - ._.，- ，守 4目、_.. ， ^.~ .- R2決算額 R3決算額 R4予算額
j 1 事務事業名称・事業内容(実績) If日当課

① 子どもが生涯にわたって自然や歴史、仲間、多様な人々と関わり合う体験活動や、学校支媛ボフンナイア等の専門的な知見や妓能を活用するなど、我
が国や京丹後市の伝統文化や自然環境、文化・芸術等に親しみ、学ぶ機会を充実します。

②学校園や家庭での読書活動により子どもの豊かな情緒を育むため、関係機関・団体等との遵傍・協力関係をさらに強化し、学校圏、家庭及び地域が一
休となった取り組みを進めるとともに、学校図書館の機能強化を図ります。

上記の「主な取り組み』への位置付けが困灘な事業 '‘ 決算額(単位:子関) 】事務の改警句
， _.，哩圃a・・ー ・・E 唱・

R3決算額 |岬蹄 l 評今価後をの踏方ま向え性た島 」 司 V " . R2決算額
事務事業名称・事業内容(実績) |担当課

1_2j子ども未来まちづくり審議会事業 |子ども未来課

すべての子どもが健康で幸せに暮らせるまちづくりの推進及び子ども・子育て支援事業計画、 46 119 139 現状維持
保育所再編等推進計画、特定教育・保育施設の利用定員の設定等について必要な審議等を行

フ。

E十 409，244 349，414 413，910 

3.教育振興計画で掲げている主な目標指標
学校圏、家庭、地峡及び行政の協働により、子どもたちが周囲からの愛情や信頼、期待など1こ「包み込まれているという感覚Jを育むとともに、

基本的方針 人や社会との紳、思いやりを大切にする豊かな人間性・社会性を育みます。
また、不登校等の課題がある児童生徒一人ひとりに応じたきめ細かな指導を行b、ます。

妥績値J-4現侍状~，目標指標 単位 1 計画作成日時直 目標値
J 豆町 r_ r四F .. ~ 

陥 再百
不登校児童の出現率く小学校> 5人10.16%H25 /02.908人% R3 減少させる R6 

主な目標指標
不登校生徒の出現率<中学校> 47人/2.49%H25 46人13.47略 R3 減少させる R6 

いじめの認知件数/認知率く小学校> 386件/12.7% H25 6496{% 牛
27 

R3 減少させる R6 

いじめの認知件数/認知率<中学校> 189件/10.2% H25 45.414% 牛 R3 減少させる R6 
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且 '~~.._s-- u'.“-
計画作成陪時冨 実績値(現薄状)貰 自標値r . . 

|単位r. 目標指標
同

同

惇亙~ ......I_ ，ーー '_.;'" 胴冒--，_ ー....，"圃
92.4% 

(，、じめの解消
要件が定擁され

E君、知されたいじめの年度内解消率<小学校> 357件/92.5%H25 たため、令和3 R3 100弛 R6 
年度第2回調査
の追跡調査結
操を記載)

90.0帖
(，、じめの解消

認知されたいじめの年度内解消率く中学校>
要件が定義され

181 件/95.8%H25 たため、令和3 R3 100弛 R6 
年度第2回調査
の追跡調査結
果を記載}

97.0 

いじめはいけなし、ことだとし、う意織がある児童の割合<小学生> % 
『全国学力・学習

状況鯛査』児童 H25 98.8 R3 増加させる R6 
生徒質問用紙
1)、6

90.9 

いじめはいけなし、ことだとしウ意識がある生徒の割合<中学校> % 
「全国学力・学習

H25 94.6 R3 増加させる R6 状況調査J児童
生徒質問用紙

中3

93.8 

学校のきまりや規則を守る意識がある児童の割合<小学生> % 
『全国学力・学習

H25 90.0 R3 場加させる R6 状況鯛査J児童
生徒質問用紙
1)、6

90.8 

学校のきまりや規則を守る意織がある生徒の割合<中学校> % 
f全国学力・学習

H25 95.0 R3 糟加させる状況調査J児童 R6 I 
生徒質問用紙
中3

主な目標指標 94.4 

人の気持ちが分かる人聞になりたし、と思う児童の割合<小学生> % 
「全国学力・学習

H25 状況銅賞J児童 94.0 R3 増加させる R6 
生徒質問用紙
，)、6

95.2 

人の気持ちが分かる人間になりたし、と思う生徒の割合<中学生> % 
『金国学力・学習

H25 状況網資』児鷺 97.0 R3 増加させる R6 
生徒質問用紙

中3

94.0 

人の役に立つ人間になりたいと思う児童の割合<小学生> % 
f全閣学力・学習

状況鯛査」児童 H25 95.7 R3 滑加させる R6 
生徒質問用紙
，)、6

93.2 

人の役に立つ人間になりたいと思う生徒の割合<中学生> % 
「全国牢力・学習

R3 増加させる状況開査J児童 H25 97.1 R6 
生徒質問用紙
中3

自分にはょいところがあると思う児資生徒の割合<小学生> % -1 Rl 68.2 R3 土留加させる R6 

自分にはょいところがあると思う児童生徒の割合く中学生〉 % -1 Rl 71.7 R3 増加させる R6 

住んでいる地機の行事に参加している児童生徒の割合<小学生> % -1 Rl 80.2 R3 維持する R6 
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司一世

!十画作成時 実績値(現状) 目標値. . 
目標指標 司副:l 1. 単位E 

I 惇亙 高亙 年度__l-l也ー .品、~L 
__1_.1. 

住んでしも地域の行事に参加している児童生徒の割合<中学生> % -1 Rl 76.2 R3 維持する R6 

主な目標指標

放課後児童クラブ、待機児童数ゼロの継続 人 -1 Rl 01 R3 01 R6 

4.施策の進捗状況の評価と今後の課題 [基本的方針の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか] -E帽目白E岨L・・・*+，.1 
進捗状況区分。予定以上に進んでいる

O 予定どおり進んでいる

A 少し遅れている

× 大幅に遅れている

評価l 令和3年度成果と今後の課題
~ ョ，

I (不登校児童生徒の出現率》
川 て登校児童生徒の出現率は、全国的に増加しており、本市においても小学校で0.4%増加した。中学校は金園
町に増加の傾向がある中、 0.24%減少している。別室指導等の物的な居場所づくりやsc、sswをはじめとした教職
員とのつながり、すなわち心理的な居場所づくりの成果であるとも考えられる。また、 保幼小中一貫教育の推進によ
る各校図で=の来然防止を重点とした取組みや確実な情報の共有等によって、不登校解消に一定の成果は上がっ
ている。しかし、解消より新規の出現が多いことから不登校の出現率が増加傾向にある。今後も未然防止の取組み
推進が更に必要である。

《いじめの認知件数/認知率》
令和3年度は、いじめの認知件数・認知率とも小中学校で令和2年度と比較して少し増加した。令手口2年度は、コ

ロナ禍の中で通常の学校生活とは異なる環境下での調査であったことが原因として予測できる。引き続き、些細な
兆候も見逃さない組織的な対応を行うとともに、認知件数・認知率のみにとらわれず、より丁寧な指導を継続してい
く必要がある。

《認知されたいじめの年度内解消率》
令手口3年度第2回し、じめ調査の認知事象に基づく追跡調査結果における来解消事象については、今後も、各校

のいじめ防止基本方針に基づき、実態把握や情報共有、組織的な対応を徹底し丁寧な指導を行うとともに、 関係
機関と連携した体制強化を図っていく必要がある。

《いじめはいけないことだという意識がある児童生徒の割合》
いじめはいけないことだという意織がある児童生徒の劉合は、年間3回のいじめ調査や追跡調査、児Z往生徒への

丁寧な指導により、小学校で猶加しているが、中学校で減少した。小中学校ともに高い水準を維持してしもが、今
後も児童生徒の豊かな心を育成するため、道徳科をはじめ、学校の教育活動全体を通じた取組みの充実を図る必
要がある。

《学校のきま りや規則を守る意識がある児童生徒の割合》
学校のきまりや規貝IJを守る意識がある児童生徒の割合は、中学校が減少傾向にある。引き続き各校図の丁寧な

指導及び保幼小中一貫教育による一貫性のある指導等により、就学前からの規範意織の醸成等による系統的な
o I指導を進めていく必要がある。

《人の気持ちが分かる人間になりたいと思う児童生徒の割合》
人の気持ちが分かる人間になりたいと思う児童生徒の割合は、中学校が減少傾向にあるが、小中学生ともに高い

水準で推移している。教育活動全体を通した丁寧な指導により、人の気持ちを理解して行動したり、発言したりする
ことの重要性が確実に身に付いてきている。今後も個別の配慮児童生徒等への丁寧な指導が必要である。

《人の役に立つ人間になりたいと思う児室生徒の割合》
人の役に立つ人聞になりたいと思う児童生徒の割合は、小中学校ともにほぼ機ぱいであり、高い水準で推移して

いる。教育活動全体を通した丁寧な指導により、社会貢献等への意識が確実に身に付いてきている。今後更に高
めてし、くため、ボランティア活動など体験学習等の充実を図る必要がある。

《自分にはょいとこ ろがあると思 う児童生徒の割合》
平成30年度の結果と比較すると、特に、小学校での結果が低い。「将来の夢や目標をもっているJ項目と関わりが

強い。日々の関わりの中で、児童生徒のよさを見つけ、ほめていることが児童生徒に伝わるようにほめるなど、意図
的な働きかけにより、自尊感情や自己肯定感の基盤を育みたし、。「生徒指導の3機能」を生かした授業づくりと学級
経営、教育活動をさらに推進していく必要がある。

《住んでいる地域の行事に参加している児童生徒の割合》
平成30年度の結果と比較すると、結果が低い傾向にある。さらに、令和2年度の結果と比較しても、減少の割合が

高い。新型コロナウイノレス感染症拡大防止のため、地域における行事が中止となっていることが要因だと考えられる
が、「丹後学Jを通して、地域への理解と愛着を深めてし、く必要がある。

《放課後児童ク ラブ待機児童数ゼロの継続》
社会環境の変化に伴い放課後、家庭で適切な保育が受けられない家庭が潜加していることもあり利用者が地加

傾向にある。既存の施設や学校の空き教室を活用しているため、十分な保育室の確保ができないところもあるが、
支援員の確保と併せ、 受け入れ態勢の整備に努めていきたい。
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5 今後の施策展開の考え方(令制年~令和6年度での主な取組) 盛田
区分 No. 具 体的 内容

国且.¥"皿

子どもたちの自尊感情を高め、豊かな人間性・社会性を育むため、 {呆幼小中一貧教育による交
流学習や児童会・生徒会活動などの集団活動を充実させるとともに、道徳科をはじめキャリア教
育等学校の教育活動全体を通じた系統的で一貫性のある指導の更なる充実を図る.

いじめや不登校など、児童生徒の多様な課題に対応するため、臨床心理士による教育相談体
2 保1)を拡充するとともに、教育支援センターの相談支援機能を更に高めるなど、個の線量Eやニーズ

に応じたきめ細かな相鮫支援体制の整備・強化を図る。

施策展開の考え方
地域の子ども教室では、体験活動だけでなく、教室聞での情報交流についても支援しながら教

3 
釜活動の維持、拡充に努める。青少年健全育成会では、各地域ごとに子どもの体験活動を実施
するほか、あし、さつ運動や夏休みパトローノレなどで地域の子どもの見守り活動を継続する。また
平成28年度からスタートした「放課後子ども教室j事業は、安定的運営を目指す。

子どもたちの芸術や自然を愛する心豊かな感性を育むため、教育活動等における文化体験や
4 芸術鐙貨など、国や府の様々な事業や学校支援ボランティア等を活用し、伝統文化や芸術等に

親しむ機会を充実させるとともに、学校図書の充足当E向上を図る。
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軟 10毅育費 本年度決算額 鰻終予算額 不用額 執行率
86 叙育委員会8J務局

予 項 02小学授賞 78.2% 
算

自 02ψ学校徹宵綴興費 1.232千円 1.574干円 342干用 (穆考)当初予算額
科 腺 学校叙湾1軍
自 司島 05小学絞紋育縫進活動実践事業

1.853千円

革量 府補 KYO発見i土寧 ・文化体駿活量DI在進事策補lIIJ金 (1/2) 166干円

基本計画 26未来を妬く学綬教育の充実
主

府委 次包代型IJI・中 高遠鍵外国信教育f芭進事築資委託金 (10/10) 1αコ千円

な
目 府の研究指定綬を受けて叙育活勧に取り組むとともに、体綬i舌勘 財

や総合的な学習活劉の充実、基礎学力の向上や豊かな人間伎の育成 宣車
的 を図る.

0絞外学習や仕事 ・文化体駁活動、総合的な学習活動(胸師側金、消耗良質等〉 0修学飯行引率補lIIJ金 153千円

833千円 小学綬17校 ヨl耳E数員65人

fKYO発見仕司E・叉化体験事E業」 娃進.業(府繍lIIJ.鍵〕 336干円

-総合的な学習活11J!在進寧鍵〈市単独事業金授で実路) 497千円

主 0次世代型小 ・中 ・高遣問車外国語叙育挺進事業〈消粍昂賛〉 1∞ 千円 l
聾
な 実B草綬 .いさなご小学校 ・レんさん小学綬
司匹

実B百年度:令和2年度~4年度 (3か年〕
Ui 

' 0毅育研究事業負le金 146千円
雪量
の 京丹後市小学綬毅育研究会
概

小学綬毅宵に関する研究を挺進し、 小学綬毅宵の充実 ・発展と穀蛾貨の震

資質の向上を図る定め、各叙科の研究、 研修会等を実施.

成
0地儀社会における仕穆や文化の体厳活勘を通して、キャリア毅育をf量進
するとともに、府の研究指定綬を受けて叙育活劃に取り組むことで、'nJl

~ の連!lI学力の向上を図り、鍾かな人間性を育む主主育のより一層の}佳進につ

銀
なかっだ.

鱈 0兜謹の基礎学力の向上司b豊かな人間性を育てる毅育を継続していくた
め、主主職員の資質の向上司!JtJ愈工夫による実践活動が必獲である.

~ 10毅育費 本年度決算額 鰻終予算額 不用銀 獄行率
部 JJ!育委員会事務局

予 項 03中学綬費 90.8% 
S車 g 02中学綬毅宵娠興費 4.077千円 4.487千円 410平円 (惨事}当初予算額
科 2聾 学綬叙育i軍
目 事 05中学絞毅育j桂進活動実銀事業

1.380千円

重量 国補 新型コロナウイルス感染症対応地方mg;:臨時交付金 1.α刃子円

基本計画 26未来を妬く学絞殺育の充実
主

府術 KYO発見仕事文化体般活働総選$鍵術館金 (1/2) 121干円

な 府委 来来のIf!い手育成)'O?知研究事築費祭託金 (10/10) 2αコ干円

目 府の研究指定後を受けて蚊育活l1Jに取り組むとともに、体駁j舌l!J 財 府委 次也代型小 中・高速損害外国路叙育I桂進駆鍵資委託金 (10/10) 50千円
や総合的な学習活動の充実、基礎学力の向上や量豊かな人悶憶の育成 語頭

的 を図る.

O……闘…動い……総飴悶合剖的悦吋一な騨学 83千円

fKYO発見仕寧 ・文化体級事黛JI量進事業(悶鴻助寧黛全綬で実6%) 京丹後市申学校教育研究会

247干円 中学綬叙宵に関する研究をf桂進し、叙隊員の資質の向上とφ学綬叙育の

-総合的な学習j話量DI桂造事鎌(市単独事業 全校で実施) 129千円 1量進を図るため、色毅科の研究、研究集録・箔司草案の作成を実施.

主 0草日装毅宵f笹進事業(消耗品費〉 18千円 0修学旅行ヨ|率補鈎金 95千円
要

な -着付け体験学習〈全申学後〉 受講生徒 :452人 中学!1l6絞ヨ|率教員50人
司島
務

0叙膏実践研究鱈定事幾(服飾捌金、消耗品費) 250千円 0修学旅行キャンセル料補陶金 3.255千円
司匝

-未来のI.!i!い手育成プログラム研究綬 2αコ千円 新型コロナウイルス感染症の':11により、予定してい定中学綬2綬の修学旅行を量量
の 実路綬:弥栄中学校 延期したことに伴う阪行代金のキャンセル料を補助(旅行代金の30%)
筏

実錨年度令利元年度~3年度 (3か年〉 -大宮中学綬(生徒94人 ・事究員10人) ・久美浜中学綬(生徒70人・叙員7人)
蔓

-次也代型小 ・ゆ ・高速自陣外包括毅育1m進事業 ヨコ千円

実施校 :暢山中学絞 成
0府の研究指定綬を受けて毅育j舌l1Jに取り組むことで、生徒の基礎学力の
向上を図り、コミュニケーシヨン能力など、豊かな人間性を育む叙育の准

実施年度 : 令初2年度~4年度 (3か年〉 架
i!につながった.

謀
0新型コロナウイルス感染症の繁雄で予定をしていた修学旅行をやむを得

8 す延期しだことにより発生したキャンセル料について市の補鈎金で支鑓す
ることで、保護者等の経済的な負!eを経滅することができだ.
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軟 10毅育費 本年度決鱒額 霞終予鱒!Ji 不用!Ji 制行事
部 主主育祭員会"務局

予 項 01教育総務費 90.6% 

• 包 02事務局費 1.523千円 1.681千円 158千円 (*'考}当初予算額
科 際 学Hl敏育際
自

" 16いじめ防止芭発縫進事業
1.681干円

業

基本計画 26未来を妬く学絞殺育の充実
主
な

目 「京丹後市いじめ防止等基本方針」に基づくいじめ防i上司書の信発 財

活l1Jを実MSし、市と市民が一体となっていじめの防止等のための刻 源

的 策を総合的かつ刻果的に継淫する.

0いじめ防止鴎;賞金(榔師捌金、消耗昂賓) ..，加古:56人 39千円 0京丹後市こどもSNS(UNE)相似窓口股置 1.430干円

開催日:令初3年12月8臼(水〉 -システム導入委託料 264千円

対象:市民、毅隠員、 PTA -研修織務委託料 (SNS相側の手順と留窓点〉 165平岡

講師:Ii!!lの小さな学綬 将軍;軍良子先生 -システム保守雲託制 385千円

会 11:アグリセンター大宮 -システ心使用料 616干円

主 相t盟関他日:令和3年8月258
聾

な 0いじめ防止街頭啓発 キ自脇田時:平日16時~21時

• 京丹後市こどもSNS相餓やフリーダイヤルが渇駁されているポケット ヰIII由貿~IR :市内に居住菅る小中学笠
務

ティッシユを配布 対応寄:獄育委員会事務局1盲導主唱E、臨床ゆ理士

" 実 施 日 令 和3年11月188(木〉 鐙録敏 66人相級延べ1牛獄 231牛黛
の
司且

場所 ーショ ッピングセンターマイン ※いじめ相搬i牛叡 21牛

璽

0いじめ伺鎖専用電路段置(備局鴎入費、通信遷JA;費〕 54千円 0いじめIIO比講演会及び街頭r:3発キャンペーンを通じて、いじめの問題等

フリーダイヤル利用料、いじめ栂鮫専用機都電信利用料 成
について、正しい理解や窓際のjl(jllを促すことができだ.
OSNS窓口の段置により相鎖への敗居が下がり、いじめをきめ幅広い相駁

スマー トフ君ン崎入賀、I!II橿受自由手量豊軍司 雪量
を受けることができた.

得税受付 24時間対応 望星
OSNS等を介したm勝中傷やいじめ事象がllt1J日傾向にあることから、保護

対応奮・叙育祭員会事務局f冒場主事、臨床ω理士 隠 者への啓発活動と併ぜて穀蛾員のm唱力の向上を図る必要がある.
OSNS褐験窓口の周知など、引き続き、褐E置しやすい環境づくりに努める

※いじめ*ll出件叡 01牛 必霊がある.

獄 10叙育費 本年度決擁額 思総予算額 不用額 凱行事
部 叙育祭員会"務局

予 項 01毅湾総務質 66.5% 

• 自 02 "務局費 249千円 374千円 125千円 (C8考i当初予算額
科 銀 学綬叙宵l軍
自 司畢

17いじめ防止対策等運営事業
374千円

署員

基本計画 26未来を箔く学綬敏育の充実
主
な

目 いじめ問題対策連絡会搬及びいじめ防広対策等専門祭員会を股温 財

レ、関係微闘が一体となって、いじめの防比等のための苅績を総合 源

的 的かつ刻果的にf量進する.

0いじめ問題苅策遭II!会蹴経費(委員霊童 21人〕 17千円 0いじめ防止刻策等専門委員会経費〈愛員叙 :5人〉 232千円

保育所、ことも園及び小中学校におけるいじめの防広河策や早期発見、 いじめの防止等のための河簸に関-g-る司1!Jlや盛大ないじめ事象が発生し
いじめへの対処等に閲するtf6!1を行うため、 「いじめ間短対策連絡会趨」 た11合に調査を行うため、弁1.1士、医師、臨床。理士、学誠鐙験者からな
を位置し、叙育、福祉、医練、保健、霊祭及び司浩司Eの関係Dl聞との連!ll る「いじめ防止河策等専門委員会」を股置し、会S置を開催するなど、それ
を図つ疋. ぞれの専門的な!lll!からいじめ"IRに対する陶君を受けた.

開催8:令和3年7月6日〈火〉 開催臼:第1固令和3年10月30日 〈土〉

主 会燭 ω 京丹後市役所錨山庁含 !'A2固令手口4年3月128(主〉
重量
な -稽償費(墾賃制金〕 16千円 会 11 京丹後市役所大宮庁曾
司匹

-旅費〈費用弁明1) 1千円 -報酬 126千円
務

-係費〈曾通旅費 ・費用弁償〉 98干円
司匹

-鴻ft8l，費 8千円
量量
の
軍k
要

0専門的なtz!lから指導.1l1.J曾を受けることにより、学授に対していじめ

成 防止等のための取組やいじめ，，~の解決に向けた支婦を行うことができ
県 た.
0いじめは、との子どもにも、との学絞でも起こり~ることをiSまえ、い

操 じめの未然防比及び早期発見に向1)だ取組を縫進するl必要がある.
題 0いじめの解決に向けた組織運嫌や見立ての在り方について、"例研修を

行うゆで各小中学綬の対応力をさらに高める必要がある.
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~ 10叙育費 本年度決鱒額 最終予鱒飯 不用額 執行事
150 毅育雲員会事務局

予 項 01叙宵総務費 97.8%  
算

目 02・務局賓 12.626千円 12.909千円 283千円 {曾考}当初予算餓
科 学綬教育課
目 12.909千円

探
事

03指穆主寧訟置$重量
重量

基本計画 26宋来を箔く学絞殺湾の充実
主
な

目
学綬毅育及び就学前教育の充実を図るため、指導主事 (会計年度

財

isl 
的

任用脂質)4人を配置し、 専門的事項に関する泡示 ・指導を行う.

山師即時間 地臨閣に晒し判経営糟剛容刊につ | 【輔四回開】

いて、その専門住と見臓や経厳をj苫かした指導、Jl1J~を行い、 学絞現渇におけ 配置先 配置人鍛 所管町Il!

る課題解消に向けて対応レた. 緑山勉l草公民館 1人 峰山町

大8地l露公民館・久実浜1由Il!公民館 1人 大宮町、久貨浜町

[指導主11 4人] 網野他l量公民館 1人 網野町

主 0会計年度任問賊員任用経費 12.400干円 丹後地i量公民館・弥栄地1草公民館 1人 丹後町、弥栄町
要
な -報酬 8.658平円
事

-期末手当 1.636平円
務

-共済資(社会保験制、扇舟保険料〉 1.709千円
事

-費用弁償 397干円 1 
難

の
筏

0市内灘務移動に係る費用弁償 226平円要

成
果 学絞経営、毅育内容に対する専門知機や量かな縫肢を基にした提言調書や朗
.IAを行うことにより、不鐙綬を含めた生徒指導上のお問題への苅応など、
課
題

複幸E多織化する教育現出患の路課題の克服に資することができた.

軟 10叙育費 本年度決算額 思終予鱒額 不用額 執行事
部 教育委員会事務局

予 項 01叙育総務費 96.2% 
S車

目 02事務局費 309千円 321千円 12千円 (害事警)当初予算飯
科 線 学授叡育課
目 • 08就学支緩ー叙湾栂E員事策

321千円

集

基本計画 26 未来を妬く~Hl叙育の充実
主
な

目 児量生徒の不登校など学佼不適応の状況を、発連倹盃などにより 財
ffil!l・分析し、栂E貴・支j量体制を盤え、児露笠徒が安定した学校生 源

的 活を送ることができるように支復する.

0叙育相1出寧業及び研修の実施 0叙湾受樋に係る発達倹益備a間入賞 92千円

各小中学絞において臨床ω理土による児童生徒や保護者との毅育相E躍を実施
レ、当骸究室生徒の通う学校の叙峨員へのアドバィスを行った.また、児撞笠
徒の不鐙絞などの学絞不適応の来然防i上や解消に向けての苅応の在り方lこつい
て、各小申学綬の教育抱t出lf!当者や/sIの毅室相総員などを対象に研修を実61!し 0会総出張旅費

た. -有利道路通行軍司 5千円

主 -僧脱会燭 穴包庁含及び各小φ学綬
要
な -実縄問蚊 毎月2回〈大宮庁禽〉及び適宜〈各小中学綬〉
事

合計183回実施
務

-栂肢体叡 延べ252件
11 .Jll育相E出但当者研修 年3回
量量
の
際

.11倒研修 叙育受}量部会などにて通貨実61!(各小中学綬〉

要

0叙育支}彊に係る発達倹盃記録用紙鰐入賞 212平円 0臨床~\理士による発達検査の実施、 事史育@K盟、事虫臓員研修を実施するこ

. W1SC-N知能検直記録用紙、 B本版KA8C-II~è録用紙ほか 成
とにより、適切な就学や支j量へとつながり、兜車生徒の学校適応がf在進さ
れた.

寮
0中学校の不登校出現率の減少が見られる一方、小学校の不登校出現率が

課 la加しているため、その婆因分析を進めるとともに、不適応の未然防比、

題 問題解消に向けて相E車交爆を行う必要がある.

0コロナ禍で学般の活llJに制限がある中、児箆生徒の些絡な変化やサイン
を貝逃さないように、見守りと信頼関係の1措援を行う必要がある.
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軟 10叙育費 本年度決算額 思総予算額 不用額 納行l$I
!ls 教育雲員会.務局

予 E量 01毅宵総務質 89.3% • 自 02事務局責 10.209千円 11，420千円 1.211千円 (fO誓}当初予算額平司 S軍 学級教育燦
目 • 叩教育支媛t:J9管理運営司隙

11.420千円

鎌 府干暗 不宣彼兜量生徒に苅する支輝総選司E策費繍助金 (1/3) 530千円

基本計画 26未来を箔く学後主主宵の充実
主

府干高 不宣絞兜量生徒支掻鎚点豊富備司E築費補問金 (1/2) 17干円

な 線入金 ふるさと応橿基金繰入金 5.000干円

目
不鐙俊、又はその傾向にある兜富生徒の学+$1生活への復帰等の往

財
源

的 会的自立を支}量する.

不登校等にある兜宣生徒及び当桜児童生徒の保!I蓄に刻し、教育相似及び逓 0縄問費(消耗昂費ほか〉 148千円
応;冒場を通じ、学綬生活への復帰等の社会的自立を支1量するため、京丹後市叙

0役務費(通信連滋賀 lまか〉 102千円育支!Iセンター 「麦わら」の指導員が各ゆ申学校や関係僧関と連燐しながら支
E置を行った. 0使用料及び賃借料(コピー御借りよげ料〉 136千円

く君主荷受燭センター運営経費>
主 -配置人叡 5人叙育受緩センター箔導員(会計年度任用隊員〉
要
な -配担体制 3人 〈各指事員週3日 187時間〉
事

-通所兜量生徒叡 17人 〈小学生4入、中学実13人〉務
-絹E出延べ件獄 828件

司B
-来所延べ人叡 1.239人

簸

の
担E

-延べ幼問固叡 77回

裏

0会計年度任用11員任用経費 (5人分〉 9.823干円 0量究員経厳の隻富な指導員による児竃笠徒等への学習及び笠jきの支緩や、

-稽酬 6.846千円 恒E
スクールカウンセラー、まなび・隼jきアドバイザーのカウンセリングなど
により、個々のケースに応じた支緩を行い、学綬復帰や進路実現等の社会

-会計年度任用11員期末手当 1.260千円 果
的自立を図ることができた.

-共済費(社会保険料、労災保験料、雇用保験料〉 1.353干円 際 0市内の小学綬の不宣絞児童がt!1J目していることから、府配置のスクール

-費用弁償 364干円 鐙 カウンセラー、まなび・生活ア ドパイザー讐とも連機レ、支媛センターの
中級t!能を果だす上で個々の状況をアセスメントするとともにアウトリー
チ型の訪問等を各校ヘ行うなど、支f畢を確実かつ的確に行う必要がある.

獄 10叙育貨 本年度決算額 115書予.額 不用銀 輸行事

予 項 02小学綬費 98.9%  
部 教育委員会，務局

• 目 02小学絞叙宵媛興費 60.282干円 60.928千円 646千円 {惨害}当初予算額
科
自 72.396干円

探 学校獄育限
事

04/j¥学綬J.?-州車.-9-等股置事業
量量 府補 きょうと1也1翼連燐交伺金 OH怜・-9・等股置g策〉 19.040干円

基本計画 26未来を妬く学絞殺宵の充実
主
な

目 スクールサ7t(ーターを配置し、児建一人ひとりの課題 ・特性を的 財
確にle!11レ、よりきめ細やかな指場に努めるとともに、円滑な綴禦 源

的 を実施する.

0介組側. 27人 (1日7時間、週5811J.l務〉 配置一覧

OIlC高 1人 (1日7時間、週5日動務) 学!51名 介11 学校名 介護

崎山小 5人 宿小 1人

0スクールサボーター28人〈会計年度任問隠員〉任問経費 60275千円 しんさん小※ 2人 丹後小 1人

-報酬 40.00<コ干円 畏岡小 1人 吉野小 1人
主 .1lIJ末手当 8，419干円 大宮第一小 4人 弥栄小 2人
要
な -共済Jt(社会保険相、労災保験憲司、雇用保験制〉 8.754干円 大宮南小 2人 久実浜小 2人

‘ -費用弁償 2.202千円 網野北小 2人 .81小 1人
務

網野南小 3人 ---.....___ 
司巴

0・E務賢 (131外学習ヨl率に{半う旅費、入I!軍司、重初日負担金等〉 7千円 島~/J\ 1人 E十 28人量産
の ※講師1人さむ
軍k
要

成 0必要に応じてスクールサボーターを配置することで、円滑なj聖業や鈎率
県 的な学綬運営を行うことができた.

銀
O!息宣一人ひとりの課題 ・特性をj71巴Tj-屋するとともに、必要とする学絞を的
確に.!i纏め、羽果的なスクールサ ターの配置lこ努めていく必要があ

題 る.
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獄 10紋育費 本年度決算額 ft終予算額 不用3J! 輸行司E
86 数湾委員会$務局

予 項 03中学綬費 83.2% 
算

目 02申学絞殺育録興費 38.027千円 45.691千円 7.664千円 (移考}当初予Jl!1I
科 課 学綬教育燦
目 事

04中学綬A?-"怜.-9-等股置寧業
45.902千円

昔量 府干高 部活動時~iJ.I員配置促進事黛補問金 (2/3) 1.754干円

基本計画 26釆*を箔く学校叡宵の充実
主

府補 きょうと1也1現遜甥交付金o.?・川1;'+等E2置事業〉 10.991平内

な
目 スクールサポーターを配置し、生徒一人ひとりの線H・4吉住を的 財

確に氾湿し、よりきめ細やかなf盲導に努めるとともに、円滑な}壷策 2腰
的 を実b19する.

01'1'11=員 3人 (187時間、週5811J務〉 配置一貫

学綬名 介鑓
小申-. 相E査員 昔日活自由 事務

01C.lの叙室相談員 3人 (187時間、週5日動務〉
1・f(事-9- 箔海員 補問員

08配置1lJ!8導員 11人 (1日1時間、 年間2由時間働務〉 続山中学綬 1人 1人 2人 O人

0・E務補問員 1人 (186時間、遡5臼動務〉 大宮中学綬 0人 1人 2人 O人
主 網野中学絞 1人 1人 2人 0人
要 3人
な 0スクールサボーター24人(会計年度{壬用職員)f王閉経費 37.812千円 丹後中学綬 0人 1人 1人 O人
噂

-報酬 26.即 8千円 弥栄申学校 1人 1人 2人 O人
務

-期末手当 4.804千円 久美浜中学綬 O人 1人 2人 1人
事

-共演賞 (紅会保験科、労災保験料、雇用保険料) 4.797千円 E十 3人 6人 3人 11人 1人1園
の -費用弁償 1.403干円
概
要

0事務質(市内移llJにi半う旅費〉 215千円 0必要に応じてスクールサボーターを配置することで、 円滑な浸緩や効率

成
的な学綬遷S置を行うことができだ.
oゅの叙室相E量買を配置し、生徒が悩みをおぜる環療を整えることで、笠

寮 徒の不安を和らげることができだ.また、 8ßiき量~mii!l員を配置すること

探 で、吉sjき勧の貨の向上と昔日活但当数繊の負沼健滅を図ることができた.

題
0生徒一人ひとりの課題・特性を把纏するとともに、必要とする学般を的
確に男極め、効果的なスクールサ;1{ーターの配置に努めていく必要があ
る.

本年度決算額

210千円

獄 103民注費

項 l02!Al量得祉資

目 101児書福祉総務質

Z102家庭こと叩室事業

基本計画125子育て支JIの総合的な1量進

予
H
H
科
巴

主
な
財
源家庭舟奮の適正な費育及び福祉の悶よを図る.

要保!I兜賞対策i自滅也協会情成樋関等と遠目Eの下、児E量虐待の釆然防止、早
期発見と適切な対応を行うとともに、支緩のl以袈な兜璽や家庭(育児不安・賃
育力危倶 ・ 不笠校等〉について栂1出1畢問活動 ， ~庭訪問 ・ 悶行支媛等を行つ
た.

目

的

調鐙担当者研修会等旅費

育料道路通行制

瞥発物昆 ・事務用品等

隠員対応用i理帯型;Ui!i通絡料 (3台〉

京都府家庭相側員連絡協強会負}里会

0際賞

。使用制

O揮者用費

O役務貨

O負112金

主
要
な
E
F
務

・
事
業
の
開
問
要

成
果
・

課
題
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軟 10毅育費 本年度決算額 鰻終予算額 不用額 事A行事
80 教育委員会司E務局

予 項 04社会毅育費 96.2% 
鱒

自 02社会敏育縫滋賀 1.026千円 1.066千円 40千円 {欝壱)当初予算額
科 楳 生涯学習課
目 il 04家庭毅育事費量

1.750千円

首量 府補 家庭叙育受援基盤形成寧業補問金 (2/3) 506千円

基本計画 27多繊な学びを支緩する社会毅宵の充実
主
な

B 宍遥段階に応じた学習及び交流4盟会を鍵供するとともに、 PTA;舌 財

I!Jを支援することによって、全ての毅宵の出発点であり、子どもの 源

的 成畏の基礎となる家庭叙育を縫進する.

事L!尽剣から獄学前、思害賜の各発遺段階に応じた学習機会の提供と家庭教育 i-叩輔〉
205干円

支!i.チ一心による子育て支!i.活動を実隠したほか、 PTA活動の支療を行った. 事業 田敏 liべ"na奮数

乳鈎児朗子育て術座 4回 126人

0家庭教宵支!i.チーム事業(ファシリテータ-itl金等〉 563干円 就学的、思琶湖子育て講座 3回 240人

子育て経級者や専門的な知機 ・経肢を待つサポーターで偶成する「家庭教
続子リフレッシュ体}畢教室 15回 228人

主 育支緩チーム」を各地lJt公民館で組織し、地1翼線簡に即レた子育て支!i.活動 合計 22回 594人
要 を行った.
な
事

※家庭叙育支頒チーム E十6チーム、子育てサif{ータ-:St49人 0京丹後市PTA協阪会補朗金 258干円
務

市研究大会の開催、各種研修会の"na、安全会泌金等への朗成
事

事業 回惣 延べ~n日書室虫
業

の 子育て交流会 3回 42人
概

「手紙で結ぶ家族の静」車業 14固 429人要

子育て広湯 6固 223人

高絞生と赤ちゃんのふれあい交流 5回 119人 成 O子どちの発達段階1こ応じた子湾てに関する学習機会を鍵供し、子どもと

合計 28回 813人 果 のコミュニケーションの大切さや、生活習慣を身に付けさぜるための家庭

※広報紙発行 1回
- の役割の重要性などについて瞥発することができだ.
謀 0課題を関係機関と共有し、より刻果的な学習会等の実施を進める必要が
題 ある。

款 03民生賛 本年度決算額 最終予算額 不用3.11 輸行事

項 02 !見詰福祉費 99.7% 
割E叙育委員会事E務局

予
I草 自 02子育て支鑑賞 219.211千円 219.794千円 583千円 (事害警)当初予算額
科 楳 子ども宋衆繰
自 il 02政課後児童健全育成事業

223.981千円

重量 使用料 放課後兜賓館全育成事業利用料 22.749干円

基本計画 25子育て支療の総合的な挺進 国補 子とちI子育て宣!I交問金 (1/3) 、 保育主宰処遇~醤臨時特例交伺童 れ0/10) 21.469干円
主

府補 子どち・子育て支援交付金 (1/3) 19.219平円な
目 保t聖書の就渇等によりB貫録後や長期休業期の昼間に家庭保育を受 財 府補 新型)01ウイ似感染症対策事業費補助金 (10/10) 571千円

けることができない兜賓に河レ、安全で充実した笠j苫の煽を与える 源

的 ことにより、その健全な膏成を図る. 繰入金 ふるさとKi)!i.基金繰入金 34.000千円

国側股状況 293千円

年間関股臼鍛:314日(うち日曜日 ・祝日開1量分:27日〉 -峰山トイレ政修工事

開股時間:!畳業終了後~午後68苦30分

(長期体損則及び土BI目、臼噂B・祝臼は午前7時30分~午後6時30分〉 0備昂購入費 3.310千円

年間平均児童惣 ・501人 (10か所、 12支!i単位) -エアコン(鱒山 ・口大野〉 889干円

主 鈍山54人・ 長岡21人・いさなご45人・大宮65人 -サーモグラフィーカメラ (10クラブ、 10台〉 2.310千円
要
な 日大野①52人 ・口大野②49人・織野南57人 ・網野北34人 ，_信機他〈いさなご ・網野南 ・久美浜〉 111千円

事
丹後21人 ・野栄26人・久美浜①38人・久美浜②39人

務
0送迎車両盤備経費〈緑山 ・口大野 ・網野南 ・丹後・久美浜〉 202千円

事 m需用費(消耗昂賞、燃料費、光然水費等) 7.350千円
業

の 0その他の経費(火災 ・自動車共済等保際料・自動車鑑鑓税ほか〉 1.081千円
11 

0委託料(消防股備点検、浄化憎点検、克直送迎車運転等〉 10.329千円要

0自主課後児童健全育成寧集委託料 (10クラブ〉 196.646千円 成
0利用者獄が泡加傾向にある申、待機児童ゼロを継続し児童の健全な育成
を図るとともに、保護者の子育てと就労の両立を支援することができた.

果
0保育士等の処遇改曹に係る閣からのtA力要E置を受け、国の交付金を活用

諜
し、委託先の放課後児震支媛員の処遇政醤を行った. (2、3月分)

経 0年々熔加傾向にある利用者に対応するため、 小学後の空き叙室等の更な
る活用など、施E量勉売を倹討する必要がある.
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款 10毅育費 本年度決s.!lI 11終予算額 不用額 敏行事
昔日 毅育祭員会事務局

予 項 04社会叙育資 99.7% 
鱒

目 02社会教育l世滋賀 433千円 434千円 1千円 (惨警)当初予算額
刺 限 子ども来衆課
目 iI 07放課後子ども毅室事終

780千円

重量 府補 京のまなび叙室縫進事業補間金 (2/3) 289干円

基本計画 25子育て支慢の総合的な縫進
主
な

目 政課後に小学綬の余浴叙釜を子どちだちの安全 ・まtJs>な居11所と 財

して活用し、地1葺住民の惨薗により、子ども疋ちが~!l1.)'で飽やか 源
的 に膏まれる環後づくりを縫淫する.

0委託料

政課後子ども叙霊運営委託料 (2か所〕 433千円

※事業のa要

~、~、、、、 網野北小学綬区6111豊後子ども叙室 網野南小学綬区政煤後子ども毅室

主 実~1I所 網野北小学絞施股l75l 網野南小学校飽E室内
R 
な 委託先 政t軍1量子ども毅室実行委員会 舷限後子ども叙室実行委員会

• 実霊録人叡 42人 76人務
事事加月蛮叡 延べ615人 (1回平均36人〉 延べ1.064人 (1固平淘63人〉

事
支E要員の敵 延べ113人 (1固平均7人〉 延べ168人 (1回平淘10人〉

繰

の 実施日 令和3年4月~令和4年3月 CI畳業のある水81臼の政課後〉
I!t 

活動内容 自主学習、体駁活E酒、集団迩ぴ、自由遊び、スポーツなど
裏

※実登録人鍛は令初4年3月末時点の人獄

※新型コロナウイルス感~症対策のため、商事皇室とも当初36回の実b1!回裁を 成 0子どもたちの安全・安ゆな活動鎚点(居甥所〉として政爆後子ども毅室

17回とした. 察 を関股し、地i奨住民の協力を得て子どもたちにt!!代間交流の儀会を纏供す
- るとともに、さまざまな体践活働を実施することができた.
線 0子ども重量室の運営l草、地i現住民のts力を得て実施することになってお
題 り、スタッフの確保が課題である.

歎 03民生賛 本年度決算額 眼終予興額 不用3s 航行率
吉日 軍主育祭員会事務局

予 I頁 02児麗福祉費 51.5% 
鱒 目 01 児量福継総務費 119千円 231千円 112千円 {移筈}当初予算額
科 1聾 子ども未来諜
目 司E

03子ども未来まちづくり審級会事業
231千円

策

基本計画 25子育て支慢の総合的な縫進
主
な

目 すべての子とちが健康で幸ぜに事らゼるまちづくりの1世道及び子 財
ども ・子育て支}量寧集計圏、保育所再編等挺進計画、特定紋宵 ・保 源

的 湾施政の利用定員の股定等について審織する.

令草O元年度に策定した「第2矧子ども子育て支11.業計画Jの事業進捗状況、
持定紋育 ・保湾施肢の利用定員の股定について情緒共脊及び協樋するととち
に、今後の子育て支i量鑓点等の在り方について111&量するため、審級会を開催し
た.

0報酬〈窃繊会委員〉 委員 10人 3団関1礎 104千円

0旅費〈費用弁償) 15千円

主
震
な ※密機会開催等の状況

'匝 、、、¥、、 日程 審麟内容
務

第1回 令平日3f手6月29日
-子育て支緩鎚点等について

事
音量 第2回 令初3年8月24日 -子ども子育て支l量窃築について

の 第3回 令初3f手9月30日
. t者定教育保育施殴利用定員について

続
-寄概念への絡悶:令初3年6月14日要

「今後の子育て受I!!!処点等の在り方について」

平成30年度に実施した、子ども ・子育て支!ilJJ援に閲するニーズ調査 成 0今後の子育て支j量拠点~の在り方についてを量級会にお悶し、 t置1韓 ・ 答申
及び叶el:1立笑みプロジェクト事業 子育てWeb慰脱会"で、 「天候に関 果 レていただいた。

1系なく遊ぶことのできる屋内施鐙がほしいJ r交流のl唱の提供を」とい 0今後ち、多織{じする子育て支1量ニーズへの対応、子どもや子育て1こ関レ

った意見が多くあったため、その在り7ヨを倹討するにあたり、 !fl悶を 探 密機していただき、子育て包帯やすべての子どもたちが健康で幸ぜに菖ら | 
行つだ. 題 ぜるまちづくりを1量進していく必要がある.

-審級会からの答申.令初3年10月22日
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京丹後市教育振興計画

施策評価・進捗管理調書(肉部評価結果〉
| 担当課
l 生涯学習謀

<様式2>

まちづくりや福祉等多機な分野の関係官s局、また学校圏、保護者、地続住民、企業、大学等の多械な主体との協働により、住民相|
互のネットワークづくりを進め、子どもから大人まで、だれもが生涯にわたり学び続けることができ、その成果を地織社会に還元するこ|
とのできる環境づくりを進めます。 I

5 

基本的方針

!生涯にわた掛な学びを支援します重点目標

-.::.1・E・E・-
①市民の多様な学習ニーズや地域線題に対応するため、学習内容の評価・検鉦や情報提供者事を進めます。
②市民の自主的かっ自発的な学習の場である図書館の機能の充実と利用の促進を図ります。

1.生涯学習の体制づくり
③市民の身近な学習及び交流の拠点である中央公民館及び地域公民館の活動の充実を図るとともに、地区
公民館との連携を強化することによって、地域での公民館活動を支援します。
@多様化する地場線題に対応するため、地区公民館機能を含む新たな地核コミュニティ組織の立ち上げな
ど、公民館と地域コミュニティのあり方について見直しの検討を進めます.

①人権啓発推進協議会の活動の充実を図るとともに、関係機関と連携しながら、 人権に関する正しい理解と
a織を高める活動を進めます。

2.人権教育の推進 ②さまざまな人権問題について関係法律の理念にのっとり、正しい理解と偲織を深めるため、学校圏、家庭
及び地域など、身近な場での学習機会の充実と促進を図るとともに、関係機関・団体と連携し、職員及び指
導者の資質向上を図るための学習機会の提供に努めます。

ω環公境民館や図書館等をはじめとする社会教育施鮫の設備・機能の充実を図り、社会教育の実践活動を行う
整備を進めます。

3.社会教育施設等の整備充実 ②老朽化が進んでいる社会教育施般は、利用者の安全・安心に資するため、 普十画的な整備改修を検討しま
す。
③市民の情報拠点であり、憩いの場である市立図書館の今後のあり方について、検討を進めます。

施策の方向性1 

【参考】施策に関連するその他の計画

計画名称
4町

計画概要 策定年月 計画期間 備考 --.-
市の目指す基本理念、目標、将来像などを示した「基本構想、」

平成27年度~
第2次京丹後市総合計画 と、その構想を実現するための各種施策を総合的、計画的に体 平成27年3月

令手口6年度
系化した「基本計画j

J:!:丹後市子どもの銃密活
本市の将来を担う子どもたちが、今後も更に本に親しみ、生涯に

平成26年度~
動第二次推進計画

わたる読書習慣を身に付けることができるように、子どもの読書活 平成26年6月
平成30年度

動を総合的かっ計画的に推進するために策定

京丹後市子どもの続審活
本市の将来を担う子どもたちが、今後も更に本に親しみ、生涯に

令和2年度~
動第三次推進計画

わたる続審習慣を身に付けることができるように、子どもの銃密活 令和2年3月
令手口6年度

動を総合的かつ計画的に推進するために策定

i※各夢.の成果・課題について

2 主な取組と構成事務事業一覧.::.I.41~.ーー山ーー !r家、目IJ紙決算附融機照
1.生涯学習の体制づくり

主な取り組み

↓I .務事業名称・事業内容(実績) I担当課

① 市民の多織な学習ニーズや地峨課題に対応するため、学習内容の好価・検aiIや情報提供等を進めます。

② 市民の自主的かつ自発的な学習の場である図書館の機能の充実と利用の促進を悶ります。

③ 市民の身近な学習及び交流の拠点である中央公民館及び地峨公民館の活動の充実を図るとともに、地区公民館との逮燐を強化することによって、i色
峨での公民館活動を支媛します。

④ 多機化する地主義課題に対応するため、地区公民館機能を含む新たな地減コミュニティ組織の立ち上げなど、公民館と地民主コミュニティのあり方について

見直しの検討を進めます。

1|社会教育委員設置事業 i生涯学習謀

社会教育委員を放置し、社会教育行政全般について綱査・研究及び審議し、答申及び建議を
行うことによって、市民の声を反映した社会教育事業を推進する。

2|成人式開催事業((仮称)二十歳のつどい開催事業) I生涯学習諜

人生の節目としての式典を開催することによって、大人になったことの自覚を促すとともに、今後
自らの人生を生き抜こうとする青年(新成人)を祝い激励する。

3|青少年教育事業 |生涯学習課

地域の青少年を守り育てる活動を支援し、将来を担う背少年の心豊かな人間の基礎づくりと健
やかな成長を促す。

4|禽齢者教育事業 |生涯学習課

高齢者大学の鱗座を市内全域で実施することによって、高齢者の社会重量加と生きがいづくりに
貢献するとともに、その知織や経験をし、かした地域活動を推進する。

'411 
主登皇室童
評価を踏まえた
今後の方向性

-園田軍軍国・

現状維持510 474 360 

改善・効率化1，461 1，183 1，921 

現状維持

現状維持

1，518 

3，238 

1，057 
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1.生涯学習の体制づくり 決算額(単位:キ円) 事務の改善

主な取り組み
R2決算額 R3決算額 R4予算額 1 評今価後をめ踏方ま向え性た

L 事務事業名称・率業内容(実績) |担当課

51中央公民館管理運営事業 |生涯学習課

地域住民の学習及び交流活動の拠点として設置されてしも地区(自治)公民館活動を支援し、 37，349 36，281 36，326 現状維持

地域の活性化を推進する。

61地減公民館管理運営事業 |生涯学習課

地域の学習及びコミュニティ活動の拠点として設置している地域公民館の管理運営を行い、地 21，783 25，447 現状維持
域住民の身近な学習・交流機会の確保と充実を図る。また、社会教育活動、生涯学習等を行う拠
点として、峰山、丹後、弥栄地域公民館の管理運営を行う。

71峰山地域公民館管理運営事業 |生涯学習課

峰山地域の生涯学習及びコミュニアイ活動の拠点として設置してしも地域公民館の管理運営を 7，930 統合(整理)

行い、 地域住民の身近な学習・交流機会の確保と充実を図る。

81大宮地域公民館管理運営事業 |生涯学習課

大宮地域の生涯学習及びコミュニアィ活動の拠点として設置してしも地域公民館の管理運営を 146 統合(整理)

行い、 地域住民の身近な学習・交流機会の確保と充実を図る。

91網野地減公民館管理運営事業 |生涯学習課

網野地域の生涯学習及びコミュニティ活動の拠点として設置している地域公民館の管理運営を 181 統合(整理)

行い、地域住民の身近な学習・交流機会の確保と充実を図る。

101丹後地械公民館管理運営事業 |生涯学習課

丹後地域の生涯学習及びコミュニァィ活動の拠点として設置している地域公民館の管理運営を 321，947 統合(整理)

行い、地域住民の身近な学習・交流機会の確保と充実を図る。

1_1j弥栄地減公民館管理運営事業 |生涯学習課

弥栄地域の生涯学習及びコミュニティ活動の拠点として設置している地域公民館の管理運営を 7，035 統合(整理)

行い、 地域住民の身近な学習・交流機会の確保と充実を図る。

gj久美浜地減公民館管理運営事業 |生涯学習課

久美浜地域の生涯学習及びコミュニアイ活動の拠点として設置している地域公民館の管理運 131 統合(整理)

営を行い、 地域住民の身近な学習・交流機会の確保と充実を図る。

131公民館一般経費 |生涯学習課

公民館の事務事業に必要な公用車などを適切に管理するほか、会計年度任用職員を各地域 31，624 32，500 32，912 現状維持

公民館に配置し、公民館の円滑な運営を図る。

141図書館管理運営事業 |生涯学習課

生涯学習の拠点施設として、市民の読書、調査研究等の要求に応えるよう施設整備を進めると 122，523 71，294 71，811 現状維持

ともに、様々な資料や情報を収集、整理、保存し提供するための図書館・図容室運営を行う。

151社会教育総務一般経質 |生涯学習課

会計年度任用職員を各地域公民館に配置し、公民館の円滑な運営を図る。
3.144 3，342 3，488 現状維持

2.人権教育の推進 決算額(単位:千円〉 ヤ事務の改善

主な.取り組みL -"~ 
帥算額 |峨 算 額 |帥 算額

評価を鎗ま~た

L 事務事業名称・事業内容(実績) |担当課 今後の方向性

① 人権啓発推進協議会の活動の充実を図るとともに、関係機関と連携しながら、人権に関する正しい理解と認誠を高める活動を進めます。

② さまざまな人権問題について関係法律の理念にのっとり、正しい理解と認識を深めるため、学校圏、家庭及び地域など、身近な場での学習機会の充実
と促進を図るとともに、関係機関・団体と連携し、職員及び指導者の資質向上を図るための学習機会の提供に努めます。

161人権教育事業 |生涯学習謀

あらゆる人権問題について正しく理解し、認、織を深めるための学習機会を提供するなど、人権
155 181 268 現状維持

教育を推進することにより、人権が尊重され、殺もが自分らしく生きることができる社会の実現を目
指す。

3.社会教育飽設等の整備充実 決算額(単位・千円) 二事務の改善

主な取り組み r
I 評今価後をの踏芳ま向え性た‘一，..-_ ._， -..-_'" .I~ -. R2決算額 R3決算額 R4予算額

事務事業名称・事業内容(実績) |担当課

①公民館や図書館等をはじめとする社会教育施設の設備・機能の充実を図り、社会教育の実践活動を行う環境整備を進めます。

②老朽化が進んでいる社会教育施設は、利用者の安全・安心に資するため、計画的な整備改修を検討します。

③市民の情報拠点であり、憩いの場である市立図書館の今後のあり方について、検討を進めます。

171地区公民館管理運営事業 |生涯学習課

地域住民の身近な生涯学習・地域活動の拠点である、網野地域の地区公民館を維持・管理す 4，055 5，526 4，524 現状維持

る。

181峰山いさなJ施設管理運営事業 |生涯学習課

林業の振興のほか、スポーツ及びレクリエーション活動による市民の健康づくり、生きがいづくり 8，759 9，137 9，788 現状維持

を推進し、 市民福祉の向上を図る。

191マストスYレッシ.管理運営事業 |生涯学習課

大宮ふれあい工房(陶芸・染色体験等施設)、ふれあいスポーツ広場等を管理運営することで、 15，896 15，771 17，287 現状維持

市民の交流及び健康づくりの場を提供し、生涯学習の推進を図る。

2017グリセント管理運営事業 |生涯学習課

施設の維持管理及び運営を行い、農業・農村の活性化及び地域住民の福祉・健康増進に寄与 16，720 6，631 6，530 現状維持

する。
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3.社会教育施段等の整備充実 決算額(単位:千円) 事務の改善

主な取り組み
_'-n: • -

評価を踏まえた

i 事務事業名称・事業肉容(実績) |担当課
R2決算額 間決算額 R4予算額

今後の方向性

211たちばな会館管理運営事業 |生涯学習課

縄地区における生涯学習及びコミュニァィ活動の拠点として当核施設を管理運営し、地域住民 1.148 1，173 1，219 現状維持

に各種活動の績を提供するとともに、施設の利用の促進を図る。

221網野教育会館管理運営事業 |生涯学習課

教育及び地械の文化活動・生涯学習の拠点として当核施鍛を管理運営し、地械住民に各種活 1，239 1.216 1，403 現状維持

動の揚を提供するとともに、施設の利用の促進を図る。

計 209，933 217，730 

3.教育振興計画で掲げている主な目標指標

まちづくりや福祉等多機な分野の関係部局、また学校圏、保護者、地域住民、企業、大学等の多様な主体との協働により、住民相互のネット
基本的方針 ワークづくりを進め、子どもから大人まで、だれもが生涯にわたり学び続けることができ、その成果を地域社会に還元することのできる環境づくり

を進めます。

計画作成院時冨 実績値(現状) 回線値
~ 目標指標 単位

年度 高荏咽r_ __ 

膏少年の体験活動事業数 事業 42 H25 31 R3 60 R6 

趣味・教養講座数 事業 29 H25 52 R3 35 R6 

地域課題学習講座数 事業 21 H25 81 R3 10 R6 
主な目f軍指槻

高齢者大学の参加者数 人 789 H25 720 R3 1，000 R6 

人権学習会の参加者数 人 820 H25 973 R3 1，200 R6 

図書の年間貸出冊数(市民1人当たり) 冊 5.2 H25 5.51 R3 7.0 R6 

4，308 
地域公民館施般の利用回数 回 {令和元年度} Rl 2，781 R3 7，000 R6 

日i改正時追加措

標

4.施策の進捗状況の評価と今後の課題[基本的方針の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか] 置車置薗
進惨状況区分 評価 令和3年度成果と今後の課題。予定以上に進んでいる 《青少年の体験活動事業数》

O 予定どおり進んでいる 例年は地域公民館等の事業のほか、京都府や府内大学などの関係機関と連携し事業を実施しているが、新型コ

企 少し遅れている
ロナウイノレス感染症の拡大防止の関係、で多くの事業が中止となった。今後も社会教育団体や学校、 地域と連携・協
カをしながら学習機会を提供する。

x 大幅に遅れている
《趣味・教養講座数》
新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣言等の発令により、多くの講座を中止としたが、感染症対策を講じて

可能な限り実施し、市民の自発的な学習を支援し継続的な学習の機会を提供することができた。今後は地域や民
問団体などによる自主的な活動を促進させ、 地域公民館による取り組みは減少させてし、く。

(i也減課題学習講座数}
各町公民館連絡協議会や地域公民館を中心に地域の現状把握や繰題共有に努め撚鹿を実施している。京丹

後市の歴史や自然について学ぶ鰐座が好評であり成果をあげている。
コミュニティへ移行する地域では、地域の社会教育を担う地区公民館や地域公民館のノウハウを、地域の将来や

めざす姿について交流したり新しい地域コミュニティについて考えてして際に活用してし、くべき。

《高齢者大学の参加者数》
新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣言等の発令により、一部総座を中止した。高齢者を対象とした講座

a‘ 
であることから、参加をためらう方もおられたが、感染症対策を講じながら可能な限り綿座を実施した。コロナ禍で外
出が制限される中、高齢者の生きがいづくりのため、どのような講座を提供してし、くべきか検肘していく必要がある。

《人権学習会の参加者数》
参加型の講演等は、新型コロナウイノレス感染症拡大防止のため事業実施を控える傾向が続いた。対策を講じて

実施しても参加者が自粛する傾向が続いている。そのため、今後は、啓発資料の配布やオンラインでの開催など参
加型でない方法の工夫も必要。
インターネットにおける誹務中傷やワークライフバランスなとー社会情勢の変化により顕在化している繰題も多いた
め、学習者のニーズを適切に把握し実施していく必要がある。

《図書の年間貸出冊数 (市民1人当たり)) 
新型コロナウイノレス感染症対策の影響でR2までは来館者数、貸出数も減ったが、安心して利用していただくため

除菌機を設置する等の対策を講じ運営することで、コロナ禍以前の利用まで戻る事ができた。また行事も全て予定
通り行うことができなかったが、できる範囲での取り組みを実行することで、市民に対する続審推進を図ることができ
た。 Wi-Fi接続サービス、里子村克也図書コーナー設置などの新たな事業も開始し、サービスの向上にも努めた。
今後は、除菌機の活用、 W-日への接続、国会図書館デジタル化資料送信サービスの周知など、感染予防対策を

講じながらの続審推進について、さらに検射し実施対応していく必要がある。
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進捗状況区分 評価 令和3年度成果と今後の課題
ー ーー・山 h ー..・.. -

(i色減公民館施設の利用回数》
市民に学習や交流の場所を提供するため、令和2年8月l日からの「公共施設の市民等無料開放jを令和3年度

も延長し、また新型コロナウイノレス感染症に伴う緊急事態宣言やまん延防止措置等により、休館としたり収容人数を
制限等も令平日2年度と同様に実施したため、令和2年度並みの利用回数となり、通常年度より大きく利用回数が滅
少した。
今後は、感染防止対策を税じながら、社会教育活動や生涯学習及びコミュニティ活動を行う拠点として管理運営

を行い、地域の身近な課題、生活線題等に即した学習機会の提供に努める。

丹後地域公民館は、令和2年度に耐震改修工事が完了したが、他の施設についても老朽化に伴う計画的な維持
管理が課題である。

※平成30年12月丹後地域公民館耐震強度不足のため貸館休止、平成30年12月から令手口元年10月までは丹後庁
舎を、 10月から令和3年3月までは丹後庁舎と旧盛栄小学校を代替絡設として使用した。
※平成30年度~令和2年度の数値は、代替施般の数値を含めた数値。

5.今後の施策展開の考え方(令和4年~令和6年度での主な取組) *.1 
区分 N.o. 具 体的内容. 

中央公民館体制の再構築の下、公民館体制及び新たな地域コミュニティの在り方について、関
係機関等との協議等を進める必要がある。併せて生涯学習社会の中核的施般となる図書館整備
を検酎するとともに、利用者が主役となる図書館活動を展開する。

講演会の参加者が固定化傾向にあるため、講演の内容について、同和問題など継続的な探題
2 はあるものの、インターネシトによる人権侵答や自 己実現、 幸福追求など新たな人権課題にも自

施策展開の考え方 を向けながら、 幅広く人権について考える機会を提供していく。

3 
関係団体等と連携し、優れた芸術・文化の鑑賞機会の提供、 地域の特色を活かした芸術・文化

活動を実施並びに支援するとともに、文化活動を支える人材育成を地道に取り組む。

4 必要な修繕の実施を行うなど利用者問安全に利問る環境欄し併一一
の向上を図るとともに、今後の施設の在り方を検討する必要がある。
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ll: 10毅育費 本年度決陣領 愚終予算額 不用額 輸行寧
&0 毅育祭員会事J!局

予 項 04社会毅育費 91.1 % 

" 自 01社会毅湾総務費 474千円 520千円 46千円 (惨害)当初予..額
科 E軍 集涯学習課
目 • 02社会叙育委員段置司IJ握

520千円

量量

基本計画 27多織な学びを支11する社会敏育の充実
主
な

目 社会獄育祭債を股aし、往会毅育行政全般について調査・研究及 財
び奮11レ、i!S$及び建闘を行うことによって、市民の声を反服した 源

的 往会叙宵'陣鍵を縫進する.

社会教育雲員会E障を肉悔し、社会叙湾事業及び社会毅育の路線簡について竃 く会踊の主な内s>(3回開催)

隠するとともに、受員の研修機会を11供した. -京丹後市文化主主術娠興計画の照定について

-成人式の在り方について、社会体育施般の一部見直しについて

0侵員報酬〈餐員:1 5人、絹酬苅~: 12人) 345千円 -令和4年度予算、社会教育挺進の量点について ほか

主 0際貿〈費用弁償、研修寧縫への@加旅費〉 57千円 く委員研修等>
要
な -丹後他方社会毅育委員連絹Ii&障会理事E・欝$会 (3@:Sla市〉

• 0縛周賓(研修.銀資料代、燃料賓〉 5干円 -丹後池15紅会毅育蚤員連錫臨機会総会 ・研修会 (6月11日:与謝野町〉
務

-京都府紅会数育委員連絡鴎S副会総会 (6月258:領事日市〉
事

0役第費〈育制道路通行制、駐車渇使用制〉 2千円 -丹後他方往会毅育要員連絡鴎版会 ・視軍需研修会 (10月128:11岡市〉
重量
の -京都府社会堂貿宵霊員連絡也品目会研究穴会 (11月28:男鶴市〉
相E
費 0負担金、補問及び交問金 65干円

- 京都府及び丹後地方社会~宵委員遜絡IiMl会主主担金

成
集 0往会主主育事業及び社会毅育の諸課題について書編レ、市民の意向を反映
- した社会叙育行政を進めることができた.
銀 0社会主主育委員として、より自主的に活l1lができるように倹肘が必要.
題

軟 10敏育費 本年度決鱒III 思終予算額 不用額 紋行車
E品 叙育委員会・務局

予 項 04社会殺菌，. 95.7% .. 目 02社会毅膏1量進賓 1.183干円 1.235千円 52千円 {惨害}当初予..餓
科 際 集涯学習探
目 • 01成人式開催事業

1.235千問

習量

基本計画 27多微な学びを支慢する社会叙膏の充実
主
な

自 人生の節目としての式典を開催することlこよって、大人になった 財
ことの自覚を促すとともlこ、今後自らの人笠を生き阪こうとする宵 源

的 年〈新成人〉を祝い激励する.

く関値観襲〉 0雲託料〈式典中縫配信業務委託料〉 83千円

.8 B苦 令初4年3月20日(臼〉※午前・午後の分倣開催

-会縄 京都府丹後文化会館 0使用料及び賃借料〈会甥{昔上料等〉 2αコ千円

-刻 象 平成13年4月2日~平成14年4月1日生まれの市内在住者

及び市内各中学綬卒業者591人(ll!277人、女314人〉
主 -出席者 459人(出席率77.6%)
喜重
な -内窓 式興:Be怠式典、二十歳の主張、恩師ピデ才メッセージ上限号
事

お怠dl，:Be怠写真、慶弔周ふくさ
務

事 0鰻償費 813千円
量量
の -綴織物昂 (Be念写真、慶弔問ふくさ〉
続
裏

OM!用資〈消耗昂費、燃料費) 33千円

成 0新型コロナウイルス感染予防のため、式典対象者を午前 ・午後に分けて

0役務質〈通信還機費) 54干円 果 分散実施するなど感染症対策を鏑じた.
.10当日式典の僚子を、市公式YωTu凶チャンネルでライブtle惜し欠席者や

望書、 保t賞者等が干見穏できる骨量会を11供することができた.
題
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軟 10毅育費 本年度決算額 最終予算額 不用銀 獄行率
吉日 毅育委員会事務局

予 項 04社会教育費 92.6% 
算

目 02紅会事実育III進費 1.057千円 1.141千円 84千円 (移管)当初予算額
科 探 生涯学習課
自 事

02膏少年教育事業
1.531干円

音量

基本計画 27多織な学びを支!重する社会教育の充実
主
な

自
I也1草の膏少年を守り育てるj苫働を支鍍し、将来を1~う青少年のI似

財
源

的
豊かな人間の基礎づくりと健やかな成畏を促す.

0京丹後市青少年健全育成金補助金 400千円

青少年の体鍛j舌劉ゃあいさつ運l1Jなと、青少年の健全育成に資する恕紹
を実施する組織に苅し、裕朗金を交付

0少年少女兜重合唱団術創金 (3団体) 267千円

主
音楽を遇して子ともたちの自分を表現する力や社会位、 豊かなI~を膏む要

な 活動を行う団体に苅し、補間金を交付

事
務

0池鏡子とも教室補間金 (3団体X130千円) 390千円
事
縫

の 動、住民との交流活動等地1量全体で子どちを守り育てる活劃を行う教室に
慨 対し、補防金を交付
要

※新型コロナウイルス感築症の~.により、 3団体l立年間の活動をi本i上
した.

成 0新型コロナウイルス感染予防のため、計画通りの事業実MSができない団
果 体もあったが、青少年の健やかな成長を促す体験活動や地i或活動を支援す

- ることができた.
E毘 0今後ち市青少年健全育成会等関係団体と連機しながら、より効果的な膏
題 少年活動を縫進する必要がある

款 10叡育費 本年度決算額 最終予算額 不用額 幸丸行率
部 毅育委員会事務局

予 1頁 04社会毅育費 93.4% 
算

目 02社会教育縫滋賀 2.384千円 2.551千円 167千円 (重害警)当初予算額
手ヰ 繰 生涯学習課
自

" 03高齢者毅育事業
3.236千円

量量 府予薗 きょうとi由1革連1聾交借金(高齢者獄宵事簸) 8αコ千円

基本計画 27多織な学びを支j量する社会毅育の充実
主

路収入 社会教育事業等重要白日料 740干円

な
目 高画官番大学の協麿を市内全焼で実施することによって、高齢者の 財

社会参加と生きがいづくりに貫徹するととちに、その知機や経験を 源

的 いかした1由i翼活動を舷進する.

-高齢者大学 0報償資(!都市開金〕 1.599千円

-空H持者鍛 720人〈令和4年3月318現在〉

-実施i也i豆 各町1茸〈各地1読谷民館主管〉 0旅費 14千円

市全滅(生涯学習課主管，百才活力学園〉

-事業の繊要 0需用資 c肖耗昂賞、燃料賞、食糧費) 174千円

主 [一般講座及び叙援講座】
要
な 一般協座 穀豊E講座 O委託料〈パス運転委託料) 443千円

事 学園
白銀|延べ側関 講座鍛 内容

務
延べ固敵 延べ嘗加者叡

峰山 6回 146人 72固 737人 101車座 民謡、ちぎり給、他 154千円
事

大宮 6回 169人 40回 550人 7講座 関定、電ぜ狙え、他
量量
の 網野 6回 353人 108回 1.533人 111高座 ?うつYト'J'仰、唱獄、(也
機

丹後 4回 129人 33回 361人 9講座 生け宿、そぱ打ち、 1也要

弥栄 5固 115人 51回 530入 8講座 絵手紙、スマホ、他
0コロナ禍の中、生きがいづくり、健康づくりの機会を漣供し、高齢者の | 

久美浜 5回 156人 43回 474人 7講座 ピう1'0，、古典文学、他 成 社会重要加の促進と生きがいづくりに軍寄与することができた。

合計 32回I1.068人 347回 4.185人 52講座 果 0参加者の熔加に努めるととちに、より一層高齢者の社会重要加の促進と学

※合同t高座をさむ
- 習の成果をil!!l翼活動等!こいかす取組をHE進する必要がある。
課 0百才活力学置を新たに実隠し、丹後の食の担い手のj舌劃拠点を訪れ、見

[百才活力学園] 10講 座 延 べ彰加者獄120人 題 学や体験などを通して、丹後の食文化や食資源の魅力を再発見する憐会を
鍵供することができだ。

L一一一
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獄 10毅育資 本年度決算額 思終予算額 不用額 事A行率
8s 教育雲員会司E務局

予 項 04社会毅育費 99.7% 
3車

目 03公民館賞 36，281千円 36，360干用 79千円 (惨害.)当初予算額
科 際 生涯学習探
目 事

01中央公民館管理運営事業
36，789千円

雪量 市債 過疎地i重自立促進特別事業債(過疎対策慣) 28，900干円

基本計画 27多織な学びを支11する社会叡育の充実
主
な

目
1由l量住民の学習及び交流活動の拠点として段置されている地区

財
源

的
(自治〉公民館)i!l量却を支Iiし、 i由1覇の活性化を1在進する.

01由区立よ民館活動交{司金 34228千円 0公民館臓員研修会 6平内 |

区 分 |地区公民館紋 交伺金額 '11邸側金 6千円

峰山町公民館連絡lA&盟会 8館 7，684平内 日 時 令初3年11月17日

大宮町公民館連絡協機会 15館 6，005千円 会 11 アグリセンター大宮

網野町公民館連絡lA!I会 12館 7，751千円
演題1

新たな池田Eコミユーアイ縫進について

主 丹後町公民館連絡1A強会 4館 3，343千円 (鳩師:r菅地i耳コミュニティ縫進課峨員〉
要
な 弥栄町公民館連絡協磁会 5飽 3，226千円

演題2
前例・手本・答えのない時代の地1翼運営

司巴
久美浜町公民館連絡協強会 8m 6，219千円 (鍋続:久美浜町佐濃自治会森本賢一郎会畏〉

務
合 E十 52館 34，228千円 t>IJO者獄 91人

司島
積算内駅 (111麓脊〉 1由区劃 20，000円x2251也区量産

の 包帯量担割 1.400円X20.469也椿
懐

(世帯鍛 平成27年国聖書調査〉要

町均等割 250，αxl円X6町

成 0地区公民館活動の支績を通じて、住民のコミュニティ活動の縫進を図る

0その他経費〈役務質〕 2，047千円 果 とともに、学習及び交流機会の獲供など、地区公民館が地I或づくりの鎚点

- としての機能を発j軍することに寄与した.
-公民館総合(傷曾)i果験料 (521由区館分) 2，038千円 課 0符続可能なt也i耳づくりのため、公民館体制や新たな地I費コミュ二ティづ

-切手代 9千円 題 くりについて、関係織闘と連日号し縫進する必要がある.

獄 10叙育費 本年度決算額 11終予算額 不用額 執行率
叙育委員会$務局

I頁 04社会教育費 98.4% 
部

予.. 目 03公民館費 21，783千円 22，134千円 351千円 ({;S考)当初予算額
斜 探 生涯学習探
包 司島

02地i或公民館管理運営事業
23，794千円

業 使用料 崎山地1草公民館使用料 250千円

基本計画 27多微な学びを支媛する社会叙育の充実
主

使用料 丹後I由l草公民館使用料 26干円

目 I由1読の学習及びコミュ二ティj舌働の拠点として位置しているI也i翼
な 使用料 弥栄I由雌公民館使用料 6干円

期 絡収入 社会教育事E費量等霊~IJO料 51千円公民館の管理運営を行い、1由ut住民の身近な学習 ・交流祖霊会の健保
源

的と充実を図る.また、社会叙育活動、生涯学習等を行う拠点とし 路収入 崎山1也1草公民館光照水費負l!l金 246千円
て、峰山、丹後、弥栄1也減公民館の管理運営を行う.

路収入 丹後I由1草公民館光照水費負l!l金 56干円

くI由i草公民館利用状況> l-咽

753千円

区 分 利用回獄 延べ利用者盟主 隠股等維f苦管理経費 -報償資〈繍師側金) 130千円

峰山地1草公民館 1，809回 29，189人 9，005千円 -書需用費 C肖綻自費、燃料費) 574千円

丹後地I葺公民館 264回 4，675人 5，585千円 -委託料〈パス遜む委託料〉 49千円

弥栄地i輯公民館 708回 24，668人 6，348千円 01t!!1草公民館施政等総得管理経費 21，030干円

主 -需用賀(消耗昆費、燃料費、印刷製本費、うt然水質) 9，194千円
要
な く主な公民館事築> -役務費(通信遺憾費、コミ処理手量史料〉 350千円

11 事費量1量)3lJ 穆費量 ・講座名 回獄 延べ怠加者数 決寓額 -委託料 8，630干円
務

1Eとグリーン摘座〈刷 ・ 曙 醐》 3固 54人 18千円 〈宿臼菌、施設清}冊、電気保安管理、丹後地i草公民館施段管理ほか)
司匹

丹後ちりめん講座憎ω・スB) 3回 33人 12千円 -使用料及び賃借料(テレビ受信料、主地借上料〉 285千円習量
の ゆったりヨーガ繍座怯酎 5回 44人 12千円 -修繕費(飯山地i草公民館キューピクル発錆再塗装修繕lまか) 2，568千円
控耳

成人毅宵 ジオ ・山野E草ウ1 ーク〈銅旬 ・ 円 II ' ~鍵船 3固 48人 6干円 -その他(施段使用料返還金〉 3千円要
ふるさと係機チャレンジつ方ーク咽船 1回 17人 6干円 0新型コロナウイルス感染予防のため、一吉sIi!!i&量の使用制限を行ったり、
バードウ1ツチング入門講座明船 2回 13人 12干円 成

計画どおり事業を実施することができなかっだが、可能な限り1也I或住民に

Twin(ぎーるエクササイズ霊長窪田制〉 3回 28人 18千円 果
幅広い学習機会を狸供することで、社会叡育活動を1量進することができ
た.

網野町ウィークエンド事業棚酎 5回 128人 6干円 E皇 0引き続き、地戚住民のニーズ把握量に努めるとともに、時代やI由i或課題に
青少年毅宵

丹後町少年少女意見発表大会明船 1回 1印人 20千円 鱈 即し定事業展開を図る必要がある.
0広報の工夫 ・充実に努めるなど、引き続き診加者のta加を図る必要があ
る。
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~ 10教育費 本年度決算額 愚終予錬額 不用額 敏行準
部 叡育委員会事E務局

予 項 04往会叙育費 98.3% 
鱒

目 03公民館費 32守500千円 33.038千円 538千円 (惨害)当初予算額
科 際 生涯学留際
目

" 50公民館一般経費
33.968千円

百量

基本計画 27多織な学びを支撮する社会叙奮の充実
主
な

目 公民館の事務事幾に必要な公用車などを適切に管理するほか、会 財

S十年度任用隠員を各地獄公民館に配置し、公民館の円滑な運営を図 濠

的 る.

0会計年度i壬用職員{壬用経費 (2人X6飽〉 31.575千円 0京都府公民館連絡tA機会負担金 33千円

-報酬 22.505千円

-期末手当 4.489千円 OAED僧上料〈峰山 ・丹後地i草公民館〉 63干円

-共済費 4.247千円

-費用弁償 334千円 0その他経費〈消耗昆費、食fI貨〉 34千円

主
護

な 0公民鍔隠員研修会、 IIi!当寄金YIへの嘗加 15千円
事

-旅費 5千円
務

-有料道路通行料、駐車渇使用料 10千円
司島
鎌

の
唱亀

0地1草公民館配置公用車の縫符管理経費 (5台) 780千円望星

-燃料費 245千円

-修錨科 365千円 成
0令和2年度からi也減公民館の蛾員体制を変え、正r.l員であるi也i誠公民館畏

-登録手敏剰、自同書保験料 143千円 察
1人と会計年度任用協負2人とし、組織体制を強化した.

-自動車質量税 27千円 繰
O公民自宮殿債の資質向上とI也i妥公民館聞の情報共有の機会を確保する必要

題 がある.

軟 10毅育費 本年度決算額 ft終予鱒額 不用額 竜丸行事
gs 毅湾霊員会"務局

予 項 04社会毅育費 99.5% • 目 04図包館賞 71.294千円 71.635千円 341千円 (童書警}当初予算額
科 際 笠涯学習i軍
自

" 01図富官官管理運営事業
75.303千円

重量 国補 新型3日1?イ似感染症対応他方創生臨時交的金 7.0αコ千円

基本計画 27多織な学びを支滋する社会叙育の充実
主

府補 新型3日1?イ似感lil1;症支え合い基金銭入金 5αコ千円

な 府補 lt!l7吉創生;陸選交{官金 182千円

目 生涯学習の拠点施肢とレて、市民の銃密、関査研究等のH求に応 財 寄附金 ふるさと応繊寄附金 8αコ干円
えるよう施股鐙備を進めるとともlこ、 4華々な資料や情報を収集、鐙 源

的 理、保存し鍵供するための図・館 ・図・室運営を行う.

0図S館箇盟会委員報酬 ・費用弁償〈委員10人、盆撮2困、tJI1111回) 94千円 〈利用状況等〉

0市立図書館 (2mn図S室 (4室〉の管理運営費 70.837千円 区 分 蔵書獄(年度末時点〉 年間貸出点獄 年間貸出者惣

12.166人

-図・購入賞 (AV資料怠む) 8.780千円 あみの図S館 104.810点 103.907点 19.082人

-量u志及び新聞購入費 1.298千円 大宮図・室 36.951点 63.452点 10.305入

-ブックスター トiJ費量経費 127千円 舟後図・室 26.802点 33.173点 6.511人
主 'Wi-Fiルータ通信料 思コ千円 弥栄図・愛 28.484点 33.203点 6.136人
望星
な -図書システム利用料、保守委託料 2.876千円 久費浜国・室 26.925点 49.442点 9.168人

" -光界再水質 (あみの図・og) 1.629干円 合 計 307，421点 357.253点 63.368人;11 
-備品購入費〈図曾除菌機6台) 7.843千円 ※市民1人あたりの年間貸出向獄 :5.51悶

司E
-その他(図S装備局a等) 1.534千円

，量
の 0あみの図・館「野村克也図Sコーナー股置J (2月28-) 363千円
織

.I!J架、サイン等備86Q入賞 264千円裏

-コーナー用図書E隅入費 99千円 0市内全l読にサービスを行いM!1I1桂進を図る」とができた.

く主なサービス内望書〉 成
0コロナ渦の申、出来る範囲での活IIIを実施し、昨年度に比べ利用がi由加
した.

- 資料(図・ ' AV資料 ・ 縫1革新聞〉の収集‘~理.保惇.貸出なと 果
Oフックスタート事業の再開、 Wi-Fil童続サービスの開始、図笛隊菌{揖の段

-関覧、学習スペースの混供 (WトFil童続サービス〉・図S館栂亘tA力 探
置、主IU事スポンサー制度の導入、野村克也図書コーナーの開彼等、新たな

-国会図書館デジタル化資料送信サービス ・おはなし会等の行事開催 ・広報;i!i1lJ 題 取組を実飽することができた.
0釆利用者等への図包館活動の周知、サービスの充実に努めるなどし、利

-学綬等との逮I蝿による続111在進事量産・続み聞かゼボランティアの活用なと 用l広大を図る必要がある.
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~ 10毅育費 本年度決鱒tl! 鰻終予算額 不用額 制fラ*
811 

予 項 04社会穀育興 98.8% 

• 包 01往会毅宵総務費 3.342千円 3.381千円 39千円 (.，雪}当初予算額
平司 銀

3.321千円
生涯学習繰

目

" 日社会毅育総務一般経費費量

基本計画 27多微な学びを支!iする社会教育の充実
主
な

目 会計年度佳用機債を配置し往会叡育事業を円滑に実施するほか、 財

女性叙宵;~!I1J団体に対しi舌勧支爆の補助金を交付し笠涯学習の綴興 2軍
的 を図る.

0会計年度任問職員1壬局経費(祉会叙青沼導員1人〉 2.967千円

〈配置先 :g;涯学留線)

-報酬 2.012平内

.l1li員手当 399千円

-共済貿 392乎円

主 .bjI賢 164千円
聾
な

" 0・E務費(;碍終a費) 14千円
務

" 0京丹後市適合鍋入会;i!i勘補勘金 361千円
重量
の j百駒内@:"演会、各橿ボランティア、管外研修 ほか
書E
聾

成 0社会教育指導員の配置により、各fI社会教育tI量躍を円滑に進めることが
果

できた.

銀
0市連合婦人会の活動を支}量することにより、女f笠の自主的な学習活動、

題 ボランティア活動等の縫進に寄与した.

歓 10叙育費 本年度;実"額 思総予鱒額 不用額 fA行$
116 毅育委員会事務局

予 項 04社会叙育費 72.6% 
算

目 02往会獄宵}量進費 181千円 249千円 68千円 ("警}当初予.tl!
科 探 生涯学習限
目

" 06人徳叡湾事E費量
249千円

量量 国補 陣容菅地I量笠j舌支般事業費補助金 (1/2) 6干円

基本計画 27多織な学びを支療する社会叙育の充実
主

府補 陽書者1由1誕生活支飯事業費補問金 (1/4) 3子円

な 府補 人権問題芭発事築費補問金 72千円
目 あらゆる人糧問題について正しく理解し、認械を深めるための学

財
習機会を鍵供するなど、人梅教育をli進することlこより、人慣が尊

源
的.され、腿ちが自分らしく生さることができる社会の実現をEH旨

す.

く人徳学習〉 く陣密書交流研修会>

-人砲事虫育研究京丹後市大会 (R3.8.18) 童書加者:329人 • t見貨陣容者交流研修会(R3.6.22) ø1JO~蚊15人

関演「人事E・岡利関uの解決をめざして…J 繍演「丹後のδ代史J、クラウンドコルフ体厳

鴎師関西外国路大学明石一朗毅段 〈会渇 .大sふれあい工房、ふれあいスポーツ広渇〉

〈会11 京都府丹後文化会館〉 -鴎貧陽書者交流研修会(R3.10.1) "加者鍛15人
主 -夏体み子ども殴函会 (R3.8.8) 重要加者 :3αコ人 (3会11) ユニボッチャ体畿、講演「東京2020方リンピック・ 1¥ラリンピック蛾筏大聾

な 映画「すみつコぐらしとびだす鎗本とひみつのコJの上限 会について」

" 〈会11:丹後i由1草公民館、アクリセンター大宮、アミティ丹後) 〈会i畢:京丹後市役所大宮庁倉〉
務

事
0"師i割金 50干円 0委託制(マイクロバス運磁委託制〉 16千円

業

の 0通信遭般質 (Wi-Fi使用料〕 2千円 0需用資〈燃料費、消ま毛.Id費) 5千円
線

0使用料(京都府丹後文化会館〉 90千円要

0需用資(消純お賛〉 5干円

0その他経費(消耗昂費〕 13千円 成 0人権教育研究京丹後市大会、陽書者交流E刑事会や夏体み子ども映画会を

果 開催することにより、陣容替の社会書加の促進や、人権学習の機会をl.5Ji共

- することができた.
諜 0人権を尊重する11)¥を身につけ、日常生活の中で帯電憲織に実践できるよ
信 う、啓発活動だけでなく学習活動を充実さtさることが必要である.
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言抵 10毅育費 本年度決算額 思終予算額 不周額 草剤行事

予 項 04社会毅宵費 97.0% 
gs 教育委員会$務局

鱒
日 03公民館賞 5，526千円 5，692干円 166千円 (($考)当初予算額

科
自 5，692千円

線 生涯学習限
司E 031也区公民館管理運営彦業業 話収入 網野、新庄公民館光黙氷費負担金 213干円

基本計画 27多憾な学びを支1量する社会教育の充実
主
な

自
地i重住民の身近な生涯学習・1也1覇活動の鎚点である、舗野1l!l1亜の

財
古車

的
地区公民館を維符 ・管理する.

01白区公民館施股管理費

.j也区公民館施股管理餐託料 (1館分〉 480干円 く利用状況〉

.1也区公民館火災保験料管補助金 (7館分〉 1，830千円 -綿野1由区立よ民書官

-新庄地区公民館慶線工事委託料 1，048千円 区分 利用回獄 延べ利用者獄

-その他地区公民館管理経費 (9館分〉 2，168千円 大広岡 45回 1，073人

事量償費 (地区公民館管理捌金〉 936千円 大会&1蜜・小会E居室 61回 873人
主 縄問費 〈消粍a費、燃料費、光黙氷費、修組費〉 1，116千円 立よ民館会1.11室 1固 6人
要
な 役務費〈通信運織費、し尿汲み取り手鎖料、火災保険事 48千円 初室 22固 132人
事

委託料(消防股備等保守点検委託料、防火苅象物定期~ 26干同 凋i里!'l 0回 0人
務

報告量産務委託料〉 合計 129固 2，084人
事

使用料及び賃借料(ガス醤線路使用料) 3千円量量
の
続

備昂購入費〈消火甥6本) 39千円

H 

成
0適正に総符管理を行うことにより、施般の傷能、利用者の利便性を総符
確保することができた.

果 0網野地i或に1;:1:地区集会施股の-8sを公民館館t主として占周しているもの

線 がある.この施設管理費!こついて負112割合を級定し、補防金などにより支

題 出しているが、他地減の地区公民館の現状を踏まえ、市負担の経滅 ・廃止
に向けて銅盤を図る必要がある.

歓 10叙宵費 本年度決算額 鰻終予算額 不用麟 執行率

予 I貰 04社会叙育資 98.5% 
部 紋育委員会副E務局

鱒
目 06社会叙湾施段費 9，137千円 9，270千円 133千円 {惨害}当初予算額

科

自 9，500千円
探 生涯学習探

事E 01峰山いさなご施股管浬運営事業草色 使用料 舗山綜重量t韓合m-使用料 56干円

基本計画 27多織な学びを支1畢する社会主主育の充実
主

使用利 峰山いさなご工跨使用料 520千円

な 使用料 崎山いさなご1ート使用料 19千円

目 称撲の振興のほか、スポーツ及びレクリヱーション活Iliによる市 財 路収入 崎山林銀総合i1?-木工叙室等材料代 20千円
民の健康づくり、笠きがいづくりを縫進し、市民福祉の向上を図 源

的 る.

O会計年度版員任用経費 (3人〉 6，346千円 〈利用状況〉

-報酬 4.492千円 区分 利用回恕 延べ利用人叡

-峨負手当等 (期末手当〉 910千円 綜量産センター 188回 1.219人

-共済費 〈社会保険料、ラ甘災保険料、雇用保験料) 864千円 いさなご工房 264固 666人

-費用弁償 80千円 いさなとコート 262固 4.183人
主 合計 714固 6，068人
襲

な 0管理運営経貨 2.791千円
事

-需用費(j肖粍昂賞、燃料費、 印刷製本費、光照本質、修組料 2，201千円
務

-役務費 (通信運繊費、浄化I1涜定後査手紋料、火災保険制〉 165千円
事

-委託料 〈消防股備等保守点僚委託料、浄化槽縫j署管理隻託斜) 305千円
量量
の -使用料及び賃借料(テレビ般送受信料、 E撞俄髄具惜上料〉 46千円
領

-備お鯨入費〈電!!機1台、小型ドリル機1台〉 74千円護

成
果 0適切な施股のt華麗及び貸し出し、木工 ・陶きの提言導;1{、-定期講座の実施な

とを過して、市民に学習と交流の儀会を1量供レ、ス ツ ・文化活ltJのi辰
!l 
題

興、健康づくりの縫進などにZ寄与することができた.
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包 l大gふれあい工房(陶芸 ・染色体験等&9&量〉、ふれあいスポーツ
lilill等を管理運営することで、市民の交流及び憧康づくりの11を鍵

的 l供し、生涯学習の?在進を図る.

料

料

入

同

用

収

使

使

路主
な
財
源

本年度決鱒額1 思終予算額 | 不用額

15.771 'fP31 1…| 
大宮ふれあい工房使用料

大宮ふれあいJj'サ広1畢使用料

大宮ふれあい工房関係路収入

J
叶
↓
削
|品

獄 110叙育費

予 IIA104社会毅育費
陣 1-;;-1-;:;:::一一一一一一ー
科 |目 |団社会教育施股費

目 I: 102 '/7.9-7. ヒレ岬 理 運 営 蹴

基本計画127多織な学びを支援する社会堂貿育の充実

639干円

17千円

5千円

0会計年度任用職員i壬用経費 (6人〉

・報酬

・職員手当

・共演費

・際費

9.841千円

7.770千円

1.073干円 1 

770干円 1 

228干円 1 

5.679干円 i

く利用状況>
r---・E・--

区分

| 示室

| 会館室

ふれあい工房 l 陶芸体級

l 綾色体験

l その他

ふれあいスポーツ広燭

合計

延べ利潤苔獄等

利用者鍛 1 766人

利用者獄 1 777人

体級者敏 1 343人

体餓者叡 1 275人

利用者敏 1 1.767人

利用者叡 1 3.949人

7.877人

主
要
な 10&9股総J署管理経費

=1 ・需用資(消耗服、燃料費、湖水費、修繕料等〉

| ・役務費(通信運搬費、火災保険料〉

:1 ・委託料(電気股備保安管理委託料、制委託料等〉

の | ・使用料及び賃借料(テレビ放送受信料、湾得用具僧上料等)

喜|・備昆鴎入賞(電気窯 ・消防ホース〉

0体験E匹業経費(材料代) 251干円 び

泡

切

組

康

適

供

健

の

鍵

び

後

用
及

4
7

利
り

の

く

と

湯
づ

等

広

い

府

ツ

が

都

二さ

e
京

ポ

笠

た

る

る

ス
の
つ
あ
あ

ぴ

民

が

で

が

及

市

な

醤

要

、
、
つ
育
必

室

で

に

所

る

議

と

滅

段

す

会

こ

削

施

封

、
る
賞
、
倹

霊
す
・
経
中
を

-m施
た
り
る
方

展
突
き
な
す
り

、を
で
と
行
在

室
室
が
理
遂
の

習
教
と
管
が
営

実
び
こ
営
化
運

色
及
る
直
朽
や

染
座
す
ら
老
理

、
関
与
か
の
管

芸
種
寄
託
駿
符

陶
各
に
雲
協
同
総

O
に
進

O
Oな

成
果
・
課
題

聖E 06 !聖称水産業費 本年度決算額 愚終予算額 不用額 執行率
部 敏育委員会寧務局

予 項 01 11業費 94，3% 
鱒 自 02.築総務費 6.631千円 7.027千円 396千円 (重聖者}当初予算額
手司 楳 生涯学習牒
目 11 03 j'ゲリty~-管理運営事業

7.027千円

草色 使用料 P?"Ju9-使用料 431干円

基本計画 27多織な学びを支慢する社会教育の充実
主

路収入 P?'リti9-使用料光界再水質等負担金 75千円

な
日

施t量の維持管理及び運営を行い、量豊業 ・桜村の活性化及びI由1現住
財

1目
的

民の癌祉 ・健康1曽進に寄与する.

i也i翼農綜鍵の媛興、生涯学習活動の縫進及びi由i亙福祉の旭道が図れるよう、
施股の維;奇管理を行つだ.

11業妓術研修区室

分 利用包鮫 利用人獄

151回 1.244人

0値段管理委託 2.818千円 視麗質教育室 215回 2.514人

施E量j膏郷、休日 ・夜間管理、舞台吊物l!1揖保守点後、移動観覧席保守点後 1也援活性化教育室 86回 4.958人

全 空溺綾織保守点検、自劃ドア保守点倹、防虫管理、消防Al!備点検、将殊建 l 多目的ホール(エントつンスさむ〉 149固 7.156人
要
な ~物点検、グリストラップ汚泥処理 調理加工実習室 17固 138人
司匹

0施段修絡料 1.910千円 合 Z十 618回 16.010人
務

移動観覧席脱笥式手すり経量化、非常灯
司E

0光熱水費 1.670千円費量

の 電気、水道、下水道、ガス、灯油
概

0備品鴎入賞 50干円要

消火器 (7本〉

0事務費 183干円 成 O新型コロナウイルス感染予防のため、-8s施段の使用制限を行ったが、

消耗品、申締.印刷、テレビ受1曹料、火災保険料 果 農林業の綴輿にかかる研修会 ・講演会をはじめ、笠涯学習や福祉など幅広
い分野で施E宣活用ができだ.

課 0築後20年以上が経過する中で、E量備や機符の老朽化が目立っため、計画
題 的な修繕を突自首するなど、適切な施政管理を行う必要がある。
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軟 10毅育費 本年度決算額 思終予E革綴 不用額 輸行率
gs 獄育委員会事務局

予 項 04社会毅育費 97.3% 
S車

目 06役会教育施設費 1.173千円 1.205千円 32干円 (fO者)当初予算額科 1車 生涯学習線
目 司E

03たちばな会館管理運営事業
1.205千円

量確 諸収入 たちばな会館管理光烈氷費負担金 291干門

基本計画 27多僚な学びを支j量するな会叙育の充実
主
な

目 偽地区における生涯学留及びコミコニティ活動の拠点として当肢 宿高
施E量を管理運営し、 i由戚住民に各稽活動の燭を鍵供するとともに、 濠

的 施段の利用の促進を図る.

0施役維I苦管理費 1.173千円

-需用費 〈消耗畠賞、燃料費、光熱水費、修飽賛〕 617千円

-役務費 (通信遅繊賞、火災保隙料〉 67千円

-委託絢 (飽E量管理祭託料、 消防設備等保守点倹雲託料〉 489千円

主 く利用状況>
要
な 区 分 利用回鍛 延べ利用者叡

" 会議室 34回 212人
手若

大会』祖霊 17(9] 163人

" 料理実習室 4固 12人革量
の 利霊1
担E 101固 390人
要 和室2

多目的ホール 160回 1.376人

合計 316回 2.153人 成 0地l量の学習活動及びコミュニティ活勧の拠点施段として適正に縫湾管理
県

することで、施綾を活用した郊果的な地1曇活動を促進することができた.

1聾 0かねてより倹討している~!主の管理方湿などの見直レについては、引き

鐙 続き、 ttll元の意向を聞きながら、機討を進めていく必要がある.

軟 10毅育費 本年度決鱒3s 鰻終予鱒額 不用額 輸行率
gs 教育雲員会事務局

予 項 04社会叙育費 96.7% 

'車 目 06往会教育6191量買 1.216千円 1.257千円 41千円 (iS司!;)当初予算額
科 線 生涯学習線
自 事

04網野毅育会館管理還営事業
1.257千円

量革

基本計画 27多織な学びを支!量する社会教育の充実
主
な

自 教育及びi由1畢の文化:1!i1!l.生涯学習の鎚点として当叙施肢を管理 財
運営し、1由I豆住民に各樋活動の燭を!ll供するとともに、錨伎の利用 源

的 の促進を図る.

0施~量産錨管理費 1.216千円 く利用状況>

-需用費 (消耗昆費、燃料費、 光然水費、 修鰭料) 487千円 区 分 利用回叡 延べ利用笥霊童

-役務費 (通信運繊賞、火災保陵料等) 48千円 1階和室 78固 639人

0固 0人

消防t量備高野保守点倹委託料、防火河象物定期点倹報告 1園綴室 55固 248人
主 業務雲氏料) ! I 2飽和室 0回 O人
H 
な -使用料及び賃借料〈テレビ放送受信料) 14干月 六ホール 155固 1.639人
司E

-備品鴎入費 (消火路3本) 20千円 全 館 6悶 560人
務

合計 294固 3.086人

• 鎌

の
事E
要

成 0人種学習やi也i畢の拠点施股とレて適正に維符管理することで、施般をj舌
果

用した羽黒的な学習及び1也1或活動を促進することができた.

課
0かねてより倹おしている錨肢の管理方活などの見直しについては、引き

題 続き、地元の意向を聞きながら、倹討を進めていく必要がある.
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<様式2>

重点目標

基本的方針

1.施策の方向性

京丹後市教育振興計画

施策評価・進捗管理調書〈内部評価結果〉

巾孟一一t佳一芸

学校.地均波書の逮燐により仏、京丹後市の歴史.文化等を学ぶ『丹後学Jを進めるなど、二子どもたちのふるさとへの愛着と締りを育みま
す。また、市肉の豊富な歴史文化資源の保護・活用に取り組み、資料館施設の整備充実と併せて、歴史文化について深い理解と関
心を持つ人材の育成・活用を進めます。
また、市民や団体による主体的な文化芸術活動等を推進することにより、文化の濠り高いまちづくりに寄与します。

E宮町高-

E①京丹後市の歴史・文化・自然等を活用した学習を充実するため、小中一貫教育による「丹後学Jを積極的
に展開します。特に、世界ジオパークに認定された山陰海岸ジオパークの地質遺産を活用し、小学生を対象
にフィーノレド学習を実施します。

1.豊かな歴史文化等を学習する機
会の充実

②子どもたちが地場の人々の仕事や生き方にふれることは、地域を再発見することにつながります。学校支
援ボランティアや丹後の歴史に精通した京丹後史博士等を活用し、地域の人々が学校闘の教育活動を積短
的に支援する体制を拡充します。

2.地域の文化財の総合的な保存と
活用

3.資料館施設等の整備充実

③文化財セミナーや京丹後史博士育成講座、文化財の見学等、市民を対象とした歴史・文化の学習機会を
充実します。また、京丹後史博士等の人材活用を図り歴史文化財の普及啓発に努めます。

①市内の貴mな歴史・文化等を保護し後証f;::{云えるため、文化財の管理や建造物等の修繕、郷土芸能の道
具の更新、映像記録作成等を過して文化財の保全と活用を図り、伝統芸能を継承していきます。
②京丹後市史編さん事業や発掘調査等の文化財調査での成果や刊行物を基に、郷土の文化財を活用し市
内外の人々の理解を深める活動を進め、地域づくりに活かします。
③京丹後市ホー〈ページのデジタルミュージアム、文化財ライブラリーなどインターネット環境を活用して、丹
後の優れた文化財、調査成果について発信していきます。
④古代丹後を代表する網野銚子山古墳、赤坂今井境基等の史跡をはじめ、地域文化財の総合的な保存と
活用を進めることで郷土への誇りと愛着を培います。併せて文化財保存活用地域計闘を策定し、丹後の輝か
しい資産を観光や地域復興に積極的に活かします。

①市内の資料館施設で郷土の歴史や文化財の展示会を閥福L、市民や市外の人々に、巨大古漬l瓦象蚕さ
れる古代丹後の輝かしい歴史や、それ以降の丹後の歴史、丹後ちりめん、文化財や鳴き砂、ジオパーク等に
ついて理解してもらうための普及啓発を図ります。
②児童生徒を対象とした社会科学習、郷土学習を進めます。
@郷土の歴史や文化財の鯛査を進め特別展示、企画展を開催するとともに貴重な資料を保管し後世に伝え
ます。
④資料館施設の整備充実を図り、市内外の人々が歴史や地域の文化財への関心を高める活動を推進しま
す。

①文化芸術に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、関係機関及び団体と連携し、地域の特色を
生かした文化事業を行うとともに、市民の自発的かっ日常的な文化芸術活動を支援します。

4 文化芸術活動の推進 ②市民の豊かな心を育むため、丹後文化会館など関係施設を活用して、市民が優れた文化芸術に親しむ機
会を充実させるとともに、丹後文化会館の改修に向け京都府に対し要望活動を進めます。

【参考】施策に関連するその他の計画

計画名称
』

計画概要 策定年月 針画期間 -ELr-四-・ 備考

市の目指す基本理念、目標、将来像などをホした「基本構想J
平成27年度~

第2次京丹後市総合計画 と、その構想、を実現するための各種施策を総合的、計画的に体 平成27年3月
系化した「基本計爾J

令和6年度

市内に所在する多岐にわたる文化財を適切に保護し、その中か

京丹後市文化財マスター ら特に学術的に重要で、まちづくりの観点からも価値が高いと判
平成18年10月

計画期間の定

プラン 断される史跡等文化財に対して、保存及び活用整備をすすめる めなし
ための方向性を示すもの

国史跡網野銚子山古境整
「丹後王国Jを代表する国史跡網野銚子山古境に関して、京丹 当面の計画と

当面整備計画として概ね6年
後市史跡整備検討委員会を組織して専門的な立場、地元の立 平成23年3月 して概ね6年

備基本計画
場からの検討を加えて基本計画を策定した 間

の計画も策定
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-胃.，，_ーー l※各事業の成果・課題について

2 主な取組と構成事務事業一覧ー望E型ー-且姐・ n;t :~lj紙決算附属資料参照 -liI9軍司司・ '.1 
1.豊かな歴史文化等を学習する機会の充実 | 決算額(単位:千円) ~務の改善

主な取り組み .". I I"'\n~'" O'"orK I ""，..:... i.Iå"" ~X I ，"，...::;z_Þ.It.r~ I評価を踏まえた
↓l 事務車業名称・卒業内言明績) 1担当課 1 R2決算額 IR3決算額 |師算額|今後の方向性

1)京丹後市の歴史・文化・自然害事を活用した学習を充実するため、小中一貫教育によるf丹後学Jを積極的に展開します。特に、世界ジオパークに認定さ
れた山陰海岸ジオパークの地質遺産を活用し、小学生を対象にフィールド学習を実施します。

② 子どもたちが地繊の人々の仕事や生き方にふれることは、地岐を再発見することにつながります。学校支援ボランティアや丹後の歴史に精通した京丹
後史博士等を活用し、地域の人々が学校園の教育活動を積極的に支援する体制を拡充します。

③ 文化財セミナーや京丹後史博士育成講座、文化財の見学等、市民を対象とした歴史・文化の学習機会を充実します。また、京丹後史博士等の人材活
用を悶り歴史文化財の普及啓発に努めます。

1 豊かな歴史文化等を学習する機会の充実 4 ・ 1 l' 決算額(単位千円)， 1事務面亘書

主な取り組み ーーーーー - a E - 一 ' I ，...^ :... ~~ I n":....T.lt.rorX I ，.......:2_-=-eoX I 1搾画蚕踏ま正忌R2決算額 1R3決算額 1R4予算額 lil 事務事業名称・事業内容(実績) I担当課 I nL'A-:J"f'1D{ I """'̂-:Pt-tIJl I n...，. J' ，，""UR  I 今後の方向性

.文化財保緩啓発事業 |文化財保護課 1 /1 /1 /1 
市内に数多く残されている文化財や調査成果などを市民などに公開することで郷土の歴史や 1 / 1/1/1 統合(整理)

文化財について学ぶことのできる機会を提供し、その認織を高める。

2.地爆の文化財の総合的な保存と活用 | 決算書買(単位:千円) I 事務の改善

主な取り組み ー ー‘ “ - --T-Iu - z f-ha. I n^:+t _~X I ，...，，:-h_e'iS I nA .:2._~ I際価証路まえた
月 司 ー・ "一一一一 一一一_.一一 R2決算綴 1R3決算額 1R4予算額 l

Lj 事務事業名称・事業内容(実績) I担当課 I '\LI^~UR I "ù/^~UR I 1¥'" r o;Pf-UR  I 今後φ方向I!

n市内の賓室な歴史・文化等を保護し後世に伝えるため、文化財の管理や建造物等の修繕、郷土芸能の道具の更新、映像記録作成等を通して文化財
の保全と活用を図り、伝統芸能を継承していきます。

② 京丹後市史編さん事業や発掘調査等の文化財調査での成果や刊行物を基に、郷土の文化財を活用し市内外の人々の理解を深める活動を進め、地続
づくりに活かします。

③ 京丹後市ホームペーフのデジタルミユージアム、文化財ライブラリーなどインターネット環境を活用して、丹後の優れた文化財、制査成果について発信し

ていきます。

④古代丹後を代表する網野銚子山古境、赤坂今井境基等の史跡をはじめ、地減文化財の総合的な保存と活用を進めることで郷土へのE寄りと愛着を培い
ます。併せて文化財保存活用地域計画を策定し、丹後の輝かしい資産を観光や地減振興に積極的に活かします。

1|市指定文化財等補助金 |文化財保瑳諜 I I 
文化財の修理などの保全事業に対して補助金を交付することにより、賞盃な文化財を守り次世 I 2，000 I ー| ー| 統合(整理)

代に引き継ぐ。

2|史跡等維持管理事業 |文化財保護課

指定文化財及びそれに関連する施設の草刈や補修等の維持管理を行い、指定文化財の滴切 I 1，781 I ー| ー| 統合(盤理)

な管理活用を図る。

31指定文化財等管理事業 |文化財保渡課

文化財の修理などの保全事業に対して補助金を交付することにより、食重な文化財を守り次世 |
代に引き継ぐ。 また、指定文化財及びそれに関連する施設の草刈や補修等の維持管理を行い、
指定文化財の適切な管理活用を図る。

iI遺臓刷業 |文化財保護課 | 
丹後の特色と歴史を物語る重要な文化財の環境整備を推進し、教育・観光・地域づくりの資源、

などへ有効に活用する。

~遺跡発棚査等事業 |文化財保設課 | 
発掘開査等により、市内の遺跡、を効果的に保醸するための資料を得るとと色に、 開発等により現

地保存の困難な遺跡の記録保存を図り、文化財の保護活用につなげる。

~地域文化財総合活用推進事業 |文化財保謎課

市内に数多く残る文化財について、指針となる文化財保存活用地域計画の策定を行うことで、 | 
市の歴史文化の特色や1果題を明らかにするとともに、その課題解決に向け教育、観光、地域づく
り等の各分野が地域資源、として有効活用につなげる。

7lt也減文化財総合活用推進事業【繰越】 |文化財保護課

市内に数多く残る文化財について、指針となる文化財保存活用地域計画の策定を行うことで、
市の歴史文化の特色や際題を明らかにするとともに、その線題解決に向け教育、観光、地場づく
り等の各分野が地主主資源として有効活用につなげる。

4，546 I 6，621 I 統合(整理)

46，150 I 49，293 I 拡大

拡大

6，565 1 5，633 1 現状維持
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3.資料館施設等の整備充実 | ♂ 決算額(単位:千円) 1 事務の改善

主な取り組み 一 一一 ーで勺f 一ーァー ， 町・ ‘I nl"l:"'-=-~iS I n":-h.....~iiI'ö I nA .:iZ._~ ~j:IIi I評価を詰まえた
R2決算額 |間決算額 1R4予算額|ij 事務事業名称・事業内容(実績) I担当課 I I U"' -̂.rt-l2>t I I \....，""~lnt I '¥""T ，-~JD( I 今後の方向竿

① 市内の資料館施設で郷土の歴史や文化財の展示会を開催し、市民や市外の人々に、巨大古績に象徴される古代丹後の輝かしい歴史や、それ以降の
丹後の歴史、丹後ちりめん、文化財や鳴き砂、ジオパーク等について理解してもらうための普及瞥発を図ります。

② 児童E生徒を対象とした社会科学習、郷土学習を進めます。

③ 郷土の歴史や文化財の調査を進め特別展示、企画展を開催するとともに食重な資料を保管し後世に伝えます。

④ 資料館総設の整備充実を図り、市内外の人々が歴史や地域の文化財への関心を高める活動を推進します。

8|郷土資料館管理運営事業 |文化財保護諜

民俗資料等の収蔵、鯛査並びに公開施設である郷土資料館の維持管理を行い、郷土の歴史
や文化遺産に対する住民の関心を高める。

9|古代の里資料館管理運営事業 |文化財保護課

2，719 29，484 2，696 現状維持

考古資料・美術工芸品等の収蔵・調査・公開施設である丹後古代の里資料館の維持管理を行 I 49，994 I 1l，412 I 13，780 I 現状維持
い、文化にふれあい、歴史を学ぶ機会を提供するとともに、郷土の文化遺産に閲しての住民の関
心を高める。
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3 資料館施設等の整備充実 決算額(単位:千円) 事務の改善

主な取り組み F I :'_ 回目甲開7Im rJ 同 . .←甘司Fー『γ同-一rー 評価を踏まえた
R2決算額 R3決算額 R4予算額

i 事務事業名称・事業内容(実績) II日当課 今後の方向性

101資料館等指定管理施設運営事業 |文化財保護課

琴引浜鳴き砂文化館の維持管理を行い、家引浜の鳴き砂の保全及び保護啓発活動、自然潔 8，562 8，977 8，586 現状維持

境学習の援助並びに促進を図る。

4，文化芸術活動の推進 決算額(単位:平円) 事務の改善

主な取り組み， "・ p

R2決算額峨算額 |岬額
E平価を踏まえた

司肝--_.-....~ーー.

t 事務事業名称・事業内容(実績) |担当課 今後の方向性

|①文化芸術に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、関係機関及び団体と連機し、 地減の特色を生かした文化事業を行うとともい、市民の自
発的かつ日常的な文化芸術活動を支媛します。

② 市民の豊かな心を育むため、丹後文化会館など関係施設を活用して、市民が優れた文化芸術に親しむ機会を充実させるとともに、丹後文化会館の改

修に向け京都府に対し要望活動を進めます。

!2.l文化芸術事業 |生涯学習課

市民の豊かな心を育み、生きがいのある生活を送ることができるよう文化芸術活動を支援し、ゆ 34，410 35，645 34，428 現状維持
とりと潤いのある社会づくりを推進する。また、文化芸術振興審議会を設置し、文化芸術振興計画
の策定に向け、調査・審議する。

上犯の『主な取り組み』への位置付けが困灘な事業 決算額(単位:千円) 事務の改善

、戸
ー R2決算額 R3決算額 R4予算額

r I平価を踏まi.た
事務事業名称・事業内容(実績) |担当課 今後の方陶性

121文化財保護審議会委員設置事業 |文化財保護課

文化財の指定解除等の諮問機関である文化財保護審議会で、文化財の保全及び活用につい 225 171 269 現状維持

て調査・審議を行うことで、市の文化財の保全や活用に資する。

131文化財保護一般経費 |文化財保謹課

文化財保管施設の維持管理及び各種文化財保護関係団体の活動を推進し、文化財の保護と 308 216 357 現状維持

活用を図る。

針 135，447 149，772 127，505 

3 教育振興計画で掲げている主な目標指標
学校・地域の連携により、尽丹後市の歴史・文化等を学ぶ「丹後学Jを進めるなど、子どもたちのふるさとへの愛着と誇りを育みます。また、市内 l

基本的方針
の豊富な歴史文化資源、の保護・活用に取り組み、資料館施設の整備充実と併せて、歴史文化について深い理解と関心を持つ人材の育成・活
用を進めます。
また、市民や団体による主体的な文化芸術活動等を推進することにより、文化の薫り高し、まちづくりに寄与します。

' 

i 計画作惇E 一平~ま 実績儀(現I言状)言

F 

目標指標 単位
信標値

、，
『匪 官

、 惇亙

文化財セミナー、京丹後史博士講座等の文化財事業参加者数 人
1，468 

H25 262 R3 R6 (5事業‘ 17~ 1，700 
座}

資料館、文化館入館者数 人
13，808 

H25 8，237 R3 18，000 R6 
(3施設)

史跡整備 遺跡 6ト125 71 R3 81 R6 
主な目探指標

主主丹後史博士の認定者数 人 66 R3 120 R6 

文化協会加盟サークノレ数 団体 170 H25 135 R3 200 R6 

文化芸術事業の開催回数 回 -1 Rl 48 R3 100 R6 

京都府丹後文化会館利用者数 人 -1 Rl 9，738 R3 42，000 R6 
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4.施策の進捗状況の評価と今後の課題[基本的方針の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか] [lJm:l:1)t1 1M-
進鯵状況区分 評価 令和3年度成果と今後の課題。予定以上に進んでいる 《文化財セミナ一、京丹後史1尊士講座等の文化財事業参加者数》

0 予定どおり進んでいる
新型コロナウイルス感染症の関係で、京丹後史博士育成講座は休止し、京丹後市文化財セミナーはl回開催した

企 少し遅れている
(85名)。このほか、外部からの出前講座等の対応を行った(14回、262名)。
今後は、対策を講じながら、セミナーや講座を通常通り開催し、 目標値に近づけるようにしたし、。

× 大幅に遅れている

《資料館、文化館入館者数》
新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣言により、丹後古代の塁資料館・郷土資料館・鳴き砂文化館は令和3

年4月25日から5月31日までおよび8月27日から9月17日までを臨時休館とした。臨時休館および学校関係、の利用が
激減したため、前年度実績と比べ入館者が半減した。
今後は、各館ともに対策を講じながら開館、事業実施を行い、集客増につなげてし、きたい。

《史跡整備》
網野銚子山古境整備事業は、京丹後市史跡整備検討委員会の指導を得ながら平成29年度には環境整備基本

設計を実施し、平成30年度より整備工事を進めている。

令手口3年度は、検討委員会の指導を得ながら境丘樹木の整理伐採、前方部の境丘復元、周濠整備を行った。令
平日4年度以降も引き続き、環境整備事業を進め、令和6年度には完成予定である。

.... 《京丹後史博士の認定者数》
令和3年度は講座の開催を見合わせたため、認定者数に変化がなかった。 4年度は開催を予定している。

《文化協会加盟サークル数》
新型コロナウイノレス感染拡大及び高齢化のため多くの団体が脱退した、目標を各年度ごとに、ム10団体下方修

正する。各加盟団体が実施の教室や大会、市協会が実施の総合文化祭、サークノレ体験会を通じて、 市民へ芸術鑑
賞機会を提供することができた。今後も、 市民が文化カを高め、加盟サークノレ数増加にもつながるよう協会を支援し

ていく。

《文化芸術事業の開催回数》
各地区文化祭、各町文化祭、文化協会総合作品展、小さな発表会、サークノレ体験会、団体PR、アーティスト・イ

ン・レジデンス事業を実施した。

《京都府丹後文化会館利用者数》
新型コロナウイノレス感染症対策で、貸館が少なく、また、収容人数を減らして事業を実施する場合も多い。ホーノレ

の利用日数は72日とコロナ以前の約50%にとどまる。自主事業開催にあたっては近隣市町と連携し丹後地域全体

での利用拡大計画を立てる必要がある。

5.今後の施策展開の考え方(令和4年~令和6年度での主な取組) tilM 

区分 No 具体的1 内容
一 『 ザ

多京面丹的後な市文文化化財財の保保存存活・活用用地を域進計め画るの。策また定文を化進財めるとナとも一に等、の庁講内演や会関、係資団料体館と施の設連で携のを様図り、

l 
セミ 々

な展示、体験事業を開催するとともに、出前講座への積極的な対応も行い、学習する機会の光

実を図る。

網野銚子山古墳の盤備事業では、境丘の補修、図路整備、周濠整備のほか、進入道路、駐車

施策展開の考え方 2 場等の整備を行う予定である。これにより、市民や外からの観光客に、日本海側最大の前方後円
.tJtの姿を示し、地域学習や観光スポットとしての活用をはかる。

丹後古代の里資料館、郷土資料館、琴引浜鳴き砂文化館を適切に維持管理するとともに、そ

3 れぞれ収蔵資料の内容から機能分化し、市民や外からの観光客に、地域学習や観光スポットとし

ての活用を図る。
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獄 10毅育費 本年度決算額 鰻終予算額 不用翻 宅島行事

予 項 04社会紋育費 95.2% 
gs 主主育委員会事務局

算
目 07文化財保樋費 4，546千円 4，771千円 225千円 (Cs司書}当初予算額

手ヰ
目 4，052千円

課 文化財保線操
司匹

02箔定文化財等管理事業
費量

基本計画 28芸術 ・文化を活かしたまちづくりの縫進
主

文化財の修理などの保全事業に対して補問金を交付することによ
な

目 財
り、貸賃な文化財を守り次世代に引き継ぐ.また、自冒定文化財及び

源
的

それに閲速する施段の草刈や補修等の縫湾管理を行い、指定文化財
の適切な管理活用を図る.

0コつノトリモータリング事業 784千円

0京舟後市提言定文化財等捕悶金 21(牛 2，389千円
国指定特別天然記念物・コウノトリが市内3か所で営巣した定め、モニタ

(内訳〉・園、府箔定登録文化財補助金E査当分 111牛 1，509千円 リング!it見買を置き、銀頭・記録を行うとともに、製周辺の立ち入り制限な

-京都府社寺等文化資料保全補朗金骸当分 101牛 880干F9
どの保11;舌劃を行った， (期間:令和3年4月1臼-6月28日〉

(京丹後市指定文化財及び宋指定文化財のうち補闘要件を満たすもの〕

字申社 ・寺院建物の修理、覆屡・収蔵庫の修理、民俗芸芸能の道具の修理・新 0指定文化財署板等修繕 288千円
主 綱、史跡の修理などを受11. . &見明板、案内電板等修繕 ・股置工事費 285千円
要
な ※草書誓 令利2年度実績 (しわ慣 ・超氷 ・売市神社 ・臓部鏡子山白1貴・豪異聞遺跡看板等)
事

補朗1牛敏 281牛 -看板土地i首上料 (3か所) 3千円務
補問金額 2，()()(コ千円

司匹
事業総額 22，550千円 0指定文化財関連施股管理経費 72千円費量

の -郷符断層、丹後震災~G~館等の指定文化財施殴の維路管理経費 45千円
概

0史跡等E草刈 ・環演奏{じ委託 1，013千円 -火災保険料 (18口大野村役場庁曾、郷符断慮、浜結遭跡復元住居) 27平円要

伸明山古演、図石浜遺跡、赤tdl今井I貴重、産主山古I賞、郷柑断.、 0市内に鍛多く残る文化財の保全のために、修理等への補問金を交f寸し、

!日ロ大野何役11庁含、湯舟頒2書演、竹野裕社E里震保全地区、高山12号i費、 成
文化財所有者等の負氾軽減と費量な文化財の保全を図ることができた.
0コウノトリの営巣に伴い必要な保援活動を行い、コウノトリの個体保護

遠慮遺跡、黒部銚子山古i員、震災記念館用地、大谷白IJI、浜As遺跡、 男連
に寄与することができた.

細川ガラシャ夫人隠獲1也、岡1号潰 E十16件 課 O~跡や周辺施股等の環境監備を行うことにより、文化財の保全が図ら

題 れ、文化財見学等の利用促進につながった。また、文化財案内看板等のE十
函的な豊富備につとめ、来初蓄の利便性向上と文化財の保t量密発を図る必要
がある.

言抵 10叙育費 本年度決鱒額 思終予算額 不用額 輸行司E
g(l 裁育委員会.務局

予 項 04社会主主育費 99，6% 
算

目 07文化財保積費 46，150千円 46，332千円 182千円 (惨害)当初予算額
科 課 文化財保磁楳
目

" 03遺跡盤備事業
46，332千円

業 国補 国宝.要文化財等保存・活用事業補問金 (1/2) 22，617千円

基本計画 28芸術・叉{じを活かしたまちづくりの縫進
主

市慣 遺跡盤備事縫慣(過疎対策慣〉 21，900干円|

な
目

丹後の特色と歴史を物語る鍾重要な文化財の環涜整備を縫進し、毅
財
源

的
育・観光・ 1由l茸づくりの資源などへ有劾に活用する.

国史跡網野銚子山古I買について、平成23年度に策定した醤備基本計画に基づ
き、史跡の保容を図りつつ鐙備工複を行った.聾備工事l立、条例に基づき殴置 01申明山古I員環tJtg備事業費 3.250千円
した~丹後市史跡麹備積討委員会、文化庁等関係機関の箔導を受け実施した.

-委託料 環境盤備繁務E量~t監理委託料 308千円〈令手日6年度完成予定〉
また、面史跡伸明山首演について、 I貴丘の保全を阻容する樹木の整理伐j果及 まE木伐探委託料 2.006千円

び園路階段の術修を行つだ.
-ヱ事務負費 作業遺憾出筒階段illl修工事 936千円

0網野銚子山古i員盤備事業費 42.900平円
δ演i員丘上の危険木・支障木伐探19本分、木製階段・手鑓取醤工事23段分

主 史跡g備被討委員会委員報酬 48千円
要

-報酬

な (1回開催、 委員12人)
事

-旅費 史跡盤備検討委員会委員惨集係費等 184千円
務

-需用賀 消耗品質 85千円
事

-委託料 実施彼自+委託料 2，970千円業
の 工事監理委託料 1.485千円
概

維持管理草刈委託料 703干円要

-工事務負費 環涜盤備工事費 37.425千円

I責丘部の重量理伐採69本、 l貴E前方自BのI寅丘復元盛主工574rrl、周}竃褒 成 0網野銚子山古演については、史跡重量備被討委員会の指導を~け、白演の
示工〈新股)1430rrl・表面舗装1571rrl等. 果 保ff.・活用を図るための環焼型車備工司Eの一昔日を遂行できた.

• 10神明山δl貴については、 i責丘の危険木等を伐保し、適切な維持管理を図
按 るとともに、後円部i量丘上からの眺望を確保し、環境髭備と活用に資する
題 ことができた.
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音量 10叙宵費 本年度決算額 燈縫予算額 不用額 輸行事
部 叡育委員会g務局

予 項 04社会毅育資 99.4% 
鱒

目 07叉化財保復費 6.606千円 6.641千円 35千円 (O警}当初予算額
科 8軍 文化財保磁操
包 司匝 6.641千円

幾 04遺跡発短調盗等寧業
聞補 国宝彊要文化財等保寄 ・活用事業費補問金 (1/2) 3.3αコ千円

基本計画 28釜術・文化を活かしたまちづくりの縫途
主

府補 埋蔵文化財緊急発鋸調査賀補防金 (1/4) 1.650千円

な
日 発婦関益司書により、市内の遺跡を妨果的に保強するための資料を 財

得るとともに、開発等により現地保寄の因鑓な遇跡の記録保評を図 源
的 り、文化財の保班活用につなげる.

j則自渇i~ (網野町;兵E齢 、東風ヶ奥遺跡(大宮町河辺〕の発繍絢査を実施 くI用量係重量>
レ、報告.を刊行し1e.また、網野銚子山古tA(網野町網野〉発婦関査の報告
-刊行に向け、盤理作鍵を行った. -浜E吉遺跡(現地調査令利3年5月6目-31日〉

府営住宅跡地の分線計画に先立ち、事百図確銀側査を行い、周辺の旧地形の

0会計年度任問隊員任用経費 3.945千円
復元を事えるデータを得ることができた.また、令利2年度調査で見つかっ
1e貝I軍から出土した縄文土器 ・ち鶴 ・貝類 ・骨類の盤理作鍵を行った.

(発娼調査備制J!l.艶理員 ・作業員9人)

主
-報酬 3.591干円 -東風ヶ輿遺跡(現地調査令和3年6月29臼-7月308)

要
な -報酬期末手当 132干内 墓地造成計画に先立ち、軍E図礎廊調査を実施し、弥生時代-ol.時代の主

事
-共済費 (錆災保険制、雇用保験料〉 23平円

告書を確認しだ.

務
-費用弁償 199千円 -網野銚子山吉繍 〈盤理作業のみ〉

事 平成28年度-31年度に実施した発EE(m令畜出主遺物の掻理や、遺憎のデジ
量量 タル化、赤色立体図の作成を行った. 初5年度級告.発flJ予定)
の 0発短調査等経費 2.661千円
相E

• 611. (飽4園) 11千円H 
-需用賀 (消粍昂、発電機燃料代、 印刷製本費等〉 395千円

-役務費(レ尿汲取手獄料〉 4千円 成 O浜路遺跡の甥盗では、当隠の土地利用や値笠等、海辺の縄文人の葛らし

-餐舵刺 (網野銚子山古t轟に関する遇制層図面作成 ・赤色立体1由図等作成餐託料〉 製 を知る上で貴賓な成果を確ulできた.
OJ軽風ヶ奥遺跡の調査でl<t、土地利用や遺物の倣布状況を確認できた.

1.864干円 線 0網野銚子山古演では、遺物の益理や遺構のデジタル{じ等を進め、報告.

-使用賃借料(軍機 ・微織栂奥 ・仮段トイレ借上料〉 387干円 題 発明Jの準備を進めることができた.

款 10叙育費 本年度決鱒u 銀総予算額 不用額 税行事

予 項 04往会穀育費 90.2% 
86 教育委員会事務局

'‘ 目 07文化財保蹟賓 6.日 5干問 7.275千円 710千円 (O考)当初予算額
科 銀 文化財保樋課
包

" 051也i或文化財総合活用 挺進事業
6.174千円

電量 国補 文化主主術綴興費補期金 6，539干円

基本計画 28芸術・文化を活かし定まちづくりの縫進
主

市内に獄多く残る文化財について、指針となる文化財保存活用地
な

B 財IIU十回の策定を行うことで、市の歴史文化の特色や課勉を明らかに 源

的
するととちに、その繰題解決に向け叙育、観光、1也l現づくり等の各
分野が地lJt資源として有劾活用!こつなげる.

文化財関係者および、商工 ・ 観光関係者等が~iiliiしだ策定t~~担金及び保惇 ・
081務総資 33千円

活用分科会を股置し、文化財保存活用地1量計画の作成を進めた.
-消耗昂費、i由区7ヲンケート返信用切手代

0文化財保評活用地1量計画策定i溢旗会開催経費〈委員15人〉 163千円 (1由区アンケート・・神社・寺院・祭礼行事の窓際鈎盃とともに、民俗行事の現

-随!JI会鐙員削金半日X2回 (4 .. αxl円X延べ26人〉 104千円
状Ie!煙、地i豆資源の鐙り起こしを行ったもの.) 

-蟹員費用弁償 59千円

主 R縁起閉山 &日3千円|
要
な 01也i羽十回東定協脳会保存分手司会開催経費 (委員3人〉 85千円 惨害 r実質的な予算輸行事 | 四 7%1
E匹

-分科会委員i罰金 半日X2固 (4，()()(コ円X6人〉 24干伺
務

-餓担保費 61千円 -令草04年度への繰超81業 692千円
81 

~舟1量市文化財保寄活用地i量計画策定業務 令初4年12月完了予定重量
の 01由I車計画策定路餓会活用分科会開催経費〈委員7人〉 57千円 !
慨

-分科会餐員捌金 半日X2固 (4，000円X12人) 48千円要

-餐員賞用弁明E 9干円

成 OtAA担金及び分科会を鮫置し、雲員の意見を閣きながら、計画作成を進め
QAt図策定雲氏料 6，227千円 果

た。(令平日4年12月文化庁偲定予定〉

-文化財保寄活用地i或計画策定受媛委託料 線
0計画策定後、本計画を実行.r畦道していくための枠組みや体制づくりが

題
重要な課題である。
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獄 10叙湾，. 本年度決鱒1ft 銀総予算額 不用額 知行事
部 教育委員会事務局

予 項 04社会毅育費 98.7% 
Jl B 05資制官官費 29，484千円 29，866千円 382千円 1・曹)当初予JlU
科 操 文化財保温謀
自 • 01郷土資料館管理運営事業

30，773千円

書量 使用制 甥主資料館入館軍司 18干円

基本計画 28芸術・文化を活かしたまちづくりの縫進
主

市慣 旧社倉教育施t主解体事業慣〈公共施股等適正管理縫進慣〉 23，700千円

な
目

民俗資制等の収蔵、調査盤びに公開施役である郷主資料館の総符
問
源

的
管理を行い、郷主の歴史や文化湿度に刻する住民の閲~を高める.

..に残る市所蔵の民俗資料、古文書・興経 ..緒等の適切な保管 ・公開を
[企画展示】

行った.また旧網野郷土資料館解体工事を実施レた.
期間 タイトル | 入館者獄 |

0会計年度i壬周賊員{壬周経費(資料館業務員1人) 730平円 隠 724~R3..8.31 I企画展ffir普のおもちゃJ 147人|

-報酬、費用弁畑町、空ヨ災保険料

【入鰐寄獄'1tE移]
主 0総符管理費 2，056千円
要
な -総河管理経費〈燃科、光界再水費、修浴、通信貴司書〉 1，452千円
司匹

-施股保守管理経費〈貯水畑、浄化砲、消防位備〉 16(コ千円務 ※新型コロナウイルス感猿症鉱穴の1:.により、 4/25~5/31及び8/27~
-施股嘗備雲託料 83干円 9/17を臨時休館としたこと、市内小学綬利用がなかったことから入蛇奮紋

司島
-使用慣備制(コピー僧借上料、テレビ受信斜〉 161千円

I<t大きく回復しなかった.
量量
の
哩k

-その他司医務経寅〈消耗畠、ごみ処理手叡利〉 2αコ千円

裏

0郷土資料館展示室エアコン限付工事 86千円

成 0民俗資料・典籍等の公開nnびに小学生を苅象とした..体み特別企画「昔
0旧綿野郷土資料館解体工事 26.612千円 果

のおもちゃ」展を実施するなど、文化財の普及芭発を図つ疋.

-工事側負費(施股際却〕 25，439平円 保
0今後ち安全 ・安ωな来館替の受入に努めるととち1こ、常股展示の配置や

- 工事監理~m料 1，1αコ平円 題 展示資料の解説内窓などを工夫、改轡していくことが煤鱈である.

-処理手獄料〈際消火種、鉄屑等〉 73千円

E担 10叙育資 本年度決算額 思終予算額 不用電車 執行事
86 毅育委員会寧務局

予 !J( 04祉会叙育費 98.8% 
Jl 

目 05資料館費 11.412千円 11.542千円 130千円 ("警}当初予算額科 課 文化財保腹膜
自 • 02古代の里資料館管理運営事業

11，541千円

音量 使用刺 古代の霊資料館入館料 340千円

基本計画 28さ術 ・文化を活かしたまちづくりの縫進
主

路収入 古代の霊資料館絢蓋教室実習料 93千円

者古資料・鍵術工芸品等の収臓 ・調査 ・公開施股である丹後芭代
な 路収入 古代の里資料館・軍事販売代金 129千円

目の史資料館の維i署管理を行い、文化にふれあい、歴史を学ぶ機会を
財

的!l!供するとともに、郷土の文化遺産に関しての住民の関山を高め
1目

る.

告白資料・鍵術工室田を適切に保管 ・公開し、文化財の保瞬、箇及芭発を
[企画展示]

図った.
期 間 タイトル 入館者恕

R3.424~R3.8.1 曹季企画展都「地憾の中の濁舟頒2号繍」 437人

0会計年度任問脂質任用経費(資料館業務員4人〉 8，384千円 R3.1 0.2~R3.12.26 主~季企画展ffir永浜字平の2主涯」 555人

-事E酬、期末手当、共済賞、費用弁償 R34.2.19-R4.4.10 :a函展示「丹後震災の記憶」 282人 l
主
要
な 0総符管理、展示等に閲する経費 3，028干月 [入s雷恕・ 1量移]
事 -錐路管理経費〈悠料、光純水費、修事章、通信賞、火災保険) 1，630千円

|ぷ人 |2Z人 |ぷ人 |ぷ人 |

務
'b1!i股保守管理経費(電気位備、浄化情、消防段備〉 389千円

• .sIIi股u備雲氏料 部千円
業 ※新型コロナウイルス感染症広大のE駐留により、 4/25~5/31及び8/27~
の -使用料及び貿信料〈コピー機、湾;帯用具、主UB借上げ等〉 462千円 9/17を臨時休館としたこと等の1:.から、入官官笥奴が微i曽~るにととまっ
曹k

-その他・務経費(消耗品、ごみ処理手霊堂料〉 28t:コ千円 1乙
H 

-展示関係経質(展示パネル印刷、旅費、有料道路通行料等〉 181干月

成
0者古・歴史資料の公開により、文化財の9及芭発を図つ疋.
0小中学綬のi由1量学習筋股として活用することで、市内小中学生に対して

果
市内の歴史に閲する知i撲を深め、 fllllslを高めることができた.今後ちより

!.! 一畑、小中学絞のI也峨学習への活用を図っていく必要がある.

E車 0開館から25年以上が経過しており、館内股備の計画的な更新等が今後の
後討課題である.
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款 10 毅育費 本年度決鱒額 11終予算額 不用額 敏行率
gs 叙育委員会車務局

予 項 04社会毅育費 97.9% 
J!i 

目 05資料館賞 8.977千用 9.165千円 188千円 (重望者)当初予算額
料 線 文化財保腹膜
自 司E

03資料館等指定管理施股運営事業
8.587千円

事皇

基本計画 28芸術 ・文化を活かしたまちづくりの縫進
主
な

自
琴ヨl浜喝さ砂文化官官の錐}署管理を行い、琴引;民の喝さ砂の保全及

財
宣車

的
び保i董芭発活動、自然環tfl学習の湿紛鍾びに促進を図る.

帽 一腰醐 l 浜鳴り砂を守る会が管理運営を行った.環境学習のための毅育li¥S股であるとと
ちに、 山隆海岸ジコヲパークを紹介する観光施段としても霊安な腿点と位置付け
ている.

0琴引浜崎き砂文化館18定管i聖餐E毛利 7299千円

主
褒
な 0使用料及び賃借料 1288千円
司匹 公益財団活人日本ナショナルトラストへの建物質借料及び主地
重量 所有者への駐車1車用1由貿惜刺

'匹
音量
の 0箔定管理書体鍵協力金 390千円
司邑

~隠j;f:;館期間 (4/25-5/23及び8/27-9/17)要

[入館者鼓 ・民主移} 成
0各種彼寮受け入れやジコヲパーク関連穆築、ガイド恵鍵への支}量・協力な

I H30 I 隔 | R2 R3 I 課
とを行い、京丹後市を代表する自然系の展示施段としての役割を果たし
た.

I 9.787人 I9.520人 I6.055人 I6.443人 | 援 0リピーターをさむ市内外からの利用寄獲得ヘ向け、展示内聖書のリニュー

簡 7フル等の検討を進めるほか、施t量修絡を計画的に実施し、 適正な管理運営
※新型コロナウイルス蛾染症鉱大の影自信により、 4/25-5/31及び8/27- に努める必要がある.
9/17を臨時i本館としだ~.から、入館者訟が微I普するにとどまった.

軟 10毅育費 本年度決鱒餓 最終予算額 不用額 執行事
gs 紋育委員会恵務局

予 項 04社会毅育費 99.4% .. g 02 U会教育111滋賀 35.645千円 35.858千円 213千円 (惨害)当初予鱒3JI
科 線 生涯学習限
自

" 05文化苔術事鎌
34.976千円

重量 府補 きょうと1也I量蓮田車交付金(文化芸術事E黛〉 2.256千円

基本計画 28芸術 ・文化を活かしたまちづくりの縫進
主

市民の豊かなゆを宵み、生きがいのある生活を送ることができる な
自 ょう文化窒術活動を支!iし、ゆとりと潤いのある社会づくりを縫進 財

する. 源

的 まだ、文化遺術煩興密1開会を股置し、文化芸術綴興計画の照定に
I司け、鯛査 ・奮織する.

文化芸術活勘団体への受鑓を行い、市民が優れた文化歪術に触れる儀会を鍵 0丹後文化芸術祭実行委員会補間金 1.300千円

自宅し市民による文化差術活l1Jの充実に努めた. 男台2.策、展示281灘、セミナー281業を支l量

0京都 Re-Seard、実行委員会負担金 2.000千円 0小町ろまん全国短歌大会開催補ll!J金 7千円

R3.10.1-11.7 網野町洩茂川地区、三津漁港でアーテイストの作風等を展示 募集期間:R3.7.1-9.10 大会開悩:R3.11.27 

0京都府丹後文化事業団運営補ll!J金 27.000千円 0因。彩子京丹後公演実行委員会補助金 1.OCXコ千円

コロナ禍の中、 多くの事録 ・公演が中比 ・延期となったが、映画上映やコン
R4.2.6 回中彩子ソプラノリサイタル 丹後文化会館

主 ザー卜、各種公演の実随など、丹後i也l誠における鐙かな文化の娠輿及び普及率 [文化差術i震興計画策定償却に関する佐賀]
望星 績をま~I量しだ.
な 0文化娠興に閲する意向アンケートの実筋 399千円

" 映画上映3固 (8十760人〉、コンサート2固 (8十1.137人)などを開催 市民の文化芸術活動や文化窒術に閲する意向をI巴濯するためlこ、アンケート務
0京舟後市文化l弱含;5勘賀補励金 3.500千円 調査を実施.回答 .市民714人、高級生338入、団体116団体

事
-加盟団体135団体、 1.825人 0京丹後市文化至芸術娠興奮級会 409千円雪量

の コロナ禍で関健できなかった「総合文化祭Jの代笛.業として実施された -文化芸芸術振興奮&11会委員絡酬、アドバイザー謝金ほか
係 「小さな発表会ftGf軍事雛(所属サークルの発表をIlllし、ケーブルテレビで飯

委員13人、アドパイザー3人、宮阪会開鰭回;!l:4回要 映)Jや『総合作品展」開催のほか、支部事幾など市民の3芸術鑑賞機会や自主
的な活動を受爆しだ.

0幅広い也代が優れた文化を鑑賞できる後会の!H供及びjjjj~文{じの普及 ・
R3. 12.4-1 2.5 総合作昂展開催 〈網野体育センター ・釆i畠者紋355人〉 成 1辰興等を111進し、文化芸術活動の充実を図ることができだ.

R3.12.4-12.5 小さな発表会!!ef:君事績実施(⑮加16団体、R4.2-放映) 果 0市民ニーズを的確に;巴獲しだ事業の縫進、文化協会等各国体の更なる自

0京丹後文化のまちづくり准進事業補朗金 30平円
立運営に向けて受!iiしていく!();I望書がある.

課 0文化芸術に関するo1!i策を総合的、計画的に挺進するため、京丹後市文化

閉M1になった学綬の彼獣保存事業(旧吉原小、旧五箇小〉の実施を支緩 組 蓋術綴興計画簸定に向け、 文化至芸術l辰興審議会を訟置し、曾磁を進めてい

る.
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款 10教育費 本年度決擁額 .終予算額 不用IJI 総行事

項 04社会穀育費 80.2% 
gs 毅育雲員会司E務周

予
算

自 07文化財保儀費 171千円 213千円 42干円 (嘗司君)当初予算額
科 探 文化財保憾探
目 司島

01文化財保樋11m会委員殺置事業
213千円

当量

基本計画 28芸術・文化を活かしたまちづくりの雄途
主
な

自 文化財の指定骨軍隊司書の随問自由聞である文化財保樋竃級会で、文化 財
財の保全及び活用について閑語・奮織を行うことで、市の叉化財の ~ 

的 保全や活用に資する.

0文化財保強奮級会の開催促費 140干円

文化財!I1i定、市指定文化財の管理、現状変更に関するg項や、文化財関係'
鎌等を倹制するため.l画会を開催. (委員定敏:10人〉

-報酬 半白X2固 (4干円×延べ19人) 125千円

18X1固 (7千円X7人〉
主 -費用弁償 15千円
要
な
事

0商丹文化財保磁連絡悩栂会への1T1J日経質 31千円
務

令和3年度l立宮津市で開催(令草03年11月19日〉

‘ -絡酬 回脳会出席:半白X7人 (4千円X7人〉 28千円
策

の
慨

-費用弁償 3千円

襲

成
集

文化財関係事業について、奮脳会愛債の憲男を聞きながら進めることが

課
できだ.

思

獄 10 叙育費 本年度決算額 鰻終予算額 不用額 執行事
告。 叙育委員会穆務局

予 項 04社会毅育費 61.3% .. 目 07文化財保煩賓 216千円 352千円 136干円 {惨害}当初予算額
科 文化財保値段
自 352千円

課

• 日文化財保緩ー 鍛 経 費
重量

基本計画 28芸術・文化を活かしだまちづくりの縫進
主
な

目
文化財保管施留の維符管理及び各宿文化財保温関係団体の活IIJを 財

源

的
1量進し、文化財の保11と活用を図る.

0文化財収蔵飽段純錨管理貿 (5か所〉 122千円

資料館以外で所管している叉化財収蔵施般に係る経路管理慣

+楽収蔵庫(久費浜町+楽〉 網野出土遺物収.庫〈網野町絹野〉

旧成路分綬 (t霊山町鱒留〉 旧三量保育所(大宮町三軍〕

高錫寮(丹後町上野〉

主 '7'&照氷費、火災保険料、車刈要舵料、事務費 122干円
畏
な
司匹 0文化財関係加盟国体経費 60干円
務

-全国史跡鐙備市町村箇盟会 40千円• -全国鳴き砂ネットワーク 20千円
幾

の
曹k

0会11出席佐賀 34千円
襲

全国史跡警備市町句協l国会~a9事大会出席旅費

-開催日令初3年11月25日 成

-内寄:陳情JollJ 東
文化財保護事務及び所管施政の総路管理を適切に笑筒レ、文化財の保11

-出席者.担当臓員1人 際
と活用を図ることができた.

阻
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<様式2>

重点目標

基本的方針

1.施 策の方向性

京丹後市教育振興計画

施策評価・進捗管理調書〈内部評価結果〉

71たくましく健や川づく りと生町_ ''.Jを 胤ま す |

子どもたちのスポーツに親しむ習慣の確立や体力づくりに取り組み、たくましく健やかな身体を育みます。また、子どもから高齢者ま
で、だれもが豊かで充実した生活を送ることができるよう、市民が生涯にわたってスポーツに取り組むことのできる濁境づくりを進めま
す。
食育は、生きるうえでの基本であり、知育、徳育及び体育の基礎となるものであることから、子どもたちが、 自然の恩恵や「食JIこ関

わる人々への感謝、理解を深めるとともlゴ食」に関する適切な判断力を身に付けることを目指します。

-.:11・E・E・-
①子どもの基本的な生活習慣の確立のため、学校周が連携し、発達段階に応じた系統的な指導を行うとともに、
その大切さについて家庭への啓発に努めます。

、
②喫煙・薬物乱用などの防止、各種感染症や生活習慣病の予防等に関する指導、性に関する指導について、

1.健 康な体づくり
子どもの発達段階に応じた系統的な指導を行います。
③児童生徒の体力・運動能力の実態や線題を的確に把掻・分析し、小中学校の教育活動全体を通じて一貫し
た体育指導を進めます。

ー、 ④学校岡、家庭及び地域が連携して子どもの運動・スポーツ環境の充実を図るため、学校体育施設の開放や学
校支援ボランティア等を活用し、子どもの体力・運動能力の向上につながる取組みを進めます。

， 

~ “ ①幼児、児窓生徒が食に関する正しい知織と望ましい食習慣を身に付けることができるよう、給食を生きた教材と
して活用するとともに、横断的な食脊指導の充実を図ります。

2.食 育の推進
可 a ②地域の伝統的な食文化への理解を深め、郷土に関心を事寄せる心を育むため、給食の献立に地元食材や郷土

4‘ 食を積極的に取り入れます。
「、 . ③体験学習や鯛理実習等の活動を通じて、「食Jへの感謝の気持ちを育むため、家庭や地域、地元生産者等と. 

連殺害した食育の取組みを一層推進します。L 

司R

①スポーツ推進委員をはじめ公民館、 PTA等と連携し、各種ニュースポーツ教室等の実施や各種スポーツ行事. 
. への協力等、スポーツの普及を図ります。

②市民の多様なスポーツニーズに対応した活動を充実するため、体育協会等の活動及び組織強化を支援しま

3.地域 ス ポーツ活動の推進
す。
③市民の健康づくりとして、年齢や体力、目的に応じた日常的なスポーツ活動を促進するため、市民総参加型ス
ポーツイベント「京丹後チャレンジデー」を開催するなど、効果的なスポーツ情報と機会の提供を進めます。
④陣笹のある人や配慮が必要な様々な人が、陣容の種類や程度に応じて、身近な地域で皆と一緒になって楽し

‘ めるニュースポーツの普及推進に努めます。

、 ①学校体育団体と連携し、子どもたちの競技スポーツへの関心を高めるとともに競技力の向上を図るため、小中
学校の一貫した指導を進めます。
②体育協会と連携し、京丹後市総合体育大会の参加者の拡大及び競技カの向上に向けて大会の実施方法等

4.競技力の向上
について検討を進めます。
③市民の競技スポーツへの関心を高めるため、トップアスリートによる指導機会の拡充に努めるとともに、ホストタ
ウン相手国のオリンピアンを含む体表選手など、トップアスリートの競技を観戦する機会の提供に努めます。
④青少年のスポーツ活動における指導者を育成するため、研修機会の充実を図るとともに、ジュニアアスリートの

. 育成・支援の方法について検討します。
6・

①社会体育施敵機能の維持・改善のため、老朽化が著しい社会体育施設の改修・修繕等を進めます。
②社会体育施設の利用実態を把揮して利用率の向上を図るとともに、利用率の向上が見込めない施政や老朽

5.社会体育施設等の整備充実 化した施設は廃止するなど、全体のバランスを考慮した施般の配置を進めます。
③あらゆるスポーツの基礎となる陸上の競技力向上及びスポーツ交流入口の拡大を図るため、峰山途中ヶ丘公
園陸上競技場の第3種公認陸上競技場としての整備を推進します。

①自然豊かな地械とスポーツ資源を活用したスポーツイベントの開催、ジオパークの魅力を活用したアクティピ
ティの場や機会を提供することで、より多くの方々が気軽にスポーツができる環境づくりにつなげ、多面的なス

6.スポ ーツ観光のまちづくり
ポーツ施策の展開を図ります。
②スポーツを支えるスポーツボランティアの確保に向けた取組みを推進します。
③2020年東京オリンピック・パラリンピックに向け、外国人アスリートなど、国際社会との交流を進める「ホストタウ

司p
ンjの取組みと、「ワーノレドマスターズゲームズ2021関西Jの開催を通じ、文化交流や地域の活性化を図ります。

【参考】施策に関連するその他の計画

計画名称 計画概要 策定年月 計画期間
-... 

備考
A 

市の目指す基本理念、目標、将来像なと・をホした「基本権想j
平成27年度~第2次京丹後市総合計画 と、その構想を実現するための各種施策を総合的、計画的に体 平成27年3月
令手口6年度

系化した「基本計画j

京丹後市スポーツ推進官十
年齢や性別、障害等を問わず、広く市民がその適正やライフス

平成26年度~
第2次京丹後市スポーツ推進

回
テージにに応じてスポーツに参画できるよう、中長期的な展望に 平成26年3月

平成29年度
計画(平成30年度~令和9年

立った「京丹後市スポーツ推進計闘Jを策定するもの 度)

中学校卒業時に期待される学力を全ての生徒が確実に身に付
京丹後市学校教育改革榊 けることができるようにしていくため、保育所・幼稚園、小学校、中

平成24年11月
言十岡期間の定

想 学校の10年間を見据え、より系統的で一貫性のある教育を実践 めなし
するための構想を策定
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』※各事業の成果・課題について
2 主な取組と術成事務事業一覧 園 温圃K・B・E ・駒田ー1I玄、別紙決算附属資料参照 -悶'9軍司司・ E園調
1.健康な体づくり | 決算額(単位:千円-)I 事務百改善

主な取り組み 一 " ー・ ・~" I """，，:...-=r-e-7i I ，.."..，!'+o(IO-!bX I ""' JI~~~ I野価を踏まえた
」 ー一宇... "'1 R2決算額 1R3決算額 1R4予算額 l!I 事務事業名称・事業内容(実績) I担当課 I I ¥L./A'ft-UH  I I ¥..，，̂'ft-t:Dt I I ¥"'T r 'ft-UR  I 今後の方向性

D子どもの基本的な生活習慣の確立のため、 学校闘が逮燐し、発達段階に応じた系統的な指導を行うとともに、その大切さについて宮家庭への啓発に努

めます.

② 喫煙・薬物乱用などの防止、各種感染症や生活習慣病の予防等に関する指導、性に関する指導について、子どもの発遼段階に応じた系統的な指導を

行います。

③ 児童生徒の体力・運動能力の実態や課題を的確に犯纏・分析し、小中学校の教育活動全体を通じて一貫した体育指導を進めます。

④学校園、家庭及び地減が連機して子どもの運動・スポーツ環境の充実を図るため、学校体育施設の開放や学校支援ボランティア等を活用し、子どもの
体力・運動能力の向上につながる取組みを進めます。

決算額(単位:千円) 事務の改善1.健康な体づくり

主な取りみ

H 事務事業名称・事業内容(実績) 担当課
R2決算額 |間決算額 |帥鰍 |現勢認=

111保幼小中一貫教育推進事業《再縄} 学校教育課

「京丹後市の学校教育改革構想jに基づき、保幼小中一貫教育の推進に向け、協議会及び専
門部会で網査研究並びに教員の授業カと学級経営カを高めるための研修を実施し、指導の一
貫性を通じて殖かな学力、豊かな心を育成する。

(144) (189) (899) I 現状維持

事務の改聖F
E事価を踏まえた

3 地繊スポーツ活動の推進 | 決算額(単位:千円) I 事務の改善

主な取り組み ァーで一一一回ー --，- ー・ I n. n!'''' '.:Itr~ I ........!'...T.JIr!b... I n .a.:lZ._<!m"!b;r; I評価を踏ぎえた1 R2決算額 |間決算額 IR4予算額 |l| 事務事業名称・事業内容(実績) I担当課 I ~"^-Jlf-tm. I n¥J， "̂""UR I n.，. r -ft-UR I 今後の方陶住

Dスポーツ推進委員をはじめ公民館、 PTA等と連携し、各種ニュースポーツ教室等の実施や各種スポーツ行事への協力等、スポーツの普及を図ります。

②市民の多織なスポーツニーズに対応した活動を充実するため、体育協会等の活動及び組織強化を支媛します。

③市民の健康づくりとして、年齢や体力、 目的に応じた日常的なスポーツ活動を促進するため、市民総参加型スポーツイベント『京丹後チャレンジデー」を
開催するなど、効果的なスポーツ情報と機会の提供を進めます。

④陣容のある人や配慮が必要な嫌々な人が、障害の種類や程度に応じて、身近な地減で皆と一緒になって楽しめるニュースポーツの普及推進に努めま

す。

τIAホ・ーツ推進委員活動事業 |生涯学習課

市民にスポーツに関する指導を行うスポーツ推進委員を委嘱し、住民の求めに応じた、身近な
場でのスポーツの機会を提供することにより、市民が気軽に親しめるスポーツ活動を推進する。

3|保健体育総務一般経費 |生涯学習課

社会体育事業を円滑に実施するための事務経費のほか、スポーツ基本法に基づき設置したス
ポーツ推進審機会を運営し、 市民の意見を反映したスポーツ環境の整備及びスポーツ活動の推
進を図る。

可 遍扇天ホ・ーツ推進事業 |生涯学習課

ライフステージに応じた各種スポーツ大会を実施することで、市民の生きがいの実感や健康づく
りを促進するとともに、スポーツを通した交流機会を確保しスポーツ人口の拡大を図る。

2，756 

50 

2，465 

2，697 3，610 現状維持

2，536 3，783 現状維持

2，904 8，445 現状維持

4.競技力の向上 | 決算額(単位:千円) I事務面亘書
主な取り組み _____.._.~_..、ー 11.よ.土ー・人ご-，二五ー 一一 .....In"，:-hI，::tr"e'Z; I n...:+t_~2õ I nA ..::2.'Æ"~X I評価を踏まえた・-~.，................ ~....__..--~ .，--.__. --...ー『一一 R2決算額 IR3決算額 IR4予算額 |lI 1ft務穆業名称・事業内容(実績) I担当課 I "LÎ ~tfR I "V/A ofto'UR I 1"''' r 'fl"UR. I 今後の方向性

① 学校体育団体と連携し、子どもたちの競技スポーツへの関心を高めるとともに続投力の向上を図るため、小中学校の一貫した指導を進めます。

② 体育協会と連機し、京丹後市総合体育大会の参加者の拡大及び競技力の向上に向けて大会の実施方法等について検討を進めます。

③ 市民の餓技スポーツへの関心を高めるため、トップアスリートによる指導機会の拡充に努めるとともに、ホストタウン相手国のオリンピアンを含む体表選
手など、トップアスリートの競妓を観戦する機会の提供に努めます。

④青少年のスポーツ活動における指導者を育成するため、研修機会の充実を図るとともに、ジュニアアスリートの育成・支媛の方法について検討します。

5|社会体育団体育成事業 l生涯学習課

スポーツ団体による主体的な活動を支援し、市民へのスポーツの普及と振興を図るともに、ス 19，350 19，698 現状維持

ポーツによる脊少年の健全育成と体力の向上を図る。

5.社会体育施設等の整備充実 事務の改善

主な取り組み ー._--_-.'t:r'"'~ .~~I' -""_.:l一 一一・ 1n.，，:...-::cr!l:oI'i I n...:..，"o:tr~jIIi I nA..:2..'.Itrw.... I評価を踏まえた
11司2決算額 IR3決算額 IR4予算額 |

↓| 事務事業名称・事業内容(実績) I担当課 I nLI^~UR I 1¥¥J'̂flo'trR I ""'" r *"UR I 今後の方向性

① 社会体育施設機能の維持・改善のため、老朽化が著しい社会体育施訟の改修・修繕等を進めます。

② 社会体育施訟の利用実態を把握して利用率の向上を図るとともに、利用率の向上が見込めない施設や老朽化した施設は廃止するなど、全体のバラン
スを考慮した施訟の配置を進めます。

③あらゆるスポーツの基礎となる陸上の競技力向上及びスポーツ交流入口の拡大を図るため、峰山途中ヶ丘公園陸上競銭場の第3種公認陸上競妓場
としての整備を推進します。
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5. t士会体育施訟等の整備充実 決算額(単位千円) 事務の改善

主な取り組み ，.. 評価を踏まえた
R2決算額 R3決算額 R4予算額

.務事業名称・事業内容(実績) 1担当課 今後の方向性

61体育施設管理運営事業 |生涯学習課

市民の身近なスポーツ活動の拠点施設として体育施設を管理することにより、地域スポーツの 52，381 67，774 243，043 改善・効率化

援興とスポーツ競技力の向上を図る。

71社会体育用学校開放施設管理運営事業 |生涯学習課

地域住民にとって身近で利用しやすい学校体育施設を開放及び維持管理することにより、ス 1，994 1，624 1，799 現状維持

ポーツ及びレクリエーションの振興を図り、もって生活文化の向上に資する。

~久美浜j禽抑一セント管理運営事業 l生涯学習課

豊かな自然の中で、カヌーを通して市民のスポーツ及びレクリエーションの振興を図り、心身の 2，822 4，984 現状維持
健康づくりに資するとともに、本市のスポーツ活動の拠点のーっとして地域の活性化に資するた
め、カヌーセンターの管理運営を行う。

91崎山途中ヶ丘公図陸上競技場リニュー7Jレ事業 |生涯学習課

京丹後はごろも陸上競技場を、日本陸連公認第3種陸上競技場として整備することにより、第2 317，524 終了・廃止
次京丹後市スポーツ推進計画に掲げる「スポーツ・レクリエーション環境の盤側・充実Jを推進す
るとともに、スポーツを通じた交流入口の拡大、 地域活性化を図る。

101飾山途中ヶ丘公園陸上競妓場リニュー7Jj，事業【繰越】 |生涯学習課

/ 京丹後はごろも陸上競技場を、日本陸連公認、第3種陸上競技場として整備することにより、第2 86，364 
次京丹後市スポーツ推進計画に掲げるfスポーツ・レクリエーション環境の盤備・充実Jを推進す
るとともに、スポーツを通じた交流人口の拡大、地域活性化を図る。

~ホ・ーツ施設整備基金 |生涯学習課

スポーツ関連施t貴重備を目的とした基金
34，338 15 現状維持

6 スポーツ観光のまちづくり 決算額(単位:千円) 事務の改善

主な取り組み
-日圃~--， E唱・色a 置・-- --

峨算額峨算額 |帥算額
評価を鎗まえた

L 事務Z廃業名称・事業内容(実績) |担当課 今後の方向性

① 自然豊かな地織とスポーツ資源を活用したスポーツイベントの開催、ジオパークの魅力を活用したアクァィビァィの場や機会を提供することで、より多く
の方々が気軽にスポーツができる環境づくりにつなげ、多面的なスポーツ施策の展開を図ります。

② スポーツを支えるスポーツボランティアの確保に向けた取組みを推進します。

③ 2020年東京オリンピック-，~ラリンピックに向 lナ、外国人アスリートなど、国際社会との交流を進める『ホストタウン』の取組みと、 「ワールドマスターズゲー
ムズ2021関西Jの開催を通じ、文化交流や地域の活性化を図ります。

~ネホ'-'1イへ・ント推進事業 |生涯学習課

観光分野と連携し、各種スポーツイベントの開催を支援することで、スポーツを通じた本市の魅 4，817 2，746 6，996 現状維持

カを発信し、交流人口の増加を図る。

111オリンピッ0・ハ.ラリンピッウホλト9ウン推進事業 |生涯学習課

東京2020オリンピック・パラリンピックホストタウン事業の実施により、スポーツツーリズムの推進、 6，353 23，191 縮小

インバウンドの精加及びスポーツによる地域の活性化を図る。

141オリンt'".ハ.ラリンピッ付対的ン推進事業【繰越】 |生涯学習課

ー /
東京2020オリンピック・パフリンピックホストタウン事業の実施により、スポーツツーリズムの推進、 163，186 

インバウンドの増加及びスポーツによる地域の活性化を図る。

151ワールドマλ?-λ.ゲームス.関西推進事業 |生涯学習課

ワールドマスターズゲームズ2021関西(WMG)の取組を通じて、本市の滞在型スポーツ観光の 9，055 1，698 2，215 現状維持

推進、障害者スポーツの基量生づくり及び地域の活性化を図る。

161東京2020オリンピッウ聖火リレー事業 |生涯学習課

東京2020オリンヒ・ック聖火リレーを実施することにより、大会の機運搬成、ホストタウン事業など 917 現状維持

の成功に資するとともに、スポーツ振興、地域活性化などスポーツによるまちづくりを推進する。

2十 700，633 128，233 294，574 
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3.教育振興計画で掲げている主な目標指標

子どもたちのスポーツに親しむ習慣の確立や体力づくりに取り組み、たくましく健やかな身体を育みます。また、子どもから高齢者まで、だれも

基本的方針
が豊かで充実した生活を送ることができるよう、市民が生涯にわたってスポーツに取り組むことのできる環境づくりを進めます。
食育は、生きるうえでの基本であり、知育、徳育及び体育の基礎となるものであることから、子どもたちが、自然の恩恵や「食Jに関わる人々への

感謝、理解を深めるとともに「食jに関する適切な判断力を身に付けることを目指します。

ム‘曙 3・ー 苛 目標指標 Ekqclasz i、E ・， 単位
計画作成時 実績値(現状) 目標値

1.・・巴岨 彊 Ooil‘i -q司fY.rr::.p
司

i 高亙 年度 再亙h" .'~ ・ Il ，ー

97.8 
朝食を毎日食べる児童の割合<小学校> % 「全国学力・学 H25 

習状況調査J児
96.0 R3 100 R6 

量質問紙

91.1 
朝食を毎日食べる生徒の割合<中学校> % 「全国学力・学 H25 93.9 R3 95%以上 R6 

習状況調査J生
徒質問紙

88.4 
全国学カ・学習
状況鯛査及び京

平日、 午前7時より前に起きる児童の割合<小学校> % 「金司学力・学 H25 都府学力テストの R3 100 R6 
習状況鯛査j児 児童生徒質問項
軍質問紙 固から外れたた

めデータなし

77.2 
全国学力・学習
状況開査及び京

平日、午前7時より前に起きる生徒の割合<中学校> % 「全国学力・学 H25 都府学力テストの R3 95%以上 R6 児誕生徒質問項習状況調査」生
目から外れたた徒質問紙
めデータなし

全国牢カ・学習
91.6 状況悶董且び京

平日、午後11時より前に寝る児童生徒の割合く小学校> % 「全国学力・学 H25 
都府学力テニぇトの

R3 100 R6 
習状況調査J児 児童生徒質問項
量質問紙 目から外れたた

めデータなし

全国学力・学習
主な目標指標 45.0 状況鯛査及び京

平日、午後11時より前に寝る児童生徒の割合<中学校> % 「全軍学力学 H25 都府学;1)テストの R3 90%以上 R6 
習状況調査』生 児量生徒質問項
徒質問紙 目から外れたた

めデータなし

小学生(5年生)の体力テスト全国平均以上 種目
8種目中7

H25 
8種目中5

R3 全種目 R6 
種目 種目

中学生(2年生)の体力テスト全国平均以上 種目
8種目中4

H25 
8種目中4

R3 全種目 R6 
種目 種目

21.6 65.0 
成人の週1回以上のスポーツ実施率 % 市民アンケート H24 48.06 R3 

(国の目標)
R6 

調査結集

京都府民総合体育大会入賞競技数 競技
6 

京都府民総合体 H25 31 R3 10 R6 
育大会結果

公共スポーツ飽設の利用回数 回
11 ，253 

H24 10，840 R3 14，000 R6 公共施信利用状
況調進結果

スポ}ツイベント参加者数 人 R1 667 R3 18，600 R6 
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4.施策の進捗状況の評価と今後の課題[基本的方針の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか] co:.JI1D &1iI1・進捗状況区分 評価
守

令和3年度成果と今後の課題。予定以上に進んでいる 《朝食を毎日食べる児童生徒の割合》

O 予定どおり進んでいる 朝食を毎日食べる児童生徒の割合は、小学生でやや増加し、中学生は減少した。各校図における家庭向けの務

A 少し遅れている
発及び児童生徒への丁寧な指導により確実に定着してきでいるが、今後も保護者との連燐を更に密にし、児童生
徒全員が朝食を毎日食べる取組みを進めていく必要がある。

× 大幅に遅れている
《平日、午前7時より前に起きる児童生徒の割合》
全国学力・学習状況調査及び京都府学力テストの児童生徒質問項目から外れたためデータなし。

《平日、午後11時よ り前に寝る児童生徒の割合》
全国学力・学習状況調査及び京都府学力テストの児童生徒質問項目から外れたためデータなし。

《小学生(5年生)の体力テスト全国平均以上》
令和3年度については、令手口元年度と同じ種目である、握力、上体起こし、長座{本前屈などの柔軟性が全国平均

を下回った。男子は上体起こしの数値は全国を上回っている。引き続き、体育科を含む各校の教育活動全体を通し
た体力づくりの取組み等により、意織的に課題のある筋力・柔軟性などの運動能力について克服してして必要があ
る。

《中学生(2年生)の体力テスト全国平均以上》
令手口元年度と比較すると、令手口元年度全国を上回っていた上体起こしが、全国値を下回り、令手口元年度全国を下

回った立ち幅跳ひ'が全国を上回った。依然として握力、長座{本前屈といった、筋力・柔軟性の分野は全国平均を下
回った。引き続き、課題を踏まえ、体育科を含む各校の教育活動全体を通した体力づくりの取組み等により、意識
的に課題のある運動能力について克服してして必要がある。

《成人の週 1回以上のスポーツ実施率》... 新型コロナウイノレス感染症の影響によって、健康増進と体力の向上を図るためスポーツ推進委員が中心となって
開催している、地域でのエユースポーツ教室やノノレデ、イツクウォーキング教室等が例年のような回数が開催がて、きな
かった。今後は、新たな参加者層の獲得のため、地域や団体と協力をして活動してし、くことが必要である。

《京都府民総合体育大会入賞競技数》
新型コロナウイノレス感染症拡大の影響により、令和3年度京都府民総合体育大会は15競技中10競技が実施され

た。近年は入賞競技数も増加傾向にあり、今後はも競技力の向上を目指す。特に将来性を有するジュニアアスリー
卜を養成する支援体制を整えることが重要である。

《公共スポーツ施設の利用回数》
新型コロナウイルス感染症の影響により、施設の利用制限を行ったが、年間の利用回数は前年度に比べて微増し

fこ。
新型コロナウイノレス感染症が市民生活・地域経済に大きく影響を及ぼしている中、市民が負担なくスポーツ活動に

勤しみ、市民の元気・活力・健康増進を図ることを目的として、年間を通して市民を対象に施設の無料開放を行っ
た。
今後は、公共施設の見直し計画による施設の集約化や指定管理者制度の導入等、より市民のニーズに則した施

設環境づくりとスポーツ機会の提供が求められる。

《スポーツイベン ト参加者数》
新型コロナウィノレス感染症拡大の影響により令和2年度に引き続き多くのイベントが中止となった。そのような状況

下、スポーツ観光のまちづくりを推進するため、感染症対策を鱗じた上で、スポーツイベントを開催することで市内外
の参加者が気軽にスポーツができる環境を提供した。
今後、各種イベントについて、新型コロナウィルス感染症対策を行い、 各種意見を聞き入れ、地域と一体となり地

域資源、等を取り入れ、参加者が増える取り組みを行ってし、く必要がある。

5.今後の施策展開の考え方(令和4年~令和6年度での主な取組) 盟国
~ 

区分 I Nb 具 体的内 議
】司

A -島

子どもたちの基本的な生活習慣を確立させるため、学校圏が連携し、発達段階に応じた指導を
継続するとともに、丹後学を通じた学習や、地産地消・給食指導など、家庭、地域と連携した食脊
の取組みを更に推進する。

市民のニーズに合ったスポーツの推進や、各地区の事業やPTA活動への協力を行うなど、多
2 くの人がスポーツに親しめる機会を設ける。また、競技性の高いスポーツについては体育協会と

連携し活動する機会を支援する。

京丹後市体育協会の更なる組織強化等に向け法人化の検討を支援するとともに、引き続き財
施策展開の考え方 3 政支援を行うことにより、各種スポーツ大会の実施や府民総合体育大会への出場選手の拡大を

図り、競技力の向上を目指す。

市内には多くの社会体育施設が点在しているが、地提案の大切なコミュニティの場としての役割も

4 大きいため、計画的な施設の修繕を実施する一方、利用が少ない施設の維持管理など、について
見直しを行う。

交流入口の増加等、地域活性化を図るため、事業効果の高いスポーツイベントを推進するとと

5 もに、東京2020大会、WMG関西に向け、ホストタウンとしての取組、必要な施設整備を推進す

る。
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官担 10叙育資 本年度決降傾 霞総予算額 不用翻 敏行事
IIs 毅育委員会g務局

予 項 05保健体育費 89.3% .. 
包 02 ~*' -，縫滋賀 2.697千円 3.018千円 321千円 '"警)当初予算額事司 際 生涯学習操

目 司E 01 A車・.ヲ縫進委員活也事業
3.610千円

重量

基本計画 27多微な学びを支}量する社会毅育の充実
主
な

8 市民にスポーツに関する箔導を行うスポーツ縫進委員を委鴫し、 財
住民の求めに応じた、易近な渇でのスポーツの機盆を鍵供すること • 的 により、 市民が気侭に視しめるスポーツidl1lを縫逃する.

0スポーツf畦進雲員報酬 (48人分〉 2.4αコ千円 <li51lJ内容〉
-ノルディック・ウ;>fーキング体級会

0旅賓(スポーツ1在進雲員活動費用弁明置、脂質旅費〉 143干円 年間7回、延べ125人Oll0
-ニコースポーツ体級会 〈ピーチポールパレーほか〉

0需用賓〈消Eモa賢) 11千円 年間27回、延べ221人容加

主 . ~盟関紙..m料、広草書周カラーペーパー -地区活勘やPTA行事、高齢者大学などにおけるスポーツ指事
要
な 〈ノルディ ック ・ウ耳ーキング、ニコースポーツ、惇力テスト|まか)• 0役総費 〈スポーツ安全保駿料〉 88千円 -スポーツ大会への箇力〈丹後大学駅伝ほか〉
務

' 0負自由金、補防及び交何金 55千円
量量
の -丹後スポーツ挺進雲員連絡也担金負担金 43千円
侵

.1118者スポーツ指導員質成研修会書~110.lê金 12干円要

成
0コロナ渦の中、活動が制限され例年のような活ポ勘ーがでをなかっだが、
「ノルディック ・ポウ耳ーキングJ、 「ニコース ツ」の箇及に努め、幅

自慢
広い年代の方ヘス ーツへの.，11日機会を纏供することができた.

際 0ポ今ー後ち、スポーツへの惨加機会のi璽供だけでなく、 lt!lI離において、ス

題 ツ箔副理をする爆を股けられるよう、地区公民館簿への働きかけ、連;鷺
を強化する必要がある.

軟 10敏育費 本年度決算額 愚終予算額 不周額 机行$
部 叙育委員会g務局

予 官邑 05保健体湾横 91.5% .. 目 01 保健体育~務費 2.536千円 2.769千円 233干円 {惨害)当初予算額
科 E畢 生涯学習探
目 • 日保健体育総務一般経費

3.065干円

策

基本計画 27多微な学びを支慢する社会教育の充実
主
な

目 社会体育事量躍を円滑に実施ポすーるための事務経費のほか、スポーツ 財
基本涜!こ基づきポ股ー置レたス ツf在進奮ポ脱ー会を運営レ、市民の憲見 源

的 を反映レたス ツ環日曜の怒備及びス ツj舌劃のl1tiiを図る.

0スポーツf在進曾級会に関する経費 102平円

..脳会雲員組酬:12人、開催回鍛 :2回 88干円

-賞用弁償 14干円

0会計年Ol任用際貨任用経費 2.335千円

主 (スポーツ1在進室.務補問:1人)
褒
な

• 0社会体育1こ閲する司匹務経賢 99干円
務

• !e当者会服、大会際致活郵電Z旅費 7千円

• -全国大会等出11懸霊帯作成経費 76干悶
重量
の -有料道路通行料等 16干円
概

璽

成
県 「第2次京丹後市スポーツ縫進計画」の進1量状況の管理や寄織を行い、 市
- 民の意見を反映しだスポーツ環慢の強備やスポーツlC!i劃の1在進を図ること
隈 ができた.
題
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款 10叙育費 本年度決鱒額 銀総予算額 不用!Ji 以行事

項 05保健体育費 94.3% 
gs 毅育雲員会事務局

予
鱒

B 02 ~*' ーヲJ量進費 2.904千円 3.078千円 174千円 (多警}当初予110
科 E畢 生涯学習限
自 • 6.545千円

量E 021也湯治.ー，t量進寧撲
国補 地方&J室経道交付金 539千円

基本計画 27多微な学びを支援する社会事担育の充実
主

繰入金 草草笛・まちづくり夢基金繰入金 238平円

な 路収入 スポーツ穴会"1J日料 11平円

自 ライフステージに応じた各11スポーツ大会を実施することで、市 財

民の生きがいの実感や健康づくりを促進するとともに、スポーツを 源
的 過しだ交流儀会を確保しスポーツ人口の鉱犬を図る.

0報償責 I ~盆抑制〉
-野村克也メモリアル事業関師側金 大 会 名 開催白 書聖加者等

-はしうど綜卓E事選手徳大会審判員謝金 市民陸よRe録会 6/27 (日) 1 60人

-入賞Re怠昂 (1ましうど杯lIt波大会〉 市畏事事争!i中学綬野E重大会 7/3 (主).4 (日) 1 75人

0際費 ~丹後市総合体育(交流〉大会 8/20 (金)-3/15 (火)1 3種目171人 ※ 

0需用賀(消耗53賞、燃斜賞、食泊費、修鱒料、印刷製本費〉 京都府民総合体育〈交流〉大会 8/30 (金)-2/28 (火)1 7競妓66人"b日 ※ 

主 0委託料 京丹後チャレンジ7'-2021 10/27 (水) 21.140人帽m・311.'柏
要

な -市畏杯争奪中学絞野球大会開催隻託料 I~しうど杯卓E京選手権大会 12/5 (8) 100人
事

-ジュニアカヌースプリント大会運営委託料 2白干円 野村克也メモリアル事業 12/19 (日) 360人
務

※開催日直前のφ止決定により既に実施レていた鎌務の経賓が発生 ※一部のみ実施
事

-京丹後市民陸上Re録会運営曇託料 3αコ千円 く大会中止>積

の -野村克也メモリ?ルE巨費韓関連隻託料 527平円 - ジコニアカヌースプリン ト容季・毛~季大会、 ~t近量豊中学生ソフトテニス大会なと
筏

0使用料及び貿信料(会1島情上料等〉 143千円要

0負担念、補助金及び交伺金 969千円

-京都府民総合体育大会派遣費補助金 346平円 成 0市民が気経に参加できるスポーツ彦撲の実施及びスポーツ大会への支j量
-京丹後市総合体湾大会開催補則金 253千円 県

をすることにより、市民の健康 ・体力づくりやスポーツを過した住民間 ・

-京丹後チャレンジデー実行委員会補助金 1αコ千円 課
1也I量聞の交流告書会の狸供、地i翼の活性化に寄与した.

-野村克也杯学重野E里大会実行祭員会補期金 270千円 題 0新型コロナウイルス感来予防のため、一部の大会は実li1!iできなかっだ.

款 10叙育費 本年度決算額 愚終予算額 不用o 敏行事

I頁 05保健体育費 99.2% 
部 教育委員会司匝務局

予
算

巴 01保健体育総務費 19.309千円 19.452千円 143千円 (望書考}当初予算限科 際 生涯学習1(1¥
目 E匝 01 社会体育団体育成司E縫

19.752干円

重量

基本計画 27多微な学びを支i量する社会主主育の充実
主
な

目 スポーツ固体による主体的なポjー舌勧を支獲し、市民へのスポーツの 財
普及と1贋興を図るともに、ス ツによる膏少年の健全育成と体力 源

的 の向上を図る.

0京丹後市体育館会補問金 即日開 !〈開問…ユ岨倉田醐自由叡

-加盟国係鍛:21団体 (3，702人〉 ※令利4年3月末現在 祖 自 国停叙 種 目 固体獄 種目 団体叡

- 本8ß~び受部事鎌の実施 野 球 10 柔道 1 卓 球 1 

スポーツ指導者研修会の開催(令和3年11月17日‘ 12月2日〉 バレーボール 10 硬式アース 2 複合(復獄福島 1 

色町支部、各貫主J査団体の活動支援(年間〉 パスケットボール 6 ソフトアース 2 カヌー 1 
主 大会協力{丹後大学駅伝〉 サッカー 6 バドミントン 3 レスリング 1 
要

な -広報紙の発行 〈年3回〉 空手道 6 1>綜寺拳活 1 スキー 1 
事

陸 上 7 新体操 1 
務 合 計 65 

0京丹後市青少年スポーツ協会活動補助金 3.582千円 剣 道 4 体}畢 1 
事

-加盟国体鍛:65団体 (児童生徒鍛:1，345人、箔導者搬 :353人)業
の ..業内g:指導者研修会の実施、各加盟国体の支優、笠徒募集チラシの発行
領
婆 ※子どもスポーツ縫遂事鎌〈補問金〉は、新型コロナウイルス感染予防のため。比

0コロナ禍の中、活動期間や渇所が限られたが、スポーツ団体の組織強化
成 を支1量することにより、スポーツ団体が実li1!iする各種教室及び大会などを
果 過して、幅広い年代層ポヘスポーツに親 しむ機会を提供することができだ.

0京丹後市宵少年ス ーツ協ポ会ーの加盟国体へのj舌働問成金の交付や箔当事者
探 研修会を開催し膏少年のス ツを通じだ健全育成を支緩した.
題 0体育ts会l志、組織強化を図るため湾人化に向けた準備を進め、令初4年度

当初に注入絡を取得することができだ.
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革主 10教育費 本年度決鱒飯 銀総予算額 不用額 納行事
却 教育雲員会司E総局

予 項 05保健体育費 99.7%  .. B 03体育施股費 67，774千円 67，940千円 166干用 (事F讐)当初予鱒M
科 線 生涯学留線
自 E匝

01体育施股管理運営事鎌
77，538千円

難 使用料 社会体育筒段使用料 95干円

基本計画 27多織な学びを支I1する従会毅育の充実
主

諸収入 自l1J販売僧売上料 17千円

な お収入 旧字川申学段、 l日:大宮箆三小学級、 18淘郡小学限筒股光無水貴利用負担金 596千円

自
市民の身近なスポーツ活動の鎚点錨i主として体育館段を管理する

期 市慣 社会体育施股盤情事業慣 〈過疎対策慣〉 12，OCゆ千円
音量

的
ことにより、地1量スポーツの娠興とスポーツ餓銭力の向上を図る. 市慣 社会体宵施股盤情.業慣〈合併符例慣〉 2，8αコ千円

く体育筒1生の総符管理経費> く利用状況>

0需用費 (消粍昂費、燃料費、印刷製本費、光勲水費、修絹料)34，354千円 紅環ヶE運劃燭(テースコート〕 310 iヰ

0役務費〈通信運~費、レ尿汲取手量史料、 火災保険料等〉 1，732千円 ~m自然ìll1J公園(グつウンド、アースコー ト) 395 i牛

0委託料(運動公邸管理、社会体宵館管理、浄化18総I署管理等) 14，184千円 大宮社会体育館 789 i牛

0使用制及び貸借料〈主I由僧上、仮鐙トイレ惰上、 AEDlIIi琶料〉 722千円 網野グフウンド〈グつつンド、慶内ゲートポール燭〉 590件

0工.&量計監理委託刺 ・工事11置負費 14.201千円 網野体育センター(体育室、 it・剣道室、 7ースコート〉 911 I牛
主 0備昂鴎入費 (11:>.'1'トコー山且JSlQSlA地..e) 2.438干円 丹後往会体育館 314件
裏

な 0負担金(下水道加入分短金〉 140千円 弥栄総合運勧公園(体育館‘グフウンド‘屋被他ゲートボール燭等〉 1，279件
司匹

0償還金(施段使用刺返還金〉 3千円 5z〈，グfiラ兵申央運動公園務 938 i牛
く主な修鰭 ・工事〉 ウンド、テニスコート、屋tlU甘ゲートポール燭〉

• -網野体育センターテニスコート照明修緒工事 1，138千円 その他体育館段 (30錨鈴〉 3，287件雪量
の '18痛体育館等消防股嫡不備f旨滴事項修縫工寧 891千円 合 Bt (47施股〉 8，813件
織

-大宮社会体育館床all修工' 広コ2千円褒

-大宮社会体育館ホール間仕切り工事 299千円
0新型コロナウイルス感象予防のだめ、飽股の一時休業をさむ利用制限を

-大宮役会体育館トイレ引き戸工事 297千円 ~ 行った期間があつだが、前年度に比べて年悶ポのー利用件奴let微11tした.施段

-大宮自然遭勘公団1~手ll'õ所下水道鑓続等工司E 10，283千円 果 の適切な管理運営を行うことで、市民のス ツ活動の普及・発展に電与

• 5事栄総合運動公園高圧ケーブル更新工事 4.345千円
した.

線 0スポーツ活動鎚点の妨率的 .lVJ果的な管理運営を図るだめ、公共B普段男

-弥栄総合運勘公園第2キューピクル11飽all修工. 396千円 題 回レ計画等に基づき、管理形般の見直し等について後初していく必要があ

- 久実浜中央連創立~lllì!i1貝l敵去工事 539千円
る.

款 10教育費 本年度決鱒!li 111終予算額 不用額 紋行事
8s 綿雲員会開局 [ 

予 項 05保健体育費 95.6% .. 目 03体育館l!l賓 1.624千円 1，697千円 73千円 (惨害}当初予..額
科 際 生涯学習際
目 事E

02社会体湾周学綬関飯崎E量管理運営事業
1，697千円

重量 使用車司 小学佼施段使用科 1千円

基本計画 27多織な学びを支湿するな会毅育の充実
主
な

自 1由l3l住民にとって身近で利;r.用-しやすい学絞体育施股を関紋及び総 財

月管理することにより、ス ツ及びレクリエーションの綴輿を図 源

的 り、もって笠活文化の向上に演する.

く利用状況> 〈単位施訟・件〉 0縄問責〈消耗晶費、印刷製本費、修鰭料〉 1，602千円--崎山 大宮 網野 丹後 弥栄 久実浜 合計 く修錨内訳〉

B置t量叡 4 2 4 2 2 3 17 -いさなご小学綬屋外照明不良all修 33千円
体育館

利用{牛~ 1，060 177 -畏同小学健体育館ランプ限笛472 420 240 296 2.665 162千円

施t量叡 4 2 4 2 2 3 17 -網野間小学綬配電盤ボックスハンドル取笛 8千円
学ゲうつyト

主
綬 利用件叡 303 133 391 44 152 61 1，084 .'"灘小学佼体育館電磁交検 207千円

獲
な

箔妓i畢
施l!l叡 ~ / 2 1~ / / 2 -字川小学綬塵外照明ランプ不良取替 148干同

" 利用件獄~ / 222 / ~ ~ 222 -吉野小学彼体育館電際交倹 125平内
務

施l!l叡 2 1 1 2 1 1 8 -高RI小学級体育館照明灯スイッチ修絹 25干円• 体育館
利用iヰ恕 317 164 153 40 253 85 1，012 -弥栄ゆ学絞屋外運動燭夜間照明水銀I事交Hl 310千円幾

の 中 範1量叡 1 1 1 1 1 1 6 -久実浜中学綬体育館ランプ取笛 176千円
曹t 学?ラ?iド

利用件恕畏 綬 19 120 41 36 162 36 414 0役務質(ヨu車物lil去手叡料〉 22千円

飽股敵 ~ 1 1 1 1~ 1 4 
0新型コロナウイルス感染予防のだめ、施l!lの一時体績を含む利用制限を箔筏燭

/ / 利用件倣 87 39 162 46 334 成 行ったことにより、昨年度|こ比べて年ポ間の利用件数が減少したが、施l!lの

合 E十 |施設鍛 541利用件獄 5，731 県 計画的な総}署管理に努め、市民のス ーツ ・レクポリエーション活動の湯を
i足供することにより、市民が楽しみ共につくるス ーツのまちづくりに望書

探 与レだ.
題 0今後ち市民にとって身近で利用レやすい筒抜として管理運営に努めてい

く必要がある.
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款 10教育費 本年度決鱒額 銀総予鱒額 不用額 納行率
昔日 教青雲員会事務局

予 項 05保健体育費 90.8% 
鱒

B 03惇育施t量費 2.822千円 3.107千円 285平問 (移管)当初予算額
科 t型 生涯学習1聖
目 iI 03久美浜湾nx-109-管理運営穆業

3.107千円

量轟 使用料 bH!~9-使用料 507干円

基本計画 27多織な学びを支f量する社会主虫育の充実
主

量豊かな自然の申で、カヌーを過して市民のスポーツ及びレクリ
な

目 財
工ーションの振興を図り、。患の健康づくりに資するとともに、本 源

的
市のスポーツ活勘の鎚点のーっとして地援の活性化に資するため、
カヌーセンターの管理運営を行う.

くオープニングセレモニー/リーフレット作成/センター嫡昂運繊> 638千円 くカタマラン艇 (2厳)の維i幸管理〉 298千円

才一プニングセレモニー 4月11日(巴) 保有胞の1年毎の点績及び修理

才一プニングセレモニーの開催経費や、リーフレットの作成経費、旧総画の備 O~用費 (燃料費) 22干円

昂益還経費ーなど O~用賀(修徳料〉 66千円

0需用費 〈印刷~本質〉、委託料(リーフレット作成愛託料〉 88千円 0雲託料 (1量備保守管理委託制〉 210干円

主 O委託料〈会渇綬a~u毛利〉 39千円
聾

な 0委託剰(荷物運織作鎌、産量量廃棄物処理、簡股運織作集霊託料) 511干円 くIlll!!lにより取得した方リンピック蛾筏周備ad(カタマラン飯・1艇) 310干円• ※Ifi渡元 :公益財団法人東京オリンピック ・パラリンピック娘筏大会組織委員会
務

くカヌーセンター管理;.U!> 889千円 0需用賀〈消耗昆〉 11平円

• 0需用費(消粍毘費、印刷製本質〉 123干円 0手車史料(船由自鐙録手獄料〉 18干円費量
の 0需用費(燃料費、光黙水資〕 298千円 0望Ut料(荷物運Iti作業委託料) 264千円
慣

0保験料〈火災保険料〉、委託料(消防段備等保守点倹受託料〉 92千円 0備c?o鳩入資(ライフジャケット・ 1醤〉 17平円震

0委託料(カヌーセンター管理委託料) 499千円

成
新型コロナウイルス感染予防のため、施践の一時体費量を含む利用制限を

く貸出用傭昂 (SU")の盤情〉 564千円 果
行ったが、施段の適切な管理運包を行い、オリンピック代表チームの合宿

O~軍用賀c;肖粍a費〉 16千円 線 E意致や、全国大会の開催なと、本市のスポーツ活勧の普及・発展に寄与し

0備昂賜入費 (SUP1台〉 548千円 題 た.

獣 10毅育費 本年度決鱒額 鰻終予算額 不用額 竜丸行寧

予 I頁 05保健体育費 96.4% 
gs 毅育祭員会副E務局

箆
目 02 l車.-'1量進費 2.746千円 2.848千円 102千円 {惨警)当初予算額

科 探 生涯学習牒
自 司E 03 U'ーヲイヘ.~トJ芭進司E業

6.286千円

喧畠 電61!1金 ふるさと応i量望書附金 1.565干円

基本計画 04滞在型観光 ・スポーツ観光の促進
主
な

自 観光分ne野-と連燐し、各1量スポーツイベン卜の開催を支l彊すること 財
で、ス ツを通じた本市の魅力を発憎し、交流人口のI坦加を図 源

的 る.

くスポーツイベントの実筒状況等>

イベント名 l1li催日程 会燭 重喜加者等

丹後100kmつルトフマフソン代笛事業 申込書敏 50人
① 『丹後でつルトラ節ランJ (観光型ランニングイベント〉 9/1 
②「丹後ウルトラの UAJls1こなろう ! ~フ耳トコンテスト ~12/10 

京丹後市内 @加者量~:25人

~J 
フ君トコン 9作8b

主
丹後大学駅伝(努83回関西学生対校駅伝競走大会) 11/201主l 丹後地1葺 22チーム、 220人

l>! 
な
UJ く大会中I上>
主若

-あみの八丁浜口一ドレース大会 . ~京丹後市 ドラゴンカヌー選手権大会
111 -矢美浜憲一周駅伝餓走大会 -丹後1αコ村判ウルトラマラソン
重量
の
書量

0負但金〈丹後大学駅伝後E里会への負l!i金) 900千円H 
0補防金 1，647千円 0新型コロナウイルス感染予防のだめ、多くの大会がφ止となったが、対

-関西学生対校駅伝競走大会情報発f軍事業補助金 1，565千円 成
績を行って開催可能な大会噂を実LtSレ、本市の魅力発信に寄与した.
0丹後1αコkmウルトラマラ、ノンI~ゆ比となったが、代笛Il量躍を実施し、

-丹後ウルトラマラソン補助金 82千円 果
ファンの繋ぎ止めを図ることができた.

0その他経費(消耗品質、燃料費、修繕料) 199千円 際
0舟後六学駅伝は、 2年ぶりに従来の規慢で実施.ガパメントクラウド

題 フ?ンデインク(窃BI~金)により、池上波によるテレビ放映 (20分醤組)
の実施支j重を行つだことで、 iU躍の周知 ・京丹後市のPRにつなげることが
できた.
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軟 10教育費 本年度決IIJ!R 11終予算額 不用麟 幸血行車
音E叙育委員会g務局

予 項 05保健体育費 99.0% 

" 自 02 ~~. ヴ継滋賀 23.191千円 23.404千円 213干円 (~警)当初予算額
科 限 生涯学習1軍
目 司匹 04 ~リyt' ，?/，'うリyt・，?似仰のJ量進軍車種

24.751千円

革E 府補 車1ト9?~等新型J01?イ似感Rl!症対策事重量基金交付金 6.322干円

基本計画 04滞在型観光・スポーツ観光の促進
主
な

目 東京2020才jf--リンピック ・パラリンピックホストタウン事鎌の実 財

飽jf-に-より、ス ツツーリズb.の1在進、インバつンドの熔加及びス 盟事
的 ツによる地I葺の活性化を図る.

[ホストタウン交流・コヲリンピック事前合宿受入事幾] [パラリンピック関連事業]

相手国〈人獄)スペイン (17人〉、ポルトガル (11人〉 くパラスポーツ体厳会> 68千円

1車所:京丹後市久契j兵，‘カヌー競技1墨 lまか 開111[8:令和3年12月18日〈主〉

実施期間 :7月18日(日)~7月28日 (水) 11臼悶 会燭 ・大宮往会体育館

くトレー二ングキャンプ〉 14.728千円 指師 :阪線泰子 氏(アテネパラリンピック車いすバスケットirtール白本代表〉

0縁日置費〈招待奮oa怠昆 ポロシャツ・巾積・扇子なと〉 195千円 内@続演、パラスポーツ停般会 〈嘗加者76人〉
主 0需用賀(消耗品賀、燃料費〉 646千円 。.aor賢(調師謝金〉 41干円
R 
な 0手獄科 0需用費(消終局賓〉 27干円

" 〈晶、船倹査手獄料、陀R倹査手叡刺 Iまか〉 1.312千円 くパラリンピックl車火式> 79千円
務

0保験料〈モーターボート保険料〉 44千円 開催日:令和3年8月16白 〈月〉
事

0委託制 会蝿 浜Ra夕日の丘費量
の 〈会甥股E壁、パス運転、交流司E築、過駅、廃豪物処理) 10.836千円 O~R~料(会縄股営委託料〉 75千用
担E

0使用料及び鋼借料(船船僧上、も層械溺具、施段使用〉 1.695千円 0使用料及び賃借料(有料道路通行料〉 4千円
聾

く選手移動支11> 8.316干円
0スペイン及びポルトガルカヌーチームの本市におけるオリンピック事前

成 合宿受入れを実施、交流することにより、多文化共生の縫進や地1或活性化

O旅費〈費用弁。町、 a通旅費〉 213千円 県 につなげることができ定.
.10パラスポーツ体厳会でl革、間宮者スポーツ、共生社会の実現についての

0委託料(飯嶋送、選手移動支媛〉 7.297千円 謀 理解を深める契告書となっだ.

0使用料及び賃借料〈自働事情上、有制道路、駐車11) 8α5千円 題 0継続的な彦撲の実施により、スポーツを通したまちづくりを准進する必
要がある.

畝 10毅育費 本年度決算額 鰻終予算額 不用額 私行事
昔日 叙育委員会.務局

予 項 05保健体育慣 93.0% 
IIJ 目 02 U'ーヲItl進費 1.698千円 1.825千円 127干円 (~警}当初予算額
科 lJ 生涯学習奴
目

" 05 'J-"ト.干H・rr -IlX関西1桂進事業
3.961千円

，甚 府補 丹後半島録興広sl遷纏促進事録費縄問金 165千円

基本計画 04滞在型観光・スポーツ観光の促進
主
な

自 ワールドマスターズゲームズ2021関西聖書(W管MスGポ)ーのツ取ロ組を通じ 財
て、本市の滞在型スポーツ観光の縫進、障 のli!飽づく 源

的 り及び地l耳の活性化を図る.

OWMG京丹後市実行委員会補間金 1.473千円 0その他 225干円

-実行委員会ホー心ページ運営等 427干円 'WMG京都府実行委員会負111金 2αコ干円

'WMGプレ穴会開催費用 1.046千円

くSUP2021 ジャJ~ン才一ブン>

-開催日・令和3年4月11日(日〉 ※10日〈主)SUP無料体般会実筋

主 . ~加者蚊: 71人 ※無料体駿会 40人
要
な -会燭久奨浜港カヌ一般妓11
11 く令和3年度全日本刀ヌーマラソン選手権大会〉
務

-開催予定8:令初3王手6月19・208(土 ・目)

" -開催臼・令利3年6月19・20日(主 ・8)
業
の ※6月14日延綱決定、 9月4日中止決定
望E

く全国高等学彼カヌー畏箆郎通Z手権大会〉
要

-開催日:令和4年3月20日 (日)
OWMGプレ大会 (SUP、カヌーマラソン、全国高校長距舵)を開催し、本

._'加者敏 129人 成 大会に聞けての級銭運営に必要な運曾体制等について確窃することができ、

- 会渇:~奨浜港カヌー娘J査渇 ~ 今後の大会 ・合宿t意致に向けてノウハウをlCられ疋.
• 10大会ホームページで情報発信を行うなとWMG関西大会及び京丹後市のPR
lJ に努めた.
飽 OWMG関西大会1<1:2027年に延期となったが、本大会の附催に向け、引き

続きブレ大会の開催等、必要な準備や本大会の芭発等を進める必要がある.

93 



軟 10毅育費 本年度決鱒領 思終予鱒電車 不用額 輸行率
tiIl 毅育委員会.務局

予 項 05保健体育費 77.3% 

" 目 02 ~*'-ヲ縫滋賀 917千円 1.186千円 269千円 (書害警)当初予算額
科 探 生涯学習限
自 • 06 東京2020~リンピヲク砲火リレー事業 3.810千円

唱量 府干暗 東京2020~リït' ，?聖火リレ・開催補朗金 454干円

基本計画 04滞在型観光・スポーツ観光の促進
主

東京2020オリンピック聖火リレーを実施することにより、大会
な

B ~ 
のポ機ー運醸成、ホストタウン寧縫などの成功に資するととも!こ、ス 源

的
ツ鍍興、 l也l員活性化などスポーツによるまちづくりを挺進す

る.

京丹後市盤火リレ約ー2〈2浅キ茂ロ川漁港をスタ トし、八丁浜IJIイ浜ルキスャ感ン染フ予Ii備付の
近をゴールとした メートル)f立、新型コロナウ
ため中比となり、京都スタジアムでの無観客によるリレーと点火セレモ
ニーの実施となった.
-実節目令初3年6月25臼
-会11 京都スタジアム 〈‘岡市)
-京丹後市からのリレ-Oll日香鍛 11人

0旅費 5平円

主
要
な 0需用賀〈消粍昂費、印刷製本費〉 311平内
司匹
務

0委託料 569千円
事

-会I!U量営餐託料(ステージ種板委託など〉業

の -会E軍事E備計画策定委託料等 (リレーコースの準備計画作成沼
復

※開催間際での中止 (5月12日〉となったため、それまでにかかっ疋経費要

。使用料及び賃借料(自重B車1昔上料、有料道路通行料〉 32千円 成
果 0当初予定していた網野八丁浜を会1易としていた計画は変更となつだが、
- 京都スタジアムでの無観客によるリレーに本市からも童書加し、スポーツ娠
課 興の償還IIR成を図ることができた.
題
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E 学校評価自己評価



1 .学園保幼小中一貫教育報告一覧

学園名
， E冒

ー・『且 ・2 ・・ --''':.)I"~ 

「目指す子ども像j 、教 育目 標 ....... I 

_._-曹司 E 国園 【

[教育目標] 「自己肯定J惑を持ち、自分の将来を展望し、共に学ぶ子の育成J
[目指す子ども像]

1峰山学園 「意欲を持って自ら学ぶ子ども(知)J 
「思いやりのある子ども(徳)J 
「進んで心と体を鍛える子ども(体)J 

( 1) 教育目標 自他を尊重し、自ら学ぶ子どもの育成
(2) 目指す子ども像

2大宮学園 0 意欲的に学び、チャレンジする子ども(知)
0 自他を大切にし、思いやりのある子ども(徳)
0 心身を鍛え、活動的な子ども(体)

[目指す子ども像]
あ .明るく元気に進んで学ぶ子 [知]意欲的に学習に取り組む子ども

3網野学園 み:みんななかよく支え合う子 [徳]規範意識をもち、仲間と支え合う子ども
の.のびのび生き生きやりぬく子 {体]粘り強く心身を鍛え、やり抜く子ども

[教育目標] 将来に夢と希望をもち、郷土を愛し、知 ・徳 ・体の能力を伸ばす子どもの育成を図る教育の推進

「目指す子ども像J
①ことlまで伝え合い、主体的に学ぶ子 [知I

4丹後学園 ②自分を大切にし、人を思いやれる子 [徳]
③ねばり強く身体をきたえる子 [体]

I教育目標J 夢と希望と創造性あふれる豊かな心を持ち、未来に向けて主体的に生きる子どもの育成

教育目標 『ふるさとを愛し、主体的に学び、心豊かで、たくましく生き抜く子どもの育成」
目指す子ども像

5弥栄学薗 (知)知織と技を磨き、活用する子 *自ら課題に取り組む(自主的な姿勢)
(徳)自他の良さを知り、共に伸びる子 *仲間と知恵を絞る(対話的な学び)
(体)心身を鍛え、何事もやりぬく子 *解決策を探り、自信をつける(深い学び)

[教育目標] 「ふるさとを愛し、意欲的に学び、やさしい心をもち、根気強く努力する子どもの育成J
[目指す子ども像]

6久美浜学園 (知)意欲的に質の高い学力を身につけようとする子ども
(徳)自ら正しく判断、行動し、豊かな心をもっ子ども
(体)心身を鍛え、粘り強く最後まで、協力して取り組む子ども

2. 京丹後市立こども圏、学校評価自己評価報告一覧

『 ..-・ ・・ ---・1・哩
学校名 学校 園教育 目 標 '. 

』 持 A 
噌凪 ' 

ι4 ム .---'--

“笑顔でつなごう。心とこ ころ!!"
~はなそう ・ったえよう・みんなのおもい~

l峰山こども圃 (1)生活に必要な習慣 ・態度を身に付け、健康な心と体で生きるカを育てる。
(2)主体的に活動し、 言3躍を介してコミュニケーションカを育てる。
(3)身近な人や地域とのかかわりを持つカを育てる。

人との関わりや体験を通して、心豊かでたくましく、生き生きとあそぶ子どもの育成
-健康で安全に活動する子ども

2大宮こども園 -身近な環境に自ら関わり、 主体的に行動 ・活動する子ども
-人の穏をしっかり聞き、自分の思いや考えを索直に表現できる子ども
-素直で思いやりがあり積律的に関わり合う子ども

『甑児自らが主体的に環境に関わり、心豊かでたくましく生きるカを育てる。』
-明るく元気で主体的に活動する子どもの育成

3網野こども園
-みんななかよく思いやりのある子どもの育成
-伸び伸び生き生きやりぬく子どもの育成

<テーマ>
『どきどき わくわく きらっ 1 ひとりひとりがかがやいて』

-主体的に環境に関わり自分で考え判断し行動する園児を育む。

4丹後こども園
-遊びゃ生活の中で様々な体験をしながら、ものの見方や思いやりの気持ちを育む。
-地域とともにある閣づく りを進める。
-保育教諭同士が互いに学び合える組織づくり を進める。

「みんな だいすき つながるえがお」
~やってみたい!もっとやりたし、!夢中になって遊ぶこどもをめざして~

5弥栄こども園 -さまざまなことに心を動かし、心豊かな子どもを育てる。
-生活に必要な習慣 ・態度を身につけ、健康な心と体を育てる。
-身近な人や地域とのかかわりを持つカを脊てる。

こども濁教育目標
「元気な体と豊かな心、生きるカを持った たく ましい子どもj

《元気勇気笑顔 つながれ仲間》
6かぶと山こども圏 ~いっぱい遊ぼう!一緒に遊ぼうl友達っていいな~

l 園児自らが興味関心をもって環境に関わり、心豊かでたくましく 、生き るカを育てる。
2 人との関わりの中で、人に対する愛情と信頼感、人権を大切にする心を育てる。
3 相手の思いを受け止めながら、自分の思いや考えを表現する力を育てる。
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ft1'"' _口-，ト司圃 且耳 目】 「 a ・ 7司、‘- .~ 『

学 校名 学校 園教育目 標

社会の中で自立し、多様な人，々と協働して、個性や能力を生かしながら主体的に生きることができるカを育てる。

7餓山小学校
1 将来に生きて働く質の高い学力を育てる。
2 よりよい生き方 ・在り方を深〈考え、自律的に行動するカを育てる。
3 学んだことを生かして、よりよい社会の形成に貢献しようとする態度を育てる。

教育回線 f自己肯定t惑を持ち、自分の将来を展望し、共に学ぶ子の育成J
目指す子ども像

8いさなご小学校 1 意欲を持って自ら学ぶ子ども
2 思いやりのある子ども
3 進んで心と体を鍛える子ども

l 一人ひとりが自己肯定1惑を持ち、いきいき活動する学校 [児童 ・生徒]
9しんざん小学校 2 r峰山学園卒業時の子どもの姿」に全教職員が責任を持つ学校 [教職員]

3 保護者・地域に信頼される学校 l保護者・地減]

「峰山学園」経営方針を踏まえ、教育活動全般を通して学校教育目標「自己肯定感を持ち、自分の将来を展望し、共に
学ぶ子の育成Jに迫る。

10長岡小学校
〈目指す子ども像〉
-意欲を持って自ら学ぶ子ども
-恩いやりのある子ども
-進んで心と体を鍛える子ども

「学校教育目標J (長期目標)
-自他を尊重し、自ら学ぶ こどもの育成

f目指す学校像J
11大宮第一小学校 く〉一人一人が輝き、生き生き活動する学校 [児童iiJ

oやりがいを持って自分のカを発揮する学校 [教職員]
。安心して子どもを任せられる学校 [保護者]
。他地核に誇れる地域とともにある学校 {地域の方1

大宮学園教育目標
「自他を毒事重し、自ら学ぶ 子どもの育成」

12大宮南小学校
大宮南小学校 目指す学校像

(1 )学級づくりを基盤にして、質のi高い授業づくりを追及する学校
( 2)全ての児童が大切に育てられている人権的風土のある学校
(3)家庭 ・地域と共にある信頼される学校

1 規範意織を織成し、落ち着いた学校、落ち省いた授業により学力を付ける。

13網野北小学校
2 すべての子どもに、未来を展盟し、自ら将来を切り拓く力を付ける。
3 思いやりをもち仲間と共に生きる、鐙かな人間関係を築くカを育てる。
4 自然 ・人 ・社会とつながり、郷土を愛する心を育てる。

網野学園保幼小中一貫教育の目標から
『将来に夢と希望をもち、郷土を愛し、知・徳 ・体の能力を伸ばす子どもの育成J

14網野南小学校
[目指す子ども像]

-あかるく元気に進んで学ぶ子
-みんななかよく支え合う子
-のびのび生き生きやりぬく子

1 規範意織を隊成し、終ち着いた学校、海ち着いた授業により学力を付ける。

15島海小学校
2 すべての子どもに、未来を展望し、自ら将来を切り拓く力を付ける。
3 思いやりをもち仲間と共に生きる、鐙かな人間関係を築くカを育てる。
4 自然 ・人 ・社会とつながり、郷土を愛する心を育てる。

[教育目標]
「将来に夢と希望をもち、郷土を愛し、知 ・徳 ・体の能力を伸ばす児童 ・生徒の育成を図る教育の推進J

16橘小学校
[目指す子ども像]

あ:明るく元気に進んで学ぶ子 [知]意欲的に学習に取り組む子ども
み:みんななかよく支え合う子 [徳]規範意織を持ち、仲間と支え合う子ども
の:のびのび生き生きやりぬく子 [体]粘り強く心身を鍛え、やりぬく子ども

教育目標(丹後学園共通)
「夢と希望と創造性あふれる豊かな心を持ち、未来に向けて主体的に生きる子どもの育成J

〈目指す学校像>
17丹後小学校 1 よく考え学ぶ学校

2 友だちと仲良くする学校
3 最後まで粘り強く努力する学校
4 家庭 ・地域のつながりを生かした学校

夢と希望と創造性あふれる重量かな心をもち、未来に向けて主体的に生きる子どもの育成
0目指す子ども像

18字川小学校 (1)言葉で伝え合い、主体的に学ぶ子(知)
(2)自分を大切にし、人を思いやれる子(徳)
(3)粘り強く身体を鍛える子(体)

1 知機 ・技能の確実な習得と、思考力 ・判断力 ・表現カの育成、主体的に学びに向かうカの育成を図るために、
生徒指導の3機能を生かした授業づくりと学級づくりを推進する。

2 確かな学びのカと豊かな人間性を育み、一人一人が大切にされる 「心の教育Jの推進に基づく、生きるカの
19吉野小学校 育成を図る。

3 家庭 ・地域とつながり、情頼される学校 ・特色ある学校づくりを推進する。
4 学園の保幼小中一貫教育を校種聞における様々な取組等を充実させながら推進する。
5 ICTを効果的に活用し、授業改善を図る。
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fふるさとを愛し、主体的に学び、心重量かで、たくましく生き抜く子どもの育成J

20弥栄小学校
-知識と技を民主き、活用する子
-自他の良さを知り、共に伸びる子
-心身をきたえ、何事もやりぬく子

教育目標 [久美浜学圏全体}
Iふるさとを愛し 意欲的に学びやさしい心をもち根気強く努力する子どもの育成J

目指す子ども像 [久美浜学閣全体]
(1 )意欲的に質の高い学力を身に付けようとする子ども(知)
(2)自ら正しく判断、行動し、隻かな心を持つ子ども(徳)

21久美浜小学校 ( 3)心身を鍛え、粘り強く最後まで、協力して取り組む子ども(体)
重点目標 [久美浜学園全体]

「意欲的に生活・学習に取り組む子どもの育成J ~ 子どもの実態や系統性を踏まえた指導 ~ 
指導の量点『学力の向上』

①基礎 ・基本の徹底 ②主体的に学ぶカの伸長 ③家庭学習時間の確保
校間11 rー生懸命」を意織した教育活動の推進

意欲的に生活 ・学習に取 り組む子どもの育成
一子どもの実態や系統性を踏まえた指導ー

22高官E小学校 l 基礎 ・基本の徹底
2 主体的に学ぶカの伸長(授業づくり)
3 家庭学習時間の確保

1 久美浜学園教育目標
「ふるさとを愛し、意欲的に学び、やさしい心をもち、根気強く努力する子どもの育成J

23かぶと山小学校
2 めざす児童像

(1 )意欲的に質の目前い学力を身につけようとする子
(2 )自ら正しく判断、行動し、豊かな心をもっ子
(3)心身を鍛え、粘り強く最後まで協力して取り組む子

[教育目標]
自己肯定J惑を持ち、自分の将来を展望し、共に学ぶ生徒の育成

[めざす生徒像]
-意欲を持って自ら学ぶ生徒

24峰山中学校 -思いやりのある生徒
-進んで心と体を鍛える生徒

[重点線題I(社会的自立につなぐ教育)
「個別最適な学びJと「協働的な学び」を実現するためのICTを活用した授業改善の推進と学力の向上

-豊かな人間性の育成と不登校の解消 ・未然防止

1 夢や希望を持って未来を切り拓く能力と実行カの育成
2 学習意欲を高める授業改善と家庭学習の定着

25大宮中学校 3 健康な体と豊かな心の教育の充実
4 信頼され、開かれた学校づくり
5 教減員の資質能力の向上
6 大宮学園保幼小中一貫教育の推進

将来に夢と希望をもち、郷土を愛し、知 ・徳 ・体の能力を伸ばす生徒の育成を図る教育の推進
1 規範意識を飯成し、落ち着いた学校、落ち着いた授業により学力を付ける.

26網野中学校 2 来来を展望し、自ら未来を切り拓くカを付ける。
3 思いやりをもち仲間とともに生きる、豊かな人間関係を築くカを育てる.
4 自然 ・人 ・社会とつながり、郷土を愛する心を育てる。

開校8年目となる教育活動を充実させ、保官望者 ・地械から信頼される学校経営を行う。
27丹後中学校 生徒が「本気で本物に挑戦するJための教育環境をつくり、自分の可能性を信じそれに呆敢に挑みカを

伸ばすことに専念させる。

1 全教職員で、生徒 ・保援者との僧頼関係を築く。
2 主体的に学び、たくましく心身を鍛え、人徳尊重を基に人間性豊かな生徒を育む教育限程の編成と実施に

28弥栄中学校
努める.

3 基礎的 ・基本的内容の指導の徹底と定婚を図る綬業づくりを進める。
4 知織技能を活用し、自ら考え、判断し、表現する力を育んでいく。
5 未来を拓くために主体的に進路選択ができる能力を育てる.

〈久美浜学園> 指導の量点:学カ向上
(1)基礎 ・基本の徹底
(2)主体的に学ぶカの伸長(授業づくり)
(3)家庭学習時間の確保
o規範意織の醸成を基盤とし、当たり附のことが当たり前にできる学校、 『命J r今J r仲間Jを大切にする

学校を目指す。
29久美浜中学校 。久美浜学園保幼小中一貫教育の一層の推進により、指導観について共通理解を図り、系統的、組織的な教育

実践を推進する.
1 「主体的 ・対話的で深い学びJを追求した授業の充実による学力の向上
2 好ましい人間関係の構築と自己肯定感 ・自己有用感の向上
3 不登校の来然防止と不登校(傾向)生徒の改善
4 f久美浜学園学校運営協機会Jを核とする地城カと学校カを統合した、地域ぐるみの子育て支援体制の確立
5 新型コロナウイノレスと共存した新しい生活様式の確立と「新しい教育の創造J
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(別紙様式2)

令和3年度 峰山学園保幼小中一貫教育報告書

1 r目指す子ども像J、教育目標

【教育目標]
「自己肯定感を持ち、自分の将来を展望し、共に学ぶ子の育成J
[目指す子ども像]
「意欲を持って自ら学ぶ子ども(知)J 
「思いやりのある子ども (徳)J
「進んで心と体を鍛える子ども (体)J 

2 保幼小中一貫教育として解決を目指す重点課題、 取組の柱とする内容

指導の重点「確かな学力の育成(授業研究)Jrコミュニケーション能力の育成(生徒指導・特別活動)J r評
価を見通した尉旦の充実Jを各小 ・中学校の教育活動や校内研究 ・研修に位置付ける。
(1) 確かな学力の育成

言葉の力の育成を土台として「わかるJrできるJ授業を行い、自己肯定感を高めるため、学園で共通
させる指導の目標と視点を踏まえて、 小学校から中学校まで一貫した実践を進める。(授業研究)
※「確かな学力」を、峰山学園では、「生きて働く知識 ・技能Jr思考力・判断力 ・表現力等Jr学びに向
かう力 ・人間性等Jを総合したものと捉える。

ア 生徒指導の3機能を生かした授業を進める。

授業の中で目指す児童生徒の姿 (3目標) そのための指導方法 (3視点)
①自己決定をしている ①主体的に活動する場面が設定された授業
②自己存在感を感 じている ②本時の目標が明確で「わかるJ授業
③共感的な人間関係をはぐくんでいる ③学びを深める多様な学習形態を取り入れた授業

イ 目標と指導と評価の一体化を進める。
(ア)目標から単元総括テス トを作成し、それを踏まえた指導計画と授業設計
(イ)単元総括テストの蓄積と検証

(2) コミュニケーション能力の育成
確かな学力を育成する授業実践と連動し、言葉の力の育成を土台として生徒指導の3機能を踏まえた

就学前から中学校まで一貫する積極的な生徒指導を進める。(生徒指導 ・特別活動)
ア 生徒指導の3機能を生かした教育活動(積極的な生徒指導)
イ 自己肯定感を高める取組(特別活動)
(ア)学校や地域社会の一員として主体的に参加する取組
(イ)集団の中で豊かに人とかかわることができる取組

(3) 評価を見通した取組の充実
ア 学園評価 ・学校評価の結果に基づく学園経営の充実
イ 教育評価 ・指導評価の結果に基づく教育実践の改善

3 保幼小中一貫教育の具体的な内容と評価

項目 内容 評価
(実践の過程・幼児尼蛍生徒の姿・制改良の見方等)

幼児児童生徒 ( 1 )学圏内の全ての学校が、 ( 1 )児童生徒の実態や課題などや目指す子ども像、目標
の実態や課題、 年度当初から目指す子ど 方針の共有について
目指す子ども も像 ・教育目標を共通化 0年度当初の研修会は各校での開催となったが、峰山学園
{象や目標、方針 (2)学圏内の全ての学校が、 の児童・生徒の実態から明らかにした経営方針を全教職
等の共有方策

学園経営方針を各学校の 員で石室認し、運営ができた。
経営方針ベ立置付け 0児童 ・生徒の状況については、各会 ・部会で共通理解を

(3)学園内の全ての学校が、 図り、取組に生かしている。担任会でも、児童の状況に
学園経営の課題 ・重点につい ついて交流を行ったり、指導方法等を学び合ったりして
て各学校の経営方針へ位置 いる。
付け (2 )学校経営及び進行管理

0月 l回の定例経営会議を校園長会として開催し、学圏内
の教育課題の把握 ・整理を行いながら、教育目標 ・目指
す子ども像の実現を目指して保幼小中一貫教育を意識
して経営を行うことができた。

0経営会議で、運営部会、教育課程部会、生徒指導部会、
教育支援部会、学習指導部会の取組等を把握することが
できた。

0担任会の実践を進めるために、担当校長 ・老師長、教務主
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任が担任会に入り、中学オ交数学科の教員が5・6学年担
任会に加わっている。また小中の教務主任が担任会に加
わることで、学習指導部会と連携した組織となり、より
充実した活動ができた。

0担任会が研究組織として機能していくことを年度当初
に学習指導部会で確認し活動を進めたことにより、一貫
教育の恥組の見直しを行うことができた。単元総括テス
ト作りを通して、単元の指導構想、耕宇観、 5判面観、指
導カ観に繋がる論議を通して教師の指導力向上に繋が
る一助となった。また5・6年担任会では、中学校数学
科担当の先生からの意見や指導の実態を聞くことがで
き、小から中に繋がる指導の一貫性をより意識すること
ができた。

01年担任会後半には、こども園から園長、担任が参加し
保幼小の接続がスムーズにいくように連携を深めた。接
続を意識したこども園の実践から小学校の指導を振り
返る機会となった。

就学前から中 ( 1 )自己肯定感を育てる授業 就学前から中学卒業までを見通した一貫した指導の充
学校卒業まで づくり・生活づくり 実と教育課程編成を行う。
を見通してー (2)汽水域を中心とした教育 本年度も、 0期、I期~皿期をより意識した指導を行う
貫した指導、教 課程の編成と一貫した指 ことを年度当初でE鶴忍した。各校園では r(0) 1期，，-rn期
育課程 導 における『目指す姿~J (教育課程)を職員室に掲示する等、

(3)単元総括テストの作成と 担任会で峰山学園の児童生徒につける力の検討を行って
交流 きた。このことが、一貫性・系統性のある教育課程による

(4)京丹後市保幼小中一貫教 指導につながっていく。
育モデノレカリキュラムの ( 1)児童生徒の実態や課題、目指す子ども像の共有
積極的な活用 0経営会議で決定したことを各校へ持ち帰り、目指す子ど

(5 )学力充実期間等の設定 も像の実現に向けて実践を積み上げることができた。
(6 )中1ふりスタ (2)就学前から中学卒業までを見通して一貫した指導に

(中学校 1年生集中振り ついて研究を行った。
返り学習) 0年間 12回校園長会を実施し、連携を深め、 10年間を見

(7 )全ての学年でのふりスタ 通した指導について恥組を進めることができた。また、
(8)家庭学習がんばり週間の 教育支援部会へのこども園の参加、 l年担任会(こども

実施 園の参加)・教育課程会議の恥祖で、一貫した園児 ・児
(9) 中学校体験授業 童の支援を行うことができるようにしてきた。
(10) r 5年生・ 6年生の心構 0・こども園等から小学校へ、/J、判交から中学校への子ど

えJの検討 もに関わる情報については、個人情報であることを踏ま
(11)二分の一成人式(小学校 えた対応と内容については、毎年石信官、をしてより良いも

4年生)、立志式(中学校2 のにしていく必要がある。アプローチカリキュラム ・ス
年生) タートカ リキュラムも l年担任会で検討し改善・実践す l

(12)こども園、小学校の接続 る。
を中心とし教育課程の編 0本年度、教育目標、目指す子ども像の実現を目指して、
成と一貫した指導 0期、 I期，，-rn期までの指導・支援の在り方について明

(13) アプローチカリキュラ 確にしようと石鶴忍をして教職員が、協働して指導・支援
ム ・スター トカリキュラム を行ってきた。次年度以降もさらに0期、 I期，，-rn期ま
の実践と検証と改善 での指導・支援の在り方について明確にしていく。

(14)不登校にかかる事例研 0指導の重点である確かな学力の育成では、生徒指導の3
「不登校の子どもと家庭 機能を生かした授業づくりを各小・中学校で進めること

への小中連続した支援の ができた。
在り方についてJの実施 01中朝交4小学校だ、から実施する必要性がある「中学校

体験授業J等に取り組むことができた。また、「乗り入
れ授業(小中連携加配)J (体育)にも取り組むことがで
きた。

.コロナ禍では「小学校合同校外学習」の実施は難しいが、
ICT活用等の工夫をして可能な限り小小連携について
追究する。

0児童生徒に基礎基本の力を身に付けさせるため、小4ふ
りスタ・ 6年生春季宿題の共通化・中 1ふりスタ等の取
組を継続・充実させるとともに小 1"-小5までの各学年
の学習の振り返りにも取組を広げることができた。

0小中の家庭学習の在り方について I期の「与えられた課
題を確実にやり切る力jからE期の「授業と関連した自
主学習の力」を付ける家庭学習の指導の改善を図った。
中朝交の実践を参考に小5，小6が使用する「家庭学習
週間シートJで目標に向かって自分で家庭学習計画を立
てる{:t組みを整え実践を進めることができた。
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0各校で積極的な生徒指導の取組として児童会・生徒会活
動等だけでなく、豊かな人間関係の構築を目指して学級
経営、授業の場で生徒指導の3機能を生かす視点を意識
した指導を行い、概ね落ち着いた状況で生活できてい
る。

0生徒指導部会のアンケートを実施することで児童・生徒
の実態をつかみ、 SNSに係る指導を小・中学校で進める
ことができた。

-情報機器やSNSにかかる指導については、PTAとの連
携が今後も必要である。

or二分の一成人式Jr立志式Jに取り組み、自分の将来
を展望する子どもたちを育てることができてきている。
学園としてねらいや趣旨を共通化して、育成すべき力の
実現を目指す。

0夏季研修会の全体会で教育支援部担当者から、中斜交の
不登校傾向児童、配慮を要する児童生徒への組織的な対
応の具体を共通石鶴君、した。情報の接続の重要性、認識の
共通理解、対応の一貫性が未然防止に繋がっていること
を認識でき、小中の丁事な連携が成果に繋がっているこ
とを確認できた。

0部会にはSC、SSWの参加依頼も行い、対応を検討した。
幼児児童生徒、 o rwわかる~ wできる』授業を推進するために小 ・中学校
教職員の交流 で、共通確認する指導の視点Jr生徒指導の3機能を生か
と協働 した授業Jについて小中学校ともに各校で授業研究に取

り組み、授業改善を前進させることができた。
0一部オンライン開催・誌上開催となったが、全教職員の
研修会での実践研究及び各部会での実践交流を通して、
教職員の交流及び共有化を図ることができた。

0峰山中朝交合唱祭(中止)・クリーンキャンベーン ・部
活動体験 ・体育祭・ふれあい交流会等、児童生徒は交流
を通して中学校への不安を解消したり、自己肯定感を高
めたりすることができ、引き続き、取組内容等を検討し
実施していく。

-感染予防が必要な中、小学校合同校外学習 ・合同授業等
を通して小小の交流を深め、豊かな学習を創り上げるた
めに何ができるか探ってし、く。

-交流会が実施できない中、保幼小中の教職員及び峰山高
等学校との授業研究等を通して今後も連携を深めてい
く。

家庭、地域との
連携、情報発信
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4 今年度の成果と課題改善方策

成果と課題 改善方策

《成果》 《 》

1 児童生徒、教職員アンケート結果より
-峰山学園の保幼小中一貫教育の成果は顕著に
現れ、峰山学園の児童生徒の課題解消や軽減
等は着実に進んでいる。

2 峰山学園の教職員のアンケートから、確実に
保幼小中一貫教育で、目指している一貫した指導
が浸透してきていることが伺える。今年度は、 る。
秋に授業研究会を実施でき、各校や学年会等で ③0期~皿期の指導目標を踏まえた指導の充実を
授業について小 ・中学校の教員が学園の授業改
善の目標を意識して研究を進めている状況が確
認できた。

3 学園経営及び進行管理について
-経営会議が運営会議、教育課程会議及び生徒
指導部、学習指導部などを統括する必要があ
り、 t国載改編を行った。

-担任会の実践を進めるためにより機能的な組
織体制にして、担任会がより授業づくりの実

し、業く・。づ中践推進を担うよう学習指導部と連携できるよ 。/J、 朝交教員の研修会
うにした。 授 くりを中心とした協議を行い、小中学校で、指導

-担任会の活動内容(総括テスト、学習の振り
力の向上を図の、イ呆る目幼。指小す中子一ど貫も教像育・返り)を明らかにし、授業改善や学力向上に 0令和4年度 標・目指す教師

繋がる実践を取り組むことが出来た。 像について 揃教育韮の目手引きをもとに

-学園が標楊している授業改善の 3つの柱(授 検討を行う。

業を見る視点、生徒指導の3機能、 目標と指
【令和4年度]

導と評価の一体化)に焦点化した実践を進め
1 目指す子ども像

ることができた。 意欲を持って自ら学ぶ子ども(知)
4 10年間を見通した一貫した取組について 思いやりのある子ども(徳)
. r目標と指導と評価の一体化」を具体化するた
めの実践を担任会に位置付け学習指導部と連
携しながら(言葉の力の育成:思考する力 ・
判断する力・表現する力)に焦点を当てた評
価テス トの作成等に取り組むことができた。

-生徒指導の 3機能を育む授業の推進に向け
て、学習指導部会と生徒指導部会が連携し、
授業研究会等での実践交流を通して、授業改
善を図ることができた。

5 オンラインで、はあったが、夏季研修会の全体

会の中で、峰山学園が研究指定を受けてから
10年間、小中一貫教育に係る取組を展開し、
大きな課題で、あった学力の向上、不登校の改

善についての成果を全教職員で石鶴忍すること
学園自 [児童・生徒]ができた。

• 10年間を見通した連携・一貫した指導となる ア 分の将来を展望し、意散を持って学ぶことが

ょう分掌や分掌の任務の改善を進める。特に、
できる耽組を進める。

イ や自分るの思いや考え尉が表且現を進でき、共に学び、思いr (0) I期~皿期に目指す姿Jを強く意識を ことができる める。
し、各期に身に付けさせる力を明らかに指導 ウ 粘り強く挑戦し、自らの心や体を鍛えることが
することができた。

-児童生徒に基礎基本の力を身に付けさせるた

(2) r持中児でつい学I童組きわ朝校、生みかる国共卒職徒、る業感I専の」教坦時的願を門「職理ので進性い員解子きめの・]Jるど希E向る指」も望.上導授の・をに姿悩業図努jみ・るめ生にに。全教職員が責任
め、小4ふりスタ・ 6年生春季宿題の共通化・ を
中1ふりスタ等の取組を継続・充実させると ア 正面から向き合
ともに小 1""'-'小 5までの各学年の学習の振り る。

返りにも取組を広げることができた。 イ 活の創造に取り

-各校で積極的な生徒指導の取組として児童
会 ・生徒会活動等だけでなく、授業にも生徒 ウ 10年間を見通して、一貫性 ・系統性のある指

指導の 3機能を生かそうとすることで、コミ
エ 組導互保織いを護行に者学構やう。研築地す合場い、協働的な教育活動を展開するュニケーション能力を高めることができてき る。

ている。また、「二分の一成人式Jr立志式」 オ 域の人達と連携して児童生徒の社
にも取り組み、成長を実感し自分の将来を展 会的自立を図る指導を進める。
望する子どもたちを育てることができてきて (3)保護者 ・地域に信頼される学園 {定保感護を者高・地域}
し、る。 ア PTA・地域と連携した自己肯 める取

. r小中学校で共通石鶴君、する指導の視点Jに基づ 組を進め地る。域へ
き、各校で実態に応じた授業づくりに関わる イ保護者・ 双方向の情報発信を行う。
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研究を進め、秋季研修会で小学校2校の授業
研究会を行った。具体的な児童生徒の姿から、
よりよい授業づくりの在り方について学び合
うことができた。協議を通して目指したい指
導生徒の姿や授業づくりで大切にしたい視点
を明確化したり共有化させたりすることが出
来た。

・保幼小中一貫教育コーディネーターの役割を
明確にし、学園だより・ホームページ ・リー
フレッ トの作成を行い、学園の教育活動を保
護者 ・地域に丁寧に広報することができた0

・不登校の未然防止に向けて、学圏内で気にな
る子どもの情報交流をすることで、幼児期 ・
学童期の過去の様子や家庭の情報などを得る
ことができ思春期の時期の変化に即した支援
や指導に繋がった。

-現場ですぐに活用できる内容として、愛着障
害の特徴や種類、それに応じた支援等、重要
な事柄をsswの講義で学ぶことがきた。そ
れぞれのステージで移行支援シー トを丁寧に
作成し、引き継いでいることも不登校の解消
につながっている。

.SC. SSWの専門的な見立てからも学び、状況改
善に向けての取組を進めることができた。

-相談部による校内サポー トなど学校が組織と
して継続して支援をすることを推し進めてき
た結果、不登校の未然防止につながった。

. SNS講演会については、児童生徒向けと保護
者向けを実施できた、主催、運営等の役割分
担が整った。

・コロナ禍ではあったが、ペアやグツレープBでの
学習形態を計画的に取り入れることで、子ど
も達のつながりを育み、学習意欲の向上や不
登校の未然防止につなぐことができた。

《課題》
1 令和4年度学閥経営に向けて
( 1 )組織体制及び運営上の改善
.10年間を見通した連携 ・一貫した指導となる
よう分掌や分掌の任務の改善を進める。特に、
O期-----IlI期に目指す児童生徒像を目指した指
導をさらに進める。

(2 )令和4年度に向けての重点的な課題・取組
の方向

[教育目標 ・目指す子ども像 ・学園経営方針]
-令和4年度についても、学園として教育目標

「自己肯定感を持ち、自分の将来を展望し、
共に学ぶ子Jの実現に向けて、 PDCAサイ
クノレで、学園経営を行っていく。

[学園指導の重点1
・特に「確かな学力の育成」に関する取組では、

「目標と指導と評価の一体イじJを進めて行く。
小小連携で、単元来総括テストの作成 ・実施・
評価 ・改善に力を入れて恥組を更に進める0

・「目標と指導と評価の一体化Jについて、中学
校での実践のわかる化を進める。

・夏季研修については、教職員の指導力量を高
めていく取組の大きな節としていく。特に、
保幼小中連携に焦点を当てた取組とする。
-授業研究については、 学習指導部会が中心と
なって「自己肯定感を高め、『わかる~ wでき
る』授業を推進するために小 ・中学校で共通
確認する指導の視点Jr目標と指導と評価の
一体化Jr生徒指導の3機能を生かした授業」
を基に行う。 小中全教職員が授業研究にかか
わるためにも、各校で視点を明確にした実践
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ヴ 市民が学校の教育活動を積極的に支援する取
組を進める。

O学園指導の重点
指導の重点「確かな学力の育成(授業研究)J rコミ

ュニケーション能力の育成(生徒指導・特別活動Jr評
価を見通した取組の充実」を各小 ・中学校の教育活動
や校内研究・研修に位置付ける。

(0) I"-'IlI期における 「目指す姿一覧Jを意識し
た指導を今後も積極的に行う。
( 1 )確かな学力の育成

生徒指導の3機能を生かした「わかるJrできるj

授業を行い、自己肯定感を高めるため、学闘で共通
させる指導の目標と視点を踏まえて、小学校から中
学校まて)貫した実践を進める。(授業研究)

※「確かな学力」を、峰山学園では、「生きて働
く知識 ・技能Jr思考力 ・判断力 ・表現力等J
「学びに向かう力 ・人間性等Jを総合したもの
と捉える。

ア 生徒指導の3機能を生かした授業を進める
授業の中で目指す児童生徒の姿 (3目標)
①自己決定をしている
②自己存在感を感じている
③共感的な人間関係をはぐくんでいる

そのための指導方法 (3視点)
①主体的に活動する場面が設定された授業
②本時の目標が明確で「わかる」授業
③学びを深める多様な学習形態を取り入れ

た授業
イ 目標と指導と音刊面の一体化を進める

(ア)目標から単元総括テスト作成し、それを踏
まえた指導計画と授業設計

(イ)単元総括テストの蓄積と検証
ウ ICT・ロイロノートの活用をすることにより、

生徒指導の3機能 (3目標 ・3銑長)を生かす
とともに「対話的 ・主体的で探い学びJの実現
を目指した授業づくりを行う。

(2 )コミュニケーション能力の育成
確かな学力を育成する授業実践と連動し、言葉の

力の育成を土台として生徒指導の3機能を踏まえ
た就学前から中学校まで一貫する積極的な生徒指
導を進める。(生徒指導 ・特別活動)
ア 生徒指導の3機能を生かした教育活動(積極的

な生徒指導)
イ 自己肯定感を高める取組(特別活動)

(ア)学校や地域の一員として主体的に参加する
取組

(イ)集団の中で豊かに人と関わることができる
取組

(ウ)一人一人の居場所を確保し不登校の解消に
つな

ぐ取組
(3 )評価を見通した取組の充実

ア 学園評価・学校評価結果に基づく 学園経営の充
実

イ 教育評価・指導評価結果に基づく教育実践の改
善

O 保幼小中一貫教育の具体的な内容
1 児童生徒の実態や課題、目指す子ども像や目標方針
の共有に向けて
( 1 )学圏内の全ての学校が、目指す子ども像 ・教育目

標を共通化
(2)学圏内の全ての学校が、学園経営方針を各学校の

経営方針ベ立置付け
(3)学圏内の全ての学校が、学園経営の課題 ・重点に

ついて各学校の経営方針ベ立置付け
2 就学前から中学校卒業までを見通して一貫した指

導、教育課程
( 1 )峰山学園の目指す子ども像を見通した指導と教育

課程の作成
ア 自己肯定感を育てる授業づくり ・生活づくり
イ 汽水域を中心とした教育課程の編成と一貫し
た指導



を積み上げる。
・一人 1台タブレットの導入に伴い、ロイロノ
ートの活用が幅広く図られ「主体的・対話的
で深い学びJの実現を目指して授業改善が行
われた。今後は9年間の指導の系統性を整え、

さらなる効果的な活用を推進する。
・「確かな学力の育成Jfコミュニケーション能
力の育成」では、「言葉の力の育成Jに焦点を
当てた実践を進める。

-不登校の解消に向けて、今年度の取組を継続
するとともに、関係機関との連携を更に深
め、 個に応じた対応から社会的自立につなぐ
指導を展開する。

-生徒指導部会では、各校で取り組まれている
積極的な生徒指導の取組を交流し、コミュニ
ケーション能力を育成し、豊かな人間関係の
構築を目指す。同時に、指導者として各学年・
発達段階に応じてそのためにどのような手立
てが必要か検討してし、く。

・f5・6年生の'L;寸持えJについて年度初めに共
通確認し、学園で足並みをそろえた指導を行
うことができた。

・特別支援を要する生徒が繰り返し問題行動を
起こすなどの特徴が見られる。指導や支援の
方法をより一層工夫・連携していく必要があ
る。

-学園評価について、方針に基づいて早い段階
から、評価の計画・見通しを持ち、学園学校
運営協議会での評価により指導の改善を図
る。

-教育評価 (総括テスト等)から、教育指導を
実践していく。ゴールや出口を明らかにする
ことでより質の高し呪対Eを行う。

-保護者、地域の方々の評価については変更を
加える。

[保幼小中一貫教育の具体的な内容]

-小6児童の不安感や中 l生徒の困り感の再横
証峰中(中 1)ギャップの捉え直し
-単元総括テストの作成と交流と検証
・京丹後市保幼小中一貫教育モデノレカ リキュラ
ムの積極的な活用
・学力充実期間等
・乗り入れ授業
・小学校高学年での一部籾ヰ担任制(音楽科)
.中 1生集中振り返り学習
・全ての学年でのふりスタ
・中学校体験授業(年2回)
-二分の一成人式(小4)、立志式(中 2)

ウ 0期 I期~皿期の目指す姿を達成できる指導
について協議、実践していく。
-新学習指導要領で児童生徒を主語にして授業改
善の視点が示されていることを踏まえ、現在の指
導方法を中心とした「小中学校で共通確認する指
導の視点Jについて見直しを行う。
・f5・6年生の心構えjについては、児童生徒
の実態を踏まえ、検討を継続してし、く。

エ 園小接続を中心とした教育課程の編成と一貫
した指導
・アプローチカ リキュラム ・スタートカリキュラ
ムの実践と検証

3 子ども、教職員の交流と協働
( 1) f目指す子ども像の実現 ・「目指す教師像Jの意

識化=今教職員の協働及び教職員の交流
ア教職員の合同研修会・実践交流の実施
イ 授業を通した研修会
ウ 担任会を通した研修

(2) f集団の中で豊かに人と関わる力Jや「コミュニ
ケーション能力Jを高めることを目的とした子ど
もの交流を図る行事等の計画 ・実施

ア峰山中学校合唱祭
イ部活動体験
ウ 合同授業・学びの交流等
エ 峰山中学校体育祭
オ生徒指導の 3機能を生かした授業実践
カ 学校や地域の一員として主体的に参加する取
組

キ クリーンキャンペーン
ク SNS講演会(峰山学園主催、運営:運営会議 ・
峰山学園生徒指導部). 0期 ・I期~皿期の実践を明確にし、小中一

貫教育の姿を確認する。 4 家庭、 地域への積極的な情報発信

(3)令和4年度に向けての年間計画・行事の見
直し
コロナ禍で制限もあり配慮、が必要だが、保幼
小中一貫教育の取組を継承・発展する視点、と、
実態に応じて見直す視点をもっ。
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( 1 )峰山学園学校運営協議会による評価の実施と学園
の目標、教育活動の保護者・地域住民への積極的
な情報発信

(2)中学校区の家庭教育の課題(基本的な生活習慣や
家庭学習習慣の確立、ほめて育てる家庭教育等)
を踏まえた「峰山学園JPTA統一目標の設定

(3) fj峰山学園JPTA統一目標に沿った校区全体及
び各学校での具体的恥組の計画・実施

(4)学園の教育活動に支援体制(学校支援ボランティ
ア等)の機能化と充実

(5) SNS講演会(保護者向け)については、小中一貫
校 PTAの取組として位置付け、各校PTAの計画等
にも組み入れる。地域にも発信し地域と連携した
取組に広げてし、く。



( 

令和3年度大宮学園保幼小中一貫教育報告書

1 r目指す子ども像」、教育目標

( 1 )教育目標

自他を尊重し、自ら学ぶ子どもの育成

(2 )目指す子ども像
0 意欲的に学び、チャレンジする子ども(知)
0 自他を大切にし、 思いやりのある子ども(徳)

O 心身を鍛え、活動的な子ども(体)

2 保幼小中一貫教育として解決を目指す重点課題、取組の柱とする内容

( 1)経営の重点 ・連携教育活動の重点

。車携 ・体験活動の充実を経営の重点、とし、 W1 CTを活用した精選(効果的 ・効率的視点での充実・改

善)と教職員のニーズへの対応』をキーワードとする。

②保幼小、小中へのより円滑な接続のための連携教育活動を新型コロナ感染症の状況を見定めながら実

施していく。

(2) r育成すべき基盤となる力Jとしての人権教育・特別活動の充実

①全ての教育活動で「ことばの力Jr思いやる心Jrつながる力Jを育成する。

②「ことばの力Jr思いやる心Jrつながる力Jの育成のための授業づくりと特別活動の充実を進める。

(3) I CTの積極的活用も含めた連携教育活動の充実

①汽水域を中心とした効率的 ・効果的な連携教育活動の精選 ・充実を図る。

②汽水域以外の連携教育活動を創造する。

(4)大宮学園授業研究 ・合同研究の充実

①「主体的 ・対話的て燦い学VJの実現による授業改善を目指した授業研究を行う。

②全教科 ・教科外指導力の向上を目指した合同研究(教職員のニーズに応じた研働を推進する。

(5)学園経営と各校経営の円滑な推進のための学園組織体制 ・組織運営

①学園経営的会議(経営 ・運営・教育課f却の効率的な運営を行う。

②各部会の持邸能的・ 効率的な運営を行う。

③学園予算策定 ・執行の組織的 ・効率的な運営を行う。

(6 )外部連携の出且みの強化 ・充実

①学園広報の強化 ・充実に努める。

②大宮学園小中一貫校PTA、園所保護者会との効率的な連携を進める。

③大宮学園学校運営協議会での熟議と具体的活動(見守りとセットのあいさつの取組)を推進する。

3 保幼小中一貫教育の具体的な肉容と評価

項目 内容
評価

(実践の過程・幼児児童生徒の姿・樹被員の見方等)

幼児児童生徒 (1) 学圏内の全ての園 ・学校が、教育 (1) 学園教育目標及び目指す子ども像に向けて、
の実態や課題、 目標、目指す子ども像を共通化する。 学園内の2園所、 3校での共通化に取り組んだ。
目指す子ども (2) 学圏内の全ての園 ・学校が、学園 (2) 学園経営計画を各国所、学校の経営計画に位
像や目標、方針 経営計画を各校の経営計画へ位置づ 置付け、経営の充実に取り組んだ。
等の共有方策

ける。 (3) 学園教育課題、各会議・部会の推進状況を把

(3) 学園内の全ての闘 ・学校が、学園 握し、学園経営を統括し、一貫した教育指導・活

の子どもの実態 ・課題、学園重点方 動の充実に努めた。

針等を各校の経営計画へ位置づけ (4) 最大の課題となる不登校について、共通認識

る。 と連携の在り方について協議を重ね、指導支援に

(4) 学園保幼小中一貫教育推進部会 生かした。特に、教育支援部会で事例研究を通し

による理論 ・実践研究成果を各校に て不登校への理解と支援の在り方について研修

波及させる。 を積み重ねることができた。

(5) 引き継ぎシートを活用した児童生徒の支援の

引き継ぎを丁寧に行うとともに、 scやSS¥Vの活

用を進めた。
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就学前から中

学校本業まで

を見通して一

貫した指導、教

育課程

幼児児童生徒、

教職員の交流

と協働

(1)大中校区保幼小中一寅校教育課程

の編成

①汽水域指導フ。ログラムの推進等

・小中学校で、の乗り入れ授業の計

画 ・実施的日配の活用)

• 5・6年生での一部教科担任制

・中朝交授業体験(年2回)

② I期 .n期 .m期の学習への円滑

な接続

・アプローチプログラム、小1ス

タートカリキュラム (5歳児担

任・ 1年担任)

・夢・未来式の実施(小4年生・中

3年生)

-小4・中 1ふりスタ

-中学校定期テスト模擬体験

-春季休業中の共通宿題 (6年生)

③家庭学習の充実

-家庭学習の統一手引き

.家庭学習がんばり旬間

(2)学力充実向上に関する取組の進行

管理

①学力調査と分析

②学力向上のための授業充実 ・授業

力向上

(3)生徒指導・教育相談に係る情報の共

有と連携

① 5・6年生の心得、共通の生活の

決まり

②情報モラル教室

③保幼小中連携シート

(4)モデルカリキュラムに係る推進

(1) 連携・体験活動

①人権意見発表会(学校毎)

②合唱祭 ③体育祭

④部活動体験 ⑤体験授業

⑥花いっぱい運動(学校毎)

(2) 幼児・児童 ・生徒交流活動

①児童会 ・生徒会交流活動

②挨拶運動 ③生徒会アドバイス

④児童会・生徒会スローガン

⑤園児と中学生との合同避難訓練

(3) 教職員の交流と協働

①担任会(小小担任会、 1年担任と

5歳児担任、 6年担任と中 1担任)

②授業研究に向けた取組の推進

③合同研修 ・実践交流会の実施
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(1)大中校区保幼小中一貫校教育課程の編成につい

て
①汽水域指導プログラムの推進等について

・小中連携加配の乗り入れ授業(音楽)と英語

専科教員による外国語の授業を実施し、児童

の実態把握や指導に効虜さがあった。

-人権教育加配が小学校での学習補助にあた

ることで、児童支援や児童の状況把握に効果

があった。

-体験入学や授業体験の実施により、入学への

楽しみや期待につなげることができた。

② I期、 H期、 皿期の学習への円滑な接続につい

て
・保園と小学校との連携のもと、小1プロブレ

ムの解消に向けての取組を行うことができ

た。

-小4と中3で、夢 ・未来式に取り組んだ。
• 6年生を対象に中学校定期テスト模擬体験

(数学)を実施し、中学入学後のテス トに係

る不安解消に向けて取り組んだ。

③家庭学習の充実について

-家庭学習の手引き、家庭学習がんばり旬間に

より、家庭学習習慣の向上に取り組んだ。
(2)学力向上に関する耳元組の進行管理について

①学力充実部に新しく学習指導主任や研究主任

を加えてで学力分析を行うとともに、視点を明
らかにした大宮学園授業研究会を行い、授業づ

くりに取り組んだ。

②教科指導の連携 ・接続を目指し、担任会、小中

連携による指導研究に取り組んだ。

(3)生徒指導・教育相談の一貫・接続
①学園として小中各校、一貫校PTAで、情報モラノレ

学習を実施し、 SNSの安全な利用について学ぶ

ことができた。

②事例研究、引き継ぎシート等の充実に取り組め

た。

(4)モデルカリキュラムに係る推進について

①学園としてモデノレカリ キュラムをもとにした

授業の実施を行った。(新型コロナの感染状況

を注視しながら)

②今後もモデルカリキュラムに係る研究を推進
してし、く必要がある。

(1) 連携、体験活動、幼児・児童・生徒交流につ

いて

①コロナ感染防止による連携・体験活動の精選や

変更を行わざるをえなかった。(合唱祭・体育

祭は中学校のみで実施)

②児童会 ・生徒会交流活動、挨拶運動(ハイタッ

チモーニング)、部活動体験等、状況を判断し

ながら実施できた。

③オンラインでの交流も実施でき、今後活用がさ

らに求められる。

(2) 教職員の交流と協働について

①合同授業研究会や子ども園保育所の公開を通

じて、幼児から小中学校への接続やその意義、

授業研究の一貫性等大きな学びがあった。

② 3部会での現状分析、実践交流に取り組んだ。

③保幼小中教員の交流は一定進んだが、勤務の関

係で保育所・こども園の先生方との交流が難し



家庭、tω或との (1) 中学校区の家庭教育課題を踏ま
連携、情報発信 えた大宮学園JPTA統一目標の策

厄，ムー・

(2) 大宮学園PTAによる「家庭のや

くそくJの取持且

(3) 大宮学園 PTA統一目標に沿っ

た校区全体及び各斜交での具体的取

組の計画 ・実施

(4) 大宮学園運営協議会(大宮学園コ

ミュニティ ・スクーノレ)への動きづ

くり

(5) 「大宮学園J学校評価の実施と保

護者・地域住民への啓発

4 今年度の成果と課題改善方策

成果と課題

[成果]

(1) 学園教育課題、各会議・部会の推進状況を把握し、

学園経営の統括、一貫した教育指導 ・活動を充実さ

せることができた。

(2) 経営会議の方針のもと企画運営会議が運営し、教

育課程会議等各会議で一致して進めるシステムがさ

らに機能してきた。

(3) すべての教育活動で「ことばの力Jr思いやる力」

「つながる力j の育成に向けて取組を推進すること

ができた。

(4) 視点を明確にした授業研究会や夏季研でのこど

も園保育所の公開を通じて、幼児から小中学校への

接続やその意義、授業研究の一貫性等大きな学びが

あった。

(5) 保幼小中の不登校状況である園児や児童生徒、配

慮や支援の必要な子どもの状況を共通認識し、支援

の在り方を探ることができた。

(6) 不登校及び不登校傾向児童生徒に絞って事例研

究を進めることで不登校に陥る背景の多様さと小中

学校で配慮すべきポイントについて共通理解を進め

ることができた。

(7) 学園の経営会議(校長)、運営会議(教頭)の両方

で担当指導主事から具体的な資料を基に不登校の状

況について確認する機会が設けられることで、教育

支援部を中心として事例研究を通して不登校児童生

徒の理解と支援について研究を深めることができ

た。

(8) 校種関連携の必要性への意識が高まり、大宮中学

校の小学校在籍時の欠席状況の情報提供(未然防止

の観点)及び不登校傾向となった生徒に絞った小学

校在籍時の学習の状況や欠席状況の情報提供(早期

対応の観点)が進んだ。

(9) 大宮学園運営協議会では、積極的で意義ある取組

を進めていただいた。(見守りとセットのあいさつの

取組)

(10) 新型コロナ感染防止の視点でいろいろな対応が

求められる中、経営会議を中心として情報を共有し、

共通認識を持って学園経営を行うことができた。
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(1) 大宮学園PTAの目標策定とともに、配布済

の「令和版家庭のICA尋」を啓蒙することができた。

(2) 大宮学園PTA事業計画に基づき、「元気にお

はよう挨拶運動Jや「情報モラル学習会J等、計

画的に期包することができた。

(3) 大宮学園運営協議会との協働を進め、「見守り

とセットの挨拶の取組」を広く大宮地域に波及で

きるよう取組を進めた。会員の皆様の思いや期待

を運営に生かすことができた。

(4) 学園だより、ホームページの更野薄で、教育

活動の発信に努めた。

(5) 学園評価を実施し、今後に向けた評価をいた

だいた。

改善方策

[課題]に対して

(1) 学園評価を受け、保幼小中一貫教育の3つの

目的の共通理解を丁寧に行い、その共通理解に基

づき、大宮学園保幼小中一貫教育の目標、教育指

導の豆長、教育指導 ・活動の充実を図る。

①市の教育戸課題改善のため、保幼小中一貫教育の

目的についての共通理解を当初全体会で確実

に行う。

②その具現化に向け焦点化した大宮学園保幼小

中一貫教育の重点策定を行う。

ア 確かな学力の育成に向けて、「言吾活用カ

リキュラムJの具体的指導の一貫性を図る。

イ 人権意識の育成に向けて、「人権教育カリ

キュラムjを実施する。また、実施に向けた

協議を大切にする。

ウ I口 の積極的活用も含めた連携・体験活動

を充実させる。

エ 目指す子ども像の実現を見通した教職員

の交流と協働を進める。

(2) 大宮学園保幼小中一貫教育の目標 ・教育指導

の重点を踏まえ、一貫した教育指導・教育活動を

一層充実させるための学園経営の充実を図る。

①教職員の保幼小中一貫教育の意識を向上させ

る。事業の継続から指導の一貫性へのステップ

アップを図る。

②「主体的 ・対話的で、深い学lfJの実現を目指し

た授業改善について、焦点を絞って研究を推進

する。

③「言語カリキュラム」と 「人権カリ キュラムJ

を一貫した指導の内容面として捉え、日々の授

業の中で生かしていく。

④連携教育活動を効果的 ・効率的に進める。

⑤担任会・教科部会等を効果的・効率的に進める。

(3) 不登校にかかる状況の把握、不登校児童生徒

への指導支援の在り方と連携について学園とし

て取組を進める。



(11) コロナ禍ではあったが、小中連携事業の他、小

小連携、幼保連携も可能なことを実施でき、継続し

た取組にできた。

「謀題]

(1) 学園評価を受け、保幼小中一貫教育の3つの目的

の共通理解を丁寧に行い、その共通理解に基づき、

大宮学園保幼小中一貫教育の目標、教育指導の重点、

教育指導 ・活動の充実を図る。

(2) 大宮学園保幼小中一貫教育の目標・教育指導の重

点を踏まえ、一貫した教育指導 ・教育活動を一層充

実させるための学園経営の充実を図る。

(3) 不登校・特別支援教育・就学指導に係る学園課題

に対して、さらに実践研究を積み重ねる。

(4) 教育支援が必要な幼児 ・児童生徒や、特別支援及

び教育相談における校種関連携の仕組みを整え、校

種間の円滑な接続を推進する。

(5) 大宮学園運営協議会(学園コミュニティ ・スクー

ノレ)との協働をさらに進め、より地域とともにある

学園(学校)を目指すとともに、地域に根差していく

ための工夫を考える。
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①児童生徒の円滑な接続のための個別記録の活

用及び不登校・不登校傾向児童生徒に特化した

事例研究を継続して行う。

②教育相談、不登校、家庭支援に係る情報交流と

指導の在り方について継続して研究を進める。

(4) 保幼小連携事業 ・保幼中連携事業・小小連携

事業 ・小中連携事業を通した接続連携を強化す

る。

(5) 大宮学園運営協議会の来年度の方向性を踏ま

え、来年度当初の協議会で具体的な提案を行い、

活動を通してより地域とともにある学園(学校)

を目指す。

(6) 新型コロナ感染防止を徹底し、経営会議が各

会議・部会の進捗状況を把握し、事業や取組を推

進してし、く。



(別紙様式2)

1 

2 

3 

令和3年度 網野学園保幼小中一貫教育報告書

「目指す子ども像」、 教育目標

[目指す子ども傑l
あ:明るく元気に進んで学ぶ子
み :みんななかよく支え合う子
の:のびのび生き生きやりぬく子

[教育目標}

[知]意欲的に学習に取り組む子ども
[徳]規範意識をもち、仲間と支え合う子ども
[体]粘り強く心身を鍛え、やり抜く子ども

将来に夢と希望をもち、郷土を愛し、知 ・徳・体の能力を伸ばす子どもの育成を図る教育の推進

保幼小中一貫教育として解決を目指す重点課題、取組の柱とする内容

1(1) 確かな学力の育成
ア 主体的に学ぶ力とコミュニケーション能力の育成

(7) 生徒指導の3機能を生かした「わかるJrできる」授業の実現
(イ) 指導と評価の充実(指導と評価の一体化)
(ウ) ICTの活用による授業改善
(エ) 1期、 E期、 E期のゴールの姿となる指標づくり

イ 補充学習の充実
(7) 基礎基本を定着させるための個別補充学習

ウ 家庭学習の充実
(7) 授業とつながる自主的な家庭学習の実現
(ウ) 家庭学習の指標づくり

(2) 規範意識の醗成
ア学習規律の確立 イ 生活習慣の確立

(イ) 家庭と連携した学習習慣の定着の取組み

(3) 豊かな人間性の育成
ア 自尊感情の醸成 イ コミュニケーション能力の育成 ウ 将来を展望する力の育成

保幼小中一貫教育の具体的な内容と評価

項目

幼児児童生徒

の実態や線
題、目指す子
ども像や目
標、方針等の

共有方策

就学前から中

学校卒業まで

を見通して一
貫した指導、

教育課程

内容

ア 学圏内の全ての学校園所が、教育目

標、目指す子ども像の共通化

イ 学圏内の全ての朝交園所が、学園経

営方針 ・目指す子ども像の経営方針

ベ立置付け

ウ 学圏内の全ての学校園所が、「これ

だけは !Jの各学校閤所の経営方針

ベ立置付け

ア 0期、 I期、 E期、 E期の指導目標

を踏まえた系統的な指導

. 1期、 E期、 皿期のゴールの姿とな

る指標づくり
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評~{ìffi

(実践の過程 ・幼児児愈生徒の姿・剃役員の見方等)

子園経営の基本方針に基づいた l重点的な取組
み内容Jr行動連携Jを具現化するために、経営
会議で確認したことを、各会議 ・部会等て年間
計画に沿って取り組み、目指す子ども像の実現
に向けて実践を積み上げることができた。ま
た、今年度より事務部会の部長が経営会議に出
席し、学園の経営に参画することができた。

0学園評価アンケー卜を知直 ・分析を行い、次年
度の計画の改善に活かすことができた。
{網野学園児童生徒アンケー トより]
児童生徒アンケート肯定率80%以上の項目数
小 1 (19/19)小2 (10/19)小3 (16/19) 
小4 (18/19)小5 (12/20)小6 (19/20) 
中 1 (15/20)中2 (14/20)中3 (15/20) 
概ね肯定的に捉えている学年が多い。
-中学校は授業規律が身に付いてきている。自
分で考え行動する力に繋がっており学校とし
ての指導や取組みが成果として表れている。

*学校のきまりを守る。
l年:100% 2年:99%
*時間を守る

3年:99%

l年:96% 2年:98%
*服装や姿勢

3年:98%

1年・96% 2年・97% 3年:92%
-小学校においては、学年問、各学校聞の差が
見られる。

or網野学園保幼小中一貫教育だよりJr網野学園
保幼小中一貫教職員だよりJr網野学園学校運営
協議会だよりj を通して、各学校園所 ・各部
会 ・学校運営協議会の取組みを共有することが
できた。
児童の実態を学年部会で交流しながら指標につい
て協議し、 推進会議を中心にI期、 E期、 田期の
ゴーノレの姿となる指標を作ることができた。

0小学校から中学校への円滑な接続を目指し、 r6
年生中学校部活動保験Jr 6年生中学校授業体
験Jを行った。今年度は、部活動体験を6月に



-学力向上システムプログラムの見 3で、 3 カミ ，し、 まっこ

直しと活用 体験することができたこと体で一よ助験、る授剖には荷繋業も動げと(算れるよ童の不安

解消と期。小学.校待ま中6へ連年、た部携対、の象活力憧中日動学配にれ唱教行選を団員抱択っ萱の ととが
-学力充実月間 できた 業 業もり、
-家庭学習の手引きの活用・家庭学習 日々の に (算数科)を

がんばり週間の側担 小学5 たことで、不安を軽減
し、中 くと同時に学習に向か

. 6年生中学校授業体験 う力の高まりが見られるようになった。 r6年生

. 6年生部活動体験 中学校体育祭聯且見取組学Jについては中止となっ

. 6年生単元総括テスト たため、映像等で みの様子が伝わるように

. 6年生学年末テスト
工夫した。

O情報モラルの学原講嘉習師一にについて小情学報4技年術生推と進中ネ学ッ生. 6年生春季休業中の課題 を対象に、篠 氏 (NIT
-中 1ふりかえり集中学習 トワーク)を講 オンラインによる出前授業

-小4ふりかえり学習
が実施できた SNS、ゲーム等の使用におけ
るトラブ、ノレを知ることができ、今後の使用につ

-京丹後市保幼小中一貫教育モデ、/レ

いて見直すきっかけとなっ実圏たっムをを。進見て、践各短ほや国直めす期検、所し短そ証bのこ、実事規デをと」ル行がモ態デをプにでうル保告ラきこ

カリキュラムの積極的な活用
0幼プ「幼小ラ児連ン携期ス部のタ終わりまでに育

イ 落ち着いた環境をつくるための規 で共有して連携
フ タートカリキュラ

範欝龍の醸成 ンアプローチプログラムの
. rこれだけは!J rこれだけは !J (授 とができた。また、網野学

業編)の取組みの推進 わせてカリキュラムの編成見 き

-生徒指導・教育相談に係る情報共有 O期今た。年モ度デ、/、 保幼小ン連ア携プ部ロを中心に令和4年度版長
-乗り入れ授業、小小連携授業、小中 レプラ ーチプログラム・スター

連携授業 トカリキュラムを作で成各す国所ることがで育てき参教た観。育
-アプローチプログラム・スタートカ

0第2回全体研修会 の公開保 を通
して実態を把握し、実践が発共表通理を解通し ・保

リキュラムの作成と実践、検証 育について教職員一同 を図ることが
-長期モデノレプランアプローチプロ でき合た。同
ク、、ラム ・スター トカリキュラムの作 0小中 アルミ缶回収ボランティアに取り組む

こと意で識、子すどもたちは網野学闘の一員中であるこ
成

とを ることができすた。るまた、 児学生童会が本小
ウ 思いやりをもち仲間と共に生きる 学校に出向き一緒に活動 ことで、

人間関係づくり 部役員にとっては、憧学中生れ学生にをが自信をもって思い

-生徒指導の3機能を生かした教育 ぶ一を機表生懸会現命にし伝える姿に もち、 目指、す小学姿生を学なった。中 とっては が
活動 に取り組む姿る機を見会て、アルミ缶回収に
-アルミ缶回収 ・ボランティア活動 学取り組む意義を考え となった。ま学た校、小

-挨拶運動
1年生から6年生まで、が中学生から小 時

代に頑張ってほしいことを聴くことで、中学生
-不登校等学校不適応への対策及び をより身近に感じることができた。
未然防止 0不登校傾向及び不登校児童生徒につい体てに経、的営教な育対会

た、園所

引ズ継な接ぎ続シ

年間を見
めなが
闘所に適

必要がある。
幼児児童生 ア目子、のにロ l こ 06年生中学校授業体験は、各小学校の児童をグ‘

徒、教職員の 職員の協働及び教職員の交流 ノレープにして活動させたことで、個々の児童が

交流と協働 (7)の実教施職員の合同研修会・実践交流 交流する機会となり、中学校入学後のイメージ
をより具体的にもっとともに、同学年の仲間を

(イ研)修授業研究会、園所参観を通した 知ることができ不安軽減に繋がった。

(ウ)自学尊年感部情会Jを通した研修
0推進会議が中心となり、 f単元構想シートjに基 l

イ 「 と「コミュニケーショ づいた授業改善を各校で進めることができた。

ン能力j の向上を目的とした交流事 網野学園授業研究会を2回実施し、事後研究会

業 とともに実践交流を行い授業づくりについて協

(7) 666合小年年年同中生生生市合掛網体部同野育活学交祭動中流習学聡体及事験校E業跡岸合(唱見友び祭学のたち参交加流交

議することができた。
(イ) 0園所の先生方の授業研究会への参加、第2回全
(ウ) 体研修会等での公開保育・実践発表の実施によ
(エ) り、就学前から小判交への接続及び連続性のあ
(オ) 交流事業(友 交流 る指導等について網野学国教職員への共通理解
会等)

(カ) 小学校体験授業時の 1年生と を図ることができた。

の交流 0各学校で招聴-した講師による誹演や研修会へ参

(キ) 5歳児交流会 加するなど、連携した学びの場を設定すること
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家庭、 地域と

の連携、情報

発信

ア 網野学園学校運営協議会の取組み
(7) 網野学園の教育や子育て環境
について学校・家庭・地域が目標や
課題を共有・協議し、具体的な取組
みを推進して学園の教育環境づく
りを進める。

(イ) 網野学園保幼小中一貫教育の
推進に向け、学校 (PTA)園所(保
護者会)、家庭、 士出或社会が連携 ・
協働して取り組む。

イ 京丹後市PTA協議会網野小中一
貫校PTAの取組み
(7) 網野小中一貫校PTAとして、「学
園合同挨拶運動・交通安全運動J等、
一体となって取り組む。また、学園
の 「目指す子ども像Jの実現に向け、
保護者会とも連携して取り組む。

(イ) どの家庭でも、幼児から大切に
する「これだけは !J (家庭編3の
取組み

基本的生活習慣の確立
規範意識の基礎の確立
家庭学習の習慣化

(り) r子育て講演会(ゲーム ・ネッ
ト講座)Jを網野学園と網野学園小
中一貫校 PTAと共催で実施する。

4 今年度の成果と課題改善方策

成果と課題

( 1 )正副哉体制及び運営上の改善

0運営会議を定期開催し、 学圏内の教育評題を共

有し、教育目標・目指す子ども像の実現に向けた

経営を行うことができた。また、今年度より事務

部長が毎回参加することで、経費等の面からも

より一層保幼小中一貫教育を進めることができ

た。

0学園経営の基本方針に基づいた「宜保的な取組

み内容Jr行動連携Jを具現化するために、経営

会議が中心となり、各会議・部会等で組織的に進

めることができた。

0運営会議、 推進会議、領域部会の取組の進捗状況

を把握し、成果・耕三題を整理し、総合調整や改善

に努めた。

ム各領域部会で、それぞれの課題に沿って計画的

に実施することができたが、生活習慣と SNSの

関連性等、領域部会等が連携して課題解決に向

けて検討していく必要がある。
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ができた。
O保幼小連携部には校長、教頭それぞれ1名が入

り円滑な連携を進めることができた。

0養護部会を必要に応じて開催し、児童生徒の実
態等の共有を図ることができた。
網野学園学校運営協議会を計画的に実施じ、子:
校 ・家庭 ・地域が一体となった必要な教育支援
について意見交流し、学校づくりへの参画意識
の高揚に繋がった。

0学期に一度、網野学園合同挨拶運動 ・交通安全
運動を設定して保護者だけでなく関係団体や地
域の方々と協力し、全ての学校で実施すること
ができた。

0どの家庭でも幼児から大切にする「網野学園
『これだけは!~ (家庭編)Jのリーフレットを

保護者に配布し、保護者へ保幼小中一貫教育で
大切にしたし咋見点を知っていただき、協力して
いただくことができた。

0保幼小中一貫教育学園コーディネーターが中心
となり、学園だより、ホームページ、リーフレ
ット等を通して、学園の教育活動を保護者 ・地
域に積極的に広報することができた。

0学校支援ボランティア等を活用し、網野町の住民
が教育活動に積極的に参加できる取組みを進め
ることができた。

0子育て講演会に篠原嘉一氏 (NIT情報技術推進ネ
ットワーク)を講師とし、オンデマン ドで動画配
信することができ、保護者が SNS等について学べ
たことは、家庭での生活習慣の確立を図る上で有
効であった。来年度は、講師を招鴨して講演会を
実施したい。

改善方策

( 1 )岸尉載体制及び運営上の改善

0招桂画学と6月す聴年に4部時沿るし。側会7かっ各月にたEらE小つーを十と学1深いす分校月てめるな)のては準が授授い、備業7業年く月を日公。4すはに開回午るおと実後等付関施見る3連す時通開さるか9しせ師。をらた寺(刻のも5り設はっ月、午定計た・

りして運営し、限られた時間の中で学年部会の
研修の充実を図る。

0小5，小6学年部については担任と中学校数学、



(2)重点的な課題 ・取組について

|教育目標 ・目指す子ども像・学校経営方針について|
0教育目標及び目指す子ども像の実現に向けて
PDCAサイクノレで学園経営を行うことができた。

O闘所で「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿J
を見通した実践研究を意欲的に進めた。また、網
野学園全教職員による園所参観及び全体研修会
での闘所の実践報告を通して、園所の教育・保育
の理解を更に進めることができた。

0中学校卒業までの目指す姿の共有と系統的な教
育、 一貫した指導の継続を行うため、推進会議を
もとに指標づくりをすることができた。

0重点的な脂肪容として、平成28年度より「規
範意識の醗成Jr確かな学力の育成Jr豊かな人間
性Jに取り組んできた。行動連携「これだけはJ
については基礎的なことでもあり、網野学園が
スタートしてから継続して取り組む中で積み上
がりつつある。

|確かな学力の育成について|

ム確かな学力の育成」については、網野学園の最重

要課題であるため、授業づくりを中心に研究を

進めてきた。児童生徒アンケート結果から学習

意欲、学習内容の理解については肯定的な評価

(90%)が高い。しかし、自分の考えをもち交流

することは学校間 ・学年間に差が見られる。ま

た、家庭学習について小中の接続をより丁寧に

指導し、学習時間はもとより、自ら学習する力を

育成する必要がある。

0小学6年生においては、思考力・判断力 ・表現力

を付けるために、単元終了時に学習内容の理解

度・定着度の検証や把握をするため、単元総括テ

ストを作成し、実施することができた。

0推進会識を中心に授業研究会を年 2回実施し、

学園のテーマである r~主体的・対話的で深い学
び』の実現を通して確かな学力を育成するJをも

とに、授業実践を深めることができた。

英語担当教員、小学校理科専科で構成する。(配
置があれ問
5年部会・中学校英語科担当教員・小学校理科研ヰ
6年部会・一中学校数学科担当教員

0学年の課題から必要に応じて学年部会を開催で
きるものとする。

O領域部会については、必要に応じて開催する。

(2)令和4年度に向けての瓦融句が品題・取組の方向

|教育目標・目指す子ども像・学校経営方針につい寸

O教育目標 「将来に夢と希望をもち、郷土を愛し、

知・徳・体の能力を伸ばす子どもの育成を図る教

育の推進J及び目指す子ども像の実現に向けて、

PDCAサイクノレで学園経営を行う。

0園所で「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿J
を見通した実践研究を意欲的に進めてして。ま

た、子どもたちの成長を連続的なものとして捉

える際に役立てながら、園所と小学校との連携

を一層進める。

0令和 3年度に作成した指標を基に、その実現に

向けた経営を行う。

陣かな学力の育成について
0主体的 ・対話的てが深い学びの実現に向けた授業
デザイン、ゴーノレの姿をイメージした単元全体
を通した授業づくりについて、研究・実践を推進
会議が中心となり進める。なお、学力向上に関す
る内容について協議する際は、小中連携加配も
推進会議に参加する。

0網野学園 「これだけは!J (授業主同から更に進
んで、授業づくりの視点や留意点に重点をおい
た授業改善を進め、確かな学力の育成を目指す。
更には、非認知能力を伸ばすことが認知能力を
伸ばすことに繋がることから 「学びに向かう力、
人間性の掴養Jの観点から 「主体的に学ぶ力」、
「コミュニケーション能力Jの育成に視点をお

いた授業実践を行う。
QGIGAスクール構想による一人1台のタブレットを
活用した授業改善を進め、実践を積み上げる。

O単元全体を構想することで、授業のゴーノレの姿
を明確にし、子どもが主体となる授業づくりを
進める。子どもの活動時間を確保し、学力の向上
を目指す。

0確かな学力を身に付けさせるため、推進会識が
中心となり、各校の実態や状況を交流し授業改
善に活かす。また、各種テストの分析を丁寧に行
い、課題に対して各校の実態に応じた手立てを
講じる。

0学園として、家庭学習 ・基礎学力の定着に取り組
む。特に家庭学習については保護者とも連携し、
家庭学習習慣の定着 ・内容の充実(自主的な学
習)を目指した取組みを更に進めてして。

0小学6年生においては、思考力・判断力 ・表現力
を付けるために、単元終了時に学習内容の理解
度・定着度の検証や把握をするため、引き続き単
元総括テストを作成し、実施する。

O小学4年生においては、 I期の最終学年であり、
基礎基本の定着に向け小4ふりかえり学習を継
続して実施する。

0学園として I期から皿期までの指導指標を示
し、家庭学習における目指す子どもの姿を児童
生徒、教職員、保護者が共有し家庭学習に取り組
み、確かな学力を付けていく必要がある。また、
園所においても保護者の協力を得ながら、家庭
学習がんばり週間を同一時期に実施する。

1
 

1
 

1
 



同市し意識の隙成について|
or規範意識の醸成Jについては、児童生徒及U教

職員アンケート結果や児童生徒の状況から中学

校においてはほぼ定着 (99%)してきている。小
学校では、朝交問、 学年間に差が見られ更に定着
させるためのi訣祖が必要である。

ム行動連携『どの家庭でも、幼児から大切にする
fこれだけは !! J (家庭編)jJの中の、規範箭哉

の基礎の確立の中で、「テレビ・ゲーム ・インタ

ーネット・ SNSなどのノレーノレを決めるjを挙げて
いる。しかし、網野学園生徒指導部のアンケート

結果からも、大きな課題になっている。

|豊かな人間性について|
ム i豊かな人間性jにつては、アンケート結果から
学年が上がるにつれ、自己肯定感や自尊感情に
かかわる項目が低くなっている。

ム学園評価アンケートから 「自己肯定感Jや 「将来
の夢や目標Jをもっ児童生徒の割合が学年が上
がるにつれ、減少する傾向にある。

0不登校傾向児童生徒について毎月挙げるととも
に、経営会議、 運営会議簿で確認し実態交流を行
った。

0引継ぎシートを丁寧に作成し、園所小問、小中間
の繋ぎを確実に行うことで不登校の解消に繋げ
ている。

0教育相談部で事例研修会を実施し、不登校児童
の事例をもとに児童生徒とのつながりや家庭支
援の手法等を学ぶことができた。また、 SCやSSIV
の専門機関と連携を図り、状況改善に向けての
取組みを進めることができた。

H呆幼小中一貫教育の具体的な内調

0網野学園I期、E期、 E期のゴールの姿を各学年
部会で実態交流をもとに育てたい力を確認し、

進会議を中心に指標づくりを行 うことができ
た。

0新型コロナウイノレス感染症予防対策のため、変
更を余儀なくされた行事や取組みがあったが、

工夫をしながら多くの事業や行事を実施するこ

とができた。
0併て幼小中一貫教育学園コーデ「ィネーターが、各

会議、各部会等に参加し経営会議での方向性等

について把握し、整理したり調整したりしなが

ら、目的に沿った連携や取組を進めることがで
きた。各国所・小学校を訪問し、各校の授業や取
組みを便り等で発信し学圏内の各園所小通学校

聞をつなぐことができた。

0保幼小中一貫教育学園コーディネーターが網野
学園運営協議会の事務局を務め、 地域学校協働
本部地域コーディネーターと共に、丁寧な連携

を進める中で、保護者・地域の方々の学園運営へ

の参画意識の高揚につながった。
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|規範意識の醸成について|
0網野学園 「これだけは !J、網野学園「これだけ

は !J (授業編)の見直しと改訂を推進会議を中
心に行い、各校で継続して取り組み、落ち着いた
環境づくりを進める。

0情報モラノレ↓こついての出前授業を小学4年生、中
学生、網野学園保護者を対象に網野中朝交を会場
として実施し、経営会議運営会議が主体となっ
て運営する。保護者の部(子育て講演会)につい
ては、 主催は網野学園と し、運営は運営会議が行
う。また、PTA及び保護者会とも連携し進める。

O社会的にもゲームやインターネッ トの使用によ
る健康被害(ゲーム依存症)が問題になっている
ことからも、自己コントローノレができる力を身
に付けるために、生徒指導部と養護部が連携し
ながら、系統的な指導を進める。

|豊かな人間性について|
0自己肯定感をもち将来を展望できる力を育むこ

とができるよう、より一層豊かな人間性を育む
学習や活動を取り組んでいく必要がある。

0多様で複雑な不登校の要因や背景をできる限り
的確に把握し、切れ目のない組織的な支援をし
てして。重，保的な取組み内容の中の「豊かな人間
性の育成」に位置付け、「自立的に生きる基礎の

確立Jに向けて、家庭と連携し系統的に取組みを

進める。

|保幼小中一貫教育の具体的な内調
0作成した I期.rr期.m期のゴーノレとなる f指標J

を目指して実践し、改訂を行う。
0部活動体験は中学3年生が活動している 6月に
実施する。また、6年生対象入学説明会・中学校

授業体験は 11月に実施する。
05歳児が一堂に会し、他の園所の仲間と交流を
深めるため、 5歳児交流会を実施する。

0短期モデルプランアプローチプログラム、短期

モデノレプランスタートカリキュラムの検証は、

保幼小連携部と小 1学年部が中心となり行う。
O長期モデノレプランアプローチプログラム ・スタ
ートカリキュラムを実践し見直しを行う。

0各国所は近隣の小学校行事等の見学を通して、

子どもたちが小学校施設への出入りや行事を知

る機会を設定する。
0学園の課題である「基本的生活習慣の確立Jr規範
意識の基礎の確立Jr家庭学習の習慣イ七jについて

網野学園小中一貫校PTAとして、園所保護者会と

も連携し課魁碑決に向けて取組みを進める。

0就学前から中朝交卒業までを見通した家庭との連
携を進める上で、園所保護者会との連携を進める。

O網野学園学校運営協議会での交流 ・協議を通し
て、更に学校・家庭・地域が参画意識を高め、一

体となって教育力のある学校づくりを目指す。

0学園評価アンケー トについては、 指導と評価の
一体化の視点から、年度当初に評価内容等の見

直しとその周知を行い、目標達成を意識した実

践ができるようにするための改善を図る。
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2 保幼小中一貫教育として解決を目指す重点課題、取組の柱とする内容

目(!)研究主題を『主体的・対話的で、深い学びの授業づくり ~生徒指導の 3機能を生かして~dl として、
己決定Jr自己存在感Jr共感的人間関係Jのどの機能をどのように生かすかなどを重視する中で、国語を
中心に教科等の特質に応じた見方 ・考え方を踏まえた f主体的 ・対話的で、深い学びj となる授業改善を
行い、確かな学力の育成につなげる。

②保育所 ・こども園 ・学校聞が連携して、就学前から中学校卒業までを通して適日制生、一貫性 ・連続性のあ
る教育課程を編成し、小中合同事業 ・保幼小接続に係わる事業・小小連携合同事業と 3つの事業の充実を
目指す。

③丹後学園の取組や事業等を積極的に発信することて。保護者や地域の方の理解を一層深める。

3 保幼小中一貫教育の具体的な内容と評価

項目 内容
評価

慎裁の過程・幼児児童生徒の姿・耕険貝の見方等)

幼児児童生徒 ①子どもの交流を図る行事等の実施を 0昨年からの新型コロナウィノレスの影響で行事に
の実態や課題、 通して、「集団生活の中で人と関わる 対して制限があり、経営方針や計画について、
目指す子ども 力Jや「コミュニケーション能力Jを 予定どおりに進めることができなかったが、リ i
像や目標、方針 高める。 モートでの授業や、部活動見学、授業体験等は |
等の共有方策 ②重点教科を「国語Jとし、 他教科の指 実施することが出来た。(10月 27日の中学校

導についても同様に主体的な学びに の公開授業は実施できた)また、昨年度、立ち上
向けた実践を積む。学年部会では、算 がった丹後学園学校運営協議会の委員の方々に
数科の授業づくりも検討 ・交流し充 は、挨拶運動や授業や体験活動等の参観をとお
実させる。 して、小中の連携や子どもたちの実態を見てい

③全体研修会、授業を通した研修会 (3 ただく機会となった。
回)、学年部会を通した研修を計画的 0経営会議を定例化し、運営会議 ・教育課程会議
に実施し、目指す子ども像の実現、目 と学力充実部会・教育相談部会・生徒指導部会・
指す教師像の意識化に努める。 保園小接続部会の取組の進捗や実践後の成果・

④月 1回の計画的な経営会議(校園所 課題を交流し、今後の方向性を示し取組を進め
長会議)を開催し、正確な実態把握に ることができた。
基づく方針を策定し、全教職員への 0国語を小中がともに重点に置き、授業の公開や
情報提供を行う。 事後研が実施できた(小中共に実践してきた説

明文について、小中の一貫した指導が有鶴容でき
た)。

.一斉学年部会で ICT活用に関わる使用頻度や
指導した内容等、中学へ入学するまでの実態を
把握しておくことや中学校での定期考査につい
て小学生の不安解消をしていく。(定期考査のガ
イダンス、体験実施等)

(停務局会議(代表・府務・学園コーデ、ィネーター))) 
0事務局会議を開催し、学園内の教育課題を把握

し、教育目標の達成に向け経営会議等の調整・
事務作業を行った。

0学園経営方針に基づき、運営上の課題の検討や
調整を行い、各校での年度初・末全体研修会、夏
季研を充実させるために事前準備、事務作業等
を進めた。

O経営会議の内容について即日コーディネーター
がまとめ、各校 ・図 ・所に発信した。

0教育目標、目指す子ども像を保幼小中で確認し、
子どもたちの成長と発達の特性や課題を共有し
て適切な指導を継続してきた。また、指導につい
ては一貫性病車続性を意識した実践ができた。

0各学校等で課題に応じた教育実践を行い、全て
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の学校等が中学校を卒業する姿を想定し、生き
る力の育成につながる指導ができた。(自立につ
ながる意図的な指導)

-次年度さらに保幼小中一貫教育を推進していく
ため、 0期から皿期の各段階でつけるべき力の
指導方法の適H寺性や一貫性 ・連主剣生の研究をし
ていくことが必要である。

就学前から中
ω就徒導指学を進導前、かめ、自ら中己コ有学ミ校用ュ感まーケでを高のーめシ貰るョ生ンし徒能た生指力

0昔話や物語をもとにした創作劇や地域と連携
学校卒業まで し、地域から学ぶ学習結果の発表は、大きな自
を見通してー 信となった。(探求し、伝える内容をわかりやす
貫した指導、教

の育成に法に見点努、のか「め系目らる統標国。性と語や指を一導研貫と究性評し価を、重指の視一導す体の

く工夫した表現や、友達を思いやり協力したり
育課程 ②指導方 折り合いをつけたりしながら味わう達胸謀、成

るため
化」の観長 国 就感が次の課題へ挑戦しようとする意欲を高め

直@総方後究学10習学向合を明指」進的を間を導めなを2教・rる見学j育通.習徒拘課しの空指程でた時導に取そ聞を位組ろ大を置をえき活づ展るな用け開。往し、すとた実るし践.てf丹研、

た。)
or中学校授業体験、部活動見学Jr小学校合同校
外学習Jr丹後こども園 ・宇川保育所合同での1
年生と 5歳児のなかよし交流会J等、コロナ禍
の制限がある中、効果的に進めることができた。
(つけるべき力をつけるべき時期につける、小

⑤小1プロプレムを解消するための、 学生や中学生の自信につながる聯且)
保育所やこども園と小学校との連携 -育てたい力が、より検証しやすい取組の計画と
を進める。

予想される課題に対する改善策の検討を進める
⑥中 1ギャップの解交消のため小学学6年習生等

と中学生と 流事業や体験 ことである。

を推進する。
幼児児童生徒、 ω各2小校学で校共が通集し合てし実て施実す施るす事る業事業を行と 0小、中学校の授業公開と事後研が実施でき、小
教職員の交流 学校の指導が中学校でつながり、連続し発展し
と協働 てきていることを振り返る意義ある機会となっ

た。

0本年度の夏季研修では、子どもたちに確かな学
力と豊かな社会性を身につけることがとても重
要であると講演された内容を教職員全体で確認
できた。

0小小合同行事、 小6部活見学、小6授業体験、ふ
れあい交流会等は中学校生活への不安を解消す
る機会になった。新たに今年度は、園所の交流

行事を行うことができた。
-行事の精選や実施形態の工夫が要る。(1CTの
活用等)

⑤保にと係幼の交小わ流るの事会子業ど(]2も回・・)5歳児と小l年生

保幼夏季小研の修教会職、員テ…5歳児trと小l担任
の ーマは話す・聞くJ

家庭、士似或との ①「丹後学闘朝交運営協議会」の機能化 0予定していた年間計画は、延期や中止をせざる
連携、情報発信 と充実を図る。(年間2回) を得ない実状もあったが、実施形態や実施期日

② 「丹後学園だより」等を発行し、保護 を変更したり、時間差を設けたり参観等工夫を

者や地域に配付することで、理解を しながら教育活動を行った。

得られるようにする。また、各校のホ
0年度初めに詳細が確定できなかったが、小中一

ームページにて、取組の状況を発信
貫校PTAと市教委とともに教育講演会を開催
し、子どもの自尊感情を高めることや子育ての

するように計画する。 基本軸となること等を保護者、 地域住民と学ぶ
③学校支援ボランティアの方々による ことができた。

支援をいただき、教育活動の内容充 0学校と家庭、地域社会の横の連携を深めるため
実に努める。 に丹後学園学校運営協議会、町内民生児童委員、

主任児童委員、保護司、各種団体の方々に保幼
小中一貫教育の支援、協力、理解を得ることが
できた。

-保幼小中一貫教育の成果として顕われた子ども
たちの成長を広く発信し、地域住民へ学園のめ
ざすところがさらに浸透するようにさせていく
ことである。

※次年度は、 10月28日(月)予定している教育
講演会を学園PTA行事として、位置付ける。
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4 今年度の成果と課題改善方策

成果と評題 改善方策

今年度の成果 0経営会議は、学園内の教育課題、各会議や部会等の活動状 l

①導入準備期間を含め 7年間行ってきた実 況を把握しながら、恒常的に課題を整理や新たな取組を提 |
践を活かして、本実施6年目の丹後学園の 起し、学園経営を行う。
経営を行った。組織や会議について当初計 0各会議 ・部会担当校園所長は、経営会議に事前連絡、事後
画したことが、コロナ禍で、変更を余儀な 報告及び決裁を受けながら、実践の方向性・到達点を明ら
くされたが、安全を優先し、可能な範囲で かにし、取組を進めてし、く。
実施できた。 0部会は、学力充実部、教育相談部、生徒指導部・保幼小接

②丹後学園運営協議会(名称 ・丹後学園教育 続部の4部会とする。
応援会)を立ち上げて2年目で、地域への O教育課程会議兼学力充実部会については、教務主任が担当
啓発に心がけ、限られた参観者で、あった し、学力の調査・分析や学力 ・授業力向上を図る計画・実
が、活動が前へ進んだ。 践に関わる進行管理、検証等を行う。 (※研究のテーマ

③小・中朝交だけでなく、こども園・保育所 「主体的で、深い学びの授業づくり~生徒指導の3機能を
も含めた耽祖の実践を進め、『主体的・対話 生かして'"'-'Jを追究し、国語を重点教科として論理的に思
的で深い学び』による指導改善をテーマに 考し、読む力を高め、適切な判断と表現ができる力をつけ
掲げ、各イ呆園小中のそれぞれの実態に合っ ることを目指す)
た研究が進んだ。保育所やこども圏の園児 0令和3年度と同様に、重点的な取組内容として「確かな学
の状況を学園として情報共有を行うこと 力の育成Jiコミュニケーション能力Ji評価を通した耽祖
ができ、保園小の接続に関する学園として の充実Jを設定していく。
の研修が進んだ。 Or確かな学力の育成」に関しては、幼児期の終わりまでに

④小1プロプレムを解消するための、保育所 育ってほしい10の姿についての研究・実践や各教科の目
やこども園の園児の状況を学園としての 指す資質・能力のために生徒指導の3機能を授業にどのよ
情報共有と交流を丁寧に行い、令和元年度 うに活かすかを研究する。具体的には、文章を正しく読み
の「教育フォーラムJで発信した「丹後学 取り、じっくり考え、適切な表現ができることをめざす。
園Jの研究の深化 ・検証の推進を行った。 授業研究の教科として『国語~ (児童生徒の実態、課題克服

⑤小学校問(校区2小学校)の学年ごとの合 の必要性があるため)。また、算数についても課題克服のた
同学習、修学旅行等を行い、児童の交流が め、学年部会で授業づくりを検討したり、総括テストを活
深まると同時に教員の指導方法等の交流 用 ・実践したりして指導の検証や児童の学力実態を把握
も深めることができた。 し、授業改善につなげる。

⑥2学期末に6年生の授業参観と懇談をも Oiコミュニケーション能力」に関しては、発達段階の各期に
つことによって、小中の連携の円滑な接続 おけるコミュニケーション能力に係る言語活動の評価のポ
が組織として積極的にできた。小学校にお イントを学園で共有し、各国所制交の保育・教育活動、各部
いては、 3学期にどのような力をつけて中 会 (4部会)の事業内容に、コミュニケーション能力の育成
学校に送り 出せばよいのか見通しをもっ につながる計画を立案し行う。相手を思いやる心や折り合
ことができ、中学校においては、余裕をも いをつけたり、協調したりする寛容な心の育成が人間関係
って各学校の集団の雰囲気や児童の実態 の基盤となり、良好な関係の構築につなげさせてして。
や課題などの把握ができ、入学後の見通し Or目標と指導と評価の一体化jに関しては、学年部会では、
がもてた。 課題となる算数の単元に着目し、これまで作成した総括テ

⑦小学校在籍中 15日以上欠席のある児童 ストの活用及U寝業研究を行い、授業改善を図る。また、中
の個別記録「丹後学園教育相談ファイノレJ 割安では授業における指導目標をもとに指導した結果を定
を作成し、実態や指導・支援のあり方等を 期テストで分析し、具体的な改善策を導き実践する。また、
円滑に中学校に接続する予定である。 市保幼小中一貫教育授業研究については、学園全体で、就学

③限られた中であってもリモー ト研修など 前から 10年間の学びを学園として今後どのように進めて
の工夫を重ね、小学校と中学校との教職員 いくべきか、保幼小中一貫教育モデ、ノレカリキュラムに示さ
の意見交流及び合同研修を通して、相互理 れている計画や指導に照らし、言語活動や学び方等の中か
解を深めることができた。また、実態に応 ら、本学園が重点としている内容を再整理していく。 I

じた指導方法の工夫 ・改善について、各校 0学園評価については、 2学期末までに児童生徒、 保護者、 |
ごとの授業研究会を通して研究協議を行 教職員、学校関係者(学校評議委員、学校運営協議会委員、
い、前進させることができた。また、ゴー 民生児童委員)が、教育目標の達成に関わる内容をアンケ
ノレとなるめざす中学3年生の姿を共有す 一トに回答し、その結果を分析する。成果と課題をより明
ることができた。 確にさせ、具体性のある改善策を検討していく。

⑨昨年に引き続き、算数 ・数学の指導に加え O 保幼小接続部として、保育所・こども園の保護者に対して、
て、読む力の育成を重点に研究を行うこと 小学校で、必要な力や社会性など一緒に学べる機会を設定
で、目標と指導と評価の一体化を目指す授 していく。
業づくりの研究の充実を図ることができ 0小学校で気になる児童が、中学校で適応しにくくなること
た。 もあるので、児童の見立てや支援、家庭との連携を大切にし

て教育相談活動を行い、小学校で、の様子(本人・家族・医療
今年度の課題 との連携等)を丁寧に記録に残し、中学校につないでいく。
①今年度の研究テーマを継承しながらも、児 0学園PTAと連携し、「家庭学習の手引き」を活用しながら、
童生徒の実態から、次年度は読む力の育成 家庭学習習慣の確立を目指した取組を更に進めていく。
カリキュラムの系統性の教科研究を深め 0ケース会議等を通じて、本人を取り巻く生活環境や保護者
ていく。 の生育歴等の実情を踏まえるとともに、子の将来を見据え

②学力向上に資するための「モデノレカ リキュ た指導の支援策を関係機関と連携を図り、対応していく。
ラムJの活用の模範的な研究を進める。
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(別紙様式2)

令和3年度 弥栄学園保幼小中一貫教育報告書

1 r目指す子ども像J、教育目標

教育目標
「ふるさとを愛し、主体的に学び、心豊かで、たくましく生き抜く子どもの育成J

目指す子ども像
(知)知識と技を磨き、活用する子 *自ら課題に取り組む(自主的な姿勢)
(徳)自他の良さを知り、共に伸びる子 *仲間と知恵を絞る仕す話的な学び)
(体)心身を鍛え、何事もやりぬく子 *解決策を探り、自信をつける(深い学び)

2 保幼小中一貫教育として解決を目指す重点課題、取組みの柱とする内容

1 r主体的 ・対話的で深い学び」の実現を目指す授業づくりの推進
-授業実践力等の向上(イ校種研修、授業研究会、全体研修会等を通じて)

2 自尊感情の醸成を目指し、生徒指導の3機能を生かした実践の推進
・異年齢の交流活動、自尊感情、自己有用感、上級生への憧僚

3 教育活動全体を通して「思いやる心Jの育成
-教科としての道徳の授業改善
-情報を吟味し精査する力の育成

3 保幼小中一貫教育の具体的な内容と評価

| 項目 | 内容

幼児児童生|①学園の組織改編及U漣行管理

徒の実態や| ・教育課程会議に学力充実部を統合す
課題、目指す
子ども像や
目標、方針等

の共有方策

就学前から
中学校卒業
までを見通
して一貫し
た指導、教育
課程

る0

・特活部を廃止し小中の交流活動の企

画立案や連絡調整は運営会識が行う。

・学年会を学年ごとの開催や、低学年

部、中学年部、高学年部の開催など協

議内容で変更する。

-特支担任会を学年会に位置づける と

ともに、教育支援部を廃止する。

②目指す児童像の実現につなげるための

子どもの実態把握 ・分析

・学力や生活、家庭環境等、より深い子

どもの実態把握と分析を進める。

③一堂に会した全体研修会の実施

.4/30第 1回全体研修会(各校〉

.8/19第2回全体研修会(弥栄中)

・2/17第3回全f籾干修会〈各校)

①学力向上と授業づくりの取組み

.6/16第 1回合同授業研究会

(弥凍小〉

・11/17市保幼小中一貫教育授業研究会

〈弥栄中〉

②授業改善における各期のゴーノレの姿の

共有

・rw主体的 ・対話的で深い学び』におけ

る目指す姿Jを活用し、発達段階を踏ま

えた指導を推進する。

③学園教職員による弥栄こども園参観

.8/17弥栄こども園参観(中止)
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評価

(実践の過程・幼児児童生徒の姿 ・耕俄員の見方朝
明和 2年度の総括をもとに学園組織体制の
編を行ったことで各会議や部会ごとの役割分
担が明確になった。

0各会議や各部で学閣内の幼児児童生徒の交流
を様々な視点から行うことで、指導や取組みの
方向性を決めることに役立った。

0第2回の全体研修会では、教育課程会議から児童
生徒の学力の実態と分析の報告があり、学力課題
と授業改善の方向性について共通理解を深め、学
園全体で取組むことの重要性が再誌喰できた。

.コロナ禍のため、第1回と第3回の全体研修会
が紙面による実施となった。学園全体で集ま
り、学び交流する機会が第2回の一回だけにな
ったのは非常に残念であった。第3回では、不
登校に関わる講演を計画していたが中止とな
り教育相談に関する研修と交流の場を持つこ
とができなくなった。全t相肝修会が開催できな
くても、学園の方針、教育目標、重点課題、取
組みの柱等を各学校や園で周知徹底し、学園全
体でさらに共通繍龍を深めていきたい。来年度
は、全体会が学園の教職員にとって、さらに実
践力を高められる研修の場となるようにする。
6月の合同授業研究会(弥栄小)、 11月の京
丹後市保幼小中一貫教育授業研究会(弥栄中)
では、「主体的・対話的で深い学びjの実現に向
けた授業改善、「生徒指導の3機能を生かした
学級経営Jを授業改善に生かしていくために、
保幼小中の教員が一緒になって事前研修会を
行い、授業づくりを行った。指導の中で保幼小
中のそれぞれが大切にしているところを交流
しながら指導案づくりをすることができ、発達
の段階に応じた小中の継続性のある授業づく
りをすることができた。

0教育謀程会議カ司令戎した0期から皿期の「主体的・
対嬬謝甜酌句で深偽bい、苧学び凶Jにおける目指す守楼姿を踏まえて、
2学期からの授業実践のポイントを焦
と剖にこヰより札、 授業改智コ刃4見4侭削ま劫カが5朔明附こ功なつたた。

0学園の児童生徒のアンケートでは、「国語の勉強
は好きだJの肯定的評価が9ポイント、「算数(数
学)の勉強は好きだJの肯定的詞刊回が8ポイン
ト、昨年に比べて増加した。また、「話し合い学
習では、司会や記録などの役割を決めて話し合



っている」の 疋均達評の価話がや7意ポ見イをン最後ト、
話し合うとき、友 まで聞く

ことベが、学でて増習き加内る容Jしの肯定的がの結評高価果まが5ポイント昨年
に比 たがの。授理解業こ から学習に対する意欲 り、ベアワークや l

グソレープワーク に積極的に取り入れられ
たことで、子ども同士お互いの意え見を尊重する
態度が育ってきているように考 られる。

.コロナ禍で、こども実園践の参を観知ができにくい中も継状学校続況
にある。こども園の ることは小
においても大切なことであるので、今後
して計画していく。

幼児児童生 ①幼児・児童・生徒交流 」 の J 川 小、ロ野/、のl カミ

徒、教職員の 地域の特性を取り入れ 10年間を見通 合同交流を行い、一緒に楽しく活動することが

交流と協働 した連続的な活動を実施する。

-学年交流活動
-小中連携活動
-保幼小連携活動

②学年担任会の設定
• 4/20. 8/19. 1/7 計3回

③いじめ、不登校等の解消に向けた教育相

談の体制づくり
-学圏内の情報共有
• scによるストレスマネジメント授業

の実施
-小中連携に係る引継ぎシートの効果
的な活用

④情報を吟味し精査する力の育成
-講師を招鴨しての学園情報モラル教育
を開催する。

カ5
用感を感じられる生徒指導の3機能をし、かす

0スクーノレカウンセラーによるストレスマネジメ

することができた。

を軽減にに丁、す入寧る学なこ後対との応に子が大ど必きも要なたで役ちあ割のるを様。果子たをしていただけ これまで
以上
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家庭、出或と
の連携、情報
発信

①家庭、 地域との連携 ・情報発信

-弥栄学園運営協議会とのtω或連携・教
育環境づくりを進める。

・弥栄学園便り等による広報活動を積極

的に行う。

・学校行事等において学校支援ボランテ
ィアを積極的に活用することを通し

て交流を深める。

4 今年度の成果と課題改善方策

成果と課題

こ応じた組織1 0弥数を栄行部学っ門園たを。経統営そ合及のし結びて進果本行、学管ラ園理イのン規*il模織i 
が明確になっ改て編各

会議理3回がに組つの織全な体的が研にっ機修た。能会し、 経営会議のスムーズな進行

・年管 は、教職員の共通理解と相互信

頼をもたらし、 協最今年働大度体限制にもを囲め対てる策原学動等園力になるもの
である。 これを 感重視染症し 経営に反開映さ
せたかったが、 のため催直
前で変更し、集合型の研修会は l回のみとなった。

2 授業づくりの取組み
0計画通り年2回の授業研究会を実施することができ

ー導教たな日。案育程取γ組、課学作や園成研み程プ会6究をにとE研発携議なの而揮方究っわたをし。整、理今事前年し度研、授はに業お教実育い課践て程園につなげる大切ダ会小議中教が員リが指

ることができ
・ 中心となり、研た。究授業に至るまでの

向付け、実践と検証、まとめと今後
の課題など、研究を推進するための具体的な計画を
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弥栄学園運営協議会の活動が2年目となった。
コロナ禍で学園の取組みを参観していただく
機会が限られていたが、熱心に参加していただ
き、地域の方として学校の外から見た弥栄学園
について貴重な意見を頂くことができた。

0地蛾のボランティアの方々に、こども園や各学校
の教育活動や交流事業に快く多くの支援を頂く
ことができた。子どもたちと地域の方々との交流
や学園に対する理解が深まり、学園・家庭・貨蛾
が連携した 「横の連携Jを深めることができた。

Oこども園、各学校が、たよりやホームページで
取組みを発信するとともに、保幼小中一貫コー
ディネーターが学園だよりの発信や弥栄学園
運営協議会の肘且みをコーディネー 卜して、広
く学園の活動について啓発を行った。

・学園の活動や教育目標に対してさらなる理解
や協力を得るために、啓発活動と同時に運営協
議会と学園PTAと連携した活動にも取り組
んでいきたし、。

改善方策

1 経営会議においては、学園の組織が効果的に

機能するように連絡調整、伝達、諮問等を明確
にした会議運営を行う。全{判F修会の開催は、

コロナ禍を想定してオンライン開催も計画し
ておく。

2 これまでの弥栄学閣の授業改善や令和3年
度の京丹後市保幼小中一貫教育授業研究会で
得られた成果の蓄積をし、かして、引き続き「主

体的 ・対話的で深い学びJの実現を目指す授業

づくりに弥栄学園全体で取り組む。
3 連携活動の取組みにあたっての目的を明確

化するとともに関係者で共有し、学園全体での

取組みとなるようにする。
4 いじめ、不登校等の解消に向けて学園の教育 l

相談機能をさらに充実させる。(教育相談に対
する教員一人一人の意識を高めるための研修 !
会の企画等)

5 コロナ禍を想定してより積極的な公開や情

報発信を工夫する。



(別紙様式2)

令和3年度 久美浜学園保幼小中一貫教育報告書

1 r目指す子ども像J、教育目標

L教育目標J
「ふるさとを愛し、意欲的に学び、やさしい心をもち、根気強く努力する子どもの育成J

[目指す子ども像]
(知)意欲的に質の高い学力を身につけようとする子ども
(徳)自ら正しく 判断、 行動し、豊かな心をもっ子ども
(体)心身を鍛え、 粘り強く最後まで、協力して取り組む子ども

R3 
(6年次)

R4 
(7年次)

R5 
(8年次)

R6 
(9年次)

R7 
(10年次)

(2 )重点目標

ギャップ(不登校)

浜学園保幼小叩-g.
た取組の整理とまとめ
次の 10年を見通し新たな取組の構築

「意欲的に生活 ・学習に取り組む子どもの育成J'-"""子どもの実態や系統性を踏まえた指導~

(3 )指導の重点

『学力向上』①基礎 ・基本の徹底 ②主体的に学ぶ力の伸長(授業づくり) ③家庭学習時間の確保

(4)取組の柱

ア 10年間 (就学前か
識の向上
(7)久美浜学園全教職員がチームとして、みんなでやるとしづ協働意識を醸成する。 (対話と理解)
(イ)目指す授業として、学習指導要領に示された「主体的・ 対話的で深い学びJの実現を意識する。そ

の上で、学園テーマとして、「主体的に学ぶ力の伸長jを設定し、すべての教職員で幼児児童生徒が
自らの主体的に学ぶ力を伸ばすための教育活動を進める。

イ 各校園所における規範意識の醸成を基盤とした落ち着いた学校(闘)づくり、授業づくり
(7)生徒指導の三機能(自己決定・自己存在感・共感的人間関係)を生かした「わかる授業Jにより規

範意識を醸成し、学ぶ意欲を育てる。
(イ)各学校の重点研究をもとに、各学年単位をベースに授業研究を進める。特に「主体的に学びに向か

う力Jを育成する授業づくりの取組を進める。
(ウ)基礎 ・基本を徹底し、基盤となる力を十分付けきるとともに、当たり前のことが当たり前にできる

雰囲気づくりを進める。
ウ 子どもの交流行事並びに教科指導交流の推進による行動連携強化
(7)共に学ぶ意識を育て、子ども同士を結び付ける保幼小、小小、小中における交流行事 ・授業
(イ)豊かな教科指導を目指す指導交流(保幼小連携、小小連携、小中連携)

エ 保護者、地域とともに「久美浜を支える人づくりJの視点に立った取組を進める。
(7) P T A、学校運営協議会、地域学校協働本部事業との連携
(イ)家庭学習時間の確保に向けた連携

3 保幼小中一貫教育の具体的な内容と評価

項目 内容 評価
(実践の過程・幼児児童生徒の姿・教職員の見方等)

幼徒児の児実童態や生 (1) 経営会議を中心に組織的且つ丁 0久美浜学園 7校圏が 1つの目標に向かう中で、
寧に、実態や課題、目標、方針等の 本年度も教職員が交流する機会が少なかった

課題、目指 共通認識を図り、久美浜学園と して が、 ICT活用や取組の工夫により、教職員及び
す子ども像 の共通確認 ・共有を図る。 児童生徒園児の交流を確実に実施し、「理解と対
や目標、方

ア 年度当初の学園全体会での提起 話Jの継続を図ることができた。
針等の共有
方策 と全体研修会での全教職員による 010月のみの授業公開・ 交流会となったが、保幼

協議を通して、共有を進める。 小中の教職員による貴重な対面での協議を行う
イ 年3回の公開授業と交流会で、 ことで、 協働的な指導の充実に向けたよい機会
教職員同士の「理解と対話Jの充 となった。
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実を図る。 0共通指導事項を確認し、指導を継続していく。今
(2)保幼・小・中で共通指導内容を確 後も、具体的な実践共有の場である連携部会の
認し、 PDCAで改善を図りながら 運営のあり方等を改善しつつ、引き続き目標や
共通理解を深める。 めあて、指導内容を振り返りながら進めてし、く。

就中学学校削か卒業ら (1) 子どもの育ちと指導の一貫性を O学園ァーマ「主体的に学ぶ力の伸長Jを各校で追

目指した教育課f呈編成 求し、 ICTを活用した授業づくりを進め、
までを見通

ア 考えを深め、コミュニケーショ 学園公開授業及び各小中学校で研究成果を共有
して一貫し
た指導、教 ン能力を高める学習の推進 することができた。

育課程 イ 郷土への愛着と誇りをもち、人
O ICTを活用した授業づくりについて、どの場

とつながる力を育てる学習の推進
面で、どのように使うのか、各校で研究を進め
た。今後は授業スタイノレの中に ICTを組み入

ウ 保幼小の接続を中心とした教 れ、より効果的な活用についての研究を深める。
育課程編成 0学園独自で作成したアプローチプログラム、小

(2)重点指導 1スタートカリキュラムの実施状況を検証し、
ア 学力向上 よりよいプログラム等になるように改善した。

(ア)授業規律の確立 0拡大教育課程会議の新設や「学力向上プログラ

(イ)基礎学力の定着と活用力を ム」の検討等、付けたい力の明確化 ・具体化を検

育てる授業づくり 討することができた。次年度は、その検証と実践

イ 不登校の解消 を進めていく。

(7) 規範意識の醸成と基本的生 0久美浜学園「身に付けたい言語能力表Jや小中共

活習慣の確立
通指導事項を確認 ・検討して取り組んだ。

(イ)学級活動の充実と児童会・生
OPTA ・保護者会を巻き込んだ久美浜学園共通
の「家庭学習がんばり週間Jの取組を進めること

徒会活動等自主活動の活性化 で、学習習慣の定着を進めた。
(ウ)自尊感情の高揚 0教育課程会議では家庭学習時間の確保、養護部会
(エ)保幼・小・中の連携強化 ではメディアに係る併特指導系統表の作成、生徒

ウ 今日的課題(情報機器の安全な 指導部では情報機器に関するアンケートを行い、
取り扱し、) メディア ・コントローノレを学圏全体で、進めた。

(ア) ir:去やノレールに関する教育j 0教育相談部会では、学園全体概要をまとめ、学園

の推進 全体で共有できた。また、その傾向から今後の取

(イ)人権教育の推進 組を考えるよい機会となった。
0学校生活の充実感を味わわせることや基本的生
活習慣の確立を各校で図ること、教育相談部に
おける事例研を通して、不登校の未然防止、解消
に取り組んだ。

0情報機器の望ましい活用(情報モラノレ)のための
特別講演会を小 3・4年生、中学 1・2年生対象
に実施した。

幼徒働の児、交児教流童職と生員協
(1)全体会、全体研修会、学校園公開 0全体会・公開授業・交流会等の教職員の行動連携

授業と分散会、学力 ・授業づくり部 の取組は限られたが、少人数で集まる部会を中

会、生徒指導・不登校防止部会、学 心に実施した。夏季全体研修会では、「聞かれた

年部会を中心とした教職員の交流 教育課程Jに向けて、教職員の地域への具体的な

と協働 理解を図ることができた。保幼小中の指導の連

ア 中学校卒業時の生徒の姿を常
続性をより確かにするために、実際に子どもの
姿を見ることや教職員の交流を次年度以降も継

に意識した協議 続的に計画してし、く。
イ 児童生徒の実態交流に基づく 0回数は限られたが、各校の授業研究会の案内を
具体的な取組の推進 発出し、相互参観ができた。また、 ICTの活用

ウ 「主体的に学ぶ力の伸長」の系 について、教育課程会議で、各校の取組を集約し、
統性を意識した指導を目指す授 学園だより等によって'情報発信することで、各

業研究 校の実践を広めることができた。

(2)学校、校種聞をまたがった指導の 0保幼小連携では、幼児児童との交流ができず、体

推進 験入学も短時間での実施となった。保幼小の連

ア 小小連携、小中連携、専科教育、 携の重要性を鑑み、連携のあり方を検討してい

出前授業等、人的交流をもとにし
く必要がある。

た協働
。IJVJ、連携事業で、は、同学年によるオンラインを活
用した交流も実施し、コロナ禍の中での 3小学校

イ 振り返りスタディ等指導面で による連携のあり方を模索することができた。
の協働 0小中連携で、は、部活動及び授業体験のみの実施

(3)幼児児童生徒の行動連携 となったが、児童アンケー 卜から「不安の解消J
ア保幼の連携 につながる回答が多かった。
イ 保幼小の連携 0児童会・生徒会の合同会議は、オンラインと対面

ウ小小連携 による会議で計 2回実施できた。また、合同挨拶

エ 小中連携 運動でも、「おはよう消毒J等、工夫のある取組
を行Bった。

120 



1)久美浜学園小中-];t教育に係る
目標、活動等の広報及び啓発
ア たよりの発行(学期 1"'2回程
度)、有線放送による取組紹介

イ リーフレットの作成(2月保護
者参観等で配布、説明)

ワ ホームページによる広報活動
(久美浜学園のページ作成)

(2) 基本的生活習慣の確立に向けた
共通指導の確認と指導の推進

(3) 学校運営協議会の取組を通した
「久美浜を支える人Jの協議

(4) 地域学校協働本部事業の積極的
な活用等による久美浜町民の学校
教育活動への参加と積極的支援

(5)久美浜学園PTA・保護者会との
連携による家庭教育支援

4 今年度の成果と課題 改善方策

成果と課題

0これまでの5年間の活動や実践を整理し、本年
度 (6年次)からは新たな中期展望を設定し取
組を進めることができた。年度ごとに丁寧に評
価しながら、実践と検証を続けてし、く。

Oコロナ禍の中で、 ICT活用や取組の工夫によ
り、教職員及び児童生徒園児の交流を実施し、

コーディネーターの活動により L様々 万江支菰
様々な機会を通じて広報できた。保護者アンケ
ートでは、学園取組に対する肯定的な意見が増
えている。しかし、今年度は事業の中止等があ
り、分からないという意見もあった。

Oコロナ禍により、ボランティアの皆さんの活動
や6つの地区区長会等への発信等が実施できな
かったが、次年度も、学園活動への協力や周知を
引き続き行っていく。

0学校運営協議会は3回実施し、学園基本方針を
説明した。 3つの部会で「久美浜を支える人づく
り」について各団体との協議し、学校から児童生
徒の課題について提起した。また、夏季全体研修
会では、協議会会長の講話等により、教職員の地
域への具体的な理角平を進めることができた。

0久美浜学園独自のPTA'保護者会が一緒に取
り組むことで、より多くの家庭との連携が進め
られた。「あいさつ運動Jr家庭学習がんばり週
間J等 10年間を見通した取組に一歩ずつつなが
ってきている。

改善方策

これ吋み上げて問幼小中教員の「対話 「
解Jをベースに、保幼小中一貫教育推進計画の共通
理解を図る。また、学校園所公開や交流会を引き続 |
き進める中で、保幼小中に係る共通視点を明確にし
た指導方法等の継続性について、研修及び協議を行 l

っていく。
理解と対話の継続を図ることができた。 -学力向上について、拡大教育課程会議において、生

0学力向上に係って、教育課程拡大会議を開催 徒実態や課題を共有するとともに、解消のための具
し、中学校における現状や課題から、付けたい 体的な方策を検討する。また、「学力向上プログラ
力について協議することができた。 ム」へ落とし込み、検証と実践を積み重ねてし、く。

0テーマ「主体的に学ぶ力の伸長Jを目指し、授業 -研究テーマや学力向上、系統的な指導等の具現化
公開・交流会を実施し、 ICTを活用した授業研 を目指し、部会内容や体制の工夫、ミッションの具
究を深めることができた。また、各校研究の共通 体化・焦点、化、実践の検証の見える化等、連携部会
視点でもあり、教職員の意識も向上できた。 の運営を工夫する。

0経営会議の方針のもと、企画運営会議が事業を . r主体性Jr 1 C T活用J等を視点とした授業改善に
運営し、教育課程会議が学習指導等に関する内 ついて、各校の研究成果や学園授業研究成果をまと
容の具現化を図り、相互に共有して進める運営 め、分析、検証を行う。
の機能化を図ることができた。 -授業研究に踏み込むため、各校重点研究におけ

Oコーディネーターの活躍により、広報 ・会議の る研究授業に参加しやすくするために、教育課程会
まとめ ・事業後の児童生徒 ・保護者アンケート 議が主となって日程調整を行う。
等、幼小中のつなぎ、や周知が更に進んだ。

-児童生徒の生徒指導上の課題や不登校の状況から、学
04PTAと3保育所園・こども園の保護者会も 国全体での醗成すべき視点(非認知的能力等)を見出
一緒に活動でき、学園PTA・保護者会の基盤 す必要がある。また、肯定的評価を基盤として、学園
がより確かなものになった。

の教職員の指導観をすり合わせ共通化してして。
0学校運営協議会で「久美浜を支える人Jについ

-教育相談部では、傾向把握や未然防止、初期対応につ
て、 3つの部会で、学校からの課題を提起して話

いて、スクールカウンセラ一等の講師を招鴨する等、
し合った。また、夏季全体研修会では、教職員

より実践的な研修を行い、各校内へも広めていく。
の地域への具体的な理解が進んだ。

-校種間での情報連携や家庭支援連携を進め、不登校
0共同事務室の取組として、小学校入学用品や返

の未然防止や早期対応に努める。
金規定、備品等の共通化・共用化、各種業務の

-闘所の「目指す 10の姿及びそれに向けた取組や保
見直し等を進めることができた。

育jを理解するとともに、保幼小の連携の深化を進ム「主体性Jr r C T活用J等を視点とした授業
改善について、各校の研究成果や学園授業研究 める。

-指導方法の具体的な継続性を図るため、保幼小のア成果をまとめ、分析、検証を行う。
プローチ ・プログラムやスタート ・カリキュラムのム幼児教育・保育における取組について学び、幼
ほか、小中間の教育課程上の様々なギャップの解消児から小学校への接続やその意義についての

研修機会を確保する必要がある。 に取り組むため授業スタイノレの確立も進める。

ム久美浜学園の児童生徒の課題として、不登校の -行動連携事業は、オンラインを活用した実施方法を

増加がある。学園全体の概要や傾向は共有する 引き続き検討する。

ことはできたが、具体的な成果につなげること -運営面では、これまで進めてきた部会 ・会議や事業

ができなかった。 が制限される状況で、改めて事業等の意義について

ム連携部会の取組は回数が限られている中で、ミ 再確認でき、改善 ・精選を行っていく。

ッションを成果が見えるところまで高めるこ
とは!Jïf~しかった。
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(別紙様式2)

令和 3年度学校評価自己評価報告にども園)

こども園経営方針(中期経営目標) I 前年度の成果と課題

“笑顔でつなごう。心とこころ!!" 10保護者と連携を持ちながら、園児自らが感染

~はなそう -ったえよう ・みんなのおもい'" 1 症予防に進んで取り組んでいけるように安
心 ・安全な生活や活動をすることができた。

(1)生活に必要な習慣 ・態度を身に付け、健康な 10様々な実体験や感動体験を通して、学びに向
心と体で生きる力を育てる。 I かう姿勢や豊かな言葉力に繋げることがで

きた。
(2)主体的に活動し、言葉を介してコミュニケー 10園児の主体的な活動を認め、言葉で伝えたり

ション力を育てる。 I 聞いたりしながら協同活動を進めたことで、
達成感や満足感を味わい自己肯定感に繋げ

(3)身近な人や地域とのかかわりを持つ力を育| ていくことができた。
てる。 Iム開かれた園として地域への情報発信が、ホー

ムページのみで十分とは言えなかった。
ム職員全員での研修時間の確保が難しく、資質

向上に努めることができなかった。
-
N
N
 

こども園名〔京丹後市立峰山こ ども園〕

本年度こども園経営の重点(短期経営目標)

-園児自らが健康や生活の仕方に関心を持ち、リズムある
生活が習慣になるようにする。

・様々な体験を通して、豊かな感性や言葉の力を養う。

-園児の主体的に取り組む姿を認めながら、他者と関わる
力を育てる。

-保護者の子育ての不安に寄り添い、安心して子育てができる
ように支援する。

・地域社会に聞かれた固として、情報発信に努める。
・滑らかな接続ができるように、峰山学園(保幼小中一貫
教育)の連携を深める。

評価項目

保幼小中一
貫教育の推
進
(保幼小接
続)

重点目標

『峰山学園』の連携
自己肯定感を持ち、自分の将来
を展望し、共に学ぶ子どもの育
成

具体的方策

・峰山学園経営会議を通して園児 ・児童の実態
を交流する中で共通の目標を持ち、ことば
力 ・聞く力 ・話す力を育てる教育 ・保育を進
める。

-意欲を持って学ぼうとする力の| ・中学校卒業までを見通した、一貫した指導を
育成 | 共有する。

-コミュニケーション能力の育成| ・小 1スタートカリキュラム ・アプローチカリ
と適切な人間関係の育成 | キュラムの検証を行いながら実践を重ねる。

・園小の円滑な育成 |・私立園との交流会や峰山学園担任会を通 し
て、教育 ・保育内容の共通理解を深める。

成果と課題(自己評価)

0経営会議の中で各学校や他国の状況を聞くことで、自国で進
めている教育 ・保育の成果や課題を明確にすることができ
た。言葉の力の大切さ、やり遂げる満足感、自己肯定感が
持てる活動など、職員問で話し合いを深め、実践へとつな
げることができた。

0参観や担任会など、限られた時間ではあったが、園児や児童、
生徒の状況を知り、縦の繋がりとして学ぶことができた。
教育フォーラムでは公開保育を行い、自国においての教
育 ・保育を改めて振り返る良い機会となり、学びと実践に
つなげることができた。

0私立固とは学園や市の担任会を通して、互いの情報交流や保
育内容を学び合うことで実践に活かすことができた。

ム感染症拡大防止により様々な研修や交流が中止となり、Zoom
や書類のみの報告となった。他校の活動や取り組みなど、
直接、意見を聞くことができず、学びを深める所まで行か
なかった。



-
M
ω
 

教育課程 -感動する体験を大切にし、豊か -圏内外の自然の中で発見や感動体験を増や 0様々な体験が学びに繋がり、感動体験を通して、学びに向か
な感性を養う。 し、考えながら遊ぶ機会を持つ。 う力や豊かな言葉の力に繋げることができた。

-基本的な生活習慣や態度を育て -あいさつデ‘ーを設定し、挨拶をすることの大 0感染拡大防止による生活様式に子ども達も順応しながら進
る。 切さを知らせる。 んで感染防止に努め、安全で安心した生活を送ることができ

た。

-自分の思いや考えを表現したり -登園時間や園児の実態を把握し、個々に合っ

行動したりできる力を養う。 た助言や指導を行う。 0子ども達の主体的な活動を大切にし、思いや考えを言葉で伝
えたり聞いたりしながら協同活動を進めることで達成感や

-日常的に圏内外での安心・安 -生活点検表などを活用し、生活習慣を整える。 満足感を味わい、自己肯定感につなげられている。
全に過ごそうとする姿勢・態度
を養う。 -活動や行事に向けての話し合いの時間や場を A毎月 1日はあいさつデーとしたことで、人との関わりや言

持つ。 葉の大切さを意識する機会にはなったようだが、実際に進ん
で挨拶をする姿にはつながらなかった。

-散歩・交通教室など、で、交通ノレール ・集団での

ノレーノレをともに考えたり知らせたりする。ま A交通/レーノレモデ、ノレ固となることで、 5歳児を中心に合図の理

た、様々な場面で交通安全や危機管理につい 解はできるようになったが、散歩に行く機会があま りもて
て学び合う。 ず、体験を通しての安全指導が不十分で、あった。

子育て支援 -子育ての不安に寄り添い安心し -保護者の思いに寄り添いながら相談がしやす 0担任からの状況報告や連絡・相談を圏全体で連携し、適切に
て子育てができるように支援 い雰囲気をっくり丁寧に対応をする。 対応することができた。
する。 ムコロナ感染予防で、の緊急事態宣言やまん延防止対策のため、

-園児の実態を把握し、保護者との連携を丁寧 園を開放する場を制限したり保護者同士が交流したりする
に行い、個々に合った支援や対応をする。 機会があまりもてなかった。

研修 -圏内研修の充実を図り、保育教 -年間研修計画により保育教諭の資質能力の向 0感染拡大防止の観点から研修等の中止やWeb研修となるこ
(教員の資 諭の資質向上(人権を含む)に 上を目指した研修に取り組む。 とが多かったが、正職員 ・会計年度職員の積極的な参加が

質向上 ・人 努める。 (公開保育 ・担任会 ・事例研修) できた。圏内でDVD視聴や紙面での意見交流、教育フォー

権教育) ラムでの公開保育や担任会での研修を活かし、園での教
-圏内研修の内容を工夫し、研修の充実を図る。 育 ・保育の振り返りや学びにつなげることができた。

(職員会議を利用する等、時間の確保に努め ム日々の教育・保育活動の中で、全職員で圏内研修などをする
る。) 時間や場を作りことが難しいため、内容や状況に合わせて

グソレーフ。会議を進めてきたが、そのための会議時間の組み

方や意見をまとめていくのに時間がかかった。

次年度に向 • I峰山学園の一員としてこども園の情報を経営会議の中で積極的に伝え、一貫教育での縦の繋がりを大切にしながら連携を深めてし、く。

けた改善の 'PDCAサイクノレに基づいた質の高い教育 ・保育の実践に努めていく。

方向性 -思いや考えを出し合いながら、身近な人と関わり、実体験や感動体験を大切にし、生活や活動を進めてし、く。

-聞かれたこども固として、日々の活動や行事の実施の仕方など工夫し、保護者や地域の方と共に教育 ・保育や活動を進めていく。
-安全教育や危機管理について、園児と共に学びながら、安心安全な園づくりに努めていく。



(別紙様式2)

令和 3年度学校評価自己評価報告にども園)

こども園経営方針(中期経営目標)

人との関わりや体験を通して、心豊かでたく
ましく、生き生きとあそぶ子どもの育成
-健康で安全に活動する子ども
・身近な環境に自ら関わり、主体的に行動 ・

活動する子ども
-人の話をしっかり聞き、自分の思いや考え
を素直に表現できる子ども

-素直で思いやりがあり積極的に関わり合う
子ども

-
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評価項目

保幼小中
一貫教育
の推進
(保幼小
接続) -幼児教育から小学校教育への

円滑な接続のために、園小に
よる教育活動や研修を充実さ

せる。
-大宮学園「家庭の心得Jの理
解を得て、各家庭での取組を
進める。

重点目標

・「ことばの力Jr思いやる心Jrつ
ながる力j を高め、生きる力
を育成する。

前年度の成果と課題

。大宮学園の教育の推進により、保育所 ・こども園 ・
小中連携活動の充実を図ることができた。

0主体的な活動や体験活動の充実、心の教育の充実に
より、生きる力の基盤となる力の育成を図ることが

できた。
0大宮こども園の教育活動を丁寧にホームページや

たより等で発信し、教育活動への理解を広げること
ができた。

ム圏外 ・地域活動・保護者との活動・子育て支援活動
等が、コロナ対応により縮小となった。

具体的方策

・言葉を介し、人の心を豊かに感じる場面を大切にす
る挨拶、当番 ・飼育栽培 ・体験活動、異年齢交流に

取り組む。

-年間を通して、小 1プロブレム解消に向けた園小連
携活動、園小の円滑な接続を図るためのアプローチ
プログラムに取り組む。

-具体的な課題を共有するために、保護者会と連携、
園だより、懇談会、子育て支援等に取り組む。

教育課程 |・健康、安全な生活に必要な習|・体を大切にすることに関心を持ち、方法を身に付け

慣や態度を身に付ける。 Iるための健康 ・安全教育、食育に取り組む。

・身近な環境や自然に自ら関わ|・発見や感動を体験させるため、圏内外の自然や自然
り、事象に関心を持ち、発見| 物との関わる活動に取り組む。
や考えたことを生活に取り入
れようとする力を育成する。 I・室内外の遊具や用具を使い、友達と関わったり体を

動かしたりすることを楽しめるようにする。

こども園名〔京丹後市立大宮こども園〕

本年度こども園経営の重点(短期経営目標)

・アプローチプログラム改善、園小連携活動、共同研修を
進め、園小の効果的接続を充実させる。

・日常教育・保育、具年齢交流、体験活動の充実をさせ、

生き生きと遊ぶ力、言葉で伝え合う力、互いに思いやり
協同する力を育成する。

-幼保連携型認定こども国教育 ・保育要領に係る理論及び
実践についての研修を充実させ、指導力向上を図る0

・家庭・地域との連携を密にし、教育・保育活動や子育て
支援の充実を図る。

成果と課題(自己評価)

0挨拶、当番 ・飼育栽培 ・体験活動、異年齢交流で、 言葉を
介して互いに関わり合う場面を充実させることにより、互
いを思いやる会話が増え、友達を大切に関わる姿に広がり
が見られるようになった。

Oコロナ感染防止を図りながら小 1プロブレム解消のための

園小連携活動、大宮学園のアプローチプログラムに基づい
た教育活動を進め、小学校入学に向けての心構えを育てる
ことができた。

0年間を通して、 保護者会連携、園だより、懇談会、子育て
相談、連絡ノート等を活用し、園生活の様子や子育て状況
を共有することによ り、各家庭への子育て支援を進めると
ともに、共通課題である生活リズムに対する意識を高める
ことができた。

0生活習慣や規律の習得では、 日々の健康チェックにより自
己の体調を知ったり、食育活動では、栄養士から体の働き ・
栄養などを学んだり、栽培活動を通して主体的な行動が見
られるなど、健康な体について意識するようになってきた。

O同年齢 ・異年齢で泥んこ遊び、自然物制作、色水遊び、サ
ーキット、築山すべり等に取り組み、体を動かすことを楽
しみ、発見や感動を豊かに言葉や体で表現し、友達と関わ
りながら夢中になって活動を進めていく子どもの姿が見ら
れるようになった。
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教育課程 -コミュニケーション能力、思い -コミュニケーション能力を両めていくために、表現 0鯨会で崎IJf働時わくりなどて矧醐を楽lみ、保育者・|
やる心、豊かな人間関係を結ぶ を楽しむ活動、思を伝え合う活動、話し合い活動に 友達と思いを伝え話し合う中で、言葉を介して意思の疎通を図るこ

力を育成する。 取り組む。 とができた。

子ども達は、日を追うごとに自分らしい言葉で思いを伝え、誘し合
い遊U匂輸が広がってきてし、る。

-楽しさや嬉しさ、葛藤 ・折り合うことを経験するた 0感開句な行き違b中欲求の対立に丁寧に関わり、振り返り持活し合
めの、集団遊びゃ異年齢交流に取り組む。 いを充実させることにより、互いに思いを受け止めたり折り合いを

付けたりしながら締繍を見つけていこうとするようになった
ムコロナ克樹方止のため、活動や行事を中止・辺朝・網島トせざるを得

ず、全園児て芳子う予定であっお重動会・発表会など字年別て祈うな

ど、異年齢交流の場カ沙なかった

子育 て支 -保護者の子育ての不安や悩み -家庭教育への支援を充実させるため、懇談会 ・たよ 0懇談会・たより・ド‘キュメンヴ)ショシ等、固から丁寧な発信を行

援 に寄り添い、安心して子育て りや子育て相談・ドキュメンテーション等に取り組 うことで、「文富こども園jの較育・保育〈の職事が広がり、菊産・
ができるように家庭教育支援 む。 雌或と倒畠尭を充実させることができた。

や子育て支援を充実する。 O子育守臓を丁寧に進めることにより、倒説、じた子育て支援を進
-発達特性や成長に応じた、保護者に寄り添った子育 めることができた。

-社会環境や家庭環境の変化を て支援に取り組む。 0佐会・菊韮環境の変化〈の矧志を図るための↑静R発信に努め、子育

理解し、対応しながら保育を て支援麓擁〈抗理問草を広げることができた。

充実する。 -子育て支援センターや一時預かり保育 ・預かり保育 ム傭聾者との直接会話の機会の政少により、日々のタイムリーな子育

を周知する。 て支援が竹封こは実施できなかった。

家庭・地域 -園・ 家庭 ・地域との連携の仕 -固からの丁寧な発信や連携の工夫を行う。 Oコロす対誌を図りながら、 固と菊怠儲聾朝司士似藍携の方法を工

との連携 組みを整え、充実する。 (園だより・クラスだより ・ホームページ・懇談会 ・ 夫し、イJ霜聾者会の遺書・や活動を充実させるための支援を行い、子ど

参観 ・電話連絡等) も達〈の教育努県、菊廷の教育力を高めていくことができた。
ムコロヲ対応により、雌痴郵?では、由人Aまでの泥のJ樹憾び、蝉或

-地域の環境や人材を活用し、 -保護者会 ・活動支援ボランティアの協力を得て、園 の踊?では、老人とのふれあし、交流などを知也することができなか

体験活動を充実する。 周辺自然環境・施設を活用した圏外教育活動に取り ったまた、膨'陥動や地域ボランチィアの活用による絵本の詐み

組む。 間かせなどを締j、せざるを待防ミった。

次年度に O百薬を介した関わり合う教育活動を充実させ、大宮学園で進める基盤となる、「ことばの力Jr思いやる心Jrつながる力Jの育成を図る。

向けた改 0園小の円滑な接続の実効性を高めるため、アプローチプログラム改善、園小連携活動 ・指導方法に係る共同研修の充実を図る。

善の方向 0心豊かでたくましく、生き生きと遊ぶ子どもを育成するための日常の教育活動 ・異年齢活動 ・体験活動の充実を図る。

性 Oコロナ対応により縮小した国外教育活動・地域連携活動、小中一貫教育活動、保護者連携活動、子育て支援等、教育活動、子育て支援の充実を図

る。
0幼保連携型認定こども園教育 ・保育要領に基づき、 5領域について「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿Jに留意して指導を充実させ、幼児教

育 ・保育で育みたい3つの資質 ・能力を育成するため、計画的に理論研修 ・事例研修 ・実践研修を充実させ、指導力の向上、教育活動の充実を図

る。



(別紙様式2)

令和 3年度学校評価自己評価報告にども園)

こども園経営方針(中期経営目標)

『園児自らが主体的に環境に関わり、 心豊
かでたくましく生きる力を育てる。』

-明るく元気で主体的に活動する子どもの
育成

-みんななかよく思し、やりのある子どもの

育成

-伸び伸び生き生きやりぬく子どもの育成

<テーマ>

『どきどき わくわく きらっ!
ひとりひとりがかがやいて』

-
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前年度の成果と課題

・経営会議で学園としての方向性や課題等、共通理解したこ
とを職員に報告したり、園で話し合ったりすることはでき
たが、全職員で「幼児期の終わりまでに育って欲しい姿j

を検証するまでには至らなかった。
・コロナ対策を行いながら、同学年、異年齢での関わりやつ
ながりがもてる活動を進めてきたことで、園児の中には、

主体的に生活や活動を進めようとする姿が見られた。
-全クラスの懇談会や個人面談等、日と時間を考慮して開催
したところ、多くの参加があった。園や家庭での様子を伝
え合ったり、保護者の悩みを共有し話し合えたりした。

-家庭との連携を密にしながら生活習慣の大切さを伝えては
きたものの、登園が遅くなるまた、朝食を摂らない等の現
状があり、引き続きの啓発が必要である。
-圏内研修の機会は少なかったが、 OJTを大切にするスタ
ンスで日々の保育の悩みや要支援児への関わり方等を話
し合い、資質向上に努めた。

こども園名〔京丹後市立網野こども園〕

本年度こども園経営の重点(短期経営目標)

-網野学園の課題や取組み等を国内で共通理解するとと
もに、学園独自のアプローチプログラムの検証と今年
度作成予定の長期モデノレプランの検討をする。

-コロナ対策を講じながら、活動や行事の在り方を全職
員で検討するとと もに、園児の主体性を重視した教育
保育を進める。

-園児の成長を願い、保護者の思いや悩みを共有しなが
ら子育て支援を行う。

-健康的な生活習慣の自立と圏内外での安全指導や安全
対策に万全を尽くす。

-園児理解を基盤とした教育・保育を目指す上で、職員
同志の同僚性やOJTの充実を図る。

評価項目

保幼小中一
貫教育の推
進

(保幼小接
続)

重点目標

・「網野学園Jの教育目標を
もとに、基本方針や取組
内容を理解しながら教
育 ・保育を進める。(確か
な学力の育成 ・規範意識
の醸成・豊かな人間性等)

-国児と児童の交流の機会
や保育教諭と教師の研修
の場を重視し、相互理解
を強化する。

具体的方策

・経営計画を全職員で読み取り、 園での遊びや活動の中にど
のように組み入れていくのかを職員間で検討し、3つの資
質能力が育成されるよう実践していく。

-アプローチプログラム等を活用して「幼児期の終わりまで
に育ってほしい姿jを検証する場を設定するとともに、園
児と児童の交流や教育内容の共有化に向けた取組みを進

める。

成果と課題(自己評価)

0研究主題やその促え方、仮説等に基づいて実践したり、
教育 ・保育計画を手に取りながら、取組内容の共通理
解をしたりする等、基本方針をベースに教育 ・保育を
進めることができた。

ム出前誹座や教育フォーラムの資料をもとに圏内研修を
したが、 3つの資質能力を取り立てて実践につなげる
ことはできなかった。

O長期モデノレプランを作成するにあたり、固と小学校と
の教育の具体的な内容を改めて確認する中で、共通理
解をする ことができた。

。コロナ禍であったが、学習発表会のリハーサノレ見学は、
5歳児にとって自国の発表会に対する刺激となった。
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教育課程 -楽しい園生活を過ごせる -遊びの中の学びを見据えながら、集団の中で一人一人が生 0園児の姿をベースに、遊びや環境構成の在り方の重要

ようにする。 き生きと園生活を過ごすことができるような環境を整え、 性を職員全体で確認し、学びを実践につなげることが
実践する。(園生活の充実) できた。

-生活習慣の確立を基盤に、安心安定した園生活になるよう 0網野学園の『家庭学習頑張り週間』を機に、生活習慣
園児と保育教諭等の信頼関係、を図る。 づくりと読み問かせの大切さが保護者意識につなが
(心の居場所づくり) り、効果的であった。

-主体的な活動、対話的な -園児が主体的に協同的な遊びを展開したり、知的好奇心を O運動会や発表会に向かつて取り組むプロセスの中で、

活動をくり広げられるよ 揺り動かしたりしながら遊ぶことができるような環境の 日々の遊びを生かすことができた。常に遊びの重要性

うな環境づくりをする。 工夫や援助をする。(遊びの充実) を感じ、つなげていった成果である。

-人とつながり合うことの -友達のよ さや友達と一緒に過ごす心地よさを感じられるよ ム感染対策を講じながら、できる限り異年齢の関わりを
喜びを味わえるようにす うな取組みをする。(同年齢 ・異年齢児との関わり、 言葉 意識して来たが、 3学期後半はコロナ感染を避けるた

る。 でのやりとり等) め、年齢ごとの生活を余儀なくされた。

子育て支援 -家庭と連携し、 「共育てj -保護者に園児の様子を知らせ、成長や課題を共有し、子育 0クフス懇談会や参観日、運動会や発表会等、感染対策

を目指す。 てに関することを共に考える場をつくる。(園だより、ク を講じながら実施することができた。園児の様子を実

ラスだより、懇談会等) 際に参観することで、保護者は国生活に対する安心感

-未就園の親子の保育体験 -日頃から保護者の話や相談に耳を傾け、一緒に課題解決に をもち、園児の確かな成長を感じとっていたようであ

を行い、子育ての安心安 向けて進めていく。 る。

定を図る。 . r園開放日Jや子育て支援センターでの親子の情報を基に、 ム来園者を温かく 迎えることで、 職員との話のしやすさ
保護者同士が交流できる場を設定し、お互いが楽しんだり を感じられたようだったが、コロナ禍で、園開放の参
悩みを交流したりできるような雰囲気をつくる。 加は少なく、保護者同士の交流はできなかった。

(A)研修 -圏内研修やチーム研修等 -幼保連携型認定こども国教育 ・保育要領、京丹後市の指導 0指導計画の検討や反省、毎日の朝礼時等に、園での喫

(教員の資 を通して、全職員の資質 の重点、網野こども園教育 ・保育計画等を読み解き、教育 緊的課題や今後の対策等を管理職の立場から職員に伝

質向上・人 向上を目指す。 保育の重要事項を共通理解する。 えてきた。圏内研修をする機会は少なかったが、それ

権教育) に準ずる成果はあったと感じる。
-網野こども園の教育 ・保育について全職員を対象に圏内研 ム要支援児への支援策や遊びの捉え方、環境構成等、様々
修を実施し、教育や保育の在り方について発信する。 なことについて日々職員間でやり取りしやすい雰囲気

-国全体の教育・保育の質が向上するように、同僚性、 OJT、 をつくってきた。しかし、保育教諭によって感覚や意

ToDoリストを最大限に活用する。 識の差があり、 OJTの成果が積み上がりにくかった。

次年度に向 -今年度作成した網野学園長期モデ、ノレプフンをもとに、再度、既存のアプローチプログ.フムを見直し、 3つの資質能力を視点とした実践研究をする。

けた改善の また、小学校教育との具体的で明確なつながりを理解することで、教育保育の質の向上を図る。

方向性 -今年度のコロナ感染拡大から見出した取組みを来年度の年間行事計画等に反映させ、見通しをもった教育保育活動につなげる。
-子育て支援の充実を図るため、要支援児の主訴を踏まえた適切な個別支援をしたり、心から保護者に寄り添ったりして園児や保護者のウェノレビー

イングにつながるよう努める。



(別紙様式2)

令和 3年度学校評価自己評価報告(こども園)

こども園経営方針(中期経営目標)

・主体的に環境に関わり自分で考え判断し
行動する園児を育む。

-遊びゃ生活の中で様々な体験をしなが
ら、ものの見方や思いやりの気持ちを育
む。

-地域とともにある園づくりを進める。

-保育教諭同士が互いに学び合える組織づ

くりを進める。

一一
山∞

前年度の成果と課題

。フィジカノレディスタンスを考えながら園生活を
過ごした。生活の仕方や活動内容は、その都度、

職員間で精査できた。
0園児が興味をもって体を使った遊びが出来るよ

う環境を整え、それぞれの年齢で活動を進めるこ
とができた。

0コロナ禍で生活様式が一遍する中、園児が安心安
定の中で生活できることを最重要と考え、丁寧な
関わりと園児の話を十分間き、気持ちに寄り添う
ことに心掛けた。

ムコロナウイノレス感染症予防のため、各学年での活
動が中心となり異年齢活動を進めることが出来
なかった。

こども園名〔 京丹後市立丹後こども園 〕

本年度こども園経営の重点(短期経営目標)

-保育教諭との信頼関係を基に、園児が主体的に人、もの、自
然に関わり、伸び伸びと園生活を送れるような環境づくりに努
める。
・様々な活動や体験を通して、体を動かす楽しさを味わい、主
体的に取り組もうとする意欲を育む。また、その中で自分も友
達も大切にする教育 ・保育を実践する0

・丹後学圏内で校種関連携を深め、連続した闘児の発達や学び
となるようにする。

-地域の自然に接したり、また、人との交流を通して豊かな心
を育む。

-幼児期に育みたい資質 ・能力を踏まえ、園児一人一人の成長
を見据えた教育 ・保育を進める。

評価項目

保幼小中一
貫教育の推
進
(保幼小接
続)

重点目標 具体的方策

-丹後学園の教育目標を踏ま卜丹後学園保幼小中一貫教育に関する会議や公開保
え、学園の経営方針に基づ| 育等に積極的に参加し、学園の教育目標や各校の
き研究や取組を進める。 I 取組について理解を深める。

-保幼小連絡会の中で、園児の情報を伝え、小学校教

育につなげるための連絡シートをよりよいもの
にするため、見直しゃ改善を行う。

-保幼小接続部会を通して、
小学校との連携を密にス
ムーズな接続を図る。

-アプローチプログラムやスター トカリキュラム等
を活用して、教育 ・保育内容を検証しながら取組
を進める。

成果と課題(自己評価)

ム新型コロナウイノレスの影響で、各校園所の行事等の取組の制
限から参観する機会が少なく、系統的な指導を見ることがで
きなかった。

0丹後学圏内で発行された学園ニュースを職員が読むことで各
校の様子や授業の取組内容など、重要なポイントを知ること
ができよかった。

ム新型コロナウイノレス感染予防の為、保幼小接続部会議を開く
ことができず、連絡シートの改善には至らなかった。

0入学して問もない 1年生の授業参観を過して、1年生の悌子を
共有できてよかった。また、丹後学園で検討してきたスター
トカリキュラムを活用し、こども園で育んできた学びが小学
校に繋がっていることが良く分かつた。



一一~∞

教育課程 -安心 ・安定の中で、園生活 -園児や保護者に丁寧な挨拶や対応を行い、居心地 0朝、職員が玄関で登園してきた園児とその保護者を明るく 迎
が送れるように関わる。 のよい環境づくりや関わりを進めていく。 え入れるようにしてきたことで、登園時の姿から体調や心情

-友達と一緒に遊ぶ楽しさが -体操、マラソン、サーキッ ト遊び等友達と一緒に を知ることができ、より丁寧に関われたことが園児の安心安
味わえる環境づくりをす 体を使った遊びを積極的に取り入れ、健康な体づ 定した生活につながった。
る。 くりをする。 0健康な体づくりを行うため、気候や発達に合わせた活動を行

-異年齢活動を通して、いた -栽培活動、チーム活動、クッキング、散歩等で異 うことができた。異年齢児での活動はコロナ感染対策を考え
わりの気持ちゃ憧れの気 年齢交流を行い、憧れやいたわりの気持ち、心の ると出来ないことが多かったが、 『見て ・真似て・やってみよ

持ちを育む。 葛藤を経験させる。 う』とする憧れの気持ちをもたせることができた。
-自分なりの言葉で表現した -圏内外の自然体験を通して、感じたことや考えた 0いろいろな人やものと関わる中で、自分の気持ちゃ考えを伝

り、相手の話を聞こうとす ことを言葉で表現することを楽しめるようにす える経験や自分の気持ちに折り合いをつける経験を積み重ね
る意欲や態度を育て、言葉 る。 てきたことで、思いやりの気持ちを育むことができた。
で表現する力を養う。

子育て支援 -園児や家庭にとって効果的 -保護者が、園児の成長に気付き、子育ての喜びを 0クフスだよりは園児の様子を写真で載せ、カフー印刷で発行
な支援を行う。 感じられるように園だよりやクラスだよりの発 した。カラー刷りは子どもの様子や表情がよくわかり保護者

行と日々の連絡や相談を丁寧に行う。 に好評だった。
-子育てに悩みや不安の相談、疲れを抱えている保 0一時預かり保育や預かり保育利用が多く、子育て負担の軽減
護者へのリフレツ、ンュ支援を行う。(預かり保育、 につながる支援が出来た。

-未就園児の子育ての安定を 一時預かり保育制度の活用) 0子育て支援センターの利用者が多く、未就園児の親子の憩い l

図り、不安を解消する。 -子育ての楽しさや難しさ等が相談できるように、 の場(心地よい場)を提供することができた。

未就園児の親子が交流できる時間や場を設定す Aコロナ禍のため、園児と保護者 ・未就園児の交流をもつこと

る。(地域子育て支援センター・ こども園開放等) ができなかった。

家庭・ -健康な体に必要な生活習慣 -一人一人の園児の生活環境を把握し、家庭や学校 0保護者の協力で年間を通して健康チェック(体温測定)を行

地域との連 や態度を身に付けるため、 等と連携を図りながら、個々に応じた指導を行 うことができた。 日々の体調の変化にも気付くことができ、 | 
携 家庭と連携をする。 つ。 様々な感染症の流行も防ぐことができた。

-園児が健康で安全な生活が送れるように家庭に協 0幼児は生活点検表を付けることで、生活習慣を身に付けるた

力を求め進める。(健康チェック、生活点検、感 めの意識づけを行うことができた。また、園児の生活状況を

染症予防対策等) 知ることで個別に助言や指導をすることができた。

-地域のよさを活かした教育 -丹後地域のいろいろな場所に出掛け、自然に触れ 0散歩や遠足で、地域の様子や神社の伝説を聞いた り、御参り
保育活動を推進する。 ながら地域の人の話を聞き、行事の伝承や活動に の仕方などを教わったりして地域のことを知るきっかけにな

興味や関心をもたせる。 った。

ムコロナ禍での緊急事態宣言やまん延防止のため、 いろいろな
人と交流する活動ができなかった。

次年度に向 -一人一人が安心安定できる環境を整え、意欲的に遊ぶ園児を育成する。

けた改善の -いろいろな人やものと関わる中でコミュニケーション能力の育成を図る。

方向性 -様々な地域の特色を教育・保育活動に活かし、豊かな心と健康な体を育む。



(別紙様式 2)

令和3年度学校評価自 己 評 価 報 告 に ど も 国 ) こども園名 〔 京丹後市立弥栄こども園 〕

こども園経営方針(中期経営目標)

「みんな だいすき つながるえがお」

~やってみたい!もっとやりたい!
夢中になって遊ぶこどもをめざして~

・さまざまなことに心を動かし、心豊かな子ど

もを育てる。
-生活に必要な習慣 ・態度を身につけ、健康な

心と体を育てる。
-身近な人や地域とのかかわりを持つ力を育て
る。

前年度の成果と課題 | 本年度こども園経営の重点(短期経営目標)

0行事や遊びを見直すことで、子ども達が遊びを卜基本的な生活習慣を身につけ、見通しをもった生活を送る
考え、主体的に活動する姿が見られるようにな| ことができるように関わる。
った。

O子どもの日々の活動や遊びの様子を、クラス懇

談会、毎月のクラス便り、行事の掲示等で知ら

せることができた。

ム小学校との連携では、それぞれのカリキュラム
を通してお互いが学びあえる研修まで進める
ことができなかった。

A園生活や遊びが十分に楽しめるように 9時ま

での登園を伝えているが、家庭の生活リズムの

捉えの違し、から登園が遅く、遊びに入れない子

どももいた。

-園児自らが周囲の環境に関わり、活動を展開する充実感を

味わいながら発達に必要な経験を積み重ねるための環境

構成や援助を行う。

-いろいろな人との関係を築くために、あいさつや言葉の大
切さについて理解させる。

-園の情報を積極的に発信し、家庭 ・学校及び関係機関、地

域との連携を行い、充実した教育保育を進める。

↓
一
山
口 評価項目

保幼小中一
貫教育の推

進

(保幼小接

続)

教育課程

重点目標

『弥栄学園』の連携

故郷を愛し、主体的に学び、心

豊かで、たくましく生き抜く子

どもの児童生徒の育成

0自分からやってみたいという

意欲をもって取り組む子ども
(知)

0思いやりのある子ども(徳)

0進んで体を鍛える子ども(体)

O基本的な生活習慣を身につけ、
見通しをもって行動する園児を
育てる。

具体的方策

・学園経営会議に出席し、園児・児童 ・生徒の実

態を把握し、共通の課題について取り組み、ま
た個に応じた支援を行う。

・小学校、中学校と連携し、系統的な指導を行う

ために、園児・児童 ・生徒間の交流や教職員の
合同研修会等を行う。

-小学校への滑らかな接続ができるようにアプロ

ーチプログラムの検証を行い、共有し合える場

を設ける。

成果と課題(自己評価)

0学園経営会議や電話などで、言葉(話し方 ・伝え方)や不

登校について、情報のやり取りを行い、個に合った支援を

進めていくことができた。

0合同研修(授業研究会)に参加し、共に授業の進め方につ

いて系統的な視点をもって教育・保育を進められるよう な

話し合いを持つことができた。

ム一年生との遊びの交流はできたが、コ ロナ感染予防(緊急
事態宣言 ・まん延防止等)のため予定していた教職員への

公開保育や生活科の授業体験ができなかった。

0保幼小合同会議でアプローチプログラムの検証を行うこ

とで、こども園の教育・保育を知ってもらうことができた。

-園児一人一人の生活実態や発達に応じて、必要 10活動やコロナ感染予防のため、生活点検表を毎日付け、提
な生活や活動の習慣を身に付けるための環境| 出することで、園児自身が健康であることの確認ができた
構成や支援方法を考え、実践を進める。 1 り、その行動を保育者に認めてもらったりすることで、生

活習慣が身に付き、自信となっている園児が増えてきた。



-
c..> 

教育課程

子育て支援

家庭・地域

との連携

次年度に向
けた改善の
方向性

0園児自らが主体的に生活や遊び -圏内外の自然の中で、玉感が感じられるような 0保育教諭が園児の発想を丁寧に受け止め、共に遊び、面白|
ができるようにする。 経験ができる機会をもち、感動を言葉や行動に さを伝えながら、遊びを工夫していくことで、 園児はイメ

できるようにする。 ージを膨らませ、遊びを発展させ楽しむことができるよう
0他の園児と 関わる機会を大切に -園児の行動やつぶやきに耳を傾け、友達との遊 になってきた。

し、人と関わる楽しさを経験さ びにつながるように職員間での情報交換や環 0園児の現状に合わせ、一つ一つの行事を全職員で見直し確
せる。 境づくりを行う。 認していくことで、園児 ・職員の動きに変化が見られ、自

-感じたことや考えたことを伝えることができる 然と異年齢児と関わる姿が見られ、目的を持って遊ぶよう
0安心安定した中で、感性や表現 ように、絵本や物語等の読み聞かせから、表現 になってきた。

力を豊かにする。 の仕方等を知らせる。 ム日々の活動の振り返りでは、捉え方の不十分さから園児の
遊びが広がらないこともあった。

ム情緒の安定を図るため、絵本や物語等の読み聞かせや個々
への関わりを持ってきたが落ち着いて聞けない園児もい
る。

0家庭での子育ての不安に寄り添 -子育てを楽しむことができるように、保護者の 0コロナ感染予防の為、日々の様子を伝える時間が短くなっ
い、楽しく子育てができるよう 話に耳を傾け、成長を共に喜び合えるような場 たが、毎月のクラス便りや個人懇談会などで園児の活動や
に支援する。 や時間を設ける。(登降国時、懇談会、園開放 様子を伝えることができた。

等) 0絵本の貸し出しを毎週行うことで、家庭での親子の触れ合
-親子の会話や触れ合いの時間がもてるように、 いのきっかけとなり、返却時には園児の嬉しそうな表情や
絵本の貸し出しを行う。 言葉を聞く ことができた。

-未就園児の保護者が、育児を楽しんで行えるよ 0支援センターの登録者が毎月増えてきている。気軽に相談
う相談に乗ったり、遊んだりできるよう地域子 できる雰囲気を作ってきたことで利用者同士の会話も増
育て支援センターや園を開放する。 え、楽しむ姿を見せている。

0保護者との連絡 ・報告を適切に -園の方針や活動の様子を伝えるために、園だよ 0園だよりやクフスだより、ホームページなどに活動の様子
行い、協力関係を築く。 りやホームページを充実させる。 を写真やエピソードを添え、具体的に伝えるこ とができ

0地域の伝統的な生活や行事を知 -祖父母や地域の社会人講師を迎え、経験したこ た。
りいろいろな経験をさせる。 とを伝えてもらったり、触れ合ったりして経験 0散歩に出かけた際には、地域の人と挨拶を交わし、田畑の

を豊かにする。 ことを質問したり、話をしたことをきっかけに園の栽培活

動の指導に来てもらったり、国営農地での芋ほり、また、

琴と絵本の読み聞かせなどで表現の仕方を知り、様々な人

と触れ合ったり体験したりすることができた。

0公開保育などを通してこども園の教育 ・保育を伝え、つながりのある教育活動を充実させながら弥栄学園の目指す子ども像の育成に努める。
0地域に根ざした教育 ・保育が充実していくように、コロナ感染予防対策を講じながら地域の人とふれあう機会を増やし、次への活動へつなげる。
0幼保連携型認定こども園教育 ・保育要領に基づき、一人一人の育ちゃ発達に合わせた援助 ・支援の充実・環境構成をしてし、く。



(別紙様式2)

令和 3年度学校評価自己評価報告にども園)

-一山M

こども園経営方針(中期経営目標)

こども園教育目標
「元気な体と豊かな心、生きる力を持

った たくましい子どもj

《元気勇気笑顔つながれ仲間》
~いっぱい遊ぼう!一緒に遊ぼう !

友達っていいな~

1 園児自らが興味関心をもって環境

に関わり、心豊かでたくましく、

生きる力を育てる。
2 人との関わりの中で、人に対する

愛情と信頼感、人権を大切にする
心を育てる。

3 相手の思いを受け止めながら、自

分の思いや考えを表現する力を育

てる。

前年度の成果と課題

。久美浜学園の会議を通して子どもの実態を交流するこ

とで、 指導や支援の仕方について共通理解することが
できた。また、保幼合同研修会として初任者教諭の公
開保育を行い、質の向上に引き続き校種聞の連携を大
切にしていきたい。

0全圏児が園周辺の自然環境を取り入れた遊びゃ活動を
進めることができた。

ム全身を使った遊びの環境を活用し、落ち着いて話を聞

いたり 、集中して取り組んだりする園児を育成する。
0職員が温かい雰囲気で保護者を受け入れるように努め

てきたことで、信頼関係が構築されていった。
ム安心安全な教育 ・保育を進めるため、状況に応じて危
機を回避する対策を見直す。

ムコロナ禍での保護者や地域を巻き込んだ体験活動を模
索していく。

こども園名 〔京丹後市立かぶと山こども園〕

本年度こども園経営の重点(短期経営目標)

・一人一人が安心して自己発揮できる環境や関わりを工夫し、
自己肯定感を育む。

-身近な自然を活用した遊びの場を意図的 ・計画的に取り入
れ、主体的で協同的な活動ができる環境を工夫し、豊かな
感性や表現力を養う。

-友達と関わったり協同的な遊びや活動を繰り返したりしな
がら、豊かな人間性の基礎を培う。

-地域の人や自然、文化に触れる機会を設け、生活体験や社
会体験を豊かにする。

-安心安全な環境のもと教育 ・保育の向上に努める。

評価項目

保幼小中一

貫教育の推

進

(保幼小接
続)

重点目標

・久美浜学園の教育目標、
目指す子ども像に向け
て、基本方針を理解し

て取組を進める。

-保育所、園、小学校と
連携し、相互理解を深
めながら一貫性 ・連続
性のある指導に努め

る。

具体的方策

・積極的に小中一貫教育に関する会議や研修に参加 し、

久美浜学園の指導の重点や取組の柱とする内容を全職
員で共通理解する。

-他国所や小学校と合同研修の場(公開校、交流会、研
修会等)を設けて「幼児期の終わりまでに育ってほし
い姿Jを共有し、 一貫性 ・連続性のある指導へつなげ
る。

・コロナ禍でも園児と児童の交流が深まるよ う学校行事
(運動会、学習発表会、マラソン大会など)の交流の

仕方を、リモー卜や手紙のやり取り、写真の活用等工

夫して行っていく。

成果と課題(自己評価)

0久美浜学園年度末全大会において、 他校種の先生方へ園所

の乳幼児教育 ・保育について伝え、 「幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿j の共有や乳幼児教育 ・保育の連続性 ・内

容や指導への理解につなげることができた。
0町内 3園所で行った公開保育が、自園の保育を振り返り、

久美浜学園の指導の重点や取組を職員問で共通理解する機
会となった。

ム5歳児が小学校入学に向け、コロナ禍でも学校生活への期
待がもてるような工夫や交流の場をもつことができなかっ
た。



巳み.>

c...> 

教育課程 楽しい園生活を繰り広| 園児一人一人の生活背景を理解し、肯定的に園児の姿 0保育者が園児一人一人のよさと課題に寄り添い受け止める
げる。 を受け止め、自信をもって自己を発障できるようにす ことで、丁寧な支援を行うことができた。また、友達のよ

る。 さを認め合う時間(振り返り)を設けたことで、自信をも

主体的、協同的に活動| って伸び伸びと自己発揮できる姿へとつながった。
する力を育てる0 ・「こども園で~がしたいJ["友達と~が遊ひ'たいj と思 ム職員聞で遊びを深められる環境について学び合う時間がし

えるような居心地がよく、夢中になって遊ぶことがで っかりもてなかったため、夢中になって遊ぶ環境づくりが
-人とつながりあうこと きる環境づくりを行う。 十分に整えられなかった。
の喜びを味わい、人と -身近な自然や自然物を取り込んでの感動体験を増やし、 0地域や保護者、社会人講師の支援を受け、自然環境を生か
関わる力を養う。 考えながら遊ぶ機会を取り入れて活動する。 した保育を進め、色々な感動体験を味わう機会をもつこと

ができた。
-コロナ禍での異年齢児や地域との交流を行い、遊びゃ 0コロナ禍でも、異年齢の交流を意識した生活や遊びを進め
体験を通して人を思いやる気持ちゃ人と関わる楽しさ てきたことで、自然な形で友達を思いやる姿を見せるよう
を感じられるように進めていく。 になってきた。

子育て支援| ・保護者が安心して子育 -保護者が話しやすい雰囲気を心掛け、何気ない話や相 0送迎時や参観などの機会を捉え、丁寧にコミュニケーショ

危機管理

次年度に向

けた改善の

方向性

てができるように支援 談に耳を傾ける。 ンをとってきたことにより、少しずつ保護者と信頼関係を

する。 育むことができた。

-家庭の教育力向上を図 -未就園児や在園児の親子が楽しい雰囲気の中で交流で ム支援センターでは、コロナ禍での配胞のもと親子で遊ぶこ

るとともに家庭と連携 きる場を設定し、子育ての楽しさを伝える。 とができたが、園内での親子交流など子育てを共有できる

し、「共育てJを目指す。 -保護者に園児の横子を伝えるため、参観やたより、ホ 場はもつことができなかった。
ームページ、 ドキュメンテーション等で信頼される園 0ホームページや写真の掲示 ・面談などをこまめに行うこと

づくりに努める。 で、保護者と子どもの育ちゃ園での様子を共有することが
できた。

-事故や感染症対策を徹 -全職員が危機管理意識をもち、日々丁寧に園児の様子 ム職員の報告 ・連絡 ・相談等、共通の理解のために短時間で

底し、発生を防止する。 を観察し、報告 ・連絡 ・相談等を行い、保育体制を確 はあるが終礼の時間を当ててきたが、できないことが多か

-全職員が危機管理意識 立していく。 った。

をもち安心 ・安全な環 -全職員が園児の心と体が傷つかないよう配慮した環境 O人権教育について参考資料の配布や圏内研修を行い、園児

境と保育を努める。 づくりや言葉掛け ・関わりのもち方を学ぶため、圏内 への言葉掛けや接し方について日々、振り返りながら考え

-園児自らが危機回避す 研修を設定する。 る機会をもつことができた。

るための安全教育を行 -園児自らが危険回避する意識を高める。(毎月の避難訓 0地域の駐在所による交通教室や防犯訓練等を行い、一人一

フ。 練や防災、交通教室の参加、また健康に関する話を定 人が自分の命は自分で守るという意識をもち、安全に過ご

期的に取り入れ実践していく) すよう努めた。

-本国の教育・保育計画を見直すとともに、市や学園で掲げている教育方針等を職員間で共通理解し、実践を積み上げていく。

・久美浜学園の取組を保護者に周知し、小中一貫教育への理解を深められるよう努める。
・園児が自然体験や環境学習を進めていく中で、 SDGsが意識できるような保育を重ねる。



(別紙様式 1) 

令和 3年度学校評価自己評価報告

学校経営方針(中期経営目標)

社会の中で自立し、多様な人々と協働して、

個性や能力を生かしながら主体的に生きるこ

とができる力を育てる。
1 将来に生きて働く質の高い学力を育てる。

2 よりよい生き方・在り方を深く考え、自律

的に行動する力を育てる。
3 学んだことを生かして、よりよい社会の形
成に貢献しようとする態度を育てる。

評価項目

教育課程

学習指導

重点目標

O児童の主体的な学び合

いによる学習を通して、
将来に生きて働く知
識・技能、思考力、自律
的に判断し行動する力、

他者と協働する力など

の「質の高い学力Jを伸

ばす。

一
一玄

導指徒生

保
幼
小
中

一
貫
教
育
の
諸
計
画
及
び
各
学
園
の
重
点
等
を
基
盤
と
し
て

0多様な児童が認め合い

育ち合う力をはぐくむ
指導を通して、共感的な

人間関係を醸成する。

0組織的な児童支援を通
して、不登校や不適応、
いじめを未然防止する。

前年度の成果と課題

。児童が自ら考え諸問題を主体的に解決する学級活
動、特別活動の取組が進展した。結果として、児童

の良好な関係性や自律的な判断力 ・行動力が高まっ

た。

O不登校(傾向)児童への支援、愛着形成不全等の心

理的課題や発達障害等への支援が進展した。結果と
して、学校不適応(特に不登校)が改善した。

A基礎的 ・基本的な知識や技能等の学力を高めること
は、やや不十分であった。

具体的方策

①かかわり合いの中で学ばせる。伝え合い、話し合い、

学び合いによる教科指導をする。

②非認知的能力を育成する授業づくりを重点に位置
づけ、組織的に実践的な研修を行う。

③授業づくり月間等を設定して、すべての教員がオー

プン授業等による日常的なスキノレアップに取り組

む。
@児童の学び合いを深めるために、電子黒板やタブレ

ット端末等の ICT器機を活用する。

⑤指導教諭による専科授業 ・TT授業により、指導教
論の指導力を普及する。

①児童が自ら決定し、話し合い、問題を解決する自律

的で問題解決的な学級経営や特別活動を行う。

②本校が付けたい力と「各学年で目指す姿(峰山学園

共通)Jを学級経営に位置付け、実現を目指して取
り組む。

③不登校や学校不適応を未然防止するため、毎週 1回
の児童支援会議を中核に置き、学習指導 ・教育相

談 ・特別支援等の多面から計画的 ・組織的に児童支

援を行う。
④スクーノレカウンセラー、関係機関、医療、福祉等と

の情報連携 ・行動連携を強化する。

学校名〔 京丹後市立峰山小学校 〕

本年度学校経営の重点(短期経営目標)

全ての児童がつながりながら、将来の社会的な自立を目
指して力を伸ばし合う学校づくりを行う。そのため、

0学び合える子 O自分で考え行動する子

0仲間と力を使える子

を目指す児童像とし、身に付けさせる力の具体的目標を 6
点設定して学校経営を進める。

それらに取り組む重点的な場として f①授業改善 ②特
別活動 ③児童支援Jを置き、目標の達成に迫る。

成果と課題(自己評価)

0話し合いや教え合いなどによる主体的 ・対話的な学習形
態が日常的になった。結果として、児童アンケートで「授

業がよく分かるJr自分の考えを伝えているj がともに
90%となるなど、児童は学習を概ね肯定的に評価してい
る。

0電子黒板やタブレット等の ICT機器の日常的な活用

が進み、学び合いの質が向上した。

0各教員が年間に複数回の授業公開を行い、指導力を高め
合うことができた。

ム三密回避の授業のため、話し合いや教え合いなどの量の

確保が困難で、「話し合うと学習がよく分かるJ85%に
とどまるなど、昨年度以上の進展は見られなかった。

0運動会、学習発表会、マラソン大会などを児童主体の取

組に改善し、 自律性を高めた。90%以上の児童が 「問題

を話し合って解決しているJr自分の仕事をやりきって
いるJr助け合っているJなどと肯定的に評価している。

0関係機関と連携して不登校児童への個別支援を組織的
に実施し、出席率が昨年度40%から本年度70%以上とな
った児童がいるなど、不登校(傾向)の状況が改善した。

ム3名が本年度に新規不登校となっており、こども園等と

の連携や不適応防止の取組を一層徹底する必要がある。



-
一山

町

健康(体 0感染症予防に自ら取り ①新型コロナウイルスをはじめと した感染症に関す 0新型コロナウイルスに関する科学的な知識や予防につ

育)・安全 組む態度と基本的な生 る知識や生活様式、基本的生活習慣の大切さに関す いて学ぶ授業を毎学期行うとともに、校内での感染防止

活習慣を高める。 る授業を、すべての学年で継続的に行う。 対策を徹底した。その結果、児童の感染確認はあったも

0交通事故防止を徹底し、 ②家庭やPTA、峰山学園と連携し、 SNS・ゲーム のの、校内での大規模な拡大には至らなかった。

児童の安全を守る。 等による生活の乱れや安全上の問題に対して、児 uPTA、ボランティア組織による地域ぐるみでの登下校
童 ・保護者の学習・研修・啓発を進める。 見守りが毎日行われ、児童の無事故が継続できた。

③ PTAや地域の安全ボランティア組織等と連携し、 ムSNS等でのトラブ、/レはなかったものの、ネット視聴に

登下校の安全確保と事故防止の取組を行う。 より生活が乱れる児童が増加 している。

特青別支援教 0将来の社会参加に向け ①どの児童もわかりやすい一斉指導や、どの児童も参 0学びにくさや集団参加の苦手さなどがある児童に対し

た自立を支援するとい 加できる集団活動を目指して授業や行事をつくる。 て、行事設計の工夫、個別支援や合理的配慮、を徹底した。

う立場から、児童一人一 ②特別支援教育コーディネーターと児童支援部会を 結果、すべての行事等に当該児童が参加できた。

人の教育的ニーズを整 中核に置き、通常の学級における支援を強化する。 o r先生は自分のよさを分かつてくれるJr先生は気軽に

理し、すべての児童が自 ③本校独自の特別支援教室を設置し、個別支援を行 相談できるJと感じている児童が94%となった。

分らしさを伸ばし合え フ。 0特別支援学級独自の生活単元学習や自立活動などを創

る環境をつくる。 ④特別支援学級児童一人一人に応じた教育課程を編 意工夫することにより、児童が着実に能力を伸ばし、特
成 ・実施するとともに、交流 ・共同学習の質を高め 別支援学級や特別支援教育への理解と信頼、 評価が高ま

る。 った。

⑤保護者と定期的な懇談を行い、合意形成を図りなが ム愛着形成に課題のある児童や、厳しい状況に置かれてい

ら、一人一人に応じた合理的配慮を行う。 る家庭への支援をさらに工夫する必要がある。

0保護者や地域社会との ①地域性を生かし地域の人材を活用 した特色ある学 0峰小ガイドブック、各種たより、ホームページ等での情

校づくり 連携 ・協働を通して、教 習活動を創意工夫して実施する。 報の積極発信が信頼を得た。ホームページを毎日更新

育活動を工夫改善し、児 ②学校の方針や情報、教育活動を様々な手段で発信す し、 1日1000アクセスを超えるようになった。

童の学びを深める。 る。 A新型コロナウイノレス感染防止対策のために、保護者、 地

③学校評議員、学校関係者評価委員、学校(学園)運 域人材、学校評価関係者等の来校が制限され、連携の量

営協議会の意見 ・評価から学校経営等を改善する。 が十分に確保できなかった。

④大学等の研究機関と連携した実践研究を行う。

次年度に向けた ( 1 )学び合う学習指導、育ち合う学級経営が適切に進められるよう、校内や峰山学園での研修を一層充実する。

改善の方向性 ( 2)児童の自律的・自治的な活動をさらに進め、自ら考え判断し、協働し、挑戦する力を高める。

( 3 )すべての児童に学校での学びを保障する観点から、一人一人の児童や家庭の状況を的確に把握 ・共有し、関係機関と連携したチーム支

援を一層強化する。

(4 )こども園や中学校との連携を強化し、長期的に個々の児童の成長発達を見ることができるようにする。



(別紙様式1) 

令 和 3年度学校評価自己評価報告 学校名〔 京丹後市立いさなご、小学校 〕

学校経営方針(中期経営目標)

教育目標「自己肯定感を持ち、自分の将来を展

望し、共に学ぶ子の育成j

目指す子ども像

1 意欲を持って自ら学ぶ子ども

2 思いやりのある子ども

3 進んで心と体を鍛える子ども

-
一
山
田

ヨ

一

程

導

導

間

一

時

酷

締

刊

一

教

学

生

保
幼
小
中

一
貫
教
育
の
諸
千
七
ひ
各
学
園
の
重

E
E
1

重点目標

1 目標(評価)が明確で児童

に分かりやすい授業を計画

的に進める。

2 家庭学習や個に応じた指

導を充実させ、基礎学力の定

着と確かな学力の進展を図

る。

1 支援を必要とする児童へ

のきめ細かな目標設定を行

つ。
2 自己存在感 ・共感的な人間

関係 ・自己決定の場を積極的

に取り入れ、児童の自己肯定

感を高め、学び合う集団(学

級)をつくる。

3 自分の力と自分の時間を

周りの人のために使うこと

を価値付けする。

前年度の成果と課題

規範意識の向上、思いやりの心の育成を指導の基礎に

して f深い学びjを目指す指導の在り方について研究が

進んだ。「分かる ・できるJ授業づくりと 「お互いを認

め合うJ学級づくりを土台とし、今年度も「ことばの力

の育成Jをすべての教育活動に位置付け、コ ミュニケー

ション能力の育成を柱として教育活動を進める。

具体的方策

1 コミュニケーション能力の育成を柱とし、ねらいが

明確で児童が分かる授業を研究授業等によって教員

が学び合う。深い学びになる「指導Jと「評価Jの研

究を通して新学習指導要領において育成を目指す資

質 ・能力について理解する。

2 学びの自立を目指すため、発達年齢に応じた家庭学

習の指導を進め、個に応じた指導を充実させる。

1 特別支援教育部、教育相談部が連携し、支援を必要

とする児童を的確に把握しアセンスメントを行い、 保

護者とともに目標を設定し、指導支援を進める。

2 授業づくりを通して学級づくりを行うことを全教

員で確認し、授業で自己存在感 ・共感的な人間関係 ・

自己決定する場を設定する。また、日々の肯定的評価

を積み重ね、自己肯定感を高めるとともに、お互いの

良さや頑張りを認め合える集団づくりを進める。

3 学級活動や異年齢集団での活動における、行動価値

として、他者貢献の視点を常に伝えていく。

本年度学校経営の重点(短期経営目標)

目指す子ども像を具体化する重点、

1 自ら考え判断し、表現する力を向上させる。

2 自らの時間と力を周りの人々のためにもつか

い、他者に貢献する態度を育てる。

3 自らの目標を設定し、自分で調整しながら根気

強く、やり扱く力を育てる。

4 保護者、地域から信頼される学校づく りを推進

する。

成果と課題(自己評価)

Oコミュニケーションカを伸ばすため、どのように

授業を構想するかを授業研究によって学び合え

た。

0峰山学園の家庭学習頑張り週間と合わせ、本校で

は旬間として年3回取り組んだ。自分で学習計画

を立てて学習を進められる児童が増えた。

O支援を要する児童のエピソード記録を週 1回教員

で共有し、組織的に支援を行うことができた。

0月 ・学期 l回の保護者面談を継続し保護者とと も

に目標を共有して支援をすすめることができた。

必要に応じて臨床心理士の助言を求めた。

0言葉や行動を「つなぎjr応えるJことを続け、相

手意識を高めることができた。



↓一口

健康(体 1 全校的な感染症予防や体 1 体育部、健康安全部等が中心となり、感染症予防の Oiいさなご小学校感染症予防マニュアノレj を作成 |

育)・安全 力にかかわる取組の充実と 取組を継続的に行い、保護者にも啓発することで身体 し、状況の変化に併せて更新し教育活動を行う こ

積極的な児童への指導、保護 への関心を高める。また、体育の授業と連動させた持 とができた。

者への啓発により、自分自身 久走や縄跳びを継続的に実施し、体力向上と粘り強く 0学期 ・取組ごとに自分の目標を設定し、 取組過程

の身体に関心を持たせる。 頑張ろうとする態度を高める。 を丁寧に扱い意欲を高められた。

2 困難なことにもねばり強 2 学級、学校での取組において個々のめざす目標を発 ムコロナ禍のため、全校的な取組を実施できなかっ

く挑戦していこうとする態 達段階に応じて明確にし、特に 「自分自身に関するこ たが、活動人数や方法などを工夫するこ とにより

度を育成するために、自分で とJについての指導を重視することで、ねばり強く挑 体力向上に努めた。

目標設定できる力を付ける。 戦する態度を高める。

人権教育 1 規範意識を身に付けさせ、 1 全教育活動を通して道徳教育・人権教育の推進、規 0新型コロナウイノレス感染症についての指導によ

いじめを許さない心を育て、 範意識の醸成により いじめの防止を行う。また、 「他 り、悲しい思いをする事象は見られなかった。

行動できるようにする。 者への思いやり Jについての指導を重視する。 ム年間を通して友達、自分を大切にする指導を行っ

2 発達段階に応じた仲間意 2 互いの個性や価値観の違いを認め、得意なこと認 た。自分がしていることがいじめにつながること

識を育成する指導を進める。 め、さらに伸ばす指導を行う。 への意識は低い。その気付きを高めるためにも、

教職員の人権に対する研修を充実させる。

研修(資質 1 職員の指導力向上に向け 1 峰山学園における研修会、校内の授業研修会等をと 0全ての教員が校内授業公開を 1回以上実施し、事

向上) た研修を積極的に進める。 おして、職員の指導力向上に向けた研修を行う。適宜、 後研究会を行い、互いの指導力向上に努めること

評価を行い、日々の実践と結びつけた価値づけを行 ができた。
フ。 0峰山学園 I"'-'ill期における 「目指す姿Jを意識し

2 峰山学園が目指す保幼小 2 峰山学園の i(O) I"'-'ill期における 「目指す姿JJ 
た指導を行うため、改めて 「目指す姿J達成のた

中 10年間の連続した学びと を共有し、その実現に向けた取組のあり方 (1期前半、
めに必要なことを研修できた。

育成を目指した研修を進め 後半、 E期における指導のポイント)について研修を

る。
進める。

次年度に向けた -教員が一人一人の様子を細かに把握し、お互いを認め合う学級経営を土台として「分かる ・できる」授業づくりとを進める。

改善の方向性 -将来の社会的自立に向けて、学習指導要領で示されている各教科における 「育成を目指す資質 ・能力j を明確に し、未知の状況にも対応でき

る思考力・判断力・表現力等の育成を目指して研究を深めていく 。

-外部機関と連携して指導の方向性を明確にし、個に応じた支援を進める。



(別紙様式 1) 

令和 3年度学校評価自己評価報告 学校名〔 京丹後市立しんざん小学校 〕

学校経営方針(中期経営目標)

1 一人ひとりが自己肯定感を持ち、いきいき

活動する学校 {児童・生徒]

2 r峰山学園卒業時の子どもの姿j に全教職員

が責任を持つ学校 [教職員]
3 保護者 ・地域に信頼される学校

[保護者・地域]
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重点目標

1 主体的 ・対話的で深い学

びの実現に向けた授業改善
を組織的に進める。

2 豊かな人間関係、を構築

し、自ら学び続けようとす

る意欲と態度を醸成する。

3 児童実態を的確に把握し

学力向上に向けた組織的な

研究を行う。

1 いじめ事象、不登校傾向

児童、問題事象等の早期発

見・未然防止に努める。
2 生徒指導の三機能を生か

した授業作り、学級経営を
行う事で、児童の個性の伸

長と社会的資質 ・能力 ・態

度の育成を図り、豊かな人

間関係を築く力を育む。

前年度の成果と課題

。確かな学力の育成に向け、模擬授業を柱にして新学習指導

要領の趣旨を踏まえた授業研究会を行うことができた。

0苦手のある児童への専門機関と連携した指導 ・支援を行う

とともに、適切な就学指導につなぐことができた。
0生徒指導の三機能を生かした学級経営により落ち着いた教

育環境づくりができ「学校が楽しいJと思う児童が増えた。

ム不登校傾向や不登校の児童へ外部の専問機関と連携し、家

庭との連携も進めてきたが、改善つながったとは言えない。

具体的方策

1 授業の中で積極的に ICT活用を進める。使うことで慣れ
ることと、その積み重ねからの効果の共有をねらいとする。

2 主体的 ・対話的で深い学びの実現のための校内研修会や
グノレープ研究を計画的に実施し、模擬授業を指導力向上の

場として取り組みを進める。

3 指導と評価の一体化による、指導の工夫 ・改善を行う 0

4 言葉の力の育成を土台として 「わかるJrできるj授業を

目指し児童に自己肯定感を育む。生徒指導の三機能を生か

した授業づくりを学園組織と連動し追求する。

1 児童の内面理解や安心して学べる教室環境を築くための

職員研修を実施する。

2 気になる児童の様子や事象に関して素早く反応し、 「報
告・連絡 ・相談Jができる職員の体制を築き、不登校の解
決と未然防止、いじめの防止等に努める。

3 rなぜ、何のためにJを大切に規範意識や集団生活上必
要なマナーや行動について考えさせ、行動できる力を培う。

4 道徳教育、人権教育、特別支援教育の視点を大事にした

取組を組織的に進める。(児童会の取組、日々の授業)

本年度学校経営の重点(短期経営目標)

[笑顔あふれる楽しい学校]

~わくわく Let's アップデー ト~
く〉やればできる自分に出会う(一人で)

0みんなで学ぶから深まる(みんなで)
を大切にして、学園評価・学校評価の結果に基づ
く教育実践の改善を図り、学校経営を充実させ、

地域 ・保護者から信頼される学校を目指す。

成果と課題(自己評価)

0一人 1台の端末を使うことに慣れ、興味を両

め、効果的な活用を模索し学びを深めることが
できた。

0模擬授業を学びの柱として、新学習指導要領の
趣旨を踏まえた授業研究会を行うことができ

た。

ム児童アンケートの「学習がわかるjの項目では

93%の肯定的な回答があったが、 7%の児童

への手立てを進める必要がある。
or自分にはょいところがあるjの項目では、 肯

定的な回答が 93%で昨年度より 10%の伸びが

見られた。

0生徒指導の三機能を生かした学級経営により 、

落ち着いた教育環境づくりができた。「学校が
楽しいj の項目では、 96%が肯定的回答だっ
た。

ム不登校傾向への対応は、教育相談部を中心に組
織的な支援を行っているが、継続的な取組が必

要である。また、いじめアンケートの結果は、

丁寧に聞き取り等を行い、早期の解決を図っ

た。

orなぜ、何のためにJを考えさせる指導により、
「ノレーノレを守っているj の項目では、 97%の

児童が肯定的回答であった。
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健康(体 1 楽しく体を動かす習慣を 1 朝マフソン、朝縄跳び、日々の体育等を通し基礎体力の 色運動面でも多くの制限があり、十分な成果につ

育)・安全
身に付けさせ、体力作り、 向上を図る。 ながったとは言えない。
スポーツに親しむ能力や態 2 発達段階に応じて薬物乱用教室、非行防止教室、 SNSに 0薬物乱用防止教室、非行防止教室、 SNS講習
度を育成する。 関わる教室に取り組む。保護者への啓発を行う。 会等を計画的に実施した。

2 家庭・地域との連携を図 3 安全ボランティアと連携し見守り活動を充実する。 0今年度も安全ボランティアの皆さんに見守 り
り安心安全な登下校を目指 4 「早寝 ・早起き ・朝ごはんj を意識した「生き生き頑張 活動を大変充実していただいた。
す。 り週間j を設定し生活習慣を確立する。 ム生活習慣の確立では、特に「早寝jにおいて保

3 基礎的な生活習慣の確立 5 栄養教諭による「食Jに関する講話を給食試食会の際に 護者アンケー トでは肯定的回答が 80%を下回
を目指す。 設定し、家庭の意識化を図る。 っており、改善の取組が必要である。

特別支援教 1 障害への理解、多様性を 1 合理的配慮、を含めた個別のニーズに応じた支援を目指 0苦手のある児童への専門機関と連携した取組
コ同台 認め合い、好ましい人間関 し、専門機関と連携し検討、改善を加えていく。 を進め、指導 ・支援を行った。

係を築く。 2 保護者との定期的な懇談のもとに親の願いを反映させた 0定期的な面談等を行い、適切で効果的な支援の

2 発達障害等の特性に応じ 支援計画を作成し、児童の発達を促す。 検討をし、取組を進めた。
た個別の支援のあり方を組 3 専問機関と連携し、様々な障害に対する理解教育を進め 0専問機関と連携し、理解教育を進めること がで
織的に検討する。 る。見える障害、見えない障害等、様々な視点から理解教 きた。

3 自閉 ・情緒学級を強みに 育を進める。 ム次年度に向けて、さらに特別支援学級ならでは
し、特別支援教育の視点を 4 特別支援学級児童や学級に対する理解教育を取組や行事 の支援や指導のあり方を追究し、 3つの学級存
全教育課程に反映させる。 と関連させて行う。 在が全校の児童にとってもプラスとなるよう

な教育活動を進めていく。

研修(資質 l 保幼小中一貫教育におい 1 校内研修会で峰山学園が目指す r1 "-' III期における『目 0峰山学園が目指す r1 "-' III期における 『目指す

向上の取 て峰山学園の r1 "-' III期に 指す姿』一覧Jの共通理解を図った上で、学級経営方針を 姿』一覧jの 4つの柱を学級経営方針に反映さ
ffJl.) おける『目指す姿』一覧J 4つの柱で立案し実践を進める。 せ、実践を進めることができた。

を教職員が共通理解し、系 2 視点を明確に持ち組織的に授業研究を推進する。(児童同 0確かな学力の育成に向け、重点教科を算数科と
統的な指導を積み上げる。 士の対話に焦点化) し、指導と評価の一体化を目指した。各テスト

2 初任者研修を活用し、教 3 校内での初任者研修を通して、全ての教職員が再認識を 結果は概ね平均程度で、あった。

師の指導力向上を目指す。 したり日々の指導に生かしたりできるよう工夫する。 0次世代型小 ・中・高連携外国語教育推進事業の

3 教師力の向上に向けた研 4 新学習指導要領全面実施に係るカリキュラムマネジメン 指定校として、実践研究を行った。生き生きと
修や教師の学び合いを重視 トの視点や評価について研修を深め、検証 ・改善を進める。 英語を話す児童の姿が見られるようになった。
し教師としての資質能力の 校内研修会が教師の学び合いの場になるよう企画運営させ ムベアやグループで、の活動に制限があり、目指す

向上を図る。 ることで、各主任の力量アップを図る。 授業スタイルにはたどり着かなかった。

次年度に向けた -タブレットや電子黒板、デジタノレ教科書等、 ICT活用による GIGAスクーノレ構想への対応を考慮、した研修(授業研究)を、年間計画をもとに

改善の方向性 全教職員で組織的に進める。

-組織的・協働的な取組を大切にした学校運営を行い、地域 ・保護者から信頼される学校づくりをさらに進めてし、く。

-各種学力テストや児童・保護者アンケート等の項目を学校経営方針とつなぎ、教育活動の充実を図る。



(別紙様式1) 

令和 3年度学校評価自己評価報告

学校経営方針(中期経営目標)

「峰山学園J経営方針を踏まえ、教育

活動全般を通して学校教育目標「自己

肯定感を持ち、自分の将来を展望し、

共に学ぶ子の育成Jに迫る。

(目指す子ども像)

-意欲を持って 自ら学ぶ子ども
.思いやりのある子ども
-進んで、心と体を鍛える子ども

-h苫
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重点目標

・「主体的 ・対話

的で深い学びj

の実現と自己肯

定感を高める

「わかるJrでき

るJ授業づくり
.目標と指導と評

価の一体化

-言葉の力の育成

・全校ドリル活用
.峰山学園家庭学

習がんばり週間

の活用と補習の

充実

-ICTの利活用

・人を思いやる豊

かな人間性の育

成

-不登校、いじめ

等さまざまな課

題に対するきめ

細かな生徒指導

の展開

前年度の成果と課題

。全教科 ・領域の授業において、 UDと生徒指導の3機能の視点
を大切にし、目標と指導と評価が一体化を図る指導について研

究を推進した。

O特別支援コーディネーターを中心に、支援のあり方を検討し家

庭との連携も含め取組を進めた。

ム主体的に自分の考えを表現し伝え合う力を付ける。

ム各家庭 ・PTA と連携し、児童の家庭生活における課題を共有

し、家庭学習の習慣化を図る取組をさらに進める。
A学校行事や児童会行事等で付けたい力を明確に取り組み、児童

と教職員、児童同士の温かな関係づくりを進める。

具体的方策

・市小研、学園保幼小中一貫教育の研究と連動し「主体的 ・対話

的で深い学びjの実現を目指す。rw豊かにつながり、学び合う

中で育まれる確かな学び~'"課題に向き合い、聴き合い、深め
合う子ども達の姿を目指して"'Jを研究主題とし、算数科授業

を軸に、「主体的に学ぶ力Jr手|三認知能力Jを育む研究を進める0

・学習指導要領の理念のもと、児童実態に応じた目標を設定し、

評価まで見通した授業づくりを行う。

-ノート指導、トークタイム等の工夫、各期のねらいや接続を意

識した系統性のある指導を進める。

-全校で週 2回(月 ・木)のドリノレタイム、週 1回(火)補習の活

用・充実を図る。放課後補習では、「ジュニアわくわくスタデ

イJ等を活用する。
-学園家庭学習がんばり 週間では、目標の明確化、家庭との連携

等、学校全体の動きをつくり学習意欲を向上する。

-ICTを効果的に活用する授業づくりに係る研修を行う。

・「主体的 ・対話的で深い学びJの実現を目指した授業や生徒指

導の 3機能を活かし積極的な生徒指導を行い、安心できる居場

所のある学校、学級づくりを進める。

・魅力ある学校づくりを行うとともに、誰もが自他の笑顔があふ
れることを願いつながることができる取組を充実させること

により、全員登校 5割以上を目指す。

-生徒指導部、教育相談部、いじめ防止委員会の機能化を図り、

未然防止、早期発見、早期解消を目指す。

学校名〔 京丹後市立長岡小学校 〕

本年度学校経営の重点(短期経営目標)

つながる笑顔があふれる学校づくり「ながおか大作戦j

固なかよし図がんばる困おもいやり図かんがえる
1 質の高い学力・コミュニケーション能力の育成

2 一人一人を大切に個性や能力を最大限に伸ばす指導

3 人を思いやる豊かな人間性の育成

4 たくま しく健やかな心身の育成

5 安心 ・安全で信頼される学校づくり

~レッツゴー!あしたへ~

成果と課題(自己評価) (案)

0低 ・高学年グノレープで授業研究を進め、峰山学園秋季

研修会を節として、協働的に授業改善に取り組み、 「主

体的 ・対話的で深い学びJの実現を目指した。児童が

考えを対話により深めたり、友達の考えを認めたりな
ど、つながりの中で主体的に学ぶ姿が見られた。

0毎週木曜日のトークタイムの充実を図り、児童の表現

力、コミ ュニケーション能力を高めた。

0家庭学習がんばり週間を 2週間の取組とし、自主学習

等のノートを担任以外も見て言葉かけをし、意欲向上

と内容充実につなげた。
ムタブレット活用が進み、高学年を中心にロイロノート

で提出 ・交流をし、 ドリルパークの漢字や計算の学習
に取り組むなど、個別最適な学び、協働的な学びを追

究するツーノレとしてきた。さらに、タブレットの活用

を進め、家庭学習の習慣化や内容の充実を図る。

0教育活動全般において、「主体的 ・対話的で深い学びJ
「生徒指導の 3機能j を強く意識すること ができた。

orながおか大作戦」を教職員 ・児童が意識し、具体的

な取組を進め、安心できる学校 ・学級づくりを行った。
O生徒指導部、教育相談部を中心に、機能的に対応する

中、コロナ禍、不登校児童 O、全員登校 5割以上が達

成できた。
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く生きる力の育

成
-危機管理の充実

と安心 ・安全な
学校づくり、環

境整備

-一人一人のよさ

を認め合うとと
もに、多様性を
受け入れ誰とで
も仲良くできる

児童の育成

-不登校 ・いじめ ・問題事象未然防止に向けて、組織的に機能す

る教育相談体制の充実と取組を推進する。

-目標を明確に体力っくりの取組を充実する。
.PTAのテーマにある「早寝、早起き、朝ごはんj を児童自身

にも意識させ、生活がんばり週間を活用しながら、家庭と連携

して健康的な生活習慣を確立する。
生命ゃからだ、健康に関する正しい知識と実践的な態度を育

成する。
特に、新型コロナウイノレス感染予防については 主体的に取

り組むことができるように指導する。

・特別な教科道徳、人権学習等で豊かな人間性を育むとともに、

異年齢活動を通して、温かいつながりをつくり居心地のよい学

校 ・学級づくりを進める。
-人権旬間 (6月前半~後半)、人権月間 (11月下旬，...._， l月中旬)
で課題に応じたテーマを設け取り組む。

-人権問題学習では、身の回りの生活の中から課題を見つけ教材

化、各教科や道徳における人権学習を進め普遍的・個別的なア

プローチを行う。学校 ・学級だより等や授業公開を通して保護

者等に啓発 ・発信をする。

・学校生活全般における UDのよさを活かした指導を充実し、
誰もが安心できる学習環境づくりを推進する。

・行事や体験活動を工夫し自己肯定感を向上させる。

・コーディネーターを中心に組織的に機能する校内体制

の構築及び他機関との連携を図る。

0不登校 ・いじめ ・問題事象未然防止に向けて、組織的
に機能する教育相談体制の充実及び、 sc.sswの活用等

の取組を推進することができた。

ム健康的な生活習慣の確立が困難な児童に対して、家庭

と連携し組織的に、食 ・睡眠など個別のニーズに応じ
た指導 ・支援をさらに進める必要がある。

0感染予防対策について、朝会 ・学級指導 ・保健だよ り

など多様な発信をする ことができた。

0人権旬間 ・月間に、学級の実態に応じた目標や具体的

な取組を行い、人権朝会等で交流 ・振り返りをするこ
とにより「人権を大切にするJ学校づくりができた。

O人権講話により車いすスポーツについて知るとともに

体験もでき、障害についての理解とちがいを認め合う
ことについて考えることにつながった。

ム感染予防のため、人権学習の授業公開ができなかった
が、コロナ関連の人権も含めて発信してし、く。

ム学校生活全般において UDのよさを活かした指導を充
実し、安心できる学習環境づくりをさらに推進する。

Oコーディネーターを中心に組織的に機能する校内体

制の構築及び他機関との連携を深めた。
ム児童 ・保護者に対し、さらに特別支援教育について啓

発する必要がある。

1 児童の学力向上をめざし、よりよい生活習慣を確立レ心身ともに健やかな児童が「主体的 ・対話的で深い学びJを実現できるように、組織

的 ・

協働的に研究を推進する。
2 全ての児童に対して個別の教育的ニーズ1こ応じた特別支援教育の充実と理解教育を進めるとともに、保護者 ・地域にも発信し「共に学び合

い支え合う共生社会の実現Jを目指す。
3 児童の実態を家庭と学校で共有し、よりよい生活習慣を身に付けさせ、 SNSの利用の仕方等の課題に対して、家庭 (PTA)と連携を図り

取り組むとともに、「主体的に取り組む家庭学習Jrよい睡眠Jrよい食事j が自分の未来をつくることを児童が理解できる取組を進める。
「今の自分が未来の自分をつくっているJ→「今何をすべきかJrなぜしなくてはならないかJ→ f主体的に動く j

-児童の特性を踏
まえて、合理的

配慮の観点に基

づいた必要な指
導 ・支援の推進



(別紙様式 1) 

令和 3年度学校評価自己評価報告

学校経営方針(中期経営目標)

「学校教育目標J(長期目標)

。自他を尊重し、自ら学ぶ こどもの育成

「目指す学校像」
。一人一人が輝き、生き生き活動する学校

[児童1
0やりがいを持って自分の力を発揮する学校

[教職員1
0安心して子どもを任せられる学校 {保護者1
0他地域に誇れる地域とともにある学校

{地域の方]
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点
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基
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重点目標

・読む力 ・書く力 ・確実に計

算する力等、基礎学力を定

着させるため、単元及び本
時の目標が明確で児童に

とってわかりやすい授業
を計画的に進める。

-知識 ・技能を用いて活用す

る力を育成するため、「主
体的・対話的で深い学びj

による授業改善を積極的
に進める。

-感情をコントローノレする
(協調性)、集団の中で自分

を律する(自制心)、自主的

に粘り強く取り組む(やり

抜く力)態度を積極的に育

成する。

前年度の成果と課題

。ム単元及び本時の目標が明確で児童にとってわか

りやすい授業を年間を通して確実に進めることが
できた。さらに、学習上配慮を要する児童等への

具体的な手立てを明確にした指導支援について進
めていく必要がある。

0学力の基盤となる協調性 ・自衛IJ心 ・やり抜く力に

ついて、人権にかかわる取り組みや日頃の特別活

動、各担任等の指導支援によって、全体としては

積極的に育成に努めることができている。
A学級経営上一部社会的行動がとりにくい児童があ

る。また、不登校についても、組織的な対応をし
ながら大きく改善した児童がいる半面、様々な要

因から内面的な困難さのある児童もある。

具体的方策

・学習指導部、研究推進委員会を中心に、基礎学力

の定着のため、単元及び本時の目標が明確で児童

にとってわかりやすい(具体的手立てのある)授

業を研究授業や積極的な授業公開によって学び合
う。 12月の DRTの標準得点において昨年度より

伸ばすことを目指す。

-身に付けた知識 ・技能を用いて考える力(活用する

力)を育成するため、研究推進委員会が中心となっ

て「主体的 ・対話的で深い学びj の実現による授

業改善を特別活動 ・教科の授業研究の視点とし、

日々の授業の中での積極的な実践につなげる。ま
た、 ICTを活用した授業改善を進める。

-協調性 ・自制心 ・やり抜く力を育成するため、指

導のねらいを明確にした学級、学校の取組及び

日々の指導を発達段階に応じて意図的 ・計画的に

推進する。生徒指導の 3機能を生かした学級経営
をすすめるとともに、特別支援教育の視点を大事
に居場所のある学校となるよう取り組む。

学校名〔 京丹後市立大宮第一小学校 〕

本年度学校経営の重点(短期経営目標)

「子ども一人一人の居場所を大事にする中で、生きる力 ・自立

する力をつけることを意識して学校経営を行う j

① 多様性を積極的に肯定する。

② 一人で全部完全な人間でない、補い合うことができるか

らチームのメリットがあると考える。

③ みんなが安心して気持ちよく働ける職場にする。

経営のキーワード

「チーム第一小 一協働し、子どもの力を伸ばすことで自らの

人間力を高める一j

成果と課題(自己評価)

02------6年の DRTの結果、昨年比同等以上が国語215人 66.側、

算数 251人 78.0覧となり、全体としてテストに現れる力を多

くの子が伸ばすことができた。一方で、昨年比下がった児童
への対応も含めて進めていく。また、知識・技能等の学力を

定着させるための取組として、授業における理解の工夫や定
着のための取組など時聞が限られている中で進められてい

る。

O話合い活動について各学級で研究を進め力をつけ、各教科で

の学習に生かしていくことができてきている。また、 1CTの

活用がどの学級でも日常のこととなりつつあり、表現方法の
広がりや思考を深めるツーノレとして活用できてきている。

0日々の学級経営の中で、肯定的な評価を大切に自己肯定感を

高める雰囲気作りが進められた。その結果、各学級で発達段

階に応じて協調性・自制心 ・やり抜く力などを身に付けるこ

とができてきている。

※DRT全体の状況から指導方法を、個別の結果から指導内容
を見つめなおしていく。

※話合い活動の技能を全学級で高め、各教科で進めている授業
改善につなげていく。

※3つの力の育成につながる指導 ・支援がどのようなものか、

考え方や実践を交流し学びあいたい。



で
お

生徒指導 -発達段階に応じた「友だち -特別活動、学級活動、道徳、科を中心に全教育活動 0特別活動の様々な取組を通して、自分と他との関係、を考え、

と互いに理解し、信頼し、 を通して道徳教育・人権教育を推進する。特に「主 折り合いをつけることの大切さを学ぶことができた。その結

助け合う j気持ちを育成す として人とのかかわりに関することJr友情・信頼j 果として、学級や異年齢集団等での互いを大切にする思いや

る指導を進める。 についての指導を重視する。 行動が高まっている。
. r不登校」、「し、じめJ等の -教師が児童の良さをまた児童同士がお互いの良さ 0不登校傾向を表す児童に早く気づき、その対応を組織的に行

諸課題に対し、自己肯定感 を通信や学級活動、多様な異年齢集団での活動の うことができた。その中では、常に居場所の確保に努め、ま

を高める等、未然防止の視 中で計画的 ・継続的に伝えていくことで、自己肯 た保護者とともに歩むことを大切にしてきている。

点での積極的な生徒指導 定感を高め、自分の特徴に気付き、長所を伸ばそ ※来年度のスタートに当たって、クラス替えの場合を除いて、

を充実させる。 うとする態度を促進させる。その結果として、学 今年の積み上げがリセットされることなく進められるよう

校・学級に一人一人の居場所があるように丁寧な に工夫する。

取組を進める。 ※来年も続くと考えられるコロナ禍でも何とか学校の良さを i

伝えられるように工夫していく。

健康(体 -コロナ禍における全校的な -体育の授業と連動し、期間を決め、集中的に朝マ 0非常に厳しいコロナ禍での教育活動であるが、全職員で情報

体力にかかわる取組の充 ラソンや縄跳び等の取組を行ったり、計画的でタ 共有をしながら進めることができている。学校閉鎖や学級閉

実と積極的な児童への指 イムリーな児童への指導、保護者への啓発を進め 鎖も経験したが、その都度、全職員で対応や感染防止の取組

導、保護者への啓発によ たりすることで、体力(特に持久力)向上と休ま を進めることができた。

り、体力づくりの推進と学 ず学校に来ようとする意欲を高める。 ※コロナ禍による体力・心理両面からくる影響に対して、可能

校を休まない意欲を高め なことでの取組を検討していく。

る。

特色ある -特別活動の研究校として、 -学級活動や児童会活動等の授業や活動の考え方や 0本校の重点研究を通して、今現在の子どもたちの生活や人間

学 校 づ く
社会的自立を目指した教 指導の在り方について理論研究を進める。 関係を豊かにすることにつながっていると実感している。

育活動の在り方について、 -すべての教育活動の基盤として安心して学べる学 0研究推進部の丁寧な計画と推進によって、見通しを持った取
り 特別活動の分野から研修 級となる人間関係づくりの指導方法を発達年齢に り組みとなっている。

と実践を重ねる。 応じて身につける。 ※すべての学級で、研究が実践につながるような研究を来年度 3

-本年度の府小研 2年次研究発表会及び令和4年度 年次の研究を通じて高めていきたい。

近畿特別活動研究大会の準備を進める。

地域とと -保幼小中一貫教育の推進に -学園の保幼小中一貫教育にかかわる取組のねらい 0大宮学園の保幼小中一貫教育の取組を通して、接続を大切に

も にあ る
よる PTA・保護者会、地 をより明確にし確実に実施するとともに、中学校 する雰囲気が大切にされている。

域の関係機関、こども園、 卒業時を見通した教育活動を推進する。 0学校運営協議会を中心に、地域の方々との連携がよく進み、
学 校づく 保育所・中学校等との取組 -本校 PTA や学園学校運営協議会との連携を通し 安全や挨拶の取組など大きな支えになっている。

り により連携を強化する。 て、保護者や地域と一体となった取組を計画的に ※教職員の相互理解や指導の一貫性を着実に進めるとともに、

実施する。 地域や保護者の方と連携した取組となるよう進めていく。

次年度に向け (1)来年度も DRTの結果で前年度よりも更に、個々・全体の標準得点を伸ばすことを目指す。

た改善の方向 (2)話合い活動のスキノレを全学級で、伸ばし、各教科の学習に生かすとともに、肯定的な雰囲気と居場所のある学級づくりを進める。

'性
(3)コロナ禍における様々なリスクを減らすための取組を進めるとともに、心身ともに豊かな成長を伸ばせるように何ができるかを考えて取り組

む。

(4)地域と家庭との連携をベースに、様々な意見をもとにより良い教育活動が進むよう、発信と改善を進める。



(別紙様式1) 

令和 3年度学校評価自己評価報告 学校名〔 京丹後市立大宮南小学校 〕

-
hA
h
-

学校経営方針(中期経営目標)

大宮学園教育目標

「自他を尊重し、自ら学ぶ 子どもの育成J
大宮南小学校 目指す学校像

( 1 )学級づくりを基盤にして、質の高い授

業づくりを追及する学校
( 2 )全ての児童が大切に育てられている人

権的風土のある学校

(3 )家庭 ・地域と共にある信頼される学校

評価項目 | 重点目標

i教育課程 I [主体的に勉強する子]

i学習指導 |①基礎学力の向上を目指
した授業づくり

②「主体的・対話的で深い
学びjの実現による授業

改善
③言語活動の充実を目指

した授業づくり

④授業とリンクした家庭

学習の更なる充実

導指徒生

保
幼
小
中
一
貫
教
育
の
諸
計
画
及
び
各
学
園
の
重
点
等
を
基
盤
と
し
て

[自分も友達も大切にす

る子]
①「自他を大切にする心J

を育成するための教育
活動の充実

②いじめの防止 ・不登校の
未然防止を徹底させる。

③規範意識の向上

④ふるさと ・人を大切にす

る心の育成

前年度の成果と課題

。教育スローガンの下、児童にも教職員にも、具体的に目指

す児童像の在り方を示すことにより 、コロナ禍の中でも、

児童は意欲的主体的に学校生活を楽しんだ。

0肯定的な評価を大切にすることにより、互いに思いやりな

がら学校生活を送り、不登校傾向の児童も改善した。

0関係諸機関と連携しながら、個に応じた指導の方法を探
り、粘り強く指導をしたがまだ課題が残っている。

具体的方策

・個に応じたきめ細やかな指導やドリノレタイムやステップ等

を利用した反復学習を進める。
-算数科を重点とし、研究授業を柱として、主体的 ・対話的

で深い学びの実現に向けた授業研究をする。
-大宮学園 「言語活用カリキュラムj を活用した取組を進め

る0

・家庭学習がんばり旬聞を設定したり、大宮学園 「家庭学習

の手引きJを活用したりすることで、家庭学習を充実させ

る。

-大宮学園「人権教育カリキュラムJを活用し人権意識を育

成したり、人権学習の充実を図ったりする。
・生徒指導の三機能を生かした授業改善により、授業づくり

と学級づくりの一体化を図り、学級経営力の向上を目指

す。
・いじめを許さない心、思いやる心を醸成し、明日も行きた

くなる学校づくりを進める。

-自分から進んで挨拶ができる子を育てる。
-自分で正しく判断し行動できる子どもを育てる。

・地域の人材から学ぶなど、丹後学を進める。

本年度学校経営の重点(短期経営目標)

O大宮南小学校本年度の教育スローガン
「学び・つながり ・挑戦するJ

園主体的に勉強する子~学ぶ~

圏 自分も友達も大切にする子 ~つなが り~

困たくましくチャレンジする子 ~挑戦する~

成果と課題(自己評価)

0本校を会場として大宮学園授業研究会を実施し、「主体

的・対話的で深い学びj の実現による算数科の授業改

善を行うことができた。それ以降も、自校で研究を継

続することができた。
0大宮学園 「言語活用カリキュラム」に加え、本校独自

の 『話し合いのポイン ト』を作成し、話し合い活動の
充実を図った。

ム下校の時刻の繰上げに伴い、放課後補習の時間の確保

が難しい。反復学習のための時間確保が必要である。

ム家庭学習頑張り旬聞がマンネリ化している。更なる充

実を図っていく必要がある。

0全教職員で全児童を優しく包み込むことのできる学校

にするため、肯定的評価を大切にし、教職員同士が互

いに認め合い、繋がり合えるよう職場を作り を大切に

した。
0授業の中に生徒指導の 3機能を取り入れ、 お互いに認

め合うことのできる学級を作っていった。
0いじめの早期発見、不登校の未然防止に向けて、連絡 ・
報告・相談を大切にし、組織的に解決策を考えること

ができた。

0学校が楽しいという児童がほとんどである。また、不

登校傾向の児童を早期に発見し、個を大切にする指導

をすることで、毎日全児童が元気に登校している。
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健 康( 体 [たくましくチャレンジ -新体力テストなどを活用し、児童の体力 ・運動能力の実態 Oニ密を避けるための創意工夫をしながら、マフソン大

育)・安全 する子] を把握し、全校的な体力づくりの取組を進める。 会や運動会、体力作りの取組みを実施することができ
①体力向上の取組 -家庭と連携し早寝 ・早起き ・朝ごはん等の基本的生活習慣 た。

②基本的な生活習慣の確 の確立に向けた取組を進める。 0安心安全な学校生活が送ることができるよう、「新しい
ムーよ1 -災害や事件・事故、感染症から身を守るための健康安全教 生活様式jに基づいた感染症対策を行うこ とができた。

③健康安全教育の充実 育を推進する。 ムコロナ禍の中、体力作りに制限がかかり、計画通 りに l

取組を進めることができなかった。

⑤ 特別 支 ①特別な教育支援の必要 -児童の実態や発達段階を的確に把握し、適切な教育課程を O配慮を要する児童の支援の方法について、学校での見 l

援教育 な児童へのニーズに合 編成すると共に、個別の教育計画を立てて指導する。 える実態のみならず、家庭環境や児童の内面理解等も
わせた支援 -児童・保護者のニーズに合わせた個別の教育支援計画を作 大切にし、関係諸機関と連携し、組織的協働的な話し

成し、保護者と連携した指導や支援を進める。 合いを大切にしながら互いに考えることができた。
-校内教育支援部が機能化する体制づくりを整えるととも 0保護者との面談や会話を大切にし、保護者の思いや考

に、外部機関も利用し、特別支援に関する理解を深める。 えを受け入れながら、学校としての指導 ・支援の方法

-全校児童の相互理解と互いに学び合う好ましい人間関係を を伝える等、家庭と連携しながら支援を行っていった。
育成し、多様性を認め合う ことができる学校風土づくりを ム保護者と学校の連携のみでは、家庭環境的に支えきれ
する。 ない家庭が複数あるので、要対協等関係諸機関と連携 |

しながらの取組みが必要である。

① 聞か れ 保護者・地域から愛され信 -学校だより 'HP'学級通信等を活用し、学校の様子を発信 0担任と保護者との連絡を大切にしたり、各クフス学級

た 学 校 づ 頼される学校 していく。 通信等を活用し丁寧に学級の取組や児童の様子につい

くり ①地域と共にある学校 . PTAや大宮南小子ども見守り隊と連携し、児童の安全確 て知らせたりするなど、家庭との連携を大切にした。

②教師力の向上 保のための環境づくりを推進する。 0行事や取組みのお知らせや変更について、学校だより

③組織的 ・協働的な推進体 -教師力の向上を図り、信頼される教員を目指す。 や HP、PTAメールで、丁寧にお知らせするこ とがで、

制の確立 -教育目標・教育スローガンの具現化に向けての協働的な組 計画の見通しゃ変更を丁寧に連絡することができた。

織体制を設定し、信頼される学校を作っていく。 0安全ボランティアの立ち番及び教職員や PTAの安全

パトローノレにより 、安全に登下校することができた。

次年度に向け -学校生活全体で「主体的 ・対話的で深い学びJを大切にし、変動の多い社会の中でも、臨機応変に対応し、主体的 ・協働的に創意工夫することで

た改善の方向 きる力を育てていく。
性 . rICTを活用する力j等今求められている力と従来からなされてきた普遍的な力を両輪にした教育活動を進めていく。読書指導を大切にして、本

好きな児童を育てる。
-感染症対策や健康安全教育を行し、安心安全な学校を基盤とし、その時の情勢を把握しつつ、子ども達につけたい力を明確にし共通理解しながら、

見通しをもち創意工夫した教育活動を展開していく。

-関係諸機関と連携しながら、配慮の要する児童の実態を掴んだり家庭や保護者の状況を把握したりすることで、個に応じた指導の方法を見つけ、

粘り強く支援や指導をする。



(別紙様式 1) 

令和 3年度学校評価自己評価報告 学校名〔 京丹後市立網野北小学校 〕

学校経営方針(中期経営目標)

l 規範意識を醸成し、落ち着いた学校、落ち着

いた授業により学力を付ける。
2 すべての子どもに、未来を展望し、自ら将来

を切り拓く力を付ける。

3 思いやりをもち仲間と共に生きる、盛かな人

間関係を築く力を育てる。

4 自然 ・人 ・社会とつながり 、郷土を愛する心

を育てる。

前年度の成果と課題

。目標達成のための活動を仕組み、運営すること意識

し、教育活動を推進することができた。

0授業改善や家庭への啓発などの取組を通し、意欲的に
学習に向かえる児童が増えた。

ム児童の自己肯定感が低い。

L， r娠り返りJを含む PDCAサイ クノレの技術的な研修

の積み上げはできたが、効果や生かし方についての検

証が不十分であった。

本年度学校経営の重点(短期経営目標)

1 網野学園保幼小中一貫教育の 「目指す子ども像j

の具体化を図るため、他の小中学校と一体化した教
育を推進するとともに、全教職員が学校経営に参画
する。

2 r自分も友達も大切にできる子jの育成を目指し、

「友達と考えを交流することができるJr自分や友

達の良いところを見つけることができるJrいろい

ろなことに挑戦し、次につなぐことができるJをキ
ーワー ドとした学校経営をする。
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重点目標

1 個の興味関心を引き出

し、個に応じた指導を確立

し「わかるJrできるJr考
えるj授業を進める。

2 振り返りを行い、自らの

学びと成長を確認できる活

動を行う。

1 自他ともに大切にする心
を育てる。

2 教育相談を基盤にした生
徒指導を充実させる。

3 発達段階に応じた 「思い

やりの心Jの心を育成する
指導を進める。

具体的方策

1 学習意欲を喚起する授業展開とねらいが明確で「わ

かる ・できる授業Jと、身に付けた知識 ・技能を活用

し考え、友達と交流する中で、さらに深めることがで
きる授業の実践研究を行う。

2 個の興味や理解に応じた授業が進められるよう、積

極的に 1CTを活用する。
3 多様な学習形態や学力補充 ・家庭学習などにより、

基本の定着と個に応じた指導 ・支援を進める。
4 振り返りを通してより学びを確かにし、体験活動を

経験値として積み上げていき、次につなげられるよう

な活動を仕組む。

1 生徒指導の 3機能 (自己存在感 ・共感的な人間関

係・自己決定の場)を大切にした教育実践を進める。

2 カウンセリングマインド、コーチングの手法を意識

した生徒指導を充実させ、学級経営に生かす。

3 道徳教育を中心に、特別活動 ・学級活動、教科指導
を通して、道徳教育 ・人権教育を推進し、友達と互い
の良さや頑張りを認め合う活動を進める。また、達成
感や充実感を友達と感じ合い自他ともに大切にする

心を育てる。

成果と課題(自己評価)

or見通す ・振り返るJに特化して研究を進め 「わか

る・できる授業」を目指す授業改善に生かすことが

できた。

0全学級で ICTを活用した授業を進め全学級で積極
的に活用した。

OTT授業、習熟別授業、個別指導を行い、児童への

学習支援を進めることができた。
ム効率的な ICTの活用については、個に応じた指導

や支援には更なる研究が必要である。

ム体験活動を通した経験値の積み上げに関しては、 成
果については共有することができなかった。

0不登校傾向児童の対応方法や本人を含む家族への
支援について、専門家の意見を参考にしながら方針

を立て確認しながら進めることができた。

0複数の部が連携し方針立てを行い事前の家庭との

連携では複数体制で対応するこ とができた。
ム様々な活動を通し自己肯定感は高まってきている

ものの、まだ高学年を中心に低さが見られるため、
更に意識した取組や活動が必要である。

ム規範意識に課題が見られ指導に繋げられなかった。



て
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i健康(体 1 体を動かすことの心地よ 1 個に応じた目標や短期(各単元)目標を設定させ、 0体育でも「見通しJr振り返り j を行うこ とで、目 |

育)・安全 さを感じる指導を推進す 自信をつけさせたり、次の活動への意欲を高めたりす 標設定の具体化や自分の成長を振り返ることに繋

る。 る。 げることができ、意識を高めることができた。

2 積極的にチャレンジし、 2 目標が達成できるよう支援を行い、達成感や取り組 OICT機器活用により、個別の課題設定や相互評価、
自らの成長につながってい んだことに対する充実感が得られる取組を仕組む。ま 個別指導を効率的に行うことができ、学習意欲の喚
ることを実感する指導を進 た、児童の相互評価と指導者による適切な評価と価値 起、指導と評価の一体に繋げることができた。
める。 付けを行う。 ム一部児童に目標に対する意識の低さや前向きにチ

3 振り返りを行い、自他の成長に気づくことで、より ヤレンジすることへの消極的な姿が見られた。課題
確かな学びとする。 分析の甘さと指導の工夫が十分で、はなかった。

1 「主体的、対話的で深い 1 研究推進部を中心に授業改善を行う。また、効果的 0研究推進部を中心とし、単元構想、を基にした授業改

員の資質向 学びJの実現に向けた教員 な ICT活用を目指し、研究授業 ・公開授業を行い学 蕃を進めることができた。本校オリジナノレの構想、シ

上) 研修を充実させる。 び合う。 一卜を活用し、該当単元を中心とした全体的な学習

2 プロジェクト ・サイク 2 課題の抽出、設定、解決方法などの決定 ・取組過程 活動を見通すことができることに繋げることがで
ノレ ・マネジメント (PCM) を全教職員がかかわることで、主体的な課題解決、学 きた。

手法を活用し、学校経営参 校経営参画に向けた動きを作る。 0時間割調整の難しさはあったが、授業時間やカリキ

画を促す。 3 教科担任制を通し、カ リキュラムマネジメン卜強 ュラムマネジメントの意識が高まった。
化、学校経営参画意識向上と経営力強化を目指す。 0全学級で ICTを活用した授業を進め、長期欠席児

童へのオンライン授業の提供も行うことができた。

ム課題の整理と解決に向けて PCM手法を十分に活用
することができなかった。

特色ある学 1 地域の歴史、文化を大切 1 地域の歴史や文化、特色を生かす教材研究を行う。 0地域の歴史、産業を生かした学習活動ができた。

校づくり にし、愛着をもたせる。 2 地域の人材を生かした体験活動を充実させる。 0地域の高校生と共に海岸清掃と漂着物観察を行い、

2 地域人材を積極的に活用 3 「地域からの学びは地域に返すJことを活動理念、と その結果を地元と台湾の高校生と交流することが

する。 し、地域への愛着を育てる。 でき、児童の課題意識が高まった。

0地域教材の開発を進めることができた。
ム保護者や関係者に対して学級・学校通信等を通し発
信することができたが、地域への発信が不十分であ

った。

ム地域教材の開発を進めてきたが、実際の学習活動に

生かし切れていない部分があった。

次年度に向けた -不登校傾向児童 ・要配慮児童 ・家庭への支援方法の更なる充実 -特別支援コーデ‘ィネーターを中心とした支援体制の充実

改善の方向性 -授業改善、 学力充実に繋ぐタブレットの有効活用の研究と検証 -自己肯定感を高める指導・支援方法の更なる研修と実践

-非認知能力の育成を目指した授業改善と研究 -地域教材の開発と運用と地域人材の活用、地域への情報発信
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令和 3年度学校評価自己評価報告

学校経営方針{中期謡音目標)

網野学園保幼小中一貫教育の目標から
「将来に夢と希望をもち、郷土を愛し、

知 ・徳・体の能力を伸ばす子どもの育
成J
[目指す子ども像1
.あかるく元気に進んで学ぶ子
.みんななかよく支え合う子
-のびのび生き生きやりぬく子

評価項目

保
幼

学習指導

中

貫教育

の
諸
計
画
及
び
各 i生徒指導
戸寸ブ弘ー

園
の
重
怠
等
を
基
盤
と
し
て

重点目標

[よく学ぶ学校1
.学習集団の育成
・基礎 ・基本の定
着

・思考力・判断力・
表現力の育成

-家庭学習習慣の
定着

[いごこちの良い
学校]
・互いの良さでつ
ながれる学級集
団、人間関係の
構築

・規律を守り、い
じめ ・暴言等を
許さない機運の
醸成

・「いじめJ等、問
題事象の早期発
見 ・早期解決

前年度の成果と課題
。スキノレタイムや回復指導等による基礎基本の定着。
ム思考力 ・判断力・表現力を身に付けさせるための授業改
善と毎日の自主学習習慣の定着。

0組織的対応によるいじめや問題事象の早期発見 ・早期解
決、及び家庭との連携による登校渋り、不登校の未然防
止。

ム積極的な生徒指導及び他学年とのつながりの弱さ。
ムSNSの使用についての系統的な指導と家庭との連携。
O地域との連携による安心 ・安全な登下校。
ム学校公問機会の減少。

具体的方策

・ベア、グノレープ学習等の活用や生徒指導の 3機能を大切
にした授業づくりを行い、仲間と共に課題を解決できる
学び合える集団を育成する。

・各時間のねらいを達成できる「わかるJrできるJ授業
づくりを進め、基礎基本(読み ・書き ・計算等)を定着
させる。

-網野学園と校内の研究を連動させ、単元構想のもと、指
導と評価の一体化を目指した授業改善を行う。

. I CTの効果的な活用等により「主体的、対話的で深い
学びJによる確かな学力を育む。

・網野学園の学力充実月間や家庭学習頑張り週間を基盤に
して、家庭と連携しながら家庭学習習慣の確立を目指
す。

-日々の関りや異年齢活動の中で、生徒指導の 3機能や言
葉で伝え合うことの大切さを意識した指導を行う。

-道徳教育や人権教育の充実に努め、いじめや暴言 ・暴力
等を許さない機運を高める。

-行事や取組のねらい、過程、振り返りを大切にすること
で価値づけを行うとともに、仲間とつながることの大切
さを学ばせる。

-網野学園「これだけはJ(授業規律確立と規範意識醸成)
等で、ノレールを守ることや当たり前のことが当たり前に
できることの大切さを考えさせ、行動実践に繋げられる
ようにする。

・いじめ、問題事象等の対応は、窓口を一本化し、事実を
正確に確認した上で迅速、丁寧、組織的な対応を行う。

学校名〔 京丹後市立網野南小学校 〕

本年度学校経営の重点(短期経営目標)
( 1 )授業改善を進め、確かな学力を育成する。

[よく学ぶ学校]
( 2)互いの違いを認め合い、仲間とつながることのできる力

を育成する。 {いごこちの良い学校]
( 3 )生き生きと元気に、仲間と共に粘り強く最後までやり抜

く力を育成する。[毎日登校できる学校]
(4 )地域と連携し、全校児童が安心して学校生活を送り、力

を最大限発揮できる教育環境をつくる。
[信頼される学校]

成果と課題(自己評価)

Oベアやグループ学習を通して、 IわからないJr教えてj と言
えるようになったり、課題に対してあきらめず粘り強く取り
組めたりすることができるようになった。

0学困の授業研究会に向け、学び合える授業づくりについて研
究を進め、児童が主体的に学習に向かえる課題設定の在り方
や単元全体でつけるべき力について深めることができた。

ODRTテスト等の分析結果より明確になった課題の回復をド
リノレ学習等で実施し、基礎基本の習得につなげることができ
た。

ム感染対策としてペアやグノレープ学習が短時間に限られたた
め、深まりのある学習を行うことが難しかった。

ム家庭学習頑張り週間には保護者の協力を得ながら目標を達
成できたが、期間以外にも自主的に取り組む力を付ける必要
がある。

0運動会や大縄大会等の異年齢活動を通して、高学年がどうし
たらよりよい取組になるかを考え、実践することで全校のリ
ーダーとして力を発揮することができ、自己有用感を高める
ことができた。また、低学年は集団の一員と して最後まで頑
張ることの大切さや達成感を味わうことができた。

0取組の経過を大切にした指導を行い、仲間の良さや頑張りを
認め合える関係づくりを行った。

ムノレールの大切さが行動実践に繋がらない児童もあり、その意
味や価値を落とし込んでいく必要がある。

ムいじめ・問題事象への対応は生徒指導部を中心と して迅速か
つ組織的に行ったつもりではあったが、学校評価アンケー ト
では 16%の否定的な回答があり、真塾に受け止めなければ
ならない。
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i健 康( 体
育)・安全

!聞かれた
;学校づく

lり

{毎日登校できる

学校]
-家庭との連携に

よる基本的生活
習慣の育成

-目標に向かつて

意欲的に頑張る

力(非認知能力)

の育成

[信頼される学

校]
・保護者、地域、
関係機関との連

携を大切にした
学校経営

-毎朝の児童の様子を把握し、担任や該当分掌と連携した
指導や取組を行い、より安全な登下校の確保や登校しぶ

り傾向の早期発見・早期解決を行う 0

・家庭支援の必要な児童については、ケース会議や SC，SS¥V 

の活用により、個に応じたきめ細やかな支援を行える体

制を構築する。

-非行防止教室、薬物乱用防止教室、自転車教室等により

安全についての意識を高める。

-網野学園「これだけは!家庭編Jをもとに、生活リズム
の確立、ゲームや SNSの使用についてのノレーノレ作り等、

家庭や PTAと連携する。
-目標に向かつてやり切ることや粘り強く取り組むことの
への価値づけや肯定的評価を大切に、非認知能力を高め

る。

・子どもの小さな変化を見逃さず、きめ細やかに家庭と連

携する。
• PTA役員等との情報共有を丁寧に行い課題解決に努める。

.地域人材を生かした教育活動や見守り活動を進める。
-学級だより、学校だより、ホームページ等で、 子ども達

の様子について積極的な情報発信を行う。

O登校指導や下校時のパトローノレ等で実態を把握し、課題に対

する指導を行ったことで改善が見られるようになってきた。
O配慮、を要する児童や支援を要する家庭に対してケース会議
や sc.sswの活用、専門機関等との連携を行うことで、児
童の安定に繋げることができた。

O学習や行事等で肯定的評価を大切にしたり、個人内評価を大

切にしたりしたことで、粘り強く最後までやり切ろうとする

姿が見られた。

ム網野学園情報機器アンケートより、情報機器の使用 (時間、

頻度等)について課題があったが、児童自らが主体的に考え、
使用について見直すまでの指導が不十分だ、った。

0全校児童を全教職員で見ることで、児童の小さな変化に気づ

き、課題解決に向け家庭と連携することができた。
0学校公開する機会が減ったため、ホームページで学校の様子

を見てらえるよう更新を行い、発信することができた。 *
1日平均閲覧数約 600回

0読み聞かせやミシン、書道等の学習や登下校の見守り活動等

に地域人材を積極的に活用し教育活動を進めることができ

た。

特別支援|・個に応じたきめ

教育 | 細やかな支援体
制の構築

・多様性の理解

ー
ム
ワ
'u
n
O
Aせ
に

u

改た十
ノ向

性
に

向

l
i
l
i
-
-
i

度

方
年

の

次

善

-個に応じたきめ細やかで適切な指導支援を行い社会的自

立ができる力を身に付けさせる。
-特別支援コーディネーターを中心として、児童の実態把

握、指導の方向性を確認し、組織的な指導を行う。

・特別支援教育を基盤とし、互いの良さや違い、多様性を

認め合い、つながりを大切にできる学級経営を行う。

確かな学力の育成
コミュニケーション力の育成

特別支援教育の充実

PTA・地域との連携による安全な教育環境づくり

働き方改革の推進

0個々の児童への適切な支援を行えるよう特別支援教育コー

ディネーターを中心として部会やケース会議を適宜もち組
織的に進め、適切な支援を行うことができた。

0取組や行毛布:等を通して、一人一人の良さや違いに気づいた

り、互いの考えや意見の違いを認め合えたりする関係を育む

ことができた。
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令和 3年度学校評価自己評価報告 学校名〔 京丹後市立島津小学校 〕

学校経営方針(中期経営目標)

1 規範意識を醸成し、落ち着いた学校、落ち
着いた授業により学力を付ける。

2 すべての子どもに、未来を展望し、自ら将

来を切り拓く力を付ける。

3 思いやりをもち仲間と共に生きる、豊かな

人間関係を築く力を育てる。
4 自然 ・人 ・社会とつながり、郷土を愛する

心を育てる。

評価項目 重点 目 標

教育課程 -網野学園の共通指導事項を

1; 学習指導 踏まえた指導を通して、授
業改善 ・学力充実の取組を

中 進める。

貫教=同k 

-網野学園の取組と連携し、
学力向上プログラムを基に

した取組を進める。
の
言者
計
函 生徒指導 -網野学園「これだけは !J 
及 を基に、気持ちよく生活す
び
各 るめの必要なマナーやノレー
，ー苦ナ手ー ノレを考えて行動で、きる力、
園 相手を思いやる心の育成を
の

重占
進める。

-生徒指導の 3機能を生かし
等 「いじめJf不登校」などの
を
基 諸課題に対し、未然防止に
盤 向けて日常的な指導や相談
と 活動を充実させる。
し
て

前年度の成果と課題

。外国語教育を重点に研究を進め、 子どもたちのコミュニ

ケーション力が向上し、他教科及び学級や全校での活動

等、様々な場面において生かすことができた。

0特別支援教育に視点を当て、落ち着いた学級経営を継続

することで、学校全体の安定を築くことができた。

0健康管理及び感染症対策を実施したことで、全員出席の
日が大幅に増え、健康な心と体につなぐことができた。

ム新学習指導要領のめざす授業改善や基盤となる学級経
営力等教職員自らの力量を更に高めていく必要がある。

具体的方策

・網野学園「これだけは !Jを実践し、随時、肯定的評価
を入れながら全校でやり切る。特に、授業編の 3つの柱
を授業研究会や日頃の授業とも連動させ、 学びを深め

る0

・「読む ・聞く・話す・書く Jの活動を授業の中で丁寧に
進め、じっくり考える力を伸ばす。

-学園の取組と連動して、家庭学習頑張り週間を実施し、

効果を高める。自主的に学習する力を伸ばす。

-生徒指導の 3機能による学級づくりを進め、児童相互及
び教職員との信頼関係に基づく好ましい人間関係を育

成する。
-全ての計画に、短期目標(合言葉)が実践できる内容を

意図的に取り入れる。

-豊かな人間性を育むために、児童会活動を通した異年齢

活動を進める。
-日々の子どもたちの様子を全教職員で見守り、情報交流
を丁寧に行うことで、「いじめJや「不登校Jの芽を逃

さない。また、常に起こり得ることを想定しながら危機

感を持って教育活動を進める。

本年度学校経営の重点(短期経営目標)

生き生きと学び、いつでもどこでも児童が輝く楽
しい学校~島小の子どもたち成長のために~チーム
島小

1 全ての教育活動において短期目標(合言葉)を
位置づけ、「島小、ンステムJによる学校経営を進め
る。

2 教職員が安心して気持ちよく働ける職場にする
とともに適材適所で校務を分掌させ、相互に関わ

り合いながら組織的に機能させる。

3 児童一人一人の力を伸ばすための学習指導力や
学級経営力を高める努力をする。

成果と課題(自己評価)

0網野学園「これだけは!Jを実践するため fATVJ
fBMWJの合言葉を基に、児童の変容に繋げた。

OICT機器を活用し、視覚的な支援をしながら授業

改善を行うことができた。

0自主勉強の有効性を実感さ意欲的な学習に繋げ
た。

ム今後も落ち着いた学級経営を継続するとともに、

主体的に学び合う力を向上させていく。

0生徒指導の 3機能を意識した授業づくり、学級づ
くりを行い、つながりを広めたり深めたりする取

組を進めた。
02カ月スパンの「合い言葉Jは、児童及び教職員

に目指す方向性がわかりやすく、取組の活性化に
つながった。

0全教職員で全児童を観ていくことを基本とし、共

通理解のもと一致した指導をすることで、安定し

た学級 ・学校となってきている。
0年度当初、学校に来にくい児童が見られたが、家

庭と連携を進めながら改善した。今後も各機関や

家庭と連携し丁寧に指導を続けていく。
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健 康( 体

育)・安全

研修(資質

向上の取
組)

i特色ある

学校づく

り

次年度に向け

た改善の方向
性

-網野学園「これだけは!J -網野学園「これだけは!J (家庭編)に基づき、PTAに Oコロナ感染症対策として行っていた手洗い ・換気

(家庭編)に基づく取組を、 働きかけ、家庭と連携した取組を進める。 について意識化が高まり欠席日数の減少に繋がっ

他校と連携し進める。 -当たり前のことが当たり前にできる子どもを育てるため た。(全児童登校 110日2/28現在出席停止含まな

-健康の保持増進と体力の向 に、基本的な生活習慣や日常的な学校生活、家庭学習等 い)

上を図るとともに、様々な 1日の流れの確立を目指して粘り強い芦掛けと保護者連 0学期に 1回ずつ行われる学級懇談会で生活点検の

取組を通して粘り強く活動 携を進める。 結果やゲーム・SNSに関する内容を取り入れて交

する心を育てる。 -苦手なことでも互いに励まし合い粘り強く頑張ったこと 流することができた。

-安全な生活を営むための対 が「よかったj と実感できる取組を仕組み、自尊感情を A年3回生活点検を実施したが、課題のある児童が

応力を育成する。 高める。 固定化してきている。今後、睡眠時間・メディア
-日々の生活 ・活動を通して「安全Jについて事例を教材 コントロール等の改善に向けて継続的な取組が必 !

化して考えさせ、正しく判断できるようにする。 要である。

. r主体的・対話的で深い学びJ -外国語教育を研究の柱とし、 f主体的・対話的で深い学 or主体的・対話的で、深い学びj について研修を深

の実現に向けて授業改善を びJが実現する授業改善に向けて、具体的な子どもの姿 め、指導の在り方を協議し互いに学び合うことが

行うため校内研究 ・研修の とそれに向かう指導方法の研修を進める。 できた。

充実を図る。 -評価の在り方について実践をしながら研究を進める。国 ム更に授業改善を進めていくとともに、1人 l台の

-特別支援教育の視点を基に、 立政策研究所研究協力校として進めていく。 端末を利用した授業改善を図る必要がある。

児童理解の力量を高めると .ICTを活用した授業を実践するため研修を充実させ授業 0直山視学官に授業参観及び講義をしていただき意

ともに、支援を必要として 改善を図る。 欲と授業改善に繋がった。

いる児童に対して、組織的 -児童の実態把握を行いながら、外部の専門機関と連携し 0医療機関やSCや SSWと連携しながら、児童の見

な取組を進める。 特性についての知見を広げる。また、特別支援教育の視 方や対応、の仕方等、継続的な取組を丁寧に進めた。

点を生かした指導 ・支援を行い一人一人の自立を目指し

た取組を進める。

-網野学園保幼小中一貫教育 -昨年度の島小シスァムや方向性を継続し内容の充実を図 0身に付けたコミュニケーション能力を様々な場面

を基に、中学校卒業時の姿 る。特に、学園の教職員で常に交流しながら目指す姿の で発揮し、自分の思いや考えを堂々と表現できる

を明確にしながら教育活動 指標を検討し、本校の教育活動においても常に意識して 児童が増えた。

を推進する。 し、く。 0高学年の様子から刺激を受け取り入れる学年が多

-学園で連携しながら外国語 -外国語教育で付けたコミュニケーション力を他教科や領 く、学びが全校に広がった。

教育を推進したり豊かな体 域に生かし、主体的 ・対話的で深い学びのある授業づく ムコロナ感染症対策のため学ぶ機会が制限され、恩

験を基にした国際理解教育 りを進める。 うように総合的な学習等を進めることができなか

を実践したりする。 -教科や総合的な学習の時間等において、「琴引き浜J等 った。

-地域に学び地域とともに歩 様々な地域の資源、から学ぶ。また、様々な機会をとらえ

む学校にする。 地域の方々との交流や学びを大切にする。

1 新設される自閉・情緒学級を学校教育の軸にして教育的ニーズに応じた支援を適切に進める。

2 「主体的 ・対話的で、深い学びJについて更に研究を進め、学力向上を目指した授業改善及び 1人 1台の端末を活用 し子ども達の能力・適性

や興味関心に応じた最適な学びと協働的な学びを充実させる。また、教員の ICT活用能力の向上を目指す。

3 網野学園の教育活動の積み重ねを土台として、小小連携・小中連携を充実させ、より具体的で焦点化した取組を通して一歩ずつ改善してい

く。



(別紙様式 1) 

令和 3年度学校評価自己評価報告

学校経営方針(中期経営目標)

[教育目標]
「将来に夢と希望をもち、郷土を愛し、

知・徳・体の能力を伸ばす児童・生徒の
育成を図る教育の推進」
[目指す子ども像]

あ :明るく元気に進んで、学ぶ子
[知]意欲的に学習に取り組む子ども

み ・みんななかよく支え合う子
[徳]規範意識を持ち、仲間と支え合う

子ども
の .のびのび生き生きやりぬく子
[体]粘り強く心身を鍛え、やりぬく子

ども

評価項目 | 重点目標
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1 一人一人の個
性・よさ ・可能性を
伸ばすことで意欲的
に学び、将来に夢と
希望のもつ児童を育
む。

2 主体的 ・対話的で
深い学びの具現化に
向け、学級づくりと
授業づくりを連動さ
せ、 言語活動を充実
させる。

1 豊かな人間関係を
築き、学び合い、励
まし合い、支え合
フ。

前年度の成果と課題

O地域のつながりを大切にした活動を大切にし、児童に豊かな
体験を通した学びの場を設定することができた。

0働き方改革を具体的に進め、会議の精選やペーパーレス化、
休憩時間の確保ができた。

0児童の興味関心を大切にした学習の展開を進めてきた。
ム学習内容を定着させるための時間を位置付ける等、単元と し

て授業を構想することに課題が残った。
ム児童の自己肯定感や、主体性が低い。
ム校内の授業研究として、研究授業を通した協議の場が少なく、
研究テーマの具体化が弱かった。

ム保護者対応等の初期対応に課題があり、より組織的に、てい
ねいに進める必要があった。

具体的方策

1 r主体的 ・対話的で深い学びJの実現に向けて、授業改善
を行う。
-算数科を重点教科とし、研究推進部を中心と した組織的な
授業研究を進める。

-単元構想シートを活用した授業づくりを行う。
.ICTの活用により 、児童の興味関心を引き出す授業展開を
工夫する。

2 学力向上の取組を進める。
-担任と専科教員、特別支援教育指導員、スクーノレサポータ
ーの連携や、外部資源、の活用によ り、個に応じた効果的な
指導を行う。

1 豊かな人間性を育てる。
-生徒指導の三機能を働かせた授業や、 学級経営を行う。
・考える道徳の授業を通して多面的・多角的な考え方を育てたり、
人権学習の充実を図ったりすることで豊かな人間性を培う。

・地域とのつながりや外部講師等の活用によ り多様な人との関わ
りから豊かな人間性の素地を養う。

2 認め合える集団づくり
・特別活動部や生徒指導部の連携した取組によって、異年齢集団
活動を通した豊かな関わりを経験させる。

-認め合える集団づくりを通して、児童の自己肯定感を高める。
3 教育相談部、生徒指導部等の連携、機能化を図り、いじめ ・不
登校の未然防止 ・早期発見 ・解消を行う。

学校名〔 京丹後市立橘小学校 〕

本年度学校経営の重点(短期経営目標)

[教育活動の目標】
「つながり、たくましく生き抜く輝会にたちっ子jの育成

~智恵を磨き、場を大切に、何事もやり抜く~
[教育活動の具現化に向け]たちばな、つながり、プロジェク
ト
た:つながろう、たくましく生き生きと
ち:智恵をみがこう:知・主体的な学習者の育成
ば-揚を大切にしよう:徳・豊かな人間関係を築く児童の育成
な:何事もやりぬこう:体・強い心と体をもっ児童の育成
「風通しの良い職員室j

「主体的・対話的で深い学びの授業改善j

「働き方改革の推進Jr学校・家庭・地域の連携J

成果と課題(自己評価)

0校内と網野学園の授業研究会を合わせて 4回実施し、
授業づくりについての研究を深めた。

OICTを活用した授業改善や休業中のオンライン授業
等を実施し、校内で成果を共有できた。

0地域の人材を活用 した補習や、特別支援教育に関わる
人的資源の活用により個に応じた指導を充実させた。

ム学年により国語 ・算数の学力課題が大きく、 十分な課
題解決には至らなかった。学力の二極化に対して、下
位層への補習等の場を設定しているが、授業との連携
等で課題が残り、 十分な成果が上げられなかった。

0登下校の見守り活動をはじめとする支援をいただい
た地域の方への感謝の気持ちを伝える場を設定し、地
域とのつながりを大切にした人間性の育成に努めた。

Oコロナ禍により縮小とはなったが、運動会や大縄大会
の取組を通して学年を越えた人間関係づくりを進め、
上級生をモデノレと した規範意識や人間性の育成に努
めた。

ム主体的な児童の育成のため、自己決定の場を効果的に
設定することや、自立と支援の使い分けを明確に意識
する必要があった。

0ム登校渋りのあった児童 2名について教育相談部を
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次年度に向け
た改善の方向
性

1 何事も最後まであ 1 体力の向上 0中間休みを活用して目標をもったマフソン練習や縄
きらめずにやり通す -体力づくりの取組などを通して、児童が目標達成に 眺び等、体力づくりの取組を進めた。
粘り強い心を育て 向けて最後まで粘り強く取り組む力を付ける。 0学校行事に向けた取組では、日々の振り返り活動を大
る。 2 主体的な児童の育成 切に児童の主体的な取組を進めた。

-児童が挑戦できる場の設定や、目標をもって取り組むための 0長期休業期間明けには、生活点検の取組を行い、家庭
支援や肯定的な評価を大切にした取組を進める。 と連携して規則正しい生活習慣づくりを進めた。生活

-振り返りの場を大切にし、主体的な姿を価値付けることで次 習慣に課題のある児童には、保護者面談の設定等を設
への意欲を高める。 定して改善に努めた。

3 健康の維持 ム密を避ける等、コロナ禍への対応により体力づく りの
-生徒指導部や養護教諭等が連携し、生活リズムを整える取組 取組や体育での運動量を十分に確保することができ
を進めるとともに、生活習慣等に課題のある児童や家庭に対 なかった。
して丁寧な支援を行う。 0ム新型コロナウイルス感染予防について指導し、基本

的な予防習慣を身に付けさせるよう努めた。しかし、
低学年での確実な実施には課題が残った。

l 道徳や人権学習を 1 人権教育年間計画に沿った学習を進め、個別の人権問題に 0年 2回設定している人権旬間には、学級内の人間関係
充実させ、コロナ禍 も触れる機会を大切にする。 の見直しゃ課題解決に向けた話し合いだけでなく、人
における 2 教職員の人権意識を高め、コロナ禍における人権的配慮に 権教育年間計画に沿って個別の人権問題 (LGBT等)

ついても意識した学習をすすめる。 にも触れる学習を設定して取り組んだ。
0新型コロナウイノレス感染症の拡大による人権侵害が
起こらないよう、各学級での事前指導や個人情報の管
理に努めた。

Oム小規模校のため、人間関係の固定化が見られ、機会
毎に改善の取組を行ったが、指導の継続が必要であ
る。

1 学校課題を踏まえ 1 学校課題を焦点化し、共有化するための研修と、課題解決 0学力課題に対して、授業改善につながる研究を進める
た研修を行い、克服 のための主体的な関りを生み出す研修の場を設定する。 とともに、診断テスト等の結果から課題を整理し、克
を目指す。 服に向けた計画の立案等を行った。

0特別支援教育に関わる指導や支援について、児童の実
f車交流や、理論研修により充実を図った。

ム少人数のため、授業と学力実態の把握、指導の改善等
を短いサイクノレで行っていきたい。

ム特別支援教育指導員のような専門性の高い教員を活
用した研修を設定できず、残念で、あった。

-特別支援教育の充実と、理解教育を進めることで、児童が安心して学べる環境を整える。

-教職員の人権感覚を高め、人権学習を住としたより良い人間関係づくりの取組を進める。
-児童の自己決定の場を効果的に設定し、主体的な活動の場を生み出せるよう行事 ・取組を工夫する。

-校内の授業研究組織を活性化し、「主体的 ・対話的で深い学びj の実現に向けた授業改善を進める。

-基礎的 ・基本的な内容の定着を図り、学力課題の克服を目指す。

.ICTを活用した授業改善や、コロナ禍における家庭教育 ・オンライン授業等の充実に努める。

-来年度 2月に予定されている本校での網野学園授業研究会の場を活かし、研究推進部を中心と した授業改善の動きを活性化させる。



(別紙様式1) 

令和 3年度学校評価自己評価報告 学校名〔 京丹後市立丹後小学校 〕

学校経営方針(中期経営目標)

教育目標(丹後学園共通)

「夢と希望と創造性あふれる豊かな心を持ち、

未来に向けて主体的に生きる子どもの育成j

<目指す学校像>
1 よく考え学ぶ学校
2 友だちと仲良くする学校
3 最後まで粘り強く努力する学校
4 家庭 ・地域のつながりを生かした学校

前年度の成果と課題

or食育Jを各教科 ・領域に関連付け、食に対する望まし

い知識と実践力を身に付けさせるために児童実態に即
して低、中、高学年の授業研究を進めることができた。

Oデータに基づく研究をすることで、丹後小学校の実態に
基づいた具体的な学力向上の改善策を考えることがで
きた。

ム学力向上を目指して、個別指導に取り組んだが学習の定
着に課題が残った。

ム教育相談部を中心に面談を実施し不登校の未然防止に
努力を重ねてきたが、組織的に取り組む点等で課題を残
した。

本年度学校経営の重点(短期経営目標)

-再配置 3年目となる丹後小学校が、安定した学校運

営ができるように教職員全員でベクトノレを合わせ
て取り組む。

・令和 3年の京都府学校給食研究会研究推進委嘱校研
究発表に向けて、令和 2年度の成果を活かしつつ教
職員一人ひとりが積極的に研究を進めていけるよ
うに、組織的に学校経営を進める。

.ICT機器を効果的に活用した授業づくりを進める。
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重点目標

・丹後学園の研究テーマであ
る「主体的 ・対話的で深い

学びの授業づくり J'"生徒

指導の三機能を生かして~
のもと、確かな学力の育成
を図る。

・「学び合し、j を通して、「わ
かるJrできるjを実感させ、
「深い学びj につながる授

業づくりを進める。

・生徒指導の 3機能を踏まえ
た、就学前から中学校まで
一貫した生徒指導を進め
る。

-いじめ、不登校の未然防止

及び解消にむけた教育相談
活動を充実させる。

具体的方策

・f主体的・対話的で深い学びのあるJ授業を目指して、
ねらいが明確で児童がわかりやすい授業づくりを進め

る。
-各教科の授業において、自分の考えの発言や対話、言語
活動を重視した指導を行う。

-令和 3年の京都府学校給食研究会研究推進委嘱校研究発
表に向けて、特に「食に関する指導Jを中心に引き続き
研究を進めていく。

-タブレット・電子黒板等の ICT機器を効果的に活用し
た授業づくりを進める。

・丹後学園の生活のきまりを守り、教師が児童の良さをま
た児童同士がお互いの良さを学級活動や多様な異年齢
集団での活動の中で、意識して伝えることで自己肯定感

を高め、明るく積極的な態度を促進させる。
・いじめ ・不登校の未然防止及び解消のために教育相談部

を中心に面談等の実施を行うとともに情報を共有し、組
織的な対応をチームで行う。

成果と課題(自己評価)

0授業研究部を中心に、全学年で研究授業を行うなど

学力向上に向けて全教職員で取り組めた。ICT機器

を活用した授業づくりも大きく進んだ。
0京都府学校給食研究発表に向けて全教職員で力を
合わせて取り組むことができた。この取組で教職員
が 1つになる事等ができ、大きな成果が得られた。
児童への給食アンケー トなどからでも成果が見ら
れた。

ム引き続き、学力向上に向けての様々な取組を進める
必要がある。

0学校全体が落ち着き、子ども達の挨拶の声が大きく
なるなど児童の変容が見られた。

0特別活動部を中心に、異年齢活動を行う事で、お互
いの学年が学び合える良いサイクノレとなった。

ム教育相談部を中心に面談を実施し、不登校の未然防

止や解消に努力を重ねてきたが、引き続き組織的に
取り組む必要がある。
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-全校的な体力にかかわる取
組の充実と積極的な児童へ
の指導を行い、学校を休ま

ない強い体をつくる。

・困難なことにも粘り強く挑

戦していこうとする態度を

育成する。

.3つの安全(生活・交通 ・

災害)を大切にし、安心安

全な学校生活を送らせる。

-期間を決め計画的に体力向上の取組を体育の授業と連動
させながら実施する。

-新型コロナウイノレス感染症の影響等で運動不足にならな

いように、全学年体育の時間にサーキットトレーニング

を継続して行う。

・学級、学校での取組において個々のめざす目標を発達段

階に応じて明確にし、特に 「自分自身に関することJに
ついての指導を重視することで、ねばり強く挑戦する態

度を高める。

-登下校時のにこにこカーの運行や、学校支援ボランアイ

アとの連携により安全な登下校につなげる。

・登下校のみならず、校外のきまりを守り交通安全を含め

安全指導の徹底を図る。
-校内の危険個所点検を行い、適宜、修繕などをすること

で教育環境を整える。
・新型コロナウイノレス感染予防の対策を徹底し、児童が安
心して学校生活が送れるようにする。

0中間休みの体力づくりでは、 3密を避けるために 3
グループに分けて、ストレッチ、リズ、ム運動、 5分

間走のエクササイズタイムに取り組んだ。
O校内マラソン大会において、目標を持たせながら取

り組めた。当 日は、参加者全員が走り切ることがで

きた。

ムコロナ禍で運動会やスケー ト教室、駅伝大会や等が
中止となったり、大縄大会等の異年齢活動等が規制
せざるを得なかった。

0感染予防に向けて、年間を通して全校舎の換気や消

毒を行い、マスクの着用や手洗いなどの感染予防に

努めてきた。

0登下校時等に、にこにこカーによる校区内の巡回指
導や学校支援ボランティアとの連携を行う事によ
り、交通事故の発生を抑えることができた。

-学校便り、学級通信、ホームページ等により学校の取組

や様子をタイムリーに積極的に発信する。
-無理のない PTA活動を通して積極的な連携を進めると
ともに、地域と一体となった取組を計画的に実施する。
また関係諸機関等との連絡を密に取り協力を得る。

-地域の人材、学校支援ボランティア等、外部人材の積極
的活用を図り、教育活動の活性化と充実を図る。

-読み聞かせボランティア・図書館指導員により、読書へ

の興味を高め本好きな児童を増やす。

・生徒指導の 3機能を生かした「主体的 ・対話的で、深い学びの授業づくり Jをすすめる0

・児童の主体的な活動を通して、意欲と自己肯定感を高める。

-丹後学園の指導の重点でもあるコミュニケーション能力の育成をさらにすすめる。

-丁寧で分かりやすいタイム

リーな情報発信を行う。
. PTA・地域の関係諸機関等

と連携した取組を強化す
る。

-地域の人材、学校支援ボラ
ンティア等、外部人材の積

極的な活用を図る。

0学校便り、学級通信、ホームページ等により学校の

取組や様子をタイムリーに積極的に発信する事が

できた。
0ムコロナ禍の中で、多くの PTA行事などが中止せ

ざるを得ない中ではあったが、できる形で工夫して
PTA活動を行う事が出来た。

A緊急事態宣言やまん延防止等重点措置の発令によ

り、外部人材の活用がかなり制限された。



(別紙様式 1) 

令和 3年度学校評価自己評価報告 学校名〔 京丹後市立宇J11小学校 〕

学校経営方針(中期経営目標)

夢と希望と創造性あふれる豊かな心をもち、

未来に向けて主体的に生きる子どもの育成

0目指す子ども像

(1)言葉で伝え合い、主体的に学ぶ子(知)

(2)自分を大切にし、人を思いやれる子(徳)

(3)粘り強く身体を鍛える子(体)
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重点目標

1 rできる喜びJrわかる楽

しさJを実感できる授業、
主体的 ・対話的で深い学び

を実現する授業を目指し、
学力の定着 ・向上を 目指
す。

2 少人数であることの特性
を生かし、個別最適な学び
と協働的な学びの両立を

目指す。

1 生徒指導の 3機能を活か
し、自己有用感と自己肯定
感の醸成を図るとともに、
進んで学校生活に係ろう
とする態度を育成する。

2 人権意識の高揚と規範意

識の醗成を目指す。

前年度の成果と課題

。重点教科を国語科とし、学力の伸長を目指した授業研究
をはじめとする取組を実施できた。また、読書活動の推
進や家庭と保護者と連携した家庭学習定着の取組など
学力の基盤づくりにも積極的に取り組んだ。少人数の良

さを生かした学級経営や全校体制での教育活動を推進
できた。

ム学力についてはまだまだ課題が大きい。引き続き、誰も
がわかる喜びやできる楽しさを享受できるような授業
改善を追究するとともに、 ICT利活用による新しい学習
形態についても研究を進める必要がある。

0素直で優しい児童の育成が進んでいる一方、積極性に欠
けたり指示待ち傾向が見られたりするところは、今後の
課題である。

出コロナ禍にあって学園 ・地域と連携した取組には一定の
制約がかかり、例年通りにできないことが多々あった。

具体的方策

1 国語科を重点教科とした授業研究を全学年で実施し、
成果と手法を全ての授業実践に波及させることで、児童
一人ひとりの確かな学力を育成するための授業改善を
進める。

2 個々の学力課題を丁寧に分析し、児童の困り感に寄り
添った指導を推進する。

3 読書活動、家庭学習、ドリノレタイムの充実などを図り、
学力のベースづくりを継続的に行う。

1 特別活動や異年齢集団活動を通して、互いを認め合う
ことのできる望ましい人間関係を構築させる。

2 人権に関する研修を充実させアンテナを高く張りつ
つ、いじめ防止基本方針に則った取組を年間を通じて行
うことで、いじめの早期発見・解消と安心できる友達関

係を構築させる。
3 あらゆる場面で規範意識の醗成を図る指導を取り入れ

る。

本年度学校経営の重点(短期経営目標)

。へき地 ・小規模校の特性を生かし、地域と連携し
た特色ある学校づくりを行う。

。新学習指導要領の目指す学力の定着を目指し、さ
らにICT機器を利活用した授業改善に全校体制で

取り組む。また、学力の基盤づくりの取組を引き

続き行う。
。子どもたちにとって安心・安全な居心地の良い学
校運営に努める。(いじめの解消、不登校の未然防
止)

。特別活動や異年齢活動など子どもたちが活躍でき
る場面において、主体性・積極性を育み、互いを

思いあえる楽しい教育活動を推進する。

。丹後学園として縦横の連携を大切にしながら、 0
~皿期までを見通した保幼小中一貫教育を推進す
る。

成果と課題(自己評価)

0全学年において研究授業を実施し、指導の系統性

を確かめながら深く読み取る国語科の指導方法と
タブレッ ト端末の活用について研究を深め られ

た。
0 “かがやきノート"や“計算チャレンジ"に取り
組んだ。家庭学習の取り組み方に向上が見られた
り、計算力向上の学級目標を達成できた学級が多
くあったりした。

A全校的には『読むこと』に関する課題がまだ残る。
より効果的な授業改善を進める。

0異年齢集団活動を年開通して計画的に仕掛け、 学
年間での交流や協力する取組を行い、豊かな人間
関係づくりを進めることができた。

0定例のいじめ対策委員会では、アンケートや日常
の観察を元に児童の様子を共通確認し、いじめの
芽を摘むよう組織的に行動できた。

ム自己肯定感が低かったり自己表現が苦手な児童に
対して、より対策を工夫したりする必要がある。
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i健康(体 1 体力の向上と基本的な 1 全校一斉での体力づくりの取組や外遊びの奨励、体育 O中間マフソンや中間なわとびに取り組み、校内タ

i育)安全 生活習慣づくり 科の指導を通して運動に親しみ、体を動かすことで体力 イムトライアノレや短縄発表会に向けてスキノレや体

安全に生活するための の向上を図る。「げんき貯金Jの取組を計画的に行い、 力の向上を全校体制で進めた。遠泳大会は校内水2 

知識と判断力を身につけ 望ましい生活習慣を身につけさせる。 泳検定として実施し、スキノレと泳力の向上を図り

させる。 2 日常の学校生活の中で健康に関する取組を継続して ほぽ全員が目標を達成できた。

3 将来の夢や希望に向か 行い、健康に関する知識と判断力を身につけさせる。 0 “げんき貯金"の取組では、一人ひとりの課題に

って何事にも粘り強く取 3 キャリアパスポートなどの活用で、自分の将来に目を 目を向けながら基本的生活習慣の確立を図り、結

り1且むことのできるここ 向けさせ、目標に向かつて日々努力する大切さに気づか 果について学年ごとにお便りで啓発した。

ろとからだを育てる。 せる。 ム外遊びをする児童が少ない。

特別支援 1 個別の教育的ニーズや l サポート委員会(特別支援教育部+教育相談部)を中心 0配慮を要する児童について組織的に把握するとと

i教育 個の特性に応じた指導・支 にした組織的で継続的な支援体制と見守り活動を行う。 もに、指導方法について共通確認して指導した。

援を計画的 ・組織的に推進 2 個別の指導計画・支援計画等に基づいた指導を、年間 0学校 ・家庭からの児童支援について、懇談の機会

する。 を通して行う。 を持ち合理的な配慮について同一歩調で進められ

2 理解教育を推進する。 3 関係機関との連携を密に取りながら、支援の必要な児 た。

童に対する効果的な指導について研修を進める。 ム個別に支援が必要な児童に対し、体制的に支援の

幅が広げられなかった。

!特色ある 1 僻地・小規模校の特性を 1 総合的な学習の時間や生活科の授業などに地域教 or児童の学びを止めなし、Jを合言葉に、ほぽ全て

!学校づく 生かして地域と連携した 材・地域人材などを活用した学習を取り入れる。地域と の行事を中止にすることなく、できる形で実施し、

iり 教育活動を進め、ふるさと のかかわりを学習活動に位置付け、 地域社会との交流や 児童の達成感や満足感が得られるよう、小規模校

を愛し未来を展望できる 情報発信に努める。 ならではの工夫ができた。

児童を育成する。 0タブレッ ト端末の活用について、授業内だけでな

く家庭への持ち帰りも全学年で推進した。

次年度に向け 。児童一人ひとりの丁寧な状況分析をもとにした学びについて研究推進する。

た改善の方向 。今年度もコロナによる教育活動の制限などがあり、地域との交流や校外での学びの機会が持ちにくい状況が続いた。今年のようにでき

性 る形を模索しながら『児童の学びを止めない』教育活動を進める。

。ICT活用をさらに推進し、丹後学園での連携を重視しながら、へき地 ・小規模校ならではの取組を推進する。



(別紙様式1)

令和 3年度学校評価自己評価報告

学校経営方針(中期経営目標)

1 知識 ・技能の確実な習得と、思考力・判断

力 ・表現力の育成、主体的に学びに向かう力

の育成を図るために、生徒指導の 3機能を生
かした授業づくりと学級づくりを推進する。

2 確かな学びの力と豊かな人間性を育み、一

人一人が大切にされる「心の教育Jの推進に

基づく 、生きる力の育成を図る。

3 家庭 ・地域とつながり 、信頼される学校 ・

特色ある学校づくりを推進する。

4 学園の保幼小中一貫教育を校種聞におけ
る様々な取組等を充実させながら推進する。

5 ICTを効果的に活用し、授業改善を図る。

前年度の成果と課題

。どの学年も、生徒指導の 3機能を生かし、落ち着い

た学級経営と授業づくりを進めることができた。

。コロナ禍ではあったが、学園の授業研究会の取組を
活用したり、外部講師を招いたりして校内研修を充
実させることにより、教員の人材育成 ・授業改善に

努めることができた。

0学習評価の在り方に関する校内研を実施し、新学習

指導要領に示された目標を意識して児童の学習評価

をすることができた。
A児童の読解力を高めるために、さらに読書活動の充

実を図る。
ムICTの効果的な使い方を交流し、日常的に授業の中

で有効に活用していく。

学校名〔 京丹後市立吉野小学校 〕

本年度学校経営の重点(短期経営目標)

l 落ち着いた学級経営と効果的な授業っく りを進める

ために、生徒指導の 3機能を意識した授業を行う。

2 主体的 ・対話的で深い学びにつながる授業を行い、

児童の学力の向上を図る。

3 家庭 ・地域 ・関係機関との連携を深め、特色ある学

校作りを進め、郷土を愛する心を育てることにより 「生

きる力j の育成に努める。

4 ICTの効果的な活用をすることにより、ユニバーサ

ルデザインの授業を行い、発達課題のある児童も意欲

的に学習に向かえるようにする。

-
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評価項目 | 重点目標

教育課程 I1 生徒指導の 3機能を生か

宮 |学習指導| した授業づくりの推進

2 主体的 ・対話的で深い学

びの授業づくりの実践

具体的方策

l 生徒指導の 3機能を生かした授業づくりと学級経
営を一体化させた指導を推進する。
( 1 ) 特に 1学期は授業スタイノレの定着とともに、落

ち着いた学習環境を整える。

( 2) 授業づくりを通して学習意欲の向上を図る。

2 主体的 ・対話的で深い学びの授業づくりの実践を

進め、教員の指導力の向上を図る。

( 1 ) ICTの効果的な活用を研究する。

(2) 出前講座を活用する。

成果と課題(自己評価)

0・どの学年も、生徒指導の 3機能を生かした授業づく

りを意識して取り組み、概ね落ち着いた学級経営を行

うことができたが、一部の学年で、 2学期終わり頃よ

り教員と児童の関係がうまく結べなくなり、生徒指導

部を中心に、全校体制で関係が改善するように努めて

きた。来年度はさらに児童理解を図り、指導方法につ

いて研修を行うようにする。

0全学級研究授業に取り組むことができた。また、セン

ターの出前講座を 2度実施し、授業づくりの具体につ

いて学ぶことができた。

0・ICTの活用については、どの学年もできたが、さら

に効果的な活用については、今後も引き続き研究を続

ける必要がある。

0読み聞かせ ・本の紹介などの取組を進め、読書に親し

む児童が増えた。
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生徒指導

E 健康(体

育)・安全

特別支援
教育

特色ある
学校づく

り

次年度に向け

た改善の方向

4性

l 生徒指導の 3機能を生か 1 自尊感情の育成 0生徒指導部を中心に、生徒指導の 3機能を生かした学
した学級経営の推進 生徒指導部を中心に生徒指導の 3機能を生か 級経営についての校内研修を行い、指導の経過を交流

した学級経営を意識した取組を行う。 することで、若い教員の人材育成をすることができた。

2 いじめ・不登校の未然防止 2 いじめ等の未然防止 ・規範意識の高揚 0・いじめの早期発見に努めることができたが、取組を
( 1 ) 教職員の人権意識を高める研修をする。(児童 進めても、改善に長期間かかる事象もあった。

の実態交流を通して) 0情報モラノレの学習は、講師を招き全校で実施するこ と
( 2) 情報モラノレの指導・法やノレーノレに関する教育等 ができ、身近なゲームなどについても、具体的に学ば

3 良好な人間関係づくり を行う。 せることができた。

3 望ましい集団活動や体験活動を通して、好ましい .コロナ禍で実施できない活動もあったが、できる範囲
人間関係やコミュニケーション能力の育成を図る。 で行事や異年齢活動を行い、学年の枠を超えた集団活

動に取り組むことができ、コミュニケーション能力を
育てることができた。

1 食育・健康な心と体づく 1 コロナウイノレス感染対策を徹底させ、食育の推進 0コロナウイノレス感染対策を徹底させることにより、検

りの取組推進 と、年聞を通した体力づくりを進める。 温 ・マスクの着用・手指の消毒などを習慣化させる こ

2 危機管理意識の高揚と事 2 校内研修を行い、教職員の危機管理意識を高める とができた。

故の未然防止 とともに、報告・連絡・相談体制の徹底を図り、早 0児童の些細な変化を共有することにより、組織で対応
期発見 ・早期対応に努める。 することができた。

1 特別な教育支援が必要な 1 必要な児童の教育支援計画 ・個別の指導計画を整 0必要な児童について、複数で定期的な保護者面談を行

児童の課題・障害に応じた 備し、保護者と共通確認のもと指導に当たる。 い、外部専門機関との連携を図り指導にあたることが

支援や、指導方法の改善 2 理解教育を計画的に進めるとともに、特別支援教 できた。

2 家庭や関係機関との連携 育に関わる研修を行い、児童の指導に生かす。 0特別支援コーディネーターを中心に、理解教育を進め

ることができた。

-特別支援の必要な児童が、年々増える傾向にある本校
では、保護者・外部専門機関との連携がさらに必要で
ある。

家庭・地域との連携を深め、 1 地域の伝統や校風を大切にし、本校の特色である 0・家庭 地域の協力を得て、田植えなど異年齢で体験 l
地域の特色を生かした学校づ 異年齢集団活動の充実を図り、教育活動に生かす。 できた行事もあるが、新型コロナウィルス感染予防の

くりを推進する。 2 郷土への愛着と誇りを育む。 ため、体験できなかったこともあった。しかし、でき
( 1 ) 保護者 ・地域人材の積極的な活用を図る。 る範囲で郷土を愛する心を育てるために、農業 ・丹後
( 2 ) 丹後学を通して総合的な学習の時間を充実さ ちりめん ・赤米など、地域人材に指導を受けながら総

せ、郷土を愛する心を養う。 合的な学習を進めることができた。

-生徒指導の 3機能を生かした授業っくりを通して、安定した学級経営ができるように組織で取組を進める。

.ICTの効果的な活用をさらに進め、授業改善を図る。

-発達課題のある児童に対して、外部専門機関との連携を図り、本校の実態に応じた適切な特別支援教育を進められるようにする。



(別紙様式1) 

令 和 3年度学校評価自己評価報告

字校経営方針(中期経営目標) I 前年度の成果と課題
「ふるさとを愛し、 主体的に学び、 。単元に効果的に位置付けた言語活動を推進し、校内の掲示物 11 

心豊かで、たくましく生き抜く子ど卜や児童発表にはその成果がよく表れた。 12
もの育成J 1ム園小連携の交流活動では、小学校側の指導の視点、から活動を 1 3 
・知識と技を磨き、活用する子 |進めたため、年長児側からの交流の目的が不明確となった。 14
・自他の良さを知り 、共に伸びる子。生徒指導の3機能を重視した特別活動を実施することで、学級内 1 5 
・心身をきたえ、何事もやりぬく子 μココミュニケーションが深まり、問題事象は例年より減少した。

。「感染症対策の基本」を作成し、「授業や活動を通じて定着
十させる」ことで、健康に関する児童の意識が高まり、体調不
良による欠席者は例年より減少した。

Aコロナ禍で SUN・イ ンターネッ ト利用者が増え、それによ
るトラブノレや睡眠不足等の問題が起こっている。

具体的方策

①学力調査における質問紙調査と教科結果の関連性・ 学力結
果の推移等を分析し、支援が必要な児童により重点的な指導
を行う等の効果的な指導を推進する。

②子どもの興味 ・関心等に応じ、 一人一人に応じた学習活動
や学習課題に取り組む授業を推進する。

③教科聞や学級聞を越えた意図的、計画的な言語活動を推進
する。

④保幼小中一貫教育の接続学年における一貫性 ・連続性のあ
る指導を推進する。

⑤教育活動の基盤的なツーノレとして活用できることを目指
し、児童が ICTを日常的に活用できる環境づくりと並行し
てICTを活用した授業づくりを推進する。
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重点目標

1 学力実態と課題
に応じて個に応じ
た指導の充実

2 各教科等におけ
る言語活動の充実

3学園課題・学校課
題克服に向けた保
幼小中一貫教育の
推進

4 効果的な ICT利
活用の推進

学校名 〔 京丹後市立弥栄小学校 〕

本年度学校経営の重点(短期経営目標)
確かな学力の育成
いじめ ・不登校の未然防止
健やかな身体の育成
特別支援教育の充実
特色ある学校づくり

成果と課題(自己評価)

0各種学力検査結果を分析し、課題を中心に教員全体で共
通理解を図り、学力補充の取組につなげた。

0どの学級も単元のまとめ学習には言語活動を取り入れる
ことが多かった。そのため学級問で学習のまとめを発表
し合う等の取組が頻繁に行われた。

0どの学級もタブレットを活用した授業に取り組み、すべ
ての児童がタブレットの活用に慣れ親しんだ。特に高学
年においては、その長所を生かして授業以外の活動にも
活用していた。

ム保幼小中一貫教育の 1・6学年の交流活動は、目的が明確
なため、コロナ禍においても内容を工夫しながら実施す
ることができた。 しかし、他学年については目的が唆昧
になり活動ありきの交流となった。

1 自己有用感の育成
2 不登校やいじめ
の未然防止、解決
に向けた早期発
見 ・早期対応

①生徒指導の 3機能を生かした学級経営を基盤に、 自分の存
在が確認でき、自己有用感を高め合えるような異年齢関係、
を育てる取組を推進する。

②日常的に会議や職員室で児童の実態交流を行い、児童の
不適応を少しでも早く発見し、 問題が複雑かっ困難になる
前に、チームによる支援につなげる。

③保護者面談 ・家庭訪問等を積極的に行うことを通して直
接、間接に信頼関係を積み重ね、問題行動の早期発見 ・早
期対応につなげる。

④気になる児童については、積極的にアセスメント(見立て)
を行い、なぜそのような状態に至ったのか、児童の示す行
動や背景や要因、情報を収集して分析し、明らかにする。

0学校行事を中心に異年齢集団による取組を感染症対策を
講じながら工夫して実施した。学級経営の成果が各取組
で生かされるとともに、各取組が学級児童の仲間意識を
さらに高めるといったサイクノレにつながった。

0職員会議では毎回児童の実態交流を行い、報告された児
童については教育相談部等の対応につなげた。

ム本校の問題事象の多くは、発達障害に係る場合が多い。
今後も教員の専門的知識 ・技能の向上を図ると同時に丁
寧な対応等を進めてし、く必要がある。



i健康(体
育)・安全

-CT> 

1体力づくりの推進|①自己のめあてをもって楽しく安心して運動に取り組める
2健康課題への対応| ことを基本にした運動量のある体育授業を推進する。

②新体力テスト結果の分析から本校における課題を把握
し、課題となる運動能力を高めるための取組を推進する。

③感染症対策を切り口に、健康に関する事項についての正

しい知識とそれに基づく望ましい行動化を目指し、全ての
教育活動に感染症対策の視点を取り入れた取組を推進す

る。

1 切れ固ない支援|①個別の指導計画、個別の教育支援計画を活用し、学校と
の充実 | 保護者が将来を見据え、協働して児童を支えるための指

2 バランスの良い| 導 ・支援を進めるとともに、学級担任以外の教員等と共通
集団指導と個別支| 理解を図り、その協力を求めるための効果的なツールとし
援の充実 | て活用を図る。

②中学校への適切な引継ぎを進めるために、関係教職員に
よる互いの学校見学や、児童・保護者の中学校見学等の機
会を設ける。

③日常的に通常学級担任等と通級指導担当と情報を共有
し、通級による指導を通常学級での指導に生かす視点を持
イ〉。

④生徒指導部と連携し、未然防止の観点から個別支援と集団
指導の 2つの視点、での対応を進めるとともに、発達障害等
について考慮すべき事象に関しては、指導により自覚を促す
やり方ではなく、きっかけや前後関係も含めて要因を分析
し、児童の適切な行動変容へとつなげる。

①地元産食材や郷土食に係る学校給食を切り口に、食に関
する知識や体験を広げ、食の選択や判断ができる力を育成

するための取組を推進する。
②地域学習や地域人材を活用することを通して、学校と連

携 ・協働する。
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0本校の実態に応じた「感染症対策の基本j を学級指導や
特別活動等の行事や取組に反映させた。「授業や活動を通
じて理解させ定着を図るj ことで、健康に関する児童の
意識が高まった。

0運動等が制限される中でも、体育においては活動内容を

工夫して一定の運動量を確保することができた。
A新体力テストの分析が十分行えなかったため、課題とな

る運動能力を高めるための視点を教科体育に計画的に取
り入れることができなかった。

ossw、sc等の活用による多角的なアセスメントを行う
ことで、児童への対応の幅が広がっており、教員の人材
育成の場となっている。

0中学校と定期的に情報交換を行い、支援体制の状況把握
に努めた。進学における引継ぎについては、管理職と連
携して関係者による連携や相談・検査 ・保護者懇談等が
年間を通して実施できるようにする。

ム問題事象等が発生すれば、多くの教職員が関り丁寧に対
応できるが、その過程では行為や該当児童に目が行きが
ちで、対処療法的な指導となっている。

0感染症対策のため地域人材の活用等に一定の制限はあっ
たが、総合的な学習の時間や社会科等でどの学年も地域

人材を活用した学習活動を計画し、その成果を発表会等
で報告することができた。

A感染症対策もあり、計画していた食に関する取組が年間
を通して実施できなかった。

次年度に向け|①働きがいがあり、かっ健康的な職場づくりを進める。
た改善の方向|②信頼される学校づくりに向けた情報発信、迅速 ・誠実 ・丁寧な対応を心がけるとともに、危機管理意識を全教職員がしっかり持ち、日々
性 | の教育活動に取り組む。

③保幼小中一貫教育を最大限活用して不登校の未然防止や予防を意識した学校の取組を進める。
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(別紙様式1) 

令和 3年度学校評価自己評価報告 学校名〔 京丹後市立久美浜小学校 〕

学校経営方針(中期経営目標) 前年度の成果と課題 本年度学校経営の重点(短期経営目標)

教育目標と[久を美霊浜学園意全欲体的] 「目標の明確化Jr相互の関わり Jr肯定的評価Jを常に
目指「す児童学校の像学び[久を美高浜め小合学い校、家】庭 ・地域とつながる学校J「ふるさ 愛し に学びやさしい心 意識する。

をもち 根気強く努力する子どもの育成j 0落ち着いた学習環境づくりを基本とし、学習内容の基 目指す児童像 [久美浜小学校]
目指す子ども像 [久美浜学園全体} 礎基本の定着を図ることができた。また、 ICTの活 『つながり、たくましく 生きぬく』久美つ子
( 1)意欲的に質の高い学力を身に付けようとす 用等による学習意欲の向上や視覚支援等の指導の工 ~将来の社会的自立へ~

る子ども(知) 夫を見出すなど、授業改善を進めることができた。 特色ある学校、意を欲目指す。

(2)自ら正しく判断、行動し、豊かな心を持つ 0学校に来にくい児童についても、落ち着いた学級経営
① 『主体的・ 的に学習する児童』の育成

子ども(徳) や家庭との連携を丁寧に進める中で、改善が見られる
= r主体的な学びJ

(3)心身を鍛え、粘り強く最後まで、協力して . r対話する力Jを「深い学びJへ

取り組む子ども(体)
児童が増加した。 . rわかった喜びj を大切にすつる授業づくり

重点目標 [久美浜学園全体]
6 f学力の向上j及び「主体的に学ぶ力jの育成を目指 ②『地域とともにある学校j くり

「意欲的に生活 ・学習に取り組む子どもの育成J
し、生徒指導の三機能を生かした学級づくり、学習内 -子どもの元気を地域に

~ 子どもの実態や系統性を踏まえた指導 ~ 容を確実に定着させる授業づくりを行う。 -学校、社会教育、 地域との連携、協働 (PTA、公民館、区等)

指導の重点『学力の向上』 A教職員の授業準備や研修の内容充実、時間確保を進 . r久物美に浜触れを支、える人づ社く会りJlの取組

①基礎 ・基本の徹底 ②主体的に学ぶ力の伸長 め、教職員自らの授業実践力や学級経営力の向上を進 ③本 、出逢う 「 こ聞本か物れにたふ教れ育る課体程験J 推進
-外部の方の支援、出前授業、 等

@家庭学習時間の確保 める。 . ICT (電子黒板、タフ、、レッ ト等)を効果的に活用した授業
校訓「一生懸命Jを意識した教育活動の推進

評価項目 重点 目 標 具 体的方策 成果と課題

「主体的 ・意欲的に学習する児童へj 010月学園授業研究会を通して授業改善を図り、授業力向

幼学習指導 児童Jの育成を目指す ①「主体的な学びJを目指し、その根本となる基礎基本 上の学び合いを深め、 研究が進んだ。

小 ・「対話する力Jを の定着を図る「わかる授業づくりJ o r本物に触れる教育長を推進 (地域人材を講師に招待)

中 「深い学びJへ ②ICT(タブレツト)の活用等を関連付けた研究を目指す。 0 「社会に聞かれた教同課程Jの実現に向け、 外部の方の

- i I • rわかった喜びJを大切に ③見える学力としての 12月の DRTの結果(標準得点)を 声を学校経営に生かすことができた。(学校評議員、民生

する授業づく り
昨年度よりも学級平均の向上並びに個人別に伸ばす。 委員、保護者の声)

④「本物に触れ、出逢う【社会に開かれた教育課程】J 0学校目標を常に振り返り進行管理を行ったa・毎月評価

外部の方の支援、出前授業、本物にふれる体験 等 ムコロナ禍で 1， 3学期と外部の方の学校への規制がかか

⑤地域の人的物的資源を有効に活用させていただく。ク り人的資源の有効活用が困難であった。さらなる授業改

ラブ活動、授業の外部講師、 学習支援ボランティア等 善の推進、 課題解決学習につながる個別指導を図ってい
く。今後、 地域資源、を有効に子ども達に還元していく。

生徒指導3機能を土台とした学級経営 0学校目標 1つながり !と学級経営、学校行事が一致した

び合い、励まし合い、支え合 指導の重点化~玉作り"， r学び高め合う授業Jと「支え 協働的な動きができ、 学校が 1つの方向で動くことがで

等う。 認め合う学級J きつつある。結果、児童、教職員とも 2語のキーワード

を ①生徒指導の 3機能を生かした学級経営と授業作り
を意識できた。O不登校傾向児童がゼロのまま今年度も

基 ② 児童の居場所・紳づく り (集団、体験活動)
推移し、教室へ向かう ことができた。0家庭的に支援を
要する子も学校に慣れ、教室では楽しく過ごせた。指Q導どが

盤 ③ 不登校傾向、いじめ等を全校一致した組織的指導 じめ事象もなく 一定安定し全教職員できめ細かな
と
し

④ 特性、 学習進度に応じた個別最適な学びの場作り できつつある。 ムあいさつを身に付けることができなか

て
った。 (地域の方からの声)ムコロナ禍で互いに協働し合
う行事活動が制限され、 自治的な活動が抑制された。



i健康(体| 何事も最後まであきらめ
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次年度に向け
た改善の方向

性

社会に聞かれた教育課程

の実現に向けたカリキュラ
ムマネジメントの推進を図

り「地域とともに育つ学校J

を目指す。

目指す児童 「たくましい 久美つ子jにつながる具体策
①掃除を協力 してする子どもを育てる。・根気強く、一

つのことを最後まで協力して行う態度を育てる。
②日常生活を当たり前にやり切る子どもを育てる。

・基本的な生活習慣、家庭学習、日常的な学校生活等、
③いろいろな事に挑戦し目標を持って取り組む子ども

を育てる。(校内外各種大会、コンクーノレ等)
④運動に親しみ、体力の向上を図る。(朝マラソン等)
⑤家庭と連携し、基本的な生活習慣、望ましい食習慣の

育成を図る。

特色ある学校 「地域とともにある学校Jづくり

①子どもの元気を地域に発信する
②学校、社会教育、地域との連携、協働

(PTA、公民館、民生委員、区等)
③ 「久美浜を支える人づくり」 の取組
④情報を関係機関、家庭・地域に適切に提供し信頼され

る学校づくり

01あいすつくろうよJ等キャッチフレーズで伝統的な生
壁豊導型取組が本校の強みとして生かされけじめある生
活を過」した。

0全児童が長欠なし、不登校傾向なし等安定した出席日数
主皇2立宣(昨年度に続き、長欠児童の報告なし)

O安JL"安全な環境作りが進んだ。 (事故災害報告なし等)
O人間関係を良好に保った。(学校評価アンケー ト高い率)
ムコロナの影響で、マラ ソン、駅伝、大縄跳び、朝の体力

作り等体力向上策が制限された。
ム学園の家庭学習がんばり週間、長期休業後の生活習慣が
課題に残り連携を一層図る必要がある。

O I地域とともにある学校作り Iが 2学期は若干進んだ。
・外部講師の依頼 (水源の森調査活動、牡瞬の学習、しめ
縄作り、チーム遠足時の校外での学習、保育所との連携、
お茶会、読書ボランティア 他)地域に子ども達の元気
を発信

0職員研修で「地域Jをテーマに学園全体での研修が深ま

ヱ主L

d.コロナ禍の影響を受けたが、社会に聞かれた教育課程を
次年度生活科、総合を核に一層進めていく。

0区長会、自治会、 民生委員、公民館各種地域の団体と の

連重量畳が進み、学校と地域とのつながりが深まった。
0ホームページ更新を 2学期以降進めアクセス数がアップ

した。

ム今後も家庭との連携を丁寧に進める。(学校評価アンケー

ト 授業の様子がわかりにくい評価が 15%低下)

ム授業参観が年間 2回の実施に終わり、コロナの影響で保

護者理解が弱く次年度に課題を残した。

ム児童会行事のさらなる斬新な動きの発信と更新
ムホームページ更新を進める。

①家庭・地域社会と連携を図り、教育活動の推進、健
全育成に努める。
学校や担任の教育方針(願し、)が一層見える学校だ
よりや学級通信になるようにする。 HPの更新を定
期的に行う。また、授業参観、 PTA会議、懇談会等
で積極的に情報の公開を行う。

③ 「久美つ子見守り隊」 の活動の充実・発展をめざす。
④外部アンケート、学校評議員会議等を行い、学校運

営の改善に生かす。
⑤ チーム教職員、協働性の推進に向け、 「目指す児童

像Jに向け PDCAサイクノレで検証。
@新型コロナウイノレス感染症に配慮し今年度ならで

はの有機的な実践。
⑦ 児童主体の企画・運営を率先し取り組ませる。

目指す児童 Iつながり、たくましく、輝く 久美つ子』像の具現化 ~令和 4年度~ 目指す児童に向けて

重点 生活 ・総合の研究推進を核に、全ての教育活動において、 fつながり、たくましく、輝く J久美っ子を育み、将来の社会的自立へ
張万を生かす久美小
1. 地域・保護者の支えを生かした教育活動の推進(下記:r本物に触れ、出会う教育課程J)

:生活総合で外へ発信、タトから中へ(クラブ活動も、読書ボラ、保護者授業、 見守り隊、等)
2. 安定した学級経営を進める。 生徒指導の 3機能を生かす
3. 特性を踏まえた支援の充実 : 個別最適な学び 指導の個別化 + 学習の個性化
4. 斬新で、支え・相談し合える風通しの良い職員室を目指す。
5. ICT活用を今まで以上に推進 : 例 家庭とオンライン、児童朝会、健康教育、保護者アンケート
6. 不登校傾向のゼロ維持のスキノレを継続発展 : 皆で個々の児童を見る

学園目標「ふるさとを愛
すJ学校として、「家庭 ・地
域とつながる学校Jを目指|②

す。
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令和 3年度学校評価自己評価報告

学校経営方針(中期経営目標)

意欲的に生活 ・学習に取り組む子どもの育成

一子どもの実態や系統性を踏まえた指導 -

1 基礎・基本の徹底

2 主体的に学ぶ力の伸長(授業づくり)

3 家庭学習時間の確保

評価項目

教育課程

学習指導

-mhA 

導指徒生

保
幼
小
中

一
貫
教
育
の
諾
計
画
及
び
各
学
園
の
重
点
等
を
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と
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重点目標

①児童が見通しを持ったり、で

きたことや分かつたことを振り
返ったりすることができる授業
づくりを、 ICTも活用しながら
進める。

②全校体制で個に応じた指導・

学力補習体制を確立し、基

礎・基本の定着を図る。

③身に付いた知識・技能を用い

て思考・判断・表現する力を
育成する授業を進める。

①自分や友達のよさを認め合

い、伝え合う活動を積極的に

取り入れる。

②友達の名前を正しく呼び、発

達段階に応じた「思いやりJの
心を育成する。

前年度の成果と課題

0学級経営や授業が成り立たなくなる状況から一定|。
脱することができ、落ち着いて話を聞いたり我慢強
く学習に向かったりできるようになってきた。

ム学級や児童によって学力の差が大きく、引き続き、
児童が分かる ・できる授業づくりの推進と、基礎的
学力の定着が重要課題である。

A児童の指導をめぐる保護者対応で困難になるケー
スがあった。

具体的方策

①タブレット端末や電子黒板等、 ICTを有効に活用

し、学習課題に見通しを持ったり、授業の終末でで

きたことを振り返ったりして、学力の定着を図る。
②朝ドリノレ、放課後補習を設定し、全校体制で基礎学

力の伸長を図る。また、ジュニアわくわくスタディ、

学習支援ボランティアを有効に活用する。

③校内 ・学園での授業公開、研究授業を行い、「主体

的・対話的で深い学びjを目指した授業づくりを進

め、児童の思考力 ・判断力 ・表現力を伸ばしていく。

①全教職員で全児童を見ることを基本とし、児童のよ
さやがんばりを積極的に見取って肯定的な評価を

したり、児童の不安や気になる様子等を把握したり

する。
②①を基盤としながら、友達同士の優しい言葉かけ、

正しい名前の呼び方を定着させ、自己肯定感を高め
ることにより、いじめや不登校を未然に防止する。

③ 「考えて行動するJことを促し、その時々で望まし
い言動について常に考えさせる。全校共通の月目標

の取組を基盤として、目標設定、振り返りに基づく

学級経営を進める。

学校名〔 京丹後市立高龍小学校 〕

本年度学校経営の重点(短期経営目標)

『しっかり勉強 ・ やさしい言葉~ +考えて行動

O 安心感のある学校

-一勉強が分かる ・できる、いじめがない

O 期待感のある学校
…学校が楽しい、友達と遊べる

O 考える力を伸ばす
…自ら学ぶ ・友達と関わる授業、読書

成果と課題(自己評価)

0令和 2年度より学園で先行してタブレット端末を活用
しており一人一台端末へスムーズに移行できた。児童、

教員の ICT活用のスキノレが高まっている。
0府学力診断テスト、 CRT等において、基礎学力の充実

の一定の成果が見られた。

0低 ・中 ・高学年の算数科の授業研究、各ブロックの授

業公開の取組により授業力の向上につながった。

ム学年末に行った DRTにおいては各学年で国語の課題

が顕著に表れた。指導を見直すことや児童の、読む力、
書く力、話す力等を高める授業や全校的な取組が必要
である。

0生徒指導部会で児童課題を共有し、各学期に全校目標
を設定し、目標司取組=今振り返りのサイクルで取り組ん

だ。全体的に落ち着いた学校生活や児童が考えて行動す

ることにつながった。

0教員の児童に対する肯定的で前向きな声かけを継続し

て行うことで、一人一人の児童の自己肯定感を高めるこ
とにつなげた。

0いじめ防止委員会を定例的に行い児童の気になる様子
を共有した。また、いじめアンケート結果を全体で共有

し早期発見や未然防止につなげた。

ム不登校児童(傾向を含む)については個別にケース会

議を聞き sc、ssw等と連携しながら取組んでいるが、よ
り深刻になっているケースもあり課題を残している。
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!健 康( 体 ①感染症予防を基盤として、全 ①感染症予防については、保護者・家庭に理解を得て、 O感染症予防については、これまでの経験を生かし、運

j育)・安全 校体力づくりの取組、運動 引き続き基本的な予防を、管理職が養護教諭と連携 営会議(三者)で方針を検討し全体で共通理解を図り

会、マラソン大会等の行事等 し責任を持って全校体制で行う。また、スクーノレサ ながら進めることで、全体的には大きな混乱を招く こ

を通して、体力向上を図った ポートスタッフも有効に活用する。 となく対応できた。

り、粘り強く挑戦する心と体を ②インターネット、情報機器の使用について、情報モ ムタブレット端末の家庭での活用も進んだ。今後も児童

養ったりする。 ラノレ教育、各種資料の活用等を行い、家庭と連携し への適切な活用に関する指導と共に、教職員の情報モ

て望ましい使い方を指導する。 ラノレの研修も必要で、ある。

I (A) ①教職員の人権意識の向上を ①職場人権研修担当を中心として、人権研修ハンドブ orやさしい言葉j を設定し年間を通して意識して生活

i人権教育 図り、一人一人の児童を大切 ック、コンブライアンスハンドブック等を活用した することで、児童のトラブ、/レは減っている。

にした教育活動を推進する。 研修を充実させる。 0人権月間を設定して保護者等へ授業を公開した。また、

②人権学習の授業実践力を向 ②人権月間を設定し、人権学習の指導内容について交 校内研修を行い様々な人権課題について学んだ、り児童

上させる。 流するとともに、校内、保護者に対して授業公開を の課題を共有したりした。
イ'丁一つ、。

(B) ①特別支援教育を学校経営の ①新規開設した「自閉症 ・情緒J特別支援学級の指導 0新設した特別支援学級(自閉症 ・情緒) については、

特別支援 重点課題に位置付け、児童 について、全教職員で理解を深めるために研修を行 特別支援教育コーディネータ一、 担任、管理職を中心

教育 の課題に応じた特別支援教 う。特別支援教育コーディネーターを中心に、教育 に、保護者と連携しながらスムーズにスター トできた。

育を推進する。 支援部会を定例化し、児童の実態 ・課題を見落とさ 該当児童の確かな成長にもつながった。

ないようにする。

次年度に向け -児童の 「読む力Jr書く力Jr伝える力J等を高める授業づくりを進めたい。

た改善の方向 -一人一人の児童が学年や発達等に応じて、自分で「考えて行動する力Jを伸ばしていける指導 ・支援を継続して行いたい。

性 -不登校児童について、保護者や関係機関と連携して、安心感のある居場所づくりに引き続き取り組みたい。
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令和 3年度学校評価自己評価報告 学校名〔京丹後市立かぶと山小学校〕

判交経営方針(中期経営目標)
l 久美浜学園教育目標

「去るさとを愛し、意欲的に学び、やさしい心をも
ち、根気強く努力する子どもの育成J

2 めざす児童像
( 1 )意欲的に質の高い学力を身につけようとする子

(2)自ら正しく判断、行動し、豊カな心をもっ子

(3) ，c，身を鍛え、粘り強く最後まで協力して取り組

む子

-
m
m
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重点目標

O学力向上を図る学校づくり

( 1 )主体的な学びに向けた授業

づくり

(2)基礎基本の定着を図る取組

の充実

0居心地のよい学校づくり

( 1 )安心と安定のある学1両軍営

の充実

(2)望ましい人間関係を築く力

の育成

(3) rし、じめJr.不登校j等の未然

防止に向けた日常的な指導及

び十目談貯勤の充実

前年度の成果と課題

。 f深い学びJにつながる授業改善を行う。そのために単

元や1時間の授業てつける力、ねらいを明確にして実践
する。(ICfを活用した授業づくり)

。安定した学級経営を行い、不登校未然防止、早期対応に

つなげる0

0糊 リ活動を中心として児童の豊かな人間関係づくりに努

め、自分の思いを伝える力を伸ばす指導を調封涜させる。

。個に応じた支援の在り方を進めていくため、タト剖磯関と

連携し指導の方向性を明確にする。

具体的方策

-単元を見通して、学習内容(ねらい)の理解を明確にした

「わかるJ授業づくりを推進する。

-基礎基本の定着や思考・表現・判断力を充実させる学習活
動を推進する。 (ICfを活用した授業展開の工夫等)

-学習規律(話す聞く等)の定着に向けた取組を充実する。

.ドリノレパーク等のタブレットを活用したドリル学習を行

つ。
・家庭との連携を密にした学習習慣及ひ注活習慣を確立す

る。

-生徒指導の三機能(自己存在感・共感的人間関係・自己決

定の場)を活かした学識経営を描草する。

・日々の肯定的評価の積み上げにより、お互いの良さやが

んばりを認め合える集団づくりを行う。

-全校的な異年齢活動の樹立等の節目づくりを行い、好ま

しい人間関係を育成する。(かかわり合う中で価値を見出

したり、高学年のリーダー性を発揮させたりする。)
-的確な児童の日常的に状況を把握し、組織体制の中て恰茎

報の共有や見立て、方針を確認し取り組んでいくことで、

「いじめJや「不登校Jの早期対応を行う。

本年度学校経営の亘点惚期経営目標)

教育活郵崩縫のためのキーワー ド「尊重 ・協働 ・サポー トl

1 目標・目的を明確にした上で具体的方策を考え、言判面を

踏まえた具体的な改善策の検討を鼠見する。(組織や過程

を活かした意思決定を大切にする。)

2 子どもの「素敵な心」に寄り添い、互いに尊重し合い、

正しい価値が通る落ち着いた学級経営を大切にする。

3 肯定白骨利回や指導のあり方等、教育活動を進める指導

観について学び合い、捌哉員がコミュニケーションを大

切にしてして。

成果と課題(自己音刊耐

[学力向上を図る学校づくり]

0児童同士の考えを伝え合う活動により、ねらいに即した

学び合いの大切さが明らかlこなった。

ひ制の学年では、算獅ヰにおし、て習製技別グループ苧習を
実施し、より丁寧it1国別の学習指導を行うことができた。

Oタブ〉レットのドリノレパークを活用し、児童一人一人が自

ら進んで取り組むことができた。

01月実施の D貯 の結果は、どの学年も全国平均を上回る

ことができた。

ム今後も落ち着いた学級経営を紺銑し、安心感の中で主体

的に学ぶ力を向上させる。

[居心地のよい学校づくり]

0問題事象もほぼなく、全備句に落ち着いた学校生活を送

ることができた。

0数少ない異年曲折舌動において、児童相互の「かかわり合

いjに視慌を当てた取組を行い、周りの成長を共に喜ひC合

う姿を多く見ることができた。

ム不登校傾向児童に対して、取組の方針を家庭と共有して

取り組むことができたが、引き続き、見立てと取組の工夫
を検討しながら、組獄到に取り組む必要がある。

ム児童が安心できる学識づくりを紺殺する。
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学校づく
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次年度に向けた改

善の方向性

0規則正しい生活ができ、健康で -朝の体力づくり(マラソン)を計画的に実施する。 or苦手な子も挑戦できるJことをキーワードにした朝マフ

安全な生活を送ることができる -家庭と連携しながら、基本的な生活習慣の確立に向けた ソンを行い、ペア学年で励まし合いながら取り組むこと

児童を育成する。 取組を進める。(学園の課題に応じたメデ、イアコントロー ができた。

ノレの指導を行う。) 0定期的(学期1回)に生活習慣を見直す胡桧を持ち、メデ
-登下校の安全に対して、安全ボランティアの方々と連携 ィアコントローノレにおいても各学年の指導系統表を作成

した肘且を進める。(付添い登下校、にこにこカーによる することができた。
見守り、毎月の登校指導等) ム登下校では、安全ボランティアの方にお世話になってい

るが、猿や熊等の出没に対する対応も行政との連燐も取

りつつ考えていく必要がある。

0配!芭を要する児童を中心に、す -配慮を必要とする児童の状況やその支援のあり方につい 0児童の支援に対して、保護者と調麟拍句な面談を行い、具体

べての児童に対して合理的な配 て、紺続的に共通理解をしたり校内研修で深めたりする。 的な状況や取組を共有し、適切な就学に結び付けること

慮を心がけ、適切な支援を行う。 -スクールカウンセラーやまなひ生活アド、パイザー、市臨 ができた。

床心理士等との外部との連携し、配慮を要する児童への O 保護者にスクーノレカウンセラ一等との面談をつなげるこ

適切 ・有効な支援の仕方を探る。 とで、保護者の不安の角硝特車結晶な支援に結び付ける

-丁寧で継車~な面談を通して、保護者と支援の方向性や ことができた。

今後の進路についても確認し合い、適切な就学指導を行 ム今後も、支援の必要な児童に対して、保護者と支援の方向

つ。 性や具榊快勝Eを共有し、共に考える姿勢を調節しして

いく。

0家庭.j;出或にひらかれ、信頼ある -授業参観キ行事への参加、家庭訪問や寵記留舎等、保護者 0コロナ禍て安易に中止とするのではなく、延期や縮小し

学校づくり との連携を密にする。 ながらも取組を何とか実施したいとし、う学校の姿勢が実

( 1 )意欲的に教育活動を推進す -学校・学級だよりやホームページを活用し、学校や児童の 施後の感想、から表れていた。

る耕職員の資質 ・能力の向上 様子等、積極的に情報発信し理解を得る。 。コロナ禍もあり来校する機会がないため、不定期ではあ

(2 )家庭やtω或と協働する学校 -学関判面や保護者アンケート、行事や聯且の感想を活用 るが 105回の即更新を行い、 63626件のアクセスがあっ

づくりの推進 し改善に活かす。 た。位/25現在)
-地域人材や学校支援ボランティアを活用して、地域の方 0保護者アンケートを 11月に早期に期包することで、学校!

とのつながりを広げる。 評価に活かし、次年度に向けた改善につなげることがで

きた。

ム総合的な学習の時間等の教科を活かし、さらなる地域教

材や人材を活用した学習活動を推進する。

l これまでの久美浜学園の教育活動の積み重ねを土台として、「主体性Jを発揮するための土台となる「安，[;呪事Jを醗成させる。まずは、各学級において、

「安心 ・安定した学級経営Jr基礎学力の定着Jについて具嗣切こ取り組み、 一歩ずつの改善を目指す。

2 円百Z相互とのかかわり合いjを教育活動の重点的な視点、として位置付けると共に、その指導を積み重ねることで、児童の「主体性jの基盤となる f安心

感Jの醸成を目指す。

3 本伎の課題である「不登校jの解消に向けて、①「かかわり合い」を通した安{;憾の醸成、②「基礎学力jの定着、@湖鍛到な状況拒握と具体的な見立て l

の検討、を取り組んでいく。



(別紙様式 1) 

令和 3年度学校評価自己評価報告 学校名〔 京丹後市立峰山中学校 〕

学校経営方針(中期経営目標)

[教育目標]
自己肯定感を持ち、自分の将来を展望し、共
に学ぶ生徒の育成

[めざす生徒像1
・意欲を持って自 ら学ぶ生徒
.思いやりのある生徒

.進んで心と体を鍛える生徒
[重点課題](社会的自立につなぐ教育)

「個別最適な学びJと「協働的な学びJを
実現するためのICTを活用した授業改善
の推進と 学力の向上

-豊かな人間性の育成と不登校の解消 ・未然
防止
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・生徒の rw自ら』学ぶJ力を
高める環境整備や授業研究
を推進する。

-社会的自立の基礎となる学
力の定着に向けた教育活動
の徹底を図る。

-生徒指導の 3機能を生かし

た学級経営を柱とし問題行
動の未然防止と不登校の解

消に努める。
・いじめの早期発見・早期対
応 ・未然防止への組織的取
組の展開を図る。

前年度の成果と課題

[授業改善と学力の向上]
Oコロナ禍の条件の中であったが、ベアやグノレープで

の対話型学習も大切にし、学びの集団作りを進める
ことで、意欲の向上や深い学びにつながる生徒の姿
が見られた。

ム大きな集団に対する不適応感を示す生徒にも寄り
添いながら、生徒の可能性を引き出す学びの実現を

図る必要がある。
[豊かな人間性の育成と不登校の解消 ・未然防止1
0不登校出現率の減少を重点として取り組み、元年度

出現率 3.56%から 2年度 2.39%に減少させること
ができた。

ムしかし、不登校の解消に至らない生徒もおり、社会
的自立に向けた組織的な取組の展開が今後も重要

である。

具体的方策

・一人一台のタブレット端末の活用等、 ICT機器を
有効に活用する環境を整備するとともに、「学びに

向かう力Jを高める授業研究を推進する。
・基礎学力を定着させるための授業や補習 ・補充学

習、小テストや繰り返し学習等の実践を展開する。

-学級経営への支援を組織的 ・計画的に展開する。
.いじめアンケートの確実な実施とともに早期発見
に向けたこ者面談を計画的に実施する。

・不登校の解消と未然防止に向け、 SCや SSWを含
む組織的な教育相談体制を確立し、具体的な方針を
立て実践する。

本年度学校経営の重点(短期経営目標)

1 授業改善と学力の向上

-新学習指導要領の全面実施を受け、 「主体的 ・対話
的で深い学びJにつながる授業づくりを進める。 特
に生徒の「学びに向かう力Jを高めるための ICT等
を活用した環境整備や教師の適切な指導力の向上
を図る。

・「次世代型小 ・中・高連携外国語教育推進事業Jの研
究成果を学校全体で共有し、教科の指導に生かす。

.社会的自立につなぐための基礎学力の定着を全生
徒に徹底する。

2 豊かな人間性の育成と不登校の解消 ・未然防止
.豊かな人間性を育成するために教職員の人権感覚
を高め、すべての生徒を大切にする言動の徹底に努
める。

・「つながる力」の育成を意識した教育活動を展開し、

将来的孤立の未然防止に努めると ともに、すべての
生徒に「居場所Jをつくる取組を展開する。

成果と課題(自己評価)

O生徒をつなぐ授業改善を進めることにより学習意
欲が高まり、「学習に意欲的に取り組めています
か。」という問いに 90%の生徒が肯定的に答えてい

る。特に 3年生は昨年度 78%から 91%へと大きく
改善した。

03学期は「ハートフノレOスタデイJを週 2回実施
し、 基礎学力の向上に努め、力を発揮させることが
できた。

0子ども達をつなぎ、寄り添う指導を展開することに

より、新規不登校の出現を抑えることができ、不登
校の出現率も 2.18%と低い数字を維持できている。

ム全体的には落ち着いた学校生活が送れているが、
個々 の生徒が抱える課題も様々であり、対応の難し
さから問題行動の件数が増加することとなった。
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-保健教育と管理の徹底を図

る。
-安全意識の向上を図り、交
通事故や学校事故の減少を
図る。

-部活動の充実と体力の向上
を図る。

-障害のある生徒への理解を
深め、指導方法を研究する。

・家庭、地域、関係機関との連
携を深める。

-人権問題についての理解や
認識 ・実践力を高める。

・教職員の人権意識の高揚を
図るための手立てを組織的

に展開する。

-確実な日々の健康観察と感染症予防対策の徹底を
図る。

-交通安全指導を繰り返し行い、交通事故防止に努め
る。

-主体的に部活動に取り組むための指導を進める。

-特別支援学級が5学級になったこ とを受け、より一
層特別支援教育の研修を積むとともに、聴覚障害の
ある生徒の進学・社会的自立を見据えた教育支援を
組織的に展開する。

-個別の教育支援計画等の活用を充実させ、生徒支援
を進める。

-日常生活の中の活動や取組の中で人権問題に関す
る部分に視点を当て、人権問題の解決につながる行
動力を培う。

-各種会議の中で、教職員の言動について振り返る機

会を設け、生徒がのびのびと学べる環境作りを常に
大切にする。

0緊急事態宣言中は生徒昇降口での毎朝の検温を実
施する等、感染症予防対策を徹底する ことができ
た。その結果、校内で、の感染を未然に防止すること
につながった。

0交通事故対策を年間を通じて実施する中で、大きな
事故の発生は防ぐことができた。

Aコロナの関係、もあり、部活動を十分に実施できず残
;念でLあった。

0今年度から支援学級主任の立場を明らかにし、企画
会議にも参加する中で、組織的な運営ができたこと
は今後の大きな指針となった。

ム個々の課題に応じた支援を積み上げることができ、
伸びた生徒も多くいるが、社会的自立を見据えた時
に、進学校との連携をさらに進める必要を感じてい
る。

O教職員の言動については、機会ある毎に振り返り、
常に「傾聴と対話jを意識した指導を心がけた結果、
生徒達とは良好な関係、が築けている。

ム教職員の人権意識を更に高めるため、いろいろな人
権問題について日常的に関心を持ち、その解決に向
けた構想を持つ中で、指導力の向上を図りたい。

① 「令和の日本型学校教育Jへの理解を深め、全ての子ども達の可能性を引き出す、[個別最適な学びJと f協働的な学びjを実現す

るために、 ICT環境の適切な活用について、教職員の力量形成を図る。また、常に 「探求Jを意識した教育活動を展開し、教科横

断的な視点で子ども達が、「新たな価値を生み出す」ような教育活動を展開する。

②人権が尊重される学校環境を整えるとともに、子ども達個々の課題に応じた指導の幅を広げるための研修を積み重ね、「傾聴と対

話Jを第ーとした教育を推進する。



(別紙様式1) 

令和 3年度学校評価自己評価報告

学校経営方針(中期経営目標)

l 夢や希望を持って未来を切り拓く能
力と実行力の育成

2 学習意欲を高める授業改善と家庭学
習の定着

3 健康な体と豊かな心の教育の充実

4 信頼され、聞かれた学校づくり

5 教職員の資質能力の向上

6 大宮学園保幼小中一貫教育の推進
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・小中の接続期 (II期)

の指導方法の研究を

通した授業改善

. rことばの力Jr思いや

る心j

「つながる力」を育成

する授業づくり

-丹後学の研究と推進

.家庭学習の習慣化に

向けた取組の推進

前年度の成果と課題

。視点を明確にした合同授業研修会を行い、授業改善を進め
ることができた。特に、事前研や事後の研究協議が有効で、
授業改善に生かすことができた。

0授業を公開し、お互いの授業から 「主体的 ・対話的で深い
学びJの授業づくりに生かすことができた。

0人権教育をすべての指導の基盤とし、生徒同士の信頼関係
の構築とともに、人権学習、人権意見発表会、人権標語等
の取組の充実を進めた。

0生徒指導部と教育相談部の部会の活性化と早い動き作り、
情報の共有化に努めた。

0いじめ防止対策会議の機能強化を図り、いじめ防止に向け
て、全校で取組を進めることができた。

ム新規不登校生徒もおり、不登校の生徒の出現率は依然高
い。最大の学校教育課題と捉え、未然防止、早期解消に向
けて取り組んでいく。

具体的方策

・大宮学園合同授業研究及び合同研修会、校内授業研究を授

業改善につなげる。

-生徒指導の三機能を生かした授業づく りと学びの基礎力を

徹底する。

・各種テストの分析を補充指導に生かし、基礎基本の定着と

根気強く取り組む力の育成を図る。

-授業スタイノレを学園で共有し、授業づくりにつなげる。

・全教科を通して言語活動カ リキュラムを生かし、学びを深

める授業づくりを行う。

.ICTを効果的に活用するための研修を計画的に行い、授

業の工夫 ・改善に積極的に生かす。

-地域と連携し、自己の生き方について深く 考えさせ、キャ

リア教育を推進する。

-家庭学習頑張り週間を設定し、家庭学習の定着に向けて家

庭との連携を強化する。

学校名〔 京丹後市立大宮中学校 〕

本年度学校経営の重点(短期経営目標)

1 質の高い学力の育成
・「主体的 ・対話的で深い学びj を実現するための授
業改善 ・授業づくり

・生徒指導の三機能を生かした基礎・基本の定着
2 生徒指導の充実、不登校の未然防止と丁寧な支援
3 人権教育を基盤とした指導の展開
4 特別支援教育の充実

-校内体制の充実と機能化
.個に応じた指導の充実

5 信頼される学校づくり
-家庭及び地域との相互連携の推進
.外部関係機関との連携強化

6 大宮学園運営協議会との協働

成果と課題(自己評価)

0視点を明確にした合同授業研修会を行い、授業改善

を進めることができた。特に、事前研や事後の研究

協議が有効で、授業改善に生かすことができた。

0各種学力検査の結果を分析し、 校内研修で交流協議

を行った。授業改善や補充学習に生かすことで基礎

学力の定着と向上が見受けられた。

O r言語活用カリキュラムJの活用を図ることで、思

考力や判断力、表現力の育成につながり、深い学び

につながった。

OICTの効果的な活用に向けた校内研修を充実し、主

体的で対話的で深い学びにつながる授業づくりを進

めた。

ム各生徒の学習状況を把握し、支援の在り方について

共通確認し、個別の指導を充実する中で基礎学力の

定着を図る。
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;学校づく
り

危機管理

L 
次年度に向けた

改善の方向性

-小中の合同生指部会
の開催

・組織的な生徒指導体
制の確立と規範意識
の向上

-学級経営の充実と好
ましい人間関係の育
成

・不登校生徒の未然防
止と早期対応、早期
解決

・いじめの状況把握と
未然防止の徹底、人
権感覚の構築

・安全教育の充実
-火災、津波、地震へ
の知識の習得と避難
訓練の実施

・健康教育の充実
・部活動の推進

-地域の教育資源の教
育活動への活用

・各関係機関との連携
と協働

-学園運営協議会(コ
ミュニティ・スクー

ノレ) との協働

-人権尊重の視点に立

った指導の展開

-人材育成の推進
・コンブライアンス遵

守の徹底

-学園人権・生指・特活部会での連携と情報共有に努める0

・毎週金曜日に生徒指導部会を開催し、日々の情報共有と指

導の方向性を確認し指導の一致を図る。

・不登校生徒の状況把握に努め、未然防止、初期対応を丁寧
に行う。また、毎週の教育相談部会の機能化を図り、指導・

支援を組織的に行う。
. sc . ssw、関係機関との連携を強化する。

・いじめ防止対策委員会の機能強化を図り、いじめの根絶に

向けた取組を生徒の動きづくりと関連させながら行う。
-研修を通して教職員の人権意識の醸成を図り、人権教育を
すべての指導の基盤にし、教育活動を推進する。

-感染症対策を徹底し、安心安全な環境づくりを進める0

・危機意識の醸成を図り、 自らを守る行動を考えさせる。
-薬物乱用防止教室の開催等による根絶の意識を醸成する。
.異年齢集団で共通の興味関心や目的意識を持ち活動する

ことの楽しさや喜びを体得させるため、部活動指導を充実

させる。

・{呆幼小中一貫教育コーディネーター及び地域コーディネー
ターと連携し、大宮学園学校運営協議会(学園コミュニテ

ィ・スクーノレ)との協働を具体的に進める。
・各関係機関との連携を強め、情報共有を丁寧に行い、生徒
及びその家庭への支援を組み立てていく。

0人権教育をすべての指導の基盤とし、生徒同士、生
徒と教師の信頼関係の構築とともに、人権学習、人

権意見発表会、人権標語等の取組を充実させた。

0生徒指導部と教育相談部の部会の活性化と早い動き

作り、情報の共有化、一致した指導・支援に努めた。

Oいじめ防止対策会議の機能強化を図 り、いじめ防止

に向けて、生徒の動きづくりと併せて取組を進める
ことができた。

ム新規不登校生徒もおり 、不登校の生徒の出現率は依
然高い。最大の学校教育課題と捉え、未然防止、早

期解消に向けて取り組んでいく 。また、引きこもり

を出さないよう関係機関と連携していく。

O新型コロナ感染拡大に危機感を持ち、感染防止を徹底
させ、安心安全な環境づくりを進めることに努めた。

O生徒会及び専門委員会活動の活性化を進め、学校生
活の向上とともに、校則について生徒と共に見直し
を千子った。

0部活動の縦のつながりを大切にして取組を進めた。

0京丹後警察と連携して交通安全の取組(自転車利用
安全推進員)を地域に発信できた。

0学園運営協議会との「見守りJとセットの「あいさ
つJの取組を PTAや地域の方々とも連携しながら行
えた。

ムコロナの関係で地域への公開ができなかった。

-一昨年度の「不適切な指導JI':係る教訓を実践に生かす。10そ両都度7瓦権を大切にした指導 ・支援になってい
・人権教育の研修を計画的に行い、常に共通確認した 「大切| るかを振り返りながら危機意識を持った実践を継続
にしたい指導Jに立ち返り、指導や支援にあたる。 I できた0

・小さな変化への気づきを大切にし、報告、連絡、相談を徹|ム生徒への指導支援の初動を大切にするとともに、生
底させる。 I徒やその保護者の思いに寄り添った指導支援を丁寧

・学年及び分掌主任の育成を図り、 組織的に実践を進める。| に積み上げていく。
1 大宮学園保幼小中一貫教育の重点である「連携・体験活動の充実j、特に rrCTも活用した精選と教職員のニーズへの対応j をキーワー ド
として取り組む。

2 学力分析を指導改善に生かすとともに、校内研修や学園の授業研究を通して、指導の工夫・改善に取り組む。また、 ICT(タブレットを活
用したロイロノートやミライシード等)の活用を効果的に進め授業の工夫改善を図る。

3 大きな学校課題である「不登校Jの未然防止、早期対応、改善に向けて、生徒指導及び教育相談機能の強化を継続し、組織的にあたる。
4 大宮学園運営協議会との連携、協働を一層進め、よ り地域と ともにある学校 ・学園を目指す。
5 新型コロナの感染防止を徹底するとともに、生徒にとって安心で安全な学校を地域とともにつくる。
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(別紙様式1) 

令和 3年度学校評価自己評価報告

学校経営方針(中期経営目標)

将来に夢と希望をもち、郷土を愛し、知 ・
徳 ・体の能力を伸ばす生徒の育成を図る教育
の推進
1 規範意識を醗成し、落ち着いた学校、落

ち着いた授業により学力を付ける。

2 未来を展望し、自ら未来を切り拓く力を

付ける。
3 思いやりをもち仲間とともに生きる、豊
かな人間関係を築く力を育てる。

4 自然 ・人 ・社会とつながり、郷土を愛す
る心を育てる。

評価項目 重点 目 標

保 I教育課程 1 授業実践力の向上を

幼学習指導 図る。
2 家庭学習時間を確保

中 し、家庭学習の習慣化
を図る。

各教貫育
3 教科横断的な教育活
動を推進し、活用する
力を育成する。

品-rσ〉

園if
l 自己指導能力を育成

等び
する。

2 いじめ等の人権侵害

を を未然に防止するとと
基 もに、早期解決を図る。
礎 3 不登校の未然防止と
と 解決に向けて、取組を
し

強化する。
て

前年度の成果と課題

。授業改善に係る理論研修会や授業研究会を継続して開
催し、授業改善の取組が進展した。

0生徒指導の三機能を生かした教育活動の推進及び他者
とのつながりの重視、肯定的評価の積み上げ等によ

り、いじめや暴力事象の未然防止や学校生活の安定を
図ることができた。

0欠席状況等の把握による早期対応、関係期間の専門性

の活用等により、不登校生徒の減少につながった。
0家庭学習の定着に取り組んだが、家庭学習の時間確保

には課題を残した。
0特別の支援を要する生徒が増加する中、保護者との連
携を深め、支援の充実を一層図る必要がある。

具体的方策

・言語活動を効果的に位置づけ、 「主体的に学ぶ力jや「コ
ミュニケーション能力j等の育成を通して、「主体的 ・

対話的で深い学びj の実現に向けた授業改善を進める。
また、生徒一人 1台のタブレットを授業改善手段して活
用する実践研究を進める。

・学園組織を活用し、系統的に家庭学習の指導を行い、習
慣化を図る。

・教科、道徳科、特別活動と関連付けた教育活動を推進し、
教育効果を高める。

-生徒指導の三機能をあらゆる教育活動の中で教員・生徒
が意識し、教員・生徒相互の取組により自己指導能力の
育成を図る。(居場所づくりと紳づくり)

・「ほめて、認めて、他者(社会)とつなぐJを合言葉に、
実態把握、つながる場の設定、適時性ある肯定的評価の
取組を積み上げる。

-個々の役割を明確にし、チームとして取組を推進する。

学校名〔 京丹後市立網野中学校 〕

本年度学校経営の重点(短期経営目標)

「ほめて、認めて、他者(社会)とつなぐ指導j の展
開「つながろう仲間と つなげよう心を!Jを生徒の
合言葉に設定し、常につながりを意識させ学校生活を
充実させる。
1 指導の重点

( 1 )学ぶ意欲、確かな学力の育成

(2)豊かな人間性の育成、規範意識の醸成
( 3 )不登校の未然防止と解決
2 具体的方策の明確化と進行管理
( 1) r主体的 ・対話的で深い学びJを実現する授業

の推進
( 2)生徒指導の機能を生かした教育活動の推進

(3)特別な支援を要する生徒への指導 ・支援の充実

成果と課題(自己評価)

0学習指導要領の趣旨を踏まえ、育成する資質・能力
を育むため授業改善の取組、積極的に生徒一人 1台
のタブレットや電子黒板を活用した授業を行った。

O授業において、「考えを交流する場面Ji自身の言葉
で考えを説明する場面Jを意図的に設定し、学習意
欲の向上、主体的に学ぶ力の畷成に努めた。各種調
査結果においても、その成果が窺える。

ム家庭学習定着の取組を行ったが、課題を残した。

0生徒は他者を大切にして規律ある生活を送り、物事
に対して前向きに取り組んでいる。

0二者面談等の相談活動を大切にし、生徒同士の良好
な関係を築き、生徒を認め励ましながら組織的に指
導を展開できた。

ム不登校の解決に向けて、チームでの取組、関係機関
と連携した取組を進めたが、課題を残した。



;健 康(体

!育)・安全

1 体力の向上を図る。

2 望ましい食習慣を身

に付けさせる。

3 安全に対する意識の

高揚と危機回避能力の

育成を図る。

-各種体力テスト等の結果を踏まえ、健康増進 ・体力向上

の取組も定期的に実施する。

・毎月の食育の目、 給食週間の取組をさらに充実させる。

・避難訓練、非行防止教室、薬物乱用防止教室等を活用し、

自他の生命を守ることの大切さと危機回避能力を育成

する。

ムコロナ禍による部活動の活動制限により、十分な練

習時間の確保ができなかった。

0給食の時間の校内放送、食育の日の取組、啓発資料

の掲示等により、食育を充実させることができた。

O津波を想定した高台避難訓練、非行防止教室、薬物

乱用防止教室、「ゲーム ・ネット講座jを実施し、安

全に対する意識の向上と危機回避能力の向上に努め

た。

特 別 支援

教育

一『ω i聞かれた

!学校づく

!り

次年度に向けた

改善の方向性

1 校内支援体制の機能

化を図る。

2 個々の生徒や保護者

のニーズを把握し、支

援を充実させる。

3 個々の生徒の発達特

性を踏まえた指導方法

の工夫改善を図る。

1 信頼される学校づく

りを推進する。

2 双方向の情報交流を

活かし、学校改善を推

進する。

-通級指導担当、教科担当、担任、関係機関との連携を強

化し、校内教育支援委員会および特別支援教育部会の一

層の機能化を図る。

・生徒及びその保護者との面談を丁寧に行い、保護者の理

解を図り連携した支援の継続に努める。

-生徒の実態を把握し、アセスメント票、個別の指導計画、

個別の教育支援計画に基づく指導・支援を充実し、有効

な手立てを蓄積する。

-保護者や地域に対して、誠実 ・迅速 ・丁寧な対応に努め

る。

-たより、 HP等を活用して情報発信に努め、積極的に学

校公開を実施し、地域との連携を深める。

-網野学園学校運営協議会、地域学校協働活動、地域連携

による教育活動、 PTAとの連携等の機会を通して、本

校の教育に対する理解を図るとともに取組の改善を図

る。

0校内教育支援委員会や特別支援教育部会の機能化を

図り、関係機関の助言を踏まえた支援に努めた。

0個別の指導計画、個別の教育支援計画を作成し、保

護者と連携を図りながら支援の充実に努めた。

0相談活動により学習や生活上の困難さを把握し、支

援を継続することで、学校不適応の未然防止にもつ

ながった。

0保護者からの連絡 ・問い合わせ、生徒の学校生活上

の課題等に対して、誠実 ・迅速 ・丁寧な対応に努め

た。

0コロナ禍で行事や授業の参観等の機会が減少する

中、学校だより、 HP、網野学園だよりを活用し、本

校の教育活動や生徒の取組状況等を積極的に発信し

た。

0網野学園学校運営協議会において、網野学園の取組

に支援をいただいた。また、 PTA本部役員会と連携・

協力を図り、本校の教育活動を進めることができた。

・来年度も「ほめて、認めて、他者 (社会)とつなぐ指導Jという指導観のもと、 「つながろう仲間と つなげよう心を!Jを教職員 ・生徒の

合言葉とし、常につながりを意識させる中で学びに向かわせるとともに、安心 ・安全な学校生活、安定した学校を維持 ・向上させる。

・各分掌との連携 ・協働的な実践を通して、自己肯定感の醸成、学校不適応の未然防止等に引き続き取り組む。

・生徒一人 1台のタブレットを活用した授業を行い、生徒がより授業内容が理解でき学習に対する意欲がもてる効果的な活用方法の研究を行

つ。



(別紙様式 1) 

令和 3年度学校評価自己評価報告

学校経営方針(中期経営目標)

開校8年目となる教育活動を充実させ、保

護者 ・地域から信頼される学校経営を行う。

生徒が「本気で本物に挑戦するj ための教

育環境をっくり、自分の可能性を信じそれに

果敢に挑み力を伸ばすことに専念させる。

前年度の成果と課題

「本気で本物を創るJr本気で本物に挑戦するJ
という合言葉を学校風土として確立させ、落ち着

いた学校生活に取り組むとともに、学習、部活動、

様々な行事 ・取組で力を発揮した。仲間を思いや
る校風もしっかりしたものとなってきた。 さらに、
新たな時代に対応できる自己肯定感や自己有用感

を高め、学校生活に積極的に取り組む力をつけさ

せたい。

学校名〔 京丹後市立丹後中学校 〕

本年度学校経営の重点(短期経営目標)

個々の生徒が自分にとっての本物(進むべき方向性)を定め、

創造し生き生きと挑戦する学校にする

~生徒と教職員が一丸となり、「本気で本物に挑戦する」を合言葉

にさらに進める~
0生徒の個性発掘へ、様々な機会を捉えての挑戦を促す。
0教育活動(学習 ・行事・取組等々)のねらいを明確にし、生徒
が自覚して行動することで、本物を目指す。
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重点目標

・互いの個性を認め合い、 互
いが高まり 合う コミュニ
ケーション能力の育成を
図る。

.GIGAスクーノレ構想に則
った一貫性 ・連続性のある
教育課程を編成し、カリキ
ュラム開発を行う。

-基礎学力の定着及び活用す
る力の育成を図る。

-仲間を思いやる校風の充実

を図り、居場所づくりや紳

づくりを推進し、不登校の

未然防止に努める。
-育てたい力を共有し、教職
員の学級経営力の向上を

図る。

-安心できる仲間関係を築か

せる。

具体的方策

・全ての教科でタブレットなどの ICT機器の活
用のスキノレを高め、生徒指導の三機能を生かし
た授業改善を行い、多様な学習形態の創出に努
める。

・新しい評価観点に基づいた目標と指導と評価の

一体化した取組を、 ICT活用の指導を中心に

進め、系統性のある一貫した授業づくりを研究

する。

-通年のドリノレ学習の一層の内容充実を図り、授
業内容や家庭学習課題と関連付けるなど工夫

し、継続的に取り組ませる。

-業間指導における生徒への寄り添い指導を全教

職員で丁寧に行い、教育相談月間などで生徒の

状況を把握すると同時に、生徒との信頼関係づ

くりを進める。

-生徒の協働的な活動の場の充実を図り、「将来の

社会的自立j に向けた生きて働く指導を進め

る。

-いじめ防止対策委員会を機能させ、いじめ調査

の結果等を基に積極的な組織的対応・指導に努
める。

成果と課題(自己評価)

0タブレット活用などは、教科授業に限らず、生徒会の議案書や
選挙公報などのペーパーレス化、タブレットを持ち帰つての家
庭での動画視聴など、特別活動も含めて多様な学習形態を創造
することで、生徒の自己有用感や共感的態度の育成などにつな
がった。

0校内研修で3観点の関連や育成する資質能力をはっき りとさせ、
評価材料の蓄積を ICT活用と並行して授業内の活動で行い、
指導と評価の一体化が進んだ。

0通年のドリノレ学習の実施教科をこれまでの回数英に社理を加え
て5教科とし、基礎基本問題を繰り返し、授業での学習内容定
着が図れた。 1. 2年の少人数学級授業に加えて、 3年英語も
習熟度別少人数授業やTT指導を行い、個に応じた指導の充実
が図れた。

0全教職員での業間指導を年開通して実施するとともに、 2分前着
席を行うことで、学習規律の安定を生み出し、生徒にとって安心
安全な学校生活につながり、心の安定につながった。

0立会演説会や立志式、合唱祭の中間交流会など、コロナ禍の制限
下であっても、オンラインや録画、規模縮小などの工夫で、具年
齢の意見交流や決意の交流、丹後中の伝統に触れる機会を大切に
することで、生徒の視野を広げる活動を進めた。

0毎週のいじめ防止対策委員会 ・生徒指導部会 ・教育相談部会で、
検討した週ごとの指導の方向性を全教員へ発信し、 学校全体で指
導にあたることができた。学期ごとの全教員による 「相談タイムJ
やいじめアンケート等を通して、状況把握とその指導を丁寧に行
い、不登校 ・いじめの未然防止、早期対応につなげた。



一
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-体を鍛えることで、忍耐 -新たな価値を生み出すことへの挑戦を続け、体 0コロナ禍で活動の制限がある中で、はあったが、各種大会や試合、
育)・安全 力などの心の強さも育 育系 ・文化系部活動かかわらず、「辛いときこそ 発表や作品の出展等、日々の頑張りを発信する場として、限ら

て、その力を学習にもつ 伸びるときJを合言葉に、豊かな心の育成を図 れた時間を大切にして取り組む姿勢が生まれてきている。礼儀

なげる。 る。 などを学ばせる場として部活動の指導にあたることを継続し、

-安全な生活の仕方につい -丹後学園一貫 PTA'丹後学園運営協議会等との連 上位入賞を果たす部活や、文化面での入賞も多くあり、成果が

て、登下校及び学校生活 携を強め、あいさつ運動 (NHD)や登下校指
みられた。

0丹後学園PTA・丹後学園運営協議会等の協力を得て、あいさ
の両面から指導を行う。 導を継続する。

つ運動 (NHD)や登下校指導は計画通り実施できた。また、
-自分や周りの人の命を守 -生徒の安全安心な学校生活のために、コロナ感 子育て教育誹演会を行い、子どもたちの教育環境づくりや保護
る安全教育を行う。 染など対応など感染症予防など衛生面からも常 者同士の連携が図れた。

に危機意識を持ち指導にあたる。 ム喫緊かっ重要な課題として、子どもたちを取りまく SNSに関
わる指導があげられる。コロナ禍の関係で、各校図所で、可能
な範囲で実施した。感染症予防に係る新しい学校生活保式は、
定着できている。

-保護者 ・地域への学校公 -様々な教育活動の場面を見ていただく機会を、 ム学校や学園の行事や取組を広く案内するという計画は実施でき

学校づく 開等を計画的に行い、開 保護者の方だけでなく、丹後学園運営協議会の なかった。丹後学園運営協議会の委員や保護者に限つての案内

り 校 8年目の教育を理解し 委員など、広く地域の方々へ呼びかけ、いただ となることが多かったが、可能な範囲での参観はいただいた。

ていただく機会とする。 くご意見や感想を学校経営に活かす。 学校での生徒の頑張りを励ましていただくような環境づくりに

-学校 ・家庭 ・地域との相
-地域の取組への積極的な参加や、学校だより等 努めたが、感染症防止のため制限の中での参観となった。

互の連携を図り、生徒の
の地域への回覧 ・全戸配布や、学校ホームベー 0来校いただけない分、学園HPや学園だよりなどでの参観して
ジを最大限活用して中学校の状況を伝えると同 いただく予定であった行事内容の発信に努めることができた。

様子や学園・学校の教育 時に丹後保幼小中一貫教育を広く発信してい ム学校支援ボランティアの方々に継続して行っていただけるよ
活動を発信していく。 く。 う、学校に足を運びやすい学園 ・学校づくりに努めたが、実施

-地域人材の積極的な活用 -足を運びやすい地域に聞かれた学校づくりに努 は不十分で、あった。
を行う。 める。そのためにも、地域学校協働本部等を有

効に活用し、支援ボランティアの方々の支援を
積極的に活用する。

-人権教育をベースとして、 -個々の課題に応じた指導 ・支援を、保幼小中の 0個別の指導計画 ・教育支援計画に沿って、自立活動の視点を大

教育 生徒のそれぞれの特性に 一貫性 ・連続性を大切にして行う。また、通常 切にしながら、的確な個々の課題をすべての教員が共有し、応
ついての理解を教職員間 学級に在籍する特別に支援を必要とする生徒に じた指導や支援を行うことができた。参観や懇談など小中の接
で共有し、一人ひとりの ついても全教職員で課題共有を大切にし、校内 続を丁寧に行い、個々の生徒の良さや課題を共有し、適切な支
特性にあった支援を、全 委員会などの組織的な適切な支援を実施する。 援につながる連携ができた。
教育活動を通じて行う。 -丹後学園内の連携や専門的見立てなどをもとに、

企関係、医療機関等との連携や、校内ケース会議の充実を図るなど、
-丹後学園や関係機関との 校内研や研修会などの充実を図り、また、切れ
連携を丁寧に行い、指導 日なく学ぶことができる教育を進め、適切な支 支援の充実のための環境づくりと指導の充実を更に進めてい

の充実を図る。 援により生徒の力の伸長を目指す。 く。

次年度に向け -感染症防止を最優先に行い、 地域に聞かれた学校づくりをさらに進め、地域からの支援などが反映できるような仕組みを考えてし、く。
た改善の方向 -丹後学園の保幼小中一貫教育をさらに推進させ、学校改善の一つの手法と して活かし、学習と部活動の両輪で、確かな学力と豊かな心の育成のた
性 めに生徒指導の三機能を生かした指導力の向上に努めるとともに、系統的な読む力の育成を重点研究テータとして進めていく。

. I CT機器を活用した教材開発や本年度より実施となった学習指導要領に基づく評価の研究を深める授業改善を進める。



(別紙様式1) 

令和 3年度学校評価自己評価報告

一コ山

学校経営方針(中期経営目標)

l 全教職員で、生徒 ・保謎者との信頼関係
を築く。

2 主体的に学び、たくましく心身を鍛え、
人権尊重を基に人間性豊かな生徒を育む
教育課程の編成と実施に努める。

3 基礎的・ 基本的内容の指導の徹底と定着
を図る授業づくりを進める。

4 知識技能を活用し、自ら考え、判断し、
表現する力を育んでいく。

5 未来を拓くために主体的に進路選択がで
きる能力を育てる。

評価項目 | 重点目標

m i教育課程| ・主体的、対話的で深い
12i学習指導| 学びの実現を目指す授

ぶI I 業づくり
中 i

貫 !
教 !
育 j
の i
諸 i
計 i

各夏!
字び ，
園 !
の i

重
点
等
を
基
盤
と

主!

-いじめ、不登校の未然
防止のための信頼関係
づくりと丁寧な対応

-生徒指導の 3機能を生
かした実践の推進と自
尊感情の醸成

前年度の成果と課題

ICT機器の活用や、授業形態の工夫により意欲的に
学習に取組む生徒がふえた。また、繰り返しの学習の取
組みで、基礎基本の定着が進んだ。しかし、自分の考え
や思いを発信したり、学んだことを活用、応用する点で
弱い部分が見られる。

二者面談の取組みゃ、業聞の意図的な生徒との関わり、
組織的な生徒の実態把握と指導方針の共有により、全体
的に落ち着いた学校生活がおくれている。自分に自信が
持てず、自己肯定感が低かったり、家庭環境や発達の課
題から不安定になる生徒も見られるため、専門性に基づ
いた指導が必要である。

具体的方策

・ICT機器の積極的な活用
-課題解決型学習の推進
-学園授業研究会の実施と指導方法の改善
・終SHR時の延長学習、教え合い学習での基礎基本の
定着

-業問の関わりや二者面談等、生徒との信頼関係を構築

するための活動の推進
-定例のいじめ防止対策委員会、生徒指導部会、教育相

談部会で実態把握と組織的な対応や指導の方針立て
・いじめアンケー ト等、各種アンケートによる実態把握、
早期発見、早期対応

・人間関係づくりや自己肯定感を高める取組みの推進
・ベテラン、中堅教員による学級経営や行事の取組みに

関する研修
.SC、SSW、その他専門機関を活用した指導と教職

員の研修

学校名〔 京丹後市立弥栄中学校 〕

本年度学校経営の重点(短期経営目標)

1 教職員研修等、学校全体の指導力向上の取組みを通
した人材育成

2 基礎基本の定着と、主体的・対話的で深い学びのた
めの課題解決型学習の推進

3 特別支援教育の充実
4 学校の組織的指導力の向上

成果と課題(自己評価)

0課題解決型学習に取組みことで、他者の意見をふま
え、自分の思いや考えを発信することができた。

0授業での電子黒板、タブレットの利用、オンラインで
の集会等、 ICT機器の活用が進んだJ。

0京丹後市や学園の授業研究会の取組みで授業改善が
進んだ。

O教え合い学習の取組みで、生徒同士、教師と生徒の学

習を通しての信頼関係の深まりと基礎学力の高まり
につながった。

A学力の 2極化が進む中、基礎学力定着の効果的な取組
みを継続的に行う必要がある。

0生徒との関わりやアンケー ト等で実態把握、情報共有
を行い、生徒指導、不登校等に対する早期対応や指導
を行った。

0ベテラン教員による学級経営の研修で、指導のポイン
トを共有し指導力の向上と人材育成につなげた。

A多様化する生徒、複雑化する教育課題に対して、さら
に組織的な対応や、専門機関の活用を推進していく。



l健 康(体 |・基本的生活習慣の確立|・部活動や保健指導による健康的な体力づくりと基本的

;育)・安全 |・部活動の充実 | 生活習慣の確立

! I・保健、安全教育の推進| ・薬物乱用防止教室、性に関する学習、感染症予防等の

指導による自分を守るための自律的態度の育成
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-特別支援に関する専門

的な知識と指導法の習得

.特別支援コーディネー

ターによる推進体制の確

立

-専門家の指導助言や研修による、特別支援に関する理

解と適切な指導法の習得

・気になる生徒の状況を把握し、適切に対応するため、

特別支援コーディネーターが、学年や分掌をつなぐ組織

体制の推進

-校内研修による指導力|・課題解決や指導力向上のための校内研修の実施

の向上 |・各種研修会への参加、専問機関との連携と本校教職員

.研修会への参加と伝達|へのフィード、パック

講習

0情報モラル学習会は、生徒自身が自らの行動を振り返

る機会となり、非常に効果的で、あった。

ムコロナ禍の行動制限により、生活リズムの乱れや体力

低下が懸念される。継続して自律的な態度の育成に努め

る。

0気になる生徒の状況を定期的に交流し、一人ひとりに

あった対応や指導について共通確認、を行った。

ム適切な対応や指導のため、研修や実践を通 して、教職

員の更なる知識や指導力を高めなくてはならない。

0教育課題に応じて専門家を招いたり、校内の人材を活

用したりして、知識と指導力を高める取組みを継続す

る。

次年度に向け 子 |
ーI1 授業研究会や課題解決型学習の取組みの成果を今年度のもので終わらせないよう、今後も継続した授業改善の取組みを行う。

改善の方向性 | 
I 2 基礎学力の定着、適切な人間関係による自尊感情、自己肯定感を醸成する指導を授業や学校行事、部活動等あらゆる教育活動の中でパラ

ンスよく行う。

3 現代の生徒の思いや悩みを的確に受け止められるよう、研修と実践を行い指導力の向上と人材育成に努める。



(別紙様式 1) 

令和 3年度学校評価自己評価報告 学校名〔 京丹後市立久美浜中学校 〕

一可∞

学校経営方針(中期経営目標)

<久美浜学園> 指導の重点:学力向上
(1)基礎 ・基本の徹底
(2)主体的に学ぶ力の伸長(授業づくり)
(3)家庭学習時間の確保

。規範意識の醸成を基盤とし、当たり前のこと
が当たり前にできる学校、「命Jr今Jr仲間J
を大切にする学校を目指す。

。久美浜学園保幼小中一貫教育の一層の推進
により、指導観について共通理解を図り、系
統的、組織的な教育実践を推進する。

1 r主体的 ・対話的で深い学びjを追求した
授業の充実による学力の向上

2 好ましい人間関係の構築と自己肯定感・自
己有用感の向上

3 不登校の未然防止と不登校(傾向)生徒の
改善

4 r久美浜学園学校運営協議会Jを核とする
地域力と学校力を統合した、地域ぐるみの子
育て支援体制の確立

5 新型コロナウイノレスと共存した新しい生
活様式の確立と「新しい教育の創造J

評価項目 | 重点目標

仙 i教育課程 1<>根拠ある学力分析の上

不 ;学習指導 | に立った学力向上 ・授

中 i 1 業づくり ・ICT活用
の取組

(1) 全教員による「主体

的に学ぶ力を伸ばすた
めの、 ICTを活用し

た授業づくり」の展開
(2)保幼小中一貫教育を

軸とした中学校教育の
展開

一
貫
教
育
の
諸
計
画
及
び

各
学
園
の
重
点
等
を
基
盤
と
し
て

前年度の成果と課題

。校内行事の抜本的な再編成を断行し、教育活動相互の関連
性と教育効果を優先した取組とした。「総合的な学習の時
間j の発表は、生き方学習や丹後学、学級活動、合唱の取
組などを、キャリア教育の視点で統合させた「キャリアフ
ェスティパノレJとして開催し、地域の方にも講師で参加し
ていただいた。

02年間にわたる授業づくりや ICTに係る重点研究を、市
教育フォーラムにおいて成果発表できた。

0コロナ差別や中傷に関する人権教育を重点的に展開した。
また、 2学期には仲間を思いやったり、いじめを起こさな
い学級づくりの取組を行ったりすることにより、生徒の意
識が変容した。

ム不登校の未然防止や個別の指導を継続したが、固定化、長
期化が改善されず、出現率が増加した。関係機関との連携
強化を含めた、さらなる未然防止の取組が課題である。

ム感染防止に係る措置により、部活動や朝練習の停止、各種
大会の中止など、年開通して制限された活動となった。ま
た、学校公開等の機会も減少した。

O学校運営協議会の初年度の活動や方針を、市教育フォーラ
ムでの報告や学校行事への支援 ・参加により、学校内外に
発信することができた。

具体的方策

。学習指導要領完全実施に伴う授業改善と評価研究

。久美浜学園教育課程会議を軸とした「各期における確か
な学力の定着を目指した学力向上プログラムの構築J

。数的評価が可能な各学年の学力検査における学力向上

を目指した方策づくり

。 rCBT調査システム構築 ・活用実証研究Jと各教科に

おけるタブレットを活用した各種テストの開発

。保幼小中一貫教育についての再学習と協働した展開
。小学校英語専科 ・文科省理科専科による小中一貫の視点

での学力向上及び生徒指導の推進

本年度学校経営の重点(短期経営目標)

1 保幼小中一貫教育の一層の推進
学園の教育目標に基づいた保幼小中一貫教育を一層推

進することにより、新学習指導要領の趣旨を踏まえた学
力向上や不登校の未然防止に努めるとともに、研究授業
を含む全体研修や個別研修を充実させる。

2 教職員の資質向上
教員の人材育成に重点を置き、各コーディネーターが

マネジメント し、各分掌を横断的に連結させることによ
り学校組織力を強化するとともに、日頃の実践や研修を
とおして、個々の教師力の向上を図る。

3 キャリア教育の充実
学校運営協議会を軸とした地域連携を強化し、学園

内、地域、高等学校と密接に連携したキャリア教育を充
実させることにより、総合的な学習の時間のみならず、
丹後学、道徳、進路指導、人権教育、各教科等におい
て、自分のふるさとや持続可能な社会、進路や将来につ
いて考えさせる機会を意識的・総合的に設定する。

以上、 1'""3を教職員の協働により複層的且つ具体的に
展開し充実させていくことにより、学校全体の肯定感の醸
成や望ましい生活環境の整備を進めていく。

成果と課題(自己評価)

ム全体的に学力は向上したが、教科や校種を越えた根拠
ある学力分析と具体的手立ての立案、改善には課題が
残った。

0新中学校学習指導要領完全実施に伴う研修や説明を丁
寧に行った。

O ICTを活用した授業実践が大きく前進し、授業研究

会も盛んに行われた。
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生徒指導 。不登校・不適応傾向生 。生徒指導及び教育相談の機能を統合した、全教職員で不 0穏やかで落ち着いて学校生活を送ることのできる環境
徒に係る課題の解決に 登校解消に取り組むための組織の再編成 が整ったことにより、学習に主体的に取り組むことが
向けた取組 。いじめ防止基本方針の理解の徹底と保護者への広報 できた。

(1) 「生徒指導の一体的 。場面指導や聞き取りと、心に迫る組織的生徒指導との要 ム別室指導が充実し、改善傾向の生徒も増加した一方で、
展開」のための組織改 素分離、生徒指導の三機能を踏まえた指導の展開 新たに 1年生の新規不登校の欠席が増加し出現率は横
編と強化 。同和問題や、ハラスメント、体罰、職場人権等、法令遵 ぱいの状況のまま推移した。

(2) いじめの撲滅に向け 守に関わる事項や人権にかかわる研修の定期的開催 0効率的に方針立てするための組織改革を行うとと も

た取組推進 。生徒や教員の個人情報の掲載や連絡網の配付などの廃 に、個別のケース会議をもって対応にあたるこ とがで
(3) 人権を尊重できる学 止、新たな 「文書規定 ・個人情報保護ガイドラインJの き、関係機関との連携やカウンセラーの支援要請など

校づくりの取組推進 策定等、個人情報の保護を徹底する取組 を円滑に行えた。

。ジェンダーに係る慣行の見直しと制服等の見直し Oジェンダ一平等や LGBTQに関する指導が充実できたと
ともに、スラックスの導入など新年度に向けた制服改
定を進めることができた。

健康 。新型コロナウイルス感 。緊急時対応訓練の実施 (土砂災害、火災、不審者、地震) 0新型コロナウイノレス感染症に係る感染防止の取組を教

(体育)・ 染症感染防止の取組徹 。感染防止を含む健康安全に関する自主的な向上意識を 職員及び生徒が一体となり、タブレットによる毎日の

安全 底及び健康 ・安全教育 高める指導とマニュアノレの徹底 健康観察や消毒作業などを日常的に徹底するこ とがで

の充実 。健康・安全に関する教育の充実 きた。

特 別 支援 1 校内指導体制の機能化 。アセスメント票、個別の指導計画、個別の教育支援計画 0コープ、ィネーターが中心となり、諸計画書類等の整備

教育 2 特別に支援を要する に基づく指導・支援の実施、自立活動に係る研修充実 や校内研修などを進めることができた。

生徒に対する個に応じ 。支援を要する生徒の把握、有効な手立ての蓄積 0よさのうみ支援センターの巡回相談の活用などによ

た指導の充実 。担任並びに担当者と本人・保護者との丁寧な懇談 り、特別支援教育の視点、に立った生徒指導や学校教育

。通級指導の実施、保護者・教科担当 ・担任 ・関係諸機関 の見直しを図ることができた。

との連携の強化

聞かれた 。キャリア教育の横断的 。学校運営協議会を校内の教育活動の依頼 ・選定窓口とし 0久美浜学園の夏季全体研修会のァーマをコミュニア

学校づく 展開と地域連携の強化 た地域人材の積極的な活用 イ・スクーノレに置き、講義や学校運営協議会や地元高

り (1) 学校運営協議会を窓 。市民・町民に聞かれた学校を目指した久美浜学園として 等学校からの課題提起を行うことにより、地域に溶け

ロとした校内教育活動 の活動・成果の積極的発信 込んだ今後の学校教育の在り方について全教職員が学

の展開 。地元の高等学校を身近に感じることのできる久美浜学 ぶ機会となった。

(2) 危機管理の徹底と正 園が協働した合同プロジェクトの推進 ムコロナ禍において長期にわたって活動制限が行われた

常な教育活動の維持 。危機管理の徹底と、ウイズコロナにおける正常な教育活 ため、学校公開や諸関係団体との連携会議を行う こと

。 「新・チーム久美中j 動の維持・継続 ができなかった。また、学校行事についても保護者や

の組織力を発揮するた 。働きやすい職場と保護者 ・市民の信託に応え信用される 地域への公開が困難で、あった。

めの改革の断行 学校づくりの取組
。生徒指導や学習評価など教育活動全般における、説明責
任を果たせる根拠ある指導の徹底

次年度に向けた . r学びの保障Jと「主体的 ・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進

改善の方向性 -地域に貢献できる人材の育成を目指した「久美浜ならではの教育Jと「聞かれた教育課程j を進めるための戦略的カリキュラムマネジメント

の推進
-価値観の変化への対応と多様性へのさらなる寛容性を具現化するための教育活動の精選と新たな生徒指導及び教育相談の充実


